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知的で清潔感のあるブルーに、爽やかな

グリーンをプラス。

「健康」を科学するという新しい理念の

大学にふさわしい、アカデミックで初々

しいカラーリングで構成しています。

Ｋの一部と iの・を表わすグリーンの部

分は、呼吸を司ることで植物の生命線と

もいえる葉っぱを「健康」の象徴として

使用し、それが未来に向って伸びやかに

飛翔しているイメージを表現しています。

ロゴの解説
C棟
エントランスホール、図書館を中心にし
て、事務室等大学の管理機能と健康栄
養学科の実験・実習室を備えた建物です。

L棟
大中小の講義室と一部実験・実習室も
あります。

E棟
教育学部の実習室や研究室、模擬授業
用のオープン教室、講義室を備えてい
ます。

D棟
人間環境デザイン学科用の製図室や実
習室、研究室があります。

K棟
看護医療学科の実習室や研究室、地階
には 4つの講義室が並んでいます。

P棟
理学療法学科の実習室、大小の講義室、
研究室を備えた建物になります。

R棟
食堂・売店などがあります。増築により、
講義室、人間環境デザイン学科の実習
室などを備えた建物になります。食堂
の席数も増加します。

G体育館
アリーナ・小体育室などがあります。

H棟
冬木記念ホールを中心とした建物で、
地階にはキャリアセンターがあります。

C棟

K棟

L棟

R棟

E棟

H棟

G 体育館

D棟P棟新築（５月竣工） R棟増築（５月竣工）
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は じ め に　 　 　 　 　

学　長
　冬　木　智　子

　大和し美わしと詠まれたこの地に、晴れの入学を果たした畿央大学の皆さんに

ひとことご挨拶申し上げます。

「表情」とは、人間の心が表面の顔としてあらわれていることを示す言葉ではな

いでしょうか。文字にはそれなりの意味があると考えると、改めて興味深いもの

です。涙を浮かべた悲しい表情、嬉しい笑顔、怒りを秘めた暗い目、そのどれも

が動物にはない、人間にのみ与えられた様相であります。ソチオリンピックが開

催されていた最中は恐らく世界中に、選手たちの歓喜とそして無念の涙を流す表

情が放映されていたわけでありますが、それは改めて、動物の中でも人間にのみ

与えられている崇高な姿であったと思います。

　以前、ある機会に「人間の遠吠え」という話を聞いたことがあります。森林の

中で捨てられていた人間の子供が動物によって育てられ、そのまま幼児期になっ

た時、動物の遠吠えを発していたとのことです。人間としての身体を備えていて

も、育ち方によっては心を伝える方法を知らずに終わることもあることを思うと、

そのことを学ぶことが如何に大切であるかが端的に理解出来るのであります。人

間として生まれている以上、社会生活を豊かに構成するための知識や技術を修得

する必要性を痛感せざるを得ないのであります。

　本学園創立以来の歴史を築きつつある畿央大学生の皆さんには、人間として生

きる甲斐のある人格を形成するのは豊かな学生生活であることを強く意識し、努

力を重ねて頂きたいと思います。建学の精神を遵守し、社会に貢献し得る実力を

養って頂くことを希望しております。
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Ⅰ．畿央大学の概要

　　冬木学園の沿革

１９４６年　５月 冬木文化服装学院開校
１９６４年　１月 学校法人冬木学園設立
　　　　　４月 桜井女子高等学校開校
１９６６年　４月 桜井女子短期大学（家政科）開学  
１９６７年　４月 桜井女子短期大学児童教育科開設
 家政科を服飾専攻と食物栄養専攻に分離、栄養士養成課程を

設置
１９７９年　４月 桜井女子短期大学付属幼稚園開園  
１９８２年　４月 家政科を生活科学科に、児童教育科を児童教育学科に改称し、

コース制を採用
１９９２年　４月 生活科学科・服飾専攻を生活科学科・生活科学専攻に改称
１９９３年　４月 専攻科（生活科学専攻）開設
１９９９年　４月 桜井女子高等学校を関西中央高等学校に校名変更
２０００年　１１月 保育士養成校認可
２００３年　４月 畿央大学（健康科学部）開学
 桜井女子短期大学を畿央大学短期大学部に校名変更し、生活

科学科募集停止
２００６年　４月 畿央大学教育学部現代教育学科開設
２００７年　３月 畿央大学短期大学部廃止
　　　　４月 健康科学部健康生活学科健康栄養専攻を健康栄養学科に、健

康生活学科人間環境デザイン専攻を人間環境デザイン学科
に改組

　　　　　　 畿央大学大学院健康科学研究科修士課程開設
 畿央大学健康科学研究所開設
２００８年　４月 畿央大学健康科学部看護医療学科開設
２００９年　４月 畿央大学大学院健康科学研究科博士後期課程開設
２０１２年　４月 畿央大学助産学専攻科開設
 畿央大学現代教育研究所開設
２０１３年　４月 ニューロリハビリテーション研究センター開設
２０１４年　４月 畿央大学大学院教育学研究科修士課程開設
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興　建学の精神・大学の理念・教育目標　興

1.　畿央大学の建学の精神とその展開
　学校法人冬木学園は建学の精神として「徳をのばす」「知をみがく」「美をつく
る」の３つの理念を掲げていますが、畿央大学の建学の精神も同じです。これは、
豊かな人間性を追究することこそが教育の最終目標であるとする考え方に立ち、
創立以来一貫して精神的支柱とし、すべての教育活動の中で大切にして取り組ん
できたものです。
　徳をのばす
　住みよい社会をつくるためには、先ず個々に敬愛の念をもち、お互いの幸せ
を願い、恵みを与えあう心を養わなければならない。すなわち小さい徳を積み、
社会を潤していく精神を養う。
　知をみがく
　人間の進歩向上とは、自己の才能を最大限に練磨することである。知識欲を
失えばただ退歩あるのみである。私達はあくことなく頭脳を磨き、励まし合い、
研究的な態度を養う。
　美をつくる
　すべての優れた技術はこの世の中にすばらしい美の贈り物をすることができ
る。美しいものは見る者の心を澄まし、喜びとやすらぎを与えてくれる。私達
の手で、ひとつでも多く、日々新しいものを創造していく。

　
　この建学の精神をもとに、具体的な教育目標としては次のように掲げています。
「徳をのばす」　豊かな人間性、コミュニケーション力と思いやりの心を身につ

けます。
「知をみがく」　科学的認識に支えられた知性とたゆまぬ探究心を培います。
「美をつくる」　豊かな感受性をもち創造する力を磨きます。

　そして畿央大学では、開設以来「やさしさをチカラに変える」というキャッチ
フレーズを使用していますが、これは建学の精神を基盤としながら畿央大学のめ
ざすところを表現したもので、畿央大学の社会への約束として今後も大切にして
いきたいと考えています。
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Ⅰ．畿央大学の概要

2．教育理念と教育目標
健康科学部
　健康とは「単に病気でない、虚弱でないというだけでなく、肉体的にも、精
神的にも、そして社会的にも健全な状態であること」と定義されています。つ
まり健康はすぐれた医療による身体的健康、精神的な健康と、衣・食・住に代
表される生活環境が整って初めて成立するものなのです。健康科学部では人間
の身体と健康についての科学的視点や高い専門的技術を養うことと合わせて、
建学の精神に則り、豊かな人間性をもち、人の心の痛みに共感することができ
る人材を育むことを目標としています。

理学療法学科
　理学療法の深い専門的知識と高い技術を修得すると同時に、医療従事者とし
て人間の尊厳、生命への畏敬を理解し、人間を総合的に理解できる幅広い教養
と倫理観を持った徳性のある理学療法士を育成します。
看護医療学科
　理学療法学科、健康栄養学科、人間環境デザイン学科とのコラボレーション
によって、幅広い視点で健康を支える看護師および保健師を育成し、乳幼児か
ら高齢者までの健康な暮らしの実現に貢献します。
健康栄養学科
　食物と食生活を取り巻く問題を総合的にとらえ、健康のために望ましい食生
活と、ライフスタイルの在り方を解明する教育研究を行い、高度な専門知識を
有し、総合的な問題解決型の人材を育成します。
人間環境デザイン学科
　幼児や高齢者、障がい者をはじめすべての人間が健康で豊かに生活できる環
境を創造する人材を育成します。

教育学部　現代教育学科
　現代的教育課題への対応を背景として、個人、家庭、学校および職域を含む
地域社会全体の教育力の向上発展に寄与することをめざします。1年次におい
て、教育学の基礎理論および教育対象である人間の心身の発達について基礎的
な諸学を学ぶとともに、現代の教育課題の基本的認識について学修します。教
育に携わる者に必要な基本的内容を学んだ上で、教員をはじめ各種教育関係の
専門的資格の取得とともに、現代的課題に対して取り組む専門的な知識とスキ



10

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印

ルを持つ教育専門家としての人材育成を行い、「専門職業人」を養成する機能を
重点的に果たすことをねらいとします。また併せて、教育の現代的課題に取り
組むその実践において地域社会を教育・研究のフィールドとし、地域社会と連
携することにより「社会貢献機能」を果たしていきます。

3．畿央大学の学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）
　畿央大学は生命の尊厳を基盤に、豊かな人間性と徳性を培い、専門的知識と的
確な技術をもって地域社会及び国際社会に貢献する人材を養成することを目標と
する。そこで、畿央大学での学びで以下のような能力を身につけ、かつ所定の単
位を修得した者に学士の学位を授与する。
　１．生命に対する深い畏敬の念と倫理観をもち、幅広く豊かな教養を備え、社会
で活動できる。

２．人間を総合的に理解し、修得した専門的知識と技術をもって健康と教育に関
する諸課題に適切に対応できる。

３．地域の特性に主体的に対応し、地域の諸機関と連携･協力して地域の諸資源を
活用できる。

４．健康と教育に関する諸課題を分析評価し、問題解決を図ることができる。
５．国際化に対応した視野をもって、健康問題・教育問題を科学的・創造的に研
究できる。

　　「畿央大学」という名称について
　畿央大学の畿とは、中国の古語で帝都より５００里以内の地域を意味し、わが
国においては古くより大和・山城・和泉・河内・摂津の五国を指し、「近畿」、「畿
内」等の語源となりました。本大学はまさしくその地域の中央部に位置しま
す。「大和は国のまほろば」と詠われたように日本人の心のふるさととして親
しまれてきたところであり、長らく日本の政治・経済の中心としてアジアと
の交流の歴史を有するところでもあります。このような歴史的、文化的条件
を生かし、高等教育機関として地域の要となる内容を持ち、広く日本および
世界に羽ばたく人材を養成したいという意味が、畿央大学という名前にこめ
られているのです。
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Ⅰ．畿央大学の概要

大 切 な こ と

大
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1． 大学の組織図と窓口受付時間　 

健康科学部

教育学部

助産学専攻科

学部

大学

理学療法学科

人間環境デザイン学科

現代教育学科

健康栄養学科

看護医療学科

大学院
健康科学研究科

教育学研究科

健康科学研究所

事
務
室

大　学

現代教育研究所

学生支援センター

入学センター
企画部
総務部

ニューロリハビリテーション研究センター

（月～金）　8:40～18:00

（土）　　　8:40～17:00

（月～金）　8:40～18:00キャリアセンター
（土）　　　8:40～17:00

（月～金）　9:00～20:00
（土）　　 9:00～18:00

（月～金）　8:40～18:00
（土）　　　8:40～17:00

（月～金）10:00～18:00

（月～金）10:00～18:00

健康支援センター

キャンパスコラボ
レーションセンター「ここらぼ」

ラーニングサポートセンター

ボランティアセンター

図書館 授業がない期間は
異なります。
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Ⅰ．畿央大学の概要

2．学　籍　 

　学籍は本学の学生としての身分を意味します。学籍は所定期日までに入学手続
きをすることによって発生し、学費を納入することによって継続し、通常は卒業
により終了します。

■学籍番号
　学籍番号とは学生証（ICカード）に記載されている７桁の数字です。この番号
は試験や諸届等、すべての手続きに必要となりますので正確に覚えておきましょ
う。学籍番号は次のような仕組みになっています。

　１４　　２１　　３２１
　①　　②　　③

①　入学年度　　西暦の下２桁
②　学科コード２桁　　
 理学療法学科　１１　　看護医療学科　１４　　
 健康栄養学科　１２　　人間環境デザイン学科　１３　　
 現代教育学科　２１
③　個人番号３桁

■学籍情報変更の届出
　学生または保証人の住所など、以下の事項に変更があった場合は、速やかに学
生支援センターに申し出て変更の手続きをしてください。
　　　学　生：氏名・住所・電話番号・帰省先・下宿先
　　　保証人：氏名・住所・電話番号

■修業年限
　修業年限は４年とし、在学年数は８年を超えることはできません。３年次編入
の修業年限は２年とし、在学年数は４年とします。
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3．学籍の異動　 

　休学・退学等を願い出る場合は、必ず担任に相談のうえ、学生支援センターで
申請手続を行ってください。

■休学
　疾病その他やむを得ない事由により３カ月以上修学できない場合、学長の許可
を得て休学することができます。
　学生支援センターで休学願を受け取り、必要事項を記入し、下記の申請期日ま
でに必要書類を添えて学生支援センターに提出してください。許可されれば「休
学許可書」「復学願」等を保証人宛に送付します。
　休学を許可された場合の在籍料は授業料の半額とし、前期は４月２０日まで、後
期は１０月２０日までに納入しなければなりません。ただし、入学年度の前期に休学
した場合は、授業料等は返還しません。また、申請期日以降、当該学期中におい
ての休学も認められますが、その場合は授業料等を納めなければなりません。

［留意点］
・休学期間が満了しても休学事由が解消しない場合は、休学期間の延長を願い出
ることができます。ただし、連続して１年以内に限ります。

・休学期間は通算して３年以内です。なお、休学期間は在学期間に算入しません。

■復学
　休学中の者が復学を願い出る場合は、復学願に必要事項を記入し、下記の手続
期間内に学生支援センターに提出してください。許可されれば「復学許可書」を
保証人宛に送付します。
　復学の時期は、学期始めとします。なお、当該学期中においての復学も認めら
れますが、その場合は授業料等を納めなければなりません。
　　復学手続期間
　　　　前期復学　（３月１日～３月１５日）　後期復学　（９月１日～９月１５日）

■退学
　事情により退学を願い出る場合は、まず担任に相談のうえ、学生支援センター
で退学願を受け取り、退学願に必要事項を記入し学生証を添えて学生支援セン

休学の認められる期間休学申請期日必要書類事　　　由
前　期（４月１日～９月１５日）３月３１日医師の診断書病　　気
後　期（９月１６日～３月３１日）９月１５日大学から指示された証明書大学が必要と認めた場合
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Ⅰ．畿央大学の概要

ターに提出してください。許可されれば「退学許可書」を保証人宛に送付します。

■除籍
　除籍とは以下の事由により学籍を失うことです。

　　　
　

■再入学
　再入学を希望する者は、所定の期日までに再入学願を提出すれば、選考の上、
教授会の議を経て、入学を許可されることがあります。再入学を出願できる学
部・学科は原則として在籍していた学部・学科とします。
　再入学出願期日
　　前期への再入学の場合　　前年度の１月３１日まで
　　後期への再入学の場合　　当該年度の７月３１日まで
　再入学には、入学金の納入が必要です。

■転学部・転学科
　転学部・転学科を希望する者は、転学部・転学科願を提出し、審査を受けるこ
とができます。転学部・転学科に関する詳細については、転学部・転学科に関す
る規則（P.２９８）をご覧ください。
　転学部・転学科の時期は４月１日とし、出願期間は前年度の１０月１日から１０月
３１日までです。なお、転学科した場合の転入年次は、理学療法学科、看護医療学
科、健康栄養学科は１年次、人間環境デザイン学科、教育学部は１年次または２
年次を基本とします。

■留学
　本学が協定または認定した外国の大学または短期大学で学修することを希望す
る場合は、留学願に必要事項を記入し、学生支援センターに提出してください。
許可を得て留学した期間は、修業年限に含めることができます。

内　　容事　　　由
学費納入期日を超えても納入されないとき学費未納
在学年限を超えても卒業できないとき（学長が認めた者を除く）在学年数超過
休学期間満了までに、休学の延長、復学、退学の手続のないとき休学期間満了
休学期間が通算して３年を超えるとき休学期間超過
死亡及び長期にわたり行方不明のときその他
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4．学納金　 

　　学納金とは、入学金、授業料、教育充実費、その他の納付金を指します。そ
れぞれの額は学則にて定められており、このうち授業料及び教育充実費（授業料
等）を納入しない場合は、除籍の対象となり学生の身分を失うことになります。
その他の納付金は、証明書手数料などの諸費用、手数料等でその都度に納入する
必要があります。
　前期・後期の２回に分けて納入する授業料等と諸会費（後援会費等）の金額と
納入方法は次のとおりです。

■授業料等
　平成２５・２６年度入学生
　〔前期〕

　〔後期〕

　平成２１～２４年度入学生
　〔前期〕

諸会費教育充実費授業料前期納付額学　科学　部
30,000340,000430,000800,000理学療法学科

健康科学部
30,000340,000430,000800,000看護医療学科
30,000200,000430,000660,000健康栄養学科
30,000125,000430,000585,000人間環境デザイン学科
30,000125,000430,000585,000現代教育学科教育学部

教育充実費授業料後期納付額学　科学　部
340,000430,000770,000理学療法学科

健康科学部
340,000430,000770,000看護医療学科
200,000430,000630,000健康栄養学科
125,000430,000555,000人間環境デザイン学科
125,000430,000555,000現代教育学科教育学部

諸会費教育充実費授業料前期納付額学　科学　部
30,000330,000425,000785,000理学療法学科

健康科学部
30,000305,000425,000760,000看護医療学科
30,000190,000425,000645,000健康栄養学科
30,000110,000425,000565,000人間環境デザイン学科
30,000110,000425,000565,000現代教育学科教育学部
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　〔後期〕

■納入方法
　前期分は３月２４日に、後期分は９月１日に、保証人宛に納付書を送付します。
送付された納付書を用いて以下の納入期限までに所定の銀行へ振り込んでくださ
い。納付書を紛失したり、到着しない場合は学生支援センターにお申し出くださ
い。
　　　納入期限　　前期分　４月２０日まで                                               
　　　　　　　　　後期分　１０月２０日まで  

　納入期限までに納入することができない場合は、事前に「延納許可願」を学生
支援センターに提出してください。延納を許可された場合は、次の期日まで延納
することができます。
　　　延納期限　　前期分　６月３０日まで                                               
　　　　　　　　　後期分　１２月２０日まで  

　また、事情により一部を納入できない場合は「分納許可願」を学生支援センター
に提出してください。分納を許可された場合は、次の期日までに納入することが
できます。（２回均等分割）
　　　分納期限　　前期分（第１回）５月３１日　（第２回）６月３０日
　　　　　　　　　後期分（第１回）１１月２０日　（第２回）１２月２０日

教育充実費授業料後期納付額学　科学　部
330,000425,000755,000理学療法学科

健康科学部
305,000425,000730,000看護医療学科
190,000425,000615,000健康栄養学科
110,000425,000535,000人間環境デザイン学科
110,000425,000535,000現代教育学科教育学部

※延納または分納手続を行わず、納入期限をすぎても未納の場合、除籍
となります。必要な場合は、必ず期日までに所定の手続を行ってくだ
さい。
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5． 大学からの連絡・情報提供　 
■掲示板、Web掲示、メールを必ずチェック
　大学から学生への重要な伝達・連絡は
学内に設置された掲示板への掲示と
KiTss（総合支援システム）のトップペー
ジへの掲示により行います。掲示事項を
見なかったために受ける不都合は自分の
責任になるので十分注意してください。
なお、学生への便宜をはかるため、内容
によっては大学が学生に付与したアカウ
ントにメールを送ることによって連絡し
ます。また、授業に関する授業担当教員からの連絡は、CEAS/Sakai（授業支援
システム）のトップページへの掲示または、メールによって行ないます。１日１
回は、必ずチェックしましょう。

■KiTss、CEAS/Sakaiによる情報サービス
　畿央大学では大学からの連絡や情報をいつでも見ることができるようにWeb
システムのKiTss（総合支援システム）、CEAS/Sakai（授業支援システム）によ
る情報提供を行なっています。大学ホームページのトップページからアクセスす
ることができます。
［KiTss］
　KiTssでは、大学事務局からの重要な連絡事項をトップページの掲示板で確認
できるほか、次のような情報を見ることができます。

内 容メニュー

履修登録、時間割の確認ができます。履修

現在の成績の状況を確認できます。成績

休講・補講・教室変更を確認できます。メールでも案内します。休講・補講・教室変更

授業への出欠の状況を確認できます。出欠管理

学科ごとの科目一覧からシラバスを閲覧できます。シラバス

定期試験の実施科目、試験時間割などが掲示されます。試験情報

大学への求人情報を検索できます。就職支援情報
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［CEAS/Sakai］
　CEAS/Sakaiを使って、次のようなこと
ができます。
・授業担当教員、担任からの連絡事項の
確認（トップページの掲示板、内容に
よってはメールにも配信されます。）
・担当教員からの授業資料の提供
・授業での課題等の提出
・教員が出したアンケートへの回答

■畿央大学HP・KIO Smile Blog・KIOキャリアナビ　
　畿央大学ホームページ（http://www.kio.ac.jp）では大学の行事のお知らせやそ
の結果についての情報を随時更新して掲載しています。KIO Smile Blog(http://
www.kio.ac.jp/information）・KIOキャリアナビ(http://www.kio.ac.jp/
job-blog/）では授業やクラブ・サークル活動の様子、就職活動や教員採用試験
経験者の生の声を随時掲載しています。

■各種広報誌
　畿央大学図書館だより　　　
　大切な１冊を教員が推薦する巻頭エッセイをはじめ、教員著作物の紹介、図
書館を活用するための特集、貸出ベスト１０、図書館からのお知らせなどを掲載
し、新鮮さにもこだわる読みやすいものとなっています。大学ホームページの

各教員のオフィスアワーを案内しています。教員の紹介も閲
覧できます。

オフィスアワー・
教員紹介

学内施設・設備の予約状況を確認できます。（申し込みは窓口）施設・設備予約状況

ボランティアセンターからのお知らせ、ボランティア情報を
案内します。ボランティア情報

畿友会、クラブ・サークルの紹介や連絡を確認できます。畿友会・クラブ

KiTss、CEAS/Sakai、学内のIT機器などの利用方法を掲載しています。IT使いこなしガイド

学生ハンドブックのPDFファイルを見れます。学生ハンドブック

アルバイト求人情報を閲覧できます。アルバイト情報
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畿央大学図書館のTOPページからバックナンバーもご覧いただけます。

　ボランティアセンターNEWS　　　
　学生のボランティア活動の様子の紹介、ボランティア情報の紹介などを通じ
てボランティアセンターの取り組みを学内向けに発信しています。

　健康だより　　　
　「健康情報」「身近な話題」「保健行事の連絡・保健指導の資料」など、自分の
身体や健康について関心を持ち、健康な生活を送ることができる内容を伝える
のが目的です。何かあったらいつでも、一緒に考えましょう。

ここらぼだより
 　メンタルヘルスに関するコラムでは、キャンパススケジュールや季節に応
じた身近な話題をテーマに、自分らしく充実した学生生活を応援する情報をお
届けします。また、ここらぼの利用状況やニュース、相談員の紹介や利用案内
など、ここらぼをより身近に感じていただけるような内容を発信しています。



畿央大学での学び

畿
央
大
学
で
の
学
び
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1．大学で学ぶということ　 

　畿央大学では、建学の精神を身につけ、専門的能力と豊かな人間性をかねそな
えた人材を社会に送り出したいと考えています。それを可能にする４年間の学び
のプログラムを教育課程（カリキュラム）と言います。ここでは畿央大学の教育
課程について紹介します。

■授業科目の構成

これからの時代に求められるのは自らより良い生き方を実現しようという意志と、
そのために必要な知識、判断力、行動力です。その基盤となる教養を身につける
ために、畿央大学では「人間と社会」「歴史と文化」「自然・科学と人間」「言語と
情報」「健康とスポーツ」についての教養科目を用意しています。合わせて基礎的
な学びのスキルを学修する「教養実践プログラム」を設けています。

革
 

それぞれの学科の専門的な内容を理解するために必要な基礎知識や実験手法、技
術を身につけるための科目群です。一部の科目を除いては１年次、２年次に開講
されます。畿央大学ではどの学科も、高度なスキルを持ったスペシャリストの養
成をめざしていますが、そのためにはこの専門基礎の内容をしっかり理解するこ
とが必要です。

革
 

専門基礎科目で得た知識・技術をもとに、各学科の専門領域の知識・技術を身に
つけます。一部の科目は１年次から始まりますが、主に２年次・３年次に開講さ
れます。卒業後、それぞれの分野で専門家として働くときに必要とされる知識・
技術であると同時に、国家試験、採用試験合格のためにも完全マスターすること
が求められるものです。

教養科目人間力をつける

専門基礎科目基礎をきたえる

専門科目スペシャリストになる
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革 革

理学療法学科、看護医療学科、健康栄養学科では
主に３年次・４年次に病院や福祉施設、学校等で
の実習を行い、人間環境デザイン学科ではイン
ターンシップに取り組みます。専門科目で学ん
だ知識・技術が試され、またプロになるというこ
とはどういうことかを実感します。

革 革
 

対象を科学的にとらえる態度、洗練された技術を身につけるために、４年間の学
びの集大成として取り組みます。３年次から指導教員を決め、その個別指導のも
とにテーマを設定し、実験やデータ分析を繰り返し、論文作成や作品制作、プレ
ゼンテーションの準備を進めます。１１月～２月にかけて学科ごとに研究発表会を
行い、また成果物を提出します。

 
教員免許状や保育士資格を
取得するために学校、幼稚
園、保育所、福祉施設等で
の実習に取り組みます。大
学で学んだことが現場で試
されることになります。

学外実習（教育学部）学外実習（健康科学部）

　　　卒業研究　　　がんばりが花開く

畿央大学教育課程編成方針（カリキュラム・ポリシー）

　畿央大学では「徳をのばす」「知をみがく」「美をつくる」を教育の基本理念に置
き、高潔な人格と幅広く高度な専門的知識・技術を身につけ、以て地域社会及び国
際社会に貢献できる有為な人材を育成するために必要な授業科目を精選し、体系的
に学修できるように編成している。教育課程編成の方針は以下のとおりである。
１． ４年間を８セメスターに分け、セメスターごとに評価をすることで、体系的
に修得させる。

２． 教育課程を大きく教養科目群と専門科目群に分ける。
３． 教養教育において生命の尊さやその在り方について基本的な認識と価値意識
を培うため、「生命倫理」を全学必修科目とする。

４． 専門科目群は「専門基礎科目」「専門科目」からなり、それぞれの学科の人材
養成の目的を達成できるよう体系的に科目を配置する。

５． 専門科目群の理解を深め実践力を養うため、実験・実習・演習を重視し数多
く配置する。

６． 理論と実践の一体的理解を図るため、学外実習・インターンシップ・ボラン
ティア活動を充実させる。

７． 長期休暇を利用し、フィールドワークや集中講義を実施する。
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■特色あるカリキュラム
［初年次教育］
　大学での学び方を知るために「ベーシックセミナー」を１年次に開講します。自
分でテーマを設定して、調べ、まとめて、発表するという参加型の授業です。「日
本語と表現」では、文章表現力をみがきます。また専門科目に必要な基礎学力を
身につけるために「看護へのベーシックサイエンス」などの専門準備科目を設置
しています。

［キャリア教育］
　キャリア形成とは単に自分に合った職業につくことだけでなく、自分の一生の
生き方を見つけることです。畿央大学では１年次から「キャリア入門セミナー」
「キャリア形成セミナー」で社会生活をおくる上で必要なルールやマナー、コ
ミュニケーション力を身につけ、そして、現職の社会人の話を聞いたり職場訪問
をするなど、職業についての理解を深めます。一方、キャリアセンターが提供す
る多彩なプログラムで希望の進路先への就職を実現すると同時に、大学のすべて
の授業、課外活動を通じて人生の生き方・ものごとの考え方を学びます。

［語学教育］
　「英語コミュニケーション」では基礎的な英語力を、「オーラルコミュニケー
ション」ではネイティブスピーカーから実践的な語学力を学びます。「短期語学留
学」では夏季休暇期間にイギリスへの短期留学を実施しています。
　卒業研究に向けて英語論文を読みこなすことも必要です。そのために「科学英
語論文講読法」「外書講読」などを設置しています。第二外国語としては、ドイツ
語、フランス語、中国語、スペイン語、韓国語等を放送大学との単位互換で学ぶ
ことができます。

［情報教育］
　「情報処理演習Ⅰ・Ⅱ」を必修科目として設置し、情報の仕組み（システム）や
情報モラルについて学びます。また人間環境デザイン学科には「コンピュータグ
ラフィック」や「建築CAD」、教育学部には「DTP（コンピュータでの印刷物編
集）実践」などがあり、専門分野の情報スキルを学びます。
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■科目の必修と選択
＜必修科目＞
　必ず履修し、単位を取得しなければならない科目です。その年次に配当されて
いる必修科目の単位を落とすと、上回生になってからは、時間割上受講できな
かったり、専門の勉強に集中しなくてはならなくなりますので、必修科目は配当
年次に単位を取ることが大原則だと思ってください。
＜選択必修科目＞
　選択必修科目は、複数の科目群の中からある単位数以上を取ることが義務付け
られているものです。たとえば教養科目群についていうと、２０１４年度入学生は
「人間と社会」や「歴史と文化」などの６区分で各１科目以上を取得し、合計で
２６単位以上を取得することが卒業要件となっています。合計の単位数を超えてい
ても、各区分ごとの最低単位数という条件も満たさないと卒業できませんので注
意が必要です。
＜選択科目＞
　選択科目は、自由に履修することができます。必修科目と選択必修科目、選択
科目を合わせて全部の単位数が卒業要件単位数（学科によって１２４～１３２単位）以
上になるように履修してください。
＜推奨科目＞
　卒業要件からいうと必修ではありませんが、本学としてぜひ履修して欲しい科
目を推奨科目と呼んでいます。

■資格必修科目
　卒業するために必要な必修科目・選択必修科目以外に、資格や免許取得のため
に必須とされている科目があります。
　理学療法学科と看護医療学科では卒業要件を満たせば自動的に、理学療法士、
看護師の国家試験の受験資格を得ることになります。言い換えれば、国家試験受
験資格の取得が卒業要件の一つなのです。健康栄養学科では同じく栄養士資格取
得が卒業要件になっています。人間環境デザイン学科と現代教育学科は、資格や
免許を取らなくても卒業することができます。しかし希望する資格・免許状を取
得するために必要な科目は、その学生にとっては必修科目ということになります。
　P.１８４からは各資格・免許ごとに必要な科目のリストが掲載されています。よく
調べた上で履修登録をしてください。特に、卒業要件としては選択科目、資格取
得には必修科目という場合をチェックすることが重要です。
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■セメスター制
　セメスター制とは、一つの授業を学期（セメスター）ごとに完結させる制度の
ことです。畿央大学では、１年を前学期・後学期の２学期に分け、学期ごとに学
修を完結させ単位を認定します。半年で集中して勉強ができること、半年ごとに
学修成果の確認と新たな目標設定ができるのが、セメスター制の大きなメリット
です。　学則では前学期は４月１日～９月１５日、後学期は９月１６日～３月３１日ま
で、となっていますが曜日の関係や学外実習の都合もあって、実際の授業開始日
は毎年異なります。詳細は授業日カレンダーを参照してください。

■単位制度と学修時間
　大学では、毎週９０分授業（講義・演習）を半年で１５回受講すると２単位が与え
られるというのが一般的ですが、科目によっては１単位の場合もあります。実
験・実習・実技科目は１単位が原則です。
　大学の授業で「１時間」と言えば実際は、４５分をさしています。１コマ９０分
（２時間分）の授業を半年（１５回）受けて成績が「可」以上だと２単位取得でき
る科目が標準的です。一方、大学設置基準には「１単位の授業科目を４５時間の学
修を必要とする内容をもつて構成すること」が標準だという定めもあります。こ
れはどういう意味でしょうか。
　＜講　義＞　４５分（１時間）×２＝９０分（２時間）を１５回（３０時間）で２単位
　＜大学設置基準＞　２単位には本来４５時間×２＝９０時間の学修が必要
　＜必要な授業外の学修時間＞　９０時間　―　授業時間の３０時間　＝　６０時間　
つまり、事前・事後の授業以外の学修をしていることが前提で２単位が取得でき
るということです。「レポート提出が多いのでバイトができない」「時間外に調べ
たりまとめたりする作業があるので自由時間が少なくなる」という声もあります
が授業時間以外での学びがあってこそ単位が取得できるということを認識してく
ださい。
　最近大学教育において「主体的な学修」「質を伴った学修時間の確保」がうたわ
れています。学生の本分は学修にあることをわきまえて、学びを最優先する大学
生活を送ってください。

■履修登録制限（CAP制）
　大学では、学生が受講しようと思う科目を履修登録して授業を受けることにな
ります。履修登録制限（CAP制）とは「１学期に履修登録できる単位の上限を決
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めて抑制する制度」のことで、事前・事後に充分な学修ができるように時間の余
裕をもって、４年間で計画的に学びを深めようとするものです。
　畿央大学では、「履修に関する規則」で、１学期あたり３０単位以内の履修に制限
することを定めています。３０単位を超えて履修する必要がある場合には申請が必
要です。学修の計画をたてて無理のないように履修してください。
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2．履修登録　 

　大学での学びは「学習」ではなく「学修」であるといわれます。これは「学生
が学びの主体であり、能動的に学ぶことが求められている」ということを意味し
ています。将来の目標や自分の考えに基づいて科目を選択し、学修計画を立て、
学生一人ひとりが、自分にあった時間割を作ります。そして、自分が決めた時間
割にしたがって大学に「私はこの授業を受けます」と届けることを履修登録とい
います。

■履修登録の注意点
・履修登録は各学期始めのオリエンテーション時にKiTssへのWeb入力によって
行います。

・履修登録をしていない科目は、いかなる理由があっても単位は認定されません。
・カリキュラムの年次配当に従って該当する年次、学期の開講科目を履修登録し
てください。

・履修登録は自分自身でしっかり責任を持ち、卒業要件や自分が目指す資格取得
要件を十分チェックしながら行ってください。

・当該学期の卒業必修科目は、原則としてすべて履修登録してください。次年度
以降には時間割の関係で履修できない場合があります。

・クラス指定のある科目は、指定されたクラスの科目を履修登録してください。
※やむをえず異なるクラスの履修を希望する場合は申請が必要です。
※当該科目の配当年次を超える年次の学生は指定クラスに関係なく履修できま
す（たとえば２回生が１回生配当の科目を履修する場合など）。

・同一曜日、時限においては原則として１科目しか履修登録できません。
・単位修得済の科目の再履修はできません。
・病気その他やむを得ない理由により所定の期間内に履修登録ができない場合は、
事前に学生支援センターへ申し出てください。

・授業科目によっては定員を設けている場合があります。また、教室定員を超え
た履修者がある場合は履修者数を絞る場合があります。この場合は選考または
抽選により受講者を決定します。

■シラバス
　シラバスとは各授業科目の授業計画のことです。授業名、担当教員名、講義目
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的、各回の授業内容、成績評価方法・基準、授業外学修の指示、教科書・参考図
書、履修条件等が記されており、皆さんが各授業科目の履修・準備学修等を進め
るための基本となるものです。履修登録前にその授業が「どんな授業か」、「学び
の到達目標が何か」などを知っておく必要があり、また前もって知っておくこと
でより高い学修成果が期待できます。
　本学のシラバスはホームページ、KiTss等で閲覧ができます。

■履修の変更（開講直後）
　定められた期間内に申請をすることで、当初計画から履修科目を変更すること
ができます。削除した科目は成績通知書には表示されず、GPA（P.４６参照）の計
算対象外になります。
・追加した科目は登録されるまでに数日かかる場合があります。その間に授業が
ある場合は、学生証での出席確認はできませんので授業担当者に各自で報告し
てください。

・履修変更終了時点で、履修者数が２名以下の授業は非開講になります（資格必
修科目を除く）。

【履修変更の条件】
・履修変更できる科目は各セメスターで追加３科目、削除３科目までです。
【申請期間】
　前期：４/１１～１８ 　　後期：９/２６～１０/７

■履修の取消（開講約５週間後）
　合理的な理由があって履修科目を取り消したい時は、定められた期間内に申請
をすることができます。許可された場合、取消科目は成績通知書には表示されず、
GPAの計算対象外になります。
【履修の取消の条件】
・履修の取消ができる科目は各セメスターで２科目までです。
【申請期間】
　前期：５/１６～２０ 　　後期：１１/３～６

■履修の変更・取消の手続きと注意
・所定の用紙に必要事項を記入し、期間内に学生支援センターに提出してくださ
い。
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　（月～金）９:００～１８:００、（土）９:００～１７:００、（日祝）受付不可
・申請できるのは、それぞれ１回のみです。提出後の再変更はできません。
・実習等で期間内に手続きできない場合や忌引・学校感染症等で期間中に申請で
きなくなった場合は、申請期間前または期間中に学生支援センターに相談して
ください。期間後の申し出には対応できません。

・代理申請はできません。必ず本人が責任を持って手続きを行ってください。
・通年科目の履修変更、履修の取消は前期にのみ可能です。
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ⅥⅤⅣⅢⅡⅠ時　限
１８：００～１９：３０１６：２０～１７：５０１４：４０～１６：１０１３：００～１４：３０１０：４０～１２：１０９：００～１０：３０時間帯

3．授業　 
■授業時間
　本学の授業は１コマ（授業を数える単位です）９０分で実施されます。実験・実
習などは２コマ続き、３コマ続きの授業もあります。

■受講上の注意
　授業は大学教育の基本です。事前にシラバスをチェックし、必要な準備をして
おきましょう。授業に集中して取り組むことは当然として、事後学修も大切です。
　真剣勝負ともいえる授業を、私語等で妨害することは許されません。また居眠
りをしていたのでは時間の無駄遣いになってしまいます。良い意味で緊張した、
熱気ある授業でこそ学ぶ喜びを感じることができるでしょう。授業環境は教員と
学生が協力して作り上げていくものです。

［受講マナー］
・講義授業は静粛に集中して受講してください。私語は厳禁です。他人の迷惑
となる場合には退出を命じ欠席扱いにする場合があります。

・実験・実習は教員の指示に従って参加してください。遅刻は実験・実習の進
捗を乱します。絶対に遅れないようにしてください。

・授業中は携帯電話の電源を切ってください。
・授業中の飲食は禁止します。（パソコンルームは常に飲食厳禁です）
・授業中に無断で退出することは禁止です。

［教室内のマナー］
・最後の退室者は不要な照明・冷暖房を切ってから退室してください。
・電源を私に使用することは禁止です。
・机・椅子を移動した場合は元の状態に戻してください。

［授業アンケート］
　各学期の授業期間に、全授業科目についてアンケートを実施します。良かっ
た点、改善してほしい点、その他授業について感じたこと、率直な意見を自由
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に書いて提出してください。今後の授業を充実させるための参考としますので、
ご協力ください。

■出席・欠席・遅刻・早退・欠課
　出席、欠席、遅刻、早退、欠課は次のように定められています。

出席：授業開始時から終了時まで受講した者
欠席：出席確認時に出席を確認できず、かつ受講しなかった者および講義開

始後２０分を経過した以降に入室した者。
遅刻：出席確認時に出席を確認できなかった者で講義開始後２０分以内に入室

した者。ただし、授業担当者により一切の遅刻を認めない場合がある。
早退：やむを得ない理由により授業中に受講を中断した者。ただし、授業時

間の３分の２を超えてからであることを原則とする。
欠課：遅刻、早退あわせて２回になった場合、欠席１回とみなす。

　出席の確認については学生証の読み取りによる方法と、授業担当教員独自の方
法によるものとがあります。授業開始時にはその授業の出席確認の方法について
連絡します。

■学生証による出席確認
　出席確認の方法のひとつに学生証の読み取りによる方法があります。各講義
室・パソコンルームに設置されたICカード読み取り機に学生証をかざすことに
よって出席したことを確認します。正常に学生証を読み取ると緑色のランプが点
灯し氏名が画面に表示されますから、必ず確認してください。学生証による出席
確認は必ず自分自身でおこなってください。他人に学生証を預ける行為は不正行
為となります。

［学生証を忘れた場合］
　授業前に学生支援センター備え付けの「出席確認票」を受け取り、授業担当教
員の証明を受けてください。授業日を含め３日以内（休業日を除く）に学生支援
センターに提出してください。

［出席データの変更申請］
　学生証をICカード読み取り機にかざし、画面を確認したにもかかわらず、
KiTssの出欠画面に正しく反映されていない場合は、申請により変更を願い出る
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ことができます。当該授業から一週間以内に学生支援センターに「出席データ変
更願」を提出してください。

［出席データの取消申請］
　学生証による出席確認を行ってから、事情により早退（授業時間の３分の２を
過ぎてから）にならないうちに授業を退出した場合は、出席データの取消を申請
することができます。当該授業の当日のうちに（やむをえない事情がある場合の
み翌日午後１時までに）学生支援センターに「出席取消申請書」を提出してくだ
さい。

［学生証を不正に利用した場合］
　出席確認時において次のような学生証の不正利用を行った者は、学部長による
厳重注意処分となります。不正利用が同一科目で複数回に及んだ者は、当該の科
目が失格となります。また、学則第57条に基づき懲戒処分を行うことがありま
す。
　　敢　出席確認後、授業担当教員の許可無く退室し、かつ所定の届け出をして

いない者
　　柑　出席確認を目的とし、他人に学生証を貸与した者
　　桓　代人として他人の学生証を出席確認に使用した者
　　棺　以上に準ずる行為として授業担当教員もしくは大学が認めた者

■公欠・忌引
　下表の事由により、授業を欠席する（した）場合は学生支援センターに「公欠
届」もしくは「忌引届」と必要な証明書を添えて提出してください。
　公欠・忌引の場合は、該当の授業日を１５回の授業回数から減じて、その学生の
出席率を算定します。
・所定の期限までに手続きをしない場合は、通常の欠席の扱いになります。やむ
を得ない理由で期限内の提出ができない場合は、期限までに学生支援センターに
相談してください。
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祖父母

兄弟姉妹

父　母

本　人 配偶者

子

孫

2 祖父母2

2 兄弟姉妹2

1 父　母1

2

1

手続期間※日数必要書類事　　由

事前申請
公欠処理は実習
の出席確認後事
務局で行なう．

各実習や体験に要する日程ならび
に実習事前（または事後）訪問１
日

公欠届公欠の対象とな
る実習科目

公　

欠

登学可能日から
３日以内

医師の診断による治療に要する期
間

公欠届＋医師の
診断書等

学校保健安全法
施行規則第１９条
に定められた感
染症

事前申請裁判所から指定された期間公欠届＋裁判所
からの呼出状裁判員選任

事前申請教務委員会が認めた期間公欠届＋事情を
証明する書類

学科長の申請に
より教務委員会
が特別に認める
場合

登学可能日から
３日以内

一親等：告別式または通夜の日を
含み連続した５日間以内（本学の
休業日を含む）
二親等：告別式または通夜の日を
含み連続した３日間以内（本学の
休業日を含む）

忌引届＋死亡に
関する公的証明
書または会葬礼
状等証明となる
もの

　　忌　引

※申請は学生支援センターにて受付ける。窓口の受付終了時刻を期限とする。（月～金：１８時まで、土：
１７時まで、本学の休業日を除く。）
※申請期限には本学の休業日は含まない。

［公欠・忌引の扱いになる事由］

　※親等図　数字が親等の度数を示します
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［公欠の対象となる学外実習］

■欠席連絡
　公欠・忌引以外の理由で授業を欠席する（した）際は、事前もしくは登学可能
日から３日以内に所定の「欠席連絡届」を学生支援センターに提出してください。
「欠席連絡届」は授業担当教員や担任に欠席とその理由を連絡するためのもので
あり、扱いは「欠席」です。

■休講、補講、集中講座、教室変更
【休講】大学や教員の都合により授業を休講することがあります。事前に掲示板

への掲出ならびにKiTss掲示板への表示、大学支給アドレスへのメール
により通知します。休講の掲示がなく、授業開始後１０分を経過しても授
業が行われない場合は学生支援センターで確認してください。

　　　※授業当日や前日の急な休講の場合には、メールで連絡することがあります。

実習名学　科
チーム医療ふれあい実習

理学療法学科
臨床指導

臨床評価実習

総合臨床実習

チーム医療ふれあい実習

看護医療学科

基礎看護学実習

看護学実習（急性期・慢性期・老年・精神・母子・在宅）

公衆衛生看護学実習

離島・へき地医療体験実習

地域看護活動論実習

病院インターンシップ

チーム医療ふれあい実習
健康栄養学科

臨地実習

幼稚園見学実習

現代教育学科
小学校（または幼稚園）一日見学

保育実習

養護臨床実習

教育実習（小学校／幼稚園／養護／特別支援／中・高英語／中・高家庭／
栄養教諭）教 職

介護等体験
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【補講】休講があれば補講をすることが原則となっています。また、進度調整の
ために実施される場合もあります。曜日・時限は普段の時間とは関係な
く、土曜日や6限目などの時間を使って実施される場合もあります。連
絡は事前に掲示板へ掲出し、KiTss掲示板への表示、大学支給アドレス
へのメールでもお知らせしています。

【集中講座】曜日時限を固定せず、授業を一定期間に集中して行う形態のことで
す。該当の授業は時間割表で示します。日程詳細の連絡は掲示板により
おこないます。

【教室変更】都合により授業の教室が変更になることがあります。変更が発生し
た場合は、事前に掲示板へ掲出し、KiTss掲示板への表示、大学支給アド
レスへのメールでもお知らせしています。

■暴風警報・特別警報発令、交通機関不通の場合の授業（試験）の取扱い

＊奈良県北葛城郡広陵町を含む地域に暴風警報または特別警報（その他の警報は
対象外）が発令された場合

 

授業の取扱い暴風警報または特別警報の解除時刻

平常通り１時限から授業を実施する　６：００以前に解除された場合

２時限から授業を実施する　８：００以前に解除された場合

３時限から授業を実施する１０：００以前に解除された場合

４時限から授業を実施する１２：００以前に解除された場合

全日休講とする１２：００の時点で解除されていない場合

※　授業開始後に暴風警報が発令された場合は、その時限終了までは授業を実施します。
※　授業開始後に特別警報が発令された場合は、直ちに授業を中止します。
※　連続時限で実施している授業については、途中時限からの授業開始は行ないません。
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＊自然災害、事故等で交通機関が不通になった場合の授業の取扱い

 

近鉄大阪線の鶴橋駅～大和八木駅間が全面的に不通の場合対象とする交通機関

1.　対象交通機関が運行を再開した場合は、次のとおりの運行再
開時刻にもとづき、授業を開始します。

２.　連続時限で実施している授業については、途中時限からの授業
開始は行ないません。

交通機関の運行再開に
伴う授業の実施

　授業の取扱い　運行再開時刻
平常通り１時限から授業を実施する６：００以前
２時限から授業を実施する８：００以前
３時限から授業を実施する１０：００以前
４時限から授業を実施する１２：００以前

全日休講とする１２：００を過ぎても再開し
ていない場合
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4．学外実習について　 

　畿央大学では健康と教育の分野で活躍できる専門的職業人の養成をめざしてお
り、その教育課程では現場での実習を重視しています。学外実習では病院や保健
所、小学校や幼稚園等で直接に患者さんや子どもたちに向き合い、医療や教育の
一端を担わせて頂くことになります。そのためには大学において、現場に立つこ
とができるだけの知識と技術力を身につけておく必要があります。

■学外実習履修の条件
　学外実習の科目を履修するための条件は、各学科の内規によって定められてい
ます。必ず内規（P.２８１～２８９）を確認してください。

■実習交通費の補助
　本学では学外実習の交通費の補助をおこなっています。 

（目的）
学外実習交通費補助は、本学が指定した学外実
習施設（以下「実習施設」という。）で実習を
行う学生について、実習用通学定期券の申請及
び交通費の補助を行うことにより、学生の交通
費負担とその学生間格差の減少をはかること
で、当該学外実習を支援するものです。
（対象となる実習）
5日以上の実習日数となる実習を対象とします。
同一科目であれば複数の実習先の場合も対象
とし、担当教員が認めた実習にともなう事前事
後の実習施設訪問日を日数に含みます。
（対象となる交通機関）
交通機関は、鉄道、バス等の公共交通機関の利
用を原則とします。鉄道における交通費は普
通乗車券代を対象とし、特急券・急行券・指定
席券等にかかる費用は対象としません。
（実習日数の確認）
各学生の実習日数（事前事後の実習施設訪問を
含む）と実習施設については、学生支援セン
ターが実習担当教員に確認するものとします。
（交通費補助の申請）
交通費補助の申請は、利用開始日の一か月前ま
でに学生支援センターに申請するものとし、通

学定期券を利用した方が安い場合は、学生支援
センターを通じて、交通機関に対して実習用通
学定期券（通常の通学定期券と同額）の発行申
請をおこないます。ただし、早い時期に行われ
る事前の実習施設訪問を除きます。
（交通費の補助）
実習期間中、生活の場としている住居地（自宅
または借家等）から実習施設までの往復交通費
（事前事後の訪問の場合に大学から出発する
場合を含む）について、学生支援センターがそ
の経路、方法について妥当性を確認した上で、
１日あたり1,000円を超える金額について補
助します。通学定期券の購入が可能な場合は、
交通費総額から実習日数に1,000円を乗じた
金額を差し引いた金額を補助するものとしま
す。学生本人の事情により通学定期券を購入
できなかった場合も同様とします。
宿泊をともなう実習の場合は、実習施設までの
交通費についての全額を補助します。ただし、
宿舎と実習先の間の交通費は補助の対象とな
りません。
（補助金の支給）
交通費補助金の支給は、学生本人名義の銀行口
座に、実習終了後に振込むものとします。

　　畿央大学　学外実習　交通費補助マニュアル　 ２０１１年８月２日
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臨地実習（急性期・慢性期・母子・精神・老年・在宅看護）
（各2 ～4 週間、計17 週間）

臨地実習（公衆衛生看護学）
（3 週間）

臨地実習
（離島・へき地医療・地域看護・病院インターンシップ）

栄養教諭教育実習
（1週間）

養護教育実習
（2 週間）

養護教育実習
（2 週間）

臨地実習Ⅳ
（1 週間）

臨地実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
（各1 週間）

チーム医療ふれあい実習
（1 週間）

チーム医療ふれあい実習
（1 週間）

チーム医療ふれあい実習
（1 週間）

臨床指導
（1 週間）

臨床評価実習
（3 週間）

基礎看護学実習
（2 週間）

総合臨床実習
（前期）（8 週間）

総合臨床実習
（後期）（8 週間）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

１回生

２回生

３回生

４回生

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

１回生

２回生

３回生

４回生

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

１回生

２回生

３回生

４回生

理学療法学科

健康栄養学科

看護医療学科

■学外実習スケジュール（予定）
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幼稚園見学実習Ａ
（1週間または1日見学）

小学校1日見学

保育実習ⅡＡ・ⅡＢ
（いずれか10日間）

養護臨床実習
（２週間）

保育実習Ⅰ
（保育所・施設各１０日間）

幼稚園教育実習
（4週間）

中学校英語１日見学

養護教育実習
（前半２週間）

養護教育実習
（後半２週間）

小学校教育実習
（4週間）

小学校教育実習
（2週間）※注

幼稚園教育実習
（2週間）※注

中学校英語教育実習
（4週間）

幼稚園見学実習Ｂ
（1週間））

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

１回生

２回生

３回生

４回生

現代教育学科

注）幼稚園と小学校の免許取得を両方希望し、主免許の教育実習を3回生時に済ませた学生が対象。

介護等体験
（特別支援学校２日間＋合同オリエンテーション１日＋社会福祉施設５日間）

介護等体験
（特別支援学校２日間＋合同オリエンテーション１日＋社会福祉施設５日間）

特別支援学校教育実習
（2週間）

家庭科教諭教育実習（中）
（4週間）

家庭科教諭教育実習（高）
（2週間）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

4回生

人間環境デザイン学科



41

Ⅰ．畿央大学の概要

5．試験（平常試験・定期試験・追試験・再試験）　 

■平常試験
　授業中に実施する試験です。実施時期や方法はすべて授業担当教員に一任され
ていますので、指示にしたがってください。

■定期試験
　学期末に実施される試験で、その方法には筆記試験・実技試験・レポート試験・
成果物の提出などさまざまな形態があります。
［受験資格］
・当該科目が正しく履修登録されていない者には、定期試験の受験は認められま
せん。

・出席した授業回数が定期試験前の授業回数の３分の２に満たない場合は、原則
としてその授業科目の試験を受けることができません。また、演習科目・実習
科目等については「全授業回数の５分の４の出席が必要」など、各学科が必要
条件を定めている場合がありますので、所属学科の内規を参照してください。

・定期試験開始前に「受験資格のない者」の学籍番号を掲示します。疑問のある
場合は授業担当教員に確認してください。

 
 
　受験上の注意
・試験時間中は学生証を机上に置いてください。
　学生証を忘れた場合は、学生支援センターで仮学生証（当日限り有効）
の交付を受けてください。

・試験開始時刻に２０分を超えて遅刻した場合は受験できません。
・試験に使用を許可されたもの以外は、机上には置けません。携帯電話は
電源を切りかばんの中にしまってください。

・試験監督者の指示に従わないときは、退室を命ずることがあります。
・試験開始後４０分を経過するまでは退室できません。ただし試験により途
中退出を認めない場合もありますので監督者の指示にしたがってください。

・答案の提出方法は監督者の指示にしたがってください。
・氏名記入漏れなど個人が特定できない答案は無効になります。
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［試験時間・時間割］
・前期・後期とも１３週目の授業を開始する日までに定期試験の時間割を発表し
ます。通常授業時とは曜日・時限・教室が異なる場合がありますので注意し
てください。また、受験科目が同じ時間に重複している場合は学生支援セン
ターに相談してください。

［不正行為］
　不正行為とは、次のような行為をいいます。
・持ち込みを許可されていない資料を試験中に使用する行為。
・机、壁、所持品等に書き込みをする行為。その他、許可されていない情報源
を利用する行為。

・他人の答案から盗み書きする行為。または、他人に答案を見せて書かせる行
為。

・他人の答案を作成する行為。または、他人に答案を作成してもらう行為。
・答案作成・提出に関して試験監督の指示にしたがわない行為。
・不正行為をする目的をもっての準備行為。
・その他公正な試験の実施を阻害すると認められる行為。

　上記のような行為があった場合は、当該期間中の全履修科目を失格処分としま
す。また学則第５７条にもとづき懲戒処分を行うことがあります。

■追試験
　次に示すやむを得ない理由で定期試験を受験できなかった場合、当該セメス
ター期間内に各科目１回限り追試験の受験を申請することができます。追試験の
成績評価基準は、定期試験の成績に準じます。

　※追試験該当事項と手続き方法は次頁。
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Ⅰ．畿央大学の概要

　追試験該当事項と手続き方法

【注意】
・追試験の受験を許可された者の学籍番号、試験日等はKiTssおよび掲示板で
発表します。再試験対象者と同時に発表する場合もありますので注意してく
ださい。

・追試験予定日に学校保健安全法施行規則第１９条に定められた感染症になり受
験できなかった場合のみ授業担当教員の判断で再度の追試験が実施される場
合があります。その他の理由での追試験の再度の追試験は実施しません。

・追試験による不合格科目についての再試験は行いません。

申請期間※必要な書類試験欠席の事由

当該科目の定期試験実施日の
翌日まで

追試験願＋医師の診断書等病気・負傷・不
慮の事故等

追試験願＋死亡に関する公的証
明書または会葬礼状等証明とな
るもの
一親等：告別式または通夜の
日を含み連続した５日間以内
（本学の休業日を含む）
二親等：告別式または通夜の
日を含み連続した３日間以内
（本学の休業日を含む）

二親等内親族の
死亡

当該科目の定期試験実施日の
当日中

追試験願＋事故・延着証明（２０分
以上の延着時間が記載されたも
の）

公共交通機関の
延着

当該科目の定期試験実施日の
前日まで

追試験願

本学の正課授業
との重複（学外
実習・介護等体
験を含む）

追試験願＋試験日を証明する書類
（追試験願にキャリアセンターの
認印を受けること）

就職試験・教員
採用試験

追試験願＋裁判所からの呼出状裁判員選任

当該科目の定期試験実施日の
翌日まで

追試験願＋事由を証明できるもの
（届出により教務委員長が判断
する）

その他やむをえ
ない事由
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■再試験
　単位取得に必要な成績評価が得られなかった場合、当該セメスター期間内に各
科目１回に限り再試験の受験を申請することができます。ただし再試験を実施す
るか否かは授業担当教員の判断によります。再試験実施科目及び対象者の学籍番
号はKiTssおよび掲示板で発表します。
【注意】
・定期試験の欠席者には再試験の受験資格はありません。
・定期試験の成績が著しく悪かった場合は再試験受験対象から外れることがあ
ります。

・再試験の欠席者にはいかなる理由があっても単位は与えられません。
・再試験（レポート、実技等による再試験を含む）の手数料は１科目１,５００円で
す。

・再試験に合格した場合の成績評価はすべて「可」（６０点）となります。

■追試験・再試験受験申請の方法
追試験・再試験の受験を希望する時は、以下の要領で申請してください。

【手続きの流れ】
（1）事務室内に設置している「証明書発行機」で「申込書」を発行。
　　⇒発行には学生証が必要です！
　　　手数料の納付は証明書発行機で行います。
　　　（追試験は無料、再試験は1科目につき１,５００円）
（2）「申込書」に受験科目と時限を記入して学生支援センター窓口に提出。

⇒受付印を押印した「申込書控」を受け取ってください（受付印の押され
た「申込書控」は、当日必ず携帯し、机上に学生証を提示して受験して
下さい。「申込書控」は教員の指示があれば提示してください）。

【注意事項】
・学生証を持っていなければ「申込書」の発行はできません。
・再試験は試験日程別に申込書が異なります。いつのどの科目を受験するかを
あらかじめ確認してください。

・「証明書発行機」の稼働時間は月～金曜日は18時まで、土曜日は17時までで
す。それ以降は、たとえ再試験前日であっても「申込書」の発行ができなく
なりますので、必ず日程・時間に余裕を持って手続きを済ませるようにして
ください。なお、休業日は証明書発行機を使用することができません。追試
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験・再試験の受験申請はできませんので注意してください。

■レポート・作品
　筆記試験を実施せず、レポートまたは作品の提出によって単位認定を行う科目
もあります。提出先および提出期限については、授業担当教員の指示に従ってく
ださい。

【提出先が学生支援センターの場合の注意】
・事務局に置いてある「レポート提出票」に必要事項を記入の上、レポートと
ともにホッチキスでとめて提出してください。

・提出者にはレポート受領書を交付します。レポート受領書は成績が発表され
るまで大切に保管してください。

・事務局の窓口受付時間（月～金は１８時、土は１７時まで）外や提出期限を過ぎ
たレポート・作品などは、一切受理できません。

・代理人による提出はできません。やむを得ない事情により提出できない場合
は〆切りまでに授業担当教員に相談してください。

・一旦提出されたレポート・作品は返却できません。
・レポート・作品提出により成績評価される科目には追試験はありません。
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6．成績　 

　成績評価の方法は科目や授業担当教員によって異なります。
　各科目の成績評価の方法はシラバスに示されていますので必ず確認してくださ
い。

■成績評価
　成績は点数により評価する科目と、合否により評価する科目の２種類の評価方
法があります。

　「失格」は欠席過多のため定期試験の受験資格を失った者、「欠席・放棄」は定
期試験を無断で欠席した者に対する評価です。
　なお、他大学等（放送大学を含む）で修得した単位を本学が認定した科目は「認」
と表示されます。

■ＧＰＡ（Grade Point Average）
　GPAとは履修登録をした全授業科目の成績の平均を数値化したものです。学
習の質を評価する成績評価のひとつの世界標準となっており、留学や就職の際に
一定以上の数値を求められることもあります。また、本学における奨学生選考の
評価項目となっています。自分のGPAは、KiTssの成績照会のページや成績通知
書で確認できます。
　合格した科目だけではなく、不合格となった科目も平均点に影響しますので、
履修登録の際には必要な科目をよく考え、必要以上に多くの授業を取りすぎない
よう注意することが大切になってきます。
　なお合否による評価の科目、他大学で取得した単位を本学の単位として認めた

ＧＰＡのポイントＧＰＡ対象の有無合否評価評点評価方法

４
３
２
１
０

ＧＰＡ計算対象

合格
合格
合格
合格
不合格

秀
優
良
可
不可

１００～９０
８９～８０
７９～７０
６９～６０
５９～０

点数による評価

なし
なしＧＰＡ計算対象外合格（単位のみ認定）

不合格
合
否

なし
なし合否による評価

０
０GPA計算対象不合格

不合格
失格
欠席・放棄

なし
なしその他
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科目はGPAの計算の対象にはなりません。

●「ＧＰＡ」の算出式
　秀の単位数×４＋優の単位数×３＋良の単位数×２＋可の単位数×１＋不可・失格・欠の単位数×０

秀～不可・失格・欠の単位数の合計

●「ＧＰＡ」の計算例
　　秀の成績を得た科目の単位数の合計 ────１２単位 × ４ポイント ＝ ４８
　　優の成績を得た科目の単位数の合計 ────１０単位 × ３ポイント ＝ ３０
　　良の成績を得た科目の単位数の合計 ────２０単位 × ２ポイント ＝ ４０
　　可の成績を得た科目の単位数の合計 ────１２単位 × １ポイント ＝ １２
　　不可・失格・欠の成績を得た科目の単位数の合計 ───２単位 × ０ポイント ＝ ０　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計 ５６単位　　　　 合計 １３０ポイント

　　　　　　　　　ＧＰＡ ＝ １３０／５６ ＝ ２.３２　 
【注意】
・成績通知書には入学時からのすべての履修科目の成績を対象に算出した累積
GPAを表示して通知します。

■成績通知
　前期終了後（９月初旬）と後期終了後（３月下旬）に、保証人宛に成績通知書
を発送します。学生は発送日以降、KiTssで確認することも可能です。なお、成
績は重大な「個人情報」ですので、電話・メールによる照会には一切応じられま
せん。
　４回生の卒業判定結果は２月末～３月初旬に行われる卒業判定会議のあと、
KiTssおよび掲示板で卒業者の学籍番号を発表します。成績は卒業判定会議の翌
日からKiTssで確認できます。

■成績に関する申し立て
　成績について質問があれば、成績通知後１ヶ月以内に「成績確認申立書」を学
生支援センターに提出すれば、授業担当教員から成績判定の理由、経緯等が回答
されます。なお、成績の申し立てができるのは学生本人のみです。
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7．卒業要件　 
■卒業要件
　大学のあり方について定めた「大学設置基準」では、大学を卒業するのに必要
な条件は「大学に４年以上在学し、１２４単位以上を取得すること」となっています。
畿央大学では１２４～１３２単位（学科・年次によって異なります）を卒業要件単位数（卒
業に必要な単位数）としています。
　ただし、総単位数を満たしたとしても学科・年次ごとに決められた卒業要件を
満たさないと卒業はできません。『領域・区分ごとに必要な単位数をクリアするこ
と』『必修科目の単位をすべて修得すること』『選択必修科目の中から必要な単位
数を修得すること』などです。必修科目の単位を修得できなかったら、翌年度以
降に再履修しなければなりません。
※卒業要件単位数や卒業に必要な条件は学科・年次により異なります。カリキュ
ラム表（P.１０２～P.１８２）を参照してください。

■既修得単位の認定について
　教育上有益と認める場合は、入学前に他の大学、短期大学、高等専門学校また
は専修学校専門課程で修得した単位を、６０単位を超えない範囲で本学における授
業科目の履修により修得したものとみなすことができます（編入学等の場合は学
科により認定単位数が異なります）。
　認定を希望する場合は入学後２週間以内に下記の書類を学生支援センターまで
提出してください。
・既修得単位等認定申請書（用紙は事務局にあります）
・（単位を修得した大学等の）成績証明書および当該科目のシラバス
                                                 
■放送大学との単位互換
　畿央大学では放送大学との単位互換により第二外国語の以下の科目の履修およ
び単位修得を可能にしています。
【受講方法】
　　曜日・時間の制限はなく、放送教材を利用しての自己学修が基本になってい
ます。

【単位認定】
・学期途中に1回課題が出され「通信指導」で添削を受けます。これに合格し
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ないと単位認定試験の受験資格を得られません。
・単位認定試験日は放送大学より指定されます。指定された日時に受験（会場
は申請時に選択）し、合格すると本学教養科目「言語と情報」（４回生以上は
「コミュニケーションスキル」）の区分にて単位認定されます。

【履修可能科目】
　※２０１４年度前期の場合

【出願期間】前期：前年１２月下旬　　後期：７月上旬
※１回生前期、４回生後期は履修できません。
※出願時に１科目につき１１,０００円が必要です。ただし単位修得できた場合教材
費を除く授業料分の金額８,０００円を返金します（金額は２０１３年度実績）。

※学修・試験等で必要になる交通費等はすべて自己負担となります。
※申し込み方法等詳細は出願時期に学生支援センターから掲示連絡をしますの
で注意してください。

ドイツ語入門Ⅱドイツ語入門Ⅰ　ドイツ語

フランス語入門Ⅱフランス語入門Ⅰフランス語

中国語Ⅱ中国語Ⅰ　中国語

韓国語入門Ⅱ韓国語入門Ⅰ    韓国語

初歩のスペイン語スペイン語

初歩のアラビア語アラビア語
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畿央大学エコキャンパス推進方針

　本学では、建学の精神のもと、学生教職員による環境負荷低減に向けた取り組み
として、「省エネルギー」「廃棄物削減」「環境貢献活動」の３つのエコアクションを
推進します。
　健康で豊かな生活の源である地球環境への畏敬の念を忘れず、徳をのばし、心く
ばりにあふれたキャンパスの醸成を目標に、教育・研究活動をはじめ、学内におい
て使用するエネルギーや資源の効率的な利用方法と再利用の可能性をひとりひとり
が考え、知をみがき、環境意識の構築を積極的に推進します。そして、自発的な活動
の芽を育み、社会や地域への輪を広げ、美しい環境の継承を目指します。

■省エネルギーへのエコアクション
　教育・研究活動においてエネルギー使用は必要不可欠ではありますが、様々な活
動に気を配り、エネルギー使用の省力化と健康な身体づくりを推進します。
１） 空調エネルギー負荷低減を推進します。過剰温度設定はエネルギー負荷
が高くなるとともに、室内外温度差による健康への影響も懸念されるた
め、冷暖房の適正な温度設定を図ります。

２） 待機エネルギーの省力化を推進します。教育・研究活動において使用す
る各種機器や設備に対し、未使用時の省力化に配慮し、待機エネルギー
削減を図ります。

３） 動力エネルギーの省力化を推進します。エレベーターや自動車等の使用
を控えることは適度な運動となり、健康な身体づくりと移動に関わるエ
ネルギーの省力化に寄与します。

４） 高効率機器の導入を推進します。設備機器等更新時に高効率型機器を導
入することで、機器稼働時におけるエネルギーの省力化を図ります。

■廃棄物削減へのエコアクション
　教育・研究活動や学校生活における各活動や業務内容を見直し、資源の有効活用
と分別回収の徹底により廃棄物の削減を推進します。
１） 廃棄物量の抑制を推進します。各活動や業務の改善や見直しにより、使
用資源の抑制および廃棄物削減を図ります。

２） 資源や製品のリユース・リサイクルを推進します。各活動や業務により
排出される廃棄物の分別回収を徹底し、資源や製品の再使用・再利用の可
能性を検討します。

■環境貢献活動へのエコアクション
　教育・研究機関に所属する一員として、環境負荷低減に向けた実践可能な取り組
みを自ら考え、学び、活動する意義を認識し、持続可能な社会の実現に貢献するこ
とを推進します。　

エコキャンパス推進委員会
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畿央大学での暮らし

畿
央
大
学
で
の
暮
ら
し
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1．学生生活　 
■学生証

　学生証はあなたが本学の学生であることを証明する大切なものですので、常に
携帯してください。そして次のような場合には必ず提示しなければなりません。
　・ 本学教職員から求められた時
　・ 定期試験受験時
　・ 学割・各種証明書交付時
　・ 通学定期券や学割乗車券等購入時、乗車船時に係員から求められた場合

［学生証を使う学内サービス］
　・出席確認
　　講義室の入口に設けられた、あるいはポータブルのICカードリーダーに学

生証をかざすことで授業への出席を確認します（出席確認は学生証読み取
り以外の方法もあります）。

　・図書館の入館、図書貸し出し
図書館の入館、図書の貸し出しには学生証が必要です。忘れた際は図書館
窓口に申し出てください。

・証明書発行機の利用
学生支援センターに設置されている証明書発行機を利用する際に必要です。

［注意事項］
・学生証は他人に貸与または譲渡してはいけません。
・紛失や盗難にあった場合は学生支援センターに届け出て、再発行の手続きを
してください。

・新たな学生証の交付を受けたとき、または卒業・退学等で学籍を失ったとき
は、直ちに学生支援センターに返還してください。

奈 良 桜 子
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［通学定期乗車券発行控の更新］
　学生証裏面の、通学定期券発行控の有効期限は、入学時から卒業年の３月３１
日までの期間です。記入欄がなくなったときや、通学区間が変更になったと
きは、学生支援センターに申し出てください。

［仮学生証］
　試験期間中に学生証を忘れた場合は、試験開始前に学生支援センター窓口で
「仮学生証」の交付を受けてください。「仮学生証」は当日のみ有効です。

■証明書の発行
　各種証明書が必要なときは、本人が学生支援センターカウンター前にある証明
書発行機で発行手続をするか、窓口に備え付けの申請用紙に、必要事項をボール
ペン（黒）で記入の上、手数料を添えて申請してください。

［証明書発行機］
　証明書発行機では前記の証明書及び学割証に対応しています。使用には学生証
とパスワード（学内PCログオンパスワード）が必要になります。
　【稼働時間】（月～金）８：４０～１８：００　（土）８：４０～１７：００　※本学休業日は稼
働しません。

手数料交付日申込内　　容

100円
即時証明書発行機

在学証明書［和文］

卒業見込証明書［和文］

成績証明書［和文］

健康診断証明書［和文］☆

―学割証

100円
申込日の２日後窓口

卒業証明書［和文］

単位取得見込証明書

資格取得見込証明書

1,500円学生証（再交付）

※英文証明書が必要な場合は窓口申請・手数料５００円とし、申込日の７日後に交付します。
※本学の休業日の発行業務はおこないません。窓口で金曜日に申し込んだ場合は月曜日、土
曜日に申し込んだ場合は火曜日の発行になります。
※代理申請、代理人への交付はできません。窓口での交付時は学生証を提示してください。
☆発行機で発行される健康診断証明書以上の診断項目が必要な場合は窓口で申請をしてくだ
さい。
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◆使用手順

■通学方法について
　通学については、公共交通機関の利用を心掛け、安全に十分配慮しましょう。
本学では、バイク・自転車による通学は、届け出て許可をうけたものについて認
めています。交通法規とマナーを守り、安全運転を心掛けてください。また、自
動車による通学は全面的に禁止しています。

［通学定期券の購入］
　通学定期券は、現住所から大学までの最短区間について購入できます。関西の
交通機関であればほとんどの場合、直接手続きができますので、下記の方法で購
入してください。
１）学生証の裏面に「通学定期券乗車券発行控」が貼付されています。そこに
学籍番号、氏名、現住所、通学区間を記入してください。

２）各交通機関に設置してある「通学定期券購入申込書」に必要事項を記入し
ます。

３）上記申込書に「（裏面に必要事項を記入した）学生証」を添えて、発売窓口
で購入してください。

　なお長期にわたる学外実習で、通学定期券を購入する方が経済的な場合、定期
券購入が可能なように便宜を図っています。事前に案内しますので、ご利用くだ
さい。

［バイク・自転車による通学］
・バイク・自転車による通学を希望する学生は、学生支援センターに申請して
許可を受け、登録証を必ず車両に貼ってください。バイクは排気量400CC
以下で自賠責・任意保険（対人賠償額は無制限が条件）のコピーの提出が必

画
面
（
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チ
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ル
）

に
触
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※模擬試験等の代金も証明書発行機で徴収する場合があります。
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要です。
・バイクは必ず東門から入出門し、東門横の駐輪場に置いてください。
・自転車は大学内の指定された駐輪場に置いてください。
・バイク、自転車の駅周辺、大学周辺、大学内の指定された駐輪場以外などへ
の迷惑駐輪は絶対にしないでください。迷惑駐輪が確認された場合、懲戒処
分の対象となる場合があります。

［自動車による通学の禁止と例外］
・自動車での通学は「全面禁止」です。大学周辺での駐車は、近隣地域の方々
に迷惑をかけます。自動車通学が確認された場合、懲戒処分の対象となる場
合があります。

　　怪我などで自動車通学を必要とする場合、卒業作品の搬入・搬出等担当教
員が必要と認めた場合など、特別に自動車による通学を認める場合がありま
す。２日前までに学生支援センターに相談・申請してください。

■学生旅客運賃割引証
　学生旅客運賃割引証（学割証）は片道１００キロメートルを超える場合に限り使用
でき、乗車券を２割引で購入することができます。
・学割証は、証明書発行機で即時発行可能です。各自で出力してください。
・学割証発行の際には、学生証とパスワード（学内PCログオンパスワード）が
必要です。

・同時に発行できるのは４枚までですが、学割証１枚で往復乗車券を購入でき
ます。ただし乗車券の有効日数に気をつけてください。

・学割証は、記名本人に限り使用することができます。使用上の注意は学割証
の裏面に記載されているので、必ず読んでください。

・学割証の有効期間は発行日から３ヶ月です。
・学割証を他人に貸与したり、その他不正に使用したときは、本人に対し交通
機関から多額の追徴金が課せられるのはもちろん、本学が学割証を発行する
ことができなくなりますので注意してください。

■奨学金
　経済的に就学困難な学生や学業成績が優秀な学生に対し、奨学金制度がありま
す。本学における各種奨学生の募集は、入試・学業成績によるもの以外は毎年度
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４月以降に行います。特に「日本学生支援機構」の奨学金制度については説明会
を４月中に実施しますので、奨学金の貸与を希望する学生は、機会を逃すことの
ないよう、掲示板（奨学金情報）・KiTssによる学生支援センターからの連絡に気
をつけてください。

［畿央大学独自の奨学金（在学生対象）］
　Ⅰ　冬木智子特別奨励賞（給付）

　学業成績・人物ともに他学生の模範となる学生の更なる努力を促すため、
年間２０万円を給付します。選考は学科長の推薦によるものとし、２回生以上
を対象に奨学生選考委員会において各学科１名、全学で５名を選出します。

　Ⅱ　畿央大学特別奨励賞（給付）
　学業成績・人物ともに優秀な学生を奨励するため、年間１０万円を給付しま
す。選考は学科長の推薦によるものとし、２回生以上を対象に奨学生選考委
員会において各学科各学年１名（教育学部各学年２名）、全学で１８名を選出し
ます。

　Ⅲ　畿央大学特別奨学金（給付）
　経済的理由により就学が困難で、かつ学業成績優秀、明朗活発な学生に年
間２０万円を給付します。申請のあった者の中から２回生以上を対象に全学で
４０名を奨学生選考委員会において選出します。

［地方自治体（都道府県市区町村等）の奨学金制度］
　都道府県市区町村に住所（あるいは本籍）を有する者に貸与または給付される
奨学金で、出願資格、金額、返還の要否等条件は様々です。各自で地方自治体の
教育委員会等へ問い合わせて下さい。なお、本学が窓口になっているものについ
ては掲示により募集します。

［日本学生支援機構の奨学金］
　日本学生支援機構の奨学金は貸与奨学金で経済的理由により修学に困難がある
優れた学生等に対して貸与されます。奨学金貸与終了後は、返還の義務が生じ、
必ず返還しなければなりません。学業に必要な金額、家庭の経済状況や自分の人
生・生活設計に基づいて、十分考慮のうえ申込をしてください。
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１）奨学金の種類と貸与期間

※緊急採用・応急採用とは、主たる家計支持者の失業、破産、事故、病気もしくは死
亡など、または火災、風水害等の災害により家計が急変し、奨学金を緊急に必要と
する場合、随時奨学生の募集を行っています。貸与始期・貸与終期についての詳細
は、申請時に説明します。

２）奨学金の申込条件（学力基準の目安）

　
※学力基準および家計基準についての詳細は、日本学生支援機構発行のパンフレット
を必ず参照してください。

３）奨学金の貸与月額

４）保証制度……日本学生支援機構の奨学金では、次の２つの保証制度のいずれ
かを選択することになります。

　　　　　　　　人的保証制度（連帯保証人と保証人を選任）
　　　　　　　　機関保証制度（保証料を支払うことにより、保証機関が連帯保証する）

貸与終期貸与始期募集時期採用の種類奨学金の種類

卒業予定期４月４月定期採用第一種

※※随時緊急採用無利子貸与

卒業予定期４月～９月の希望する月４月定期採用第二種

※※随時応急採用有利子貸与

学力基準（目安）奨学金の種類

＜１年次＞高校２・３年生の成績３．５以上　
＜２年次＞本人の属する学部（学科）の上位１／３以内

第一種

出身高校または在籍する学校における成績が平均水準以上と認められる
者、特定の分野で特に優れた資質能力を有すると認めらる者、学修に意
欲があり学業が確実に修了できる見込みがあると認められる者など

第二種

自宅外自宅奨学金の種類
６４,０００円５４,０００円第一種

無利子貸与 ３０,０００円

３０,０００円、５０,０００円、８０,０００円、１００,０００円、１２０,０００円から選
択できます。

第二種
有利子貸与

１００,０００円、２００,０００円、３００,０００円、４００,０００円、５００,０００円か
ら選択できます。（入学時特別増額貸与のみを申込むことは
できません。）

入学時特別増額
貸与奨学金
有利子貸与
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５）奨学金の交付日（２０１４年４月～２０１５年３月）

６）奨学金に関するスケジュール

７）奨学金貸与開始の奨学生へ
　高等学校で予約採用決定の者・大学で新たに採用決定した者は、日本学生支
援機構より返還誓約書の関係書類が届き次第、掲示板などで通知します。

　　・人的保証を選択した者は、５種類の書類が必要です。
　　　　　返還誓約書、奨学生本人の住民票、連帯保証人の印鑑証明書、
　　　　　連帯保証人の所得に関する証明書、保証人の印鑑証明書
　　・機関保証を選択した者は、３種類の書類が必要です。
　　　　　返還誓約書、奨学生本人の住民票、保証依頼書（兼保証委託契約書）

６月１１日（水）６月分５月１６日（金）５月分４月２１日（月）４月分

９月１１日（木）９月分８月１１日（月）８月分７月１１日（金）７月分

１２月１１日（木）１２月分１１月１１日（火）１１月分１０月１０日（金）１０月分

３月１１日（水）３月分２月１０日（火）２月分１月９日（金）１月分

対象内容時期

１回生大学予約採用に関する説明会初旬４月

１回生進学届入力中旬

希望者全員大学在学採用（定期採用）に関す
る説明会中旬～下旬

希望者全員大学在学採用（定期採用）の申請
に必要な書類の提出

初旬５月

１回生（大学予約採用）
採用決定者に対する説明会初旬６月

返還誓約書などの提出初旬～下旬

該当奨学生全員（大学在学
採用（定期採用））

採用決定者に対する説明会下旬

返還誓約書などの提出初旬～下旬７月

４回生（３月満期奨学生）返還に関する説明会初旬１１月

奨学生全員（１～３回生）継続願に関する説明会中旬～下旬１２月

奨学生全員（１～３回生）継続願の提出（入力）１月～２月中旬

※詳細日程は、奨学金掲示板などでお知らせします。
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８）在学届
　高等学校または大学等で、日本学生支援機構の奨学金の貸与を受けていた者
および奨学金の満期までに途中辞退した者は、「在学届」を学生支援センターま
で提出してください。この「在学届」を提出することにより修業年限まで返還
期限が猶予されます。

９）適格認定
　奨学金の貸与期間中は、毎年１回（１２月下旬～２月中旬）「奨学金継続願」を
Web上で提出（入力）していただきます。「奨学金継続願」を提出した者につ
いて適格認定を行いますので、くれぐれも学業成績不振などの状況により奨学
金の廃止または停止等の処置を取られることのないように勉学に励んでくださ
い。また期間内の「継続願」の提出を怠ると奨学生の資格を失い奨学金の交付
が打ち切られますのでくれぐれも注意してください。

１０）異動・休止・辞退
　奨学生の資格に変動（住所変更、改氏名、連帯保証人・保証人の変更または
転居、休学、復学、退学、辞退など）があった場合および月額を変更（増額・
減額）したい場合は、学生支援センターまで申し出てください。

１１）返還
　奨学金は貸与であり卒業後返還する義務があります。返還金は新たな奨学生
に貸与する奨学金の財源となるので、定められた期間内に月賦等の方法により
必ず返還しなければなりません。なお、卒業後に失業・疾病・災害などの諸事
情により返還が困難になった場合は、願い出ることにより返還期限を猶予され
ることもあります。

■学生保険制度
［学生教育研究災害傷害保険（学研災）］
　本学学生が災害にあったときのために、学生保険に加入しています。保険期間
は在籍期間中で、保険料は大学が負担しています。詳細は、「加入のしおり」で確
認してください。

１）保険金が支払われる事故の範囲
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　1．正課中
　講義、演習、実験、実習または実技による授業中の事故

　２．学校行事中
　大学の主催する入学式、オリエンテーション、卒業式等の学校行事に参加
している間の事故

　３．学校施設内にいる間
　大学が教育活動のために所有、使用または管理している学校施設内にいる
間の事故

　４．学校施設外で大学に届け出た課外活動中
　大学公認の学生団体の管理下で行う文化活動、体育活動等または、大学が
認めたボランティア活動をしている間の事故

　５．通学中
　大学の授業等、学校行事又は課外活動への参加の目的で、合理的な経路お
よび方法により、住居と学校施設等との間を往復する間の事故

２）保険金の種類と金額

３）保険金が支払われない場合
　故意、闘争行為、犯罪行為、疾病、自殺行為、無資格運転、酒酔運転、心神
喪失、地震、噴火、津波、戦争、内乱、暴動、放射線照射、放射能汚染、むち
うち症、腰痛などで医学的他覚所見のないもの、施設外の課外活動で危険なス
ポーツを行っている間の事故、または飲酒による急性アルコール中毒症など。

＊接触感染
予防保険金

入院加算金
（日額）

医療保険金後遺障害保険金死亡保険金補償範囲

―
１日につき
４,０００円

治療日数１日以上
３千円～３０万円

傷害の程度に応じて
５４万円～１,８００万円

１,２００万円
正課・

学校行事中

―
１日につき
４,０００円

治療日数１４日以上
３万円～３０万円

傷害の程度に応じて
２７万円～９００万円

６００万円
学校施設内・
課外活動中

―１日につき
４,０００円

治療日数４日以上
６千円～３０万円

傷害の程度に応じて
２７万円～９００万円

６００万円通学中

１事故につき
１.５万円

（定額払い）
――――臨床実習中

＊接触感染予防保険金については、２０１１年度生から（理学・栄養・看護のみ）加入しています。
　臨床実習中の事故で感染症予防措置を受けた場合に支給されます。
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　１名１年あたり１事故１億円限度（免責金額０円）対人・対物賠償共通

４）保険金の給付手順
　１．事故が発生したら

応急処置をした後、病院で手当てを受けた後は、必ず領収証、診察券をも
らってください。そしてすぐに学生支援センターに連絡してください。

　２．治療が終わったら
治療がすべて終了したら、保険金請求の手続き（申請書類の作成）をします
ので学生支援センターに申し出てください。その際は、「印鑑」「診察券」「領
収書」を必ず持参してください。

　３．保険金の受領
保険会社から直接本人名義の口座に振り込まれます。なお、支払われる保険
金および詳細は「学生教育研究災害傷害保険のしおり」を見てください。

［学研災付帯賠償責任保険（学研賠）］
　本学学生が正課中、学校行事中及びその往復途中で、他人に怪我をさせたり、
他人の物を損壊したことによる損害賠償を補償するために、学生保険に加入して
います。保険期間は在籍期間中で、保険料は大学が負担しています。詳細は、「加
入のしおり」で確認してください。

１）補償の対象となる事故例
　１．正課中の賠償事故
　２．学校行事中の賠償事故
　３．通学中での賠償事故
　４．大学が認める課外活動中の賠償事故

２） 保険金

３） 保険金が支払われない場合
　故意による事故、地震・噴火・津波による事故、戦争・変乱・暴動による事
故、自転車・バイク等の所有・使用・管理に起因する事故、他人からの借り物
や預かり物の損壊、紛失、盗難などによる損害など。

４）保険金の給付手順
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　１．事故が発生したら
学生支援センターに自分の氏名、学籍番号、事故の発生場所、原因、発生日
時、被害の程度などを連絡してください。同時に事故現場の写真を撮ってお
いてください。

２．保険金の請求
学生支援センターにて申請書類を受け取り、記入して提出してください。

［看護医療学科生のための総合補償制度will　］
　看護医療学科の病院実習では、上記保険が傷害しか担保されず、病院での感染
が不安です。したがって、実習期間中における、接触感染や院内感染の予防措置
費用、検査費用等に対応するための保険に本学負担で加入しています。

■貸ロッカー
　E棟地下１階とK・Ｌ棟１階に学生用ロッカーを用意して貸し出しています。４
月に案内しますので利用したい人は申し込んでください。翌年度更新する場合は
１月末に手続きをしてください。
　　　　使用料　　大サイズ：年間２,０００円（初年度のみ５,０００円）
　　　　　　　　　小サイズ：年間１,０００円
・利用できる期間は、４月から２月までとします。
・施錠等管理については、使用者の責任で行ってください。

　学研災及び学研賠では補償されない正課・学校行事の枠を超えた活動中
も補償（学内外を問わず学生生活を２４時間補償）される保険です。学内外
における怪我や病気の治療費用を補償する他、加害事故時の賠償責任など
を補償します。
　この保険は任意加入で保険料は個人負担となります。（保険料は団体割
引（３０％割引）が適用されます。）在学途中であっても、残りの在学期間に
応じた保険料を納めることにより加入できます。詳細は、案内リーフレッ
トなどで確認してください。   
　問い合わせ先
　　株式会社　東京海上日動パートナーズ奈良
　　　電話　０７４２-３３-０５２３　ＦＡＸ　０７４２-３５-７３５３

［学研災付帯学生生活総合保険（付帯学総）］
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・収納している物品の損傷や紛失については、大学はその責を負いません。

■郵便物・電話・学内放送
［郵便・宅配物］
・大学に配達された各団体あての郵便物は学生支援センターで預かります。各
団体が大学をあて先として商品の発注を希望する場合は、必ず発注前に学生
支援センターに相談してください。発注前に相談のないものは受け取りませ
ん。また，量や内容物によっては預かれない場合があります。

・個人に対する学内外からの郵便物・注文品等の取り次ぎは一切行いません。
・現金・有価証券の類は、団体・個人にかかわらず一切預かりません。

［電話］
・個人に対する私的な電話の取り次ぎ，呼び出しは，緊急かつ重要性のある場
合を除き一切取り扱いませんので家族等に周知してください。

［学内放送］
・公的な用件（大学行事・正課授業など）以外での使用はできません。

■拾得物・盗難
［拾得物］
　学内で金品を紛失した時，拾得した時は学生支援センターまで届けてください。
・定期券・財布・学生証など速やかに返却する必要があると判断した場合のみ、
KiTssで個人あてに連絡することがあります。

・預かったものは学生支援センター前に陳列しています。貴重品・USBは別に
預かっていますので声を掛けてください。

・預かる期間は遺失物法に準拠します。

［盗難］
・盗難の疑いがあるときは学生支援センターに相談してください。
・キャッシュカードやクレジットカードは悪用される場合があります。停止の
手続き，警察への届けを速やかにおこなってください。また，身に覚えのな
い請求が来た場合はカード会社に相談をしてください。
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［自己管理に努めましょう］
・教材など持ち物にははっきり名前を書くこと。
・不要な金品はキャンパス内に持ち込まないこと。
・貴重品は目の届く範囲に置くこと。ロッカー使用時は必ず施錠すること。

■アルバイト
［畿央大学アルバイト紹介システム］
　アルバイトの紹介は，畿央大学が業務委託をしている(株)ナジック・アイ・サ
ポートが運営する求人情報提供サイト「畿央大学アルバイト紹介システム」で紹
介しています。
　　　　　http://www.aines.net/kio/
　このシステムは、本学が発行するメールアドレス（○△□@kio.ac.jp）を使っ
てログインし、ID とパスワードを取得すればすぐ利用できます。

・このサイトに掲載している求人は、職種が危険な仕事、人体に有害とされる
仕事、法令に違反する仕事、教育上好ましくない仕事，労働条件が不明確な
もの、出来高払い、違約金や損害賠償を予定するもの、就労中の事故に対し
て対象学生に負担を負わせるものなどは取り扱っていません。自身でアルバ
イトを探す場合もこのことには十分注意してください。

［留意事項］
・学生の本分は学業です。無理な計画で学業を疎かにしたり、また健康を害し
たりすることのないよう自己管理をして就労してください。

・高賃金に惑わされないこと。労働内容・条件は就労前に確認すること。
・畿央大学の学生としての自覚・責任を持つこと。遅刻，無断欠勤，突然の退
職などモラルやマナーに反する行為はしないようにしてください。

・トラブルに巻き込まれたら学生支援センターに相談してください。アルバイ
ト中の怪我は大学が一括加入している学生教育研究災害傷害保険は適用され
ません。

　
■下宿紹介・借り上げ女子マンション
　自宅から通学が困難な学生のためにマンション、下宿等を扱う業者の紹介を学
生支援センターで行っています。また本学の女子学生専用の借り上げマンション
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を用意しています。必要な学生は学生支援センターにご相談ください。

■悪徳商法などの被害について
　近年、「マルチ商法」「インターネット取引」「訪問販売」「キャッチセールス」
「デート商法」「架空請求などの振込め詐欺」による被害が増えています。
これらの悪徳商法などの被害に遭わないように十分に注意をしてください。
「きっぱり断る」「その場で安易に契約はしない」「個人情報を安易に教えない」
ことです。もし万一被害に遭った場合は、速やかに次の公的機関に相談してくだ
さい。
　・奈良県消費生活センター　　　　　　電話　０７４２-２６-０９３１
　・奈良県警察本部悪質商法１１０番　　　　電話　０７４２-２４-９４４１
　・香芝市消費生活相談窓口　　　　　　電話　０７４５-７６-２００１
　・広陵町消費生活相談窓口　　　　　　電話　０７４５-５５-１００１

■カルト集団に注意
　カルト集団（宗教など）は、「サークル（団体）」を装うなどして正体を隠して
巧妙に勧誘活動を行っています。勧誘を受けた場合は、きっぱりと断る勇気を
持ってください。何かおかしい勧誘を受けた場合は、すぐに学生支援センターに
相談してください。
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2．キャンパスライフを快適に　 
■ルールを守り、マナーを大切に
　キャンパスライフを健康に、安全に、そして快適に過ごすためにはルールを守
り、互いにマナーをわきまえた人間関係を築くことが大切です。

［禁煙を守りましょう］
・健康増進法第２５条の定めにより、大学敷地内及び周辺道路、住宅地内等での
喫煙を禁止します。

・喫煙は本人にとって害となるだけでなく、周りの人の健康にも悪影響を与え
ます。畿央大学で学び、将来は健康や教育にかかわる仕事に従事する者とし
て、喫煙の習慣はやめましょう。

・他人の迷惑とならないところでの喫煙であっても、吸い殻のポイ捨てなどの
街を汚す行為は重大なマナー違反です。

［飲酒の禁止］
・大学の行事等で特別に許可された場合を除いて、大学敷地内での飲酒は禁止
しています。

・学外でのコンパなどでも一気飲みなどの危険な飲酒や飲酒を強要するような
行為は許されません。

［学内や教室でのマナー］
・授業中のむだ話は厳禁です。他人の迷惑となる場合には退出を命じる場合が
あります。

未成年者の飲酒・イッキ飲みは厳禁！！
　
　アルコールは少量なら気持ちをリラックスさせたり会話を増やしたりする効果
がありますが、大量になると麻酔薬のような効果をもたらし、運動機能を麻痺さ
せたり意識障害の原因になります。
　急性アルコール中毒は、体内のアルコール濃度が高まって、意識レベルが低下
し、嘔吐、血圧低下、呼吸数低下などを来します。短時間に大量摂取する時に発
症しやすく、その典型例が一気飲みで、死に至ることもあります。その危険を知
り、一気飲みしない・させないことが必要です。
　未成年者の飲酒は法律で禁じられています。絶対に飲酒を勧めないでください。
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・教室内での飲食は禁止です。ただし、昼休み時間内に限って許されますが、
PCルーム、PC講義室では一切厳禁です。

・携帯電話は場所をわきまえて使用しましょう。授業中・試験中は電源を切っ
てください。

・公共の場所で騒いだり、床に座り込んでたむろすることは慎んでください。
・学内の美化・整頓に努めましょう。ゴミの分別収集にもご協力をお願いしま
す。

　
［学内での遊び］
　キャンパス内のスケートボード・キックボード・フリスビー・球技などは周囲
の人にとっては危険な行為ですので禁止しています。通学時も同様です。

［服装について］
・実験・実習、体育の服装は、担当教員の指示のあるものを着用してください。
特に学外での実習については先方に不快なイメージを与えないよう、髪型や
服装は教員の指示を守ってください。

［自転車のルール］
　自転車は「車両」です。自転車も交通事故を起こせば責任を問われます。ルー
ルを守らずに起こした事故の責任はさらに重大です。
◆次のことは厳禁です。

　・信号無視　　・一旦停止の無視　　・二人乗り   ・併進
　・走行中の携帯電話　　・ヘッドホン等の使用　　・夜間の無燈走行　　
　・前輪および後輪にブレーキがない自転車の運転　・飲酒運転
◆車道通行の原則
　　自転車は、歩道と車道の区別のある道路では、車道を通行するのが原則で
す。また車道では左側端を通行しなければいけません。

◆歩道を通行する場合
　　歩道を通行する場合は、歩道の中央から車道寄りの部分を徐行し、歩行者
の通行を妨げることになる時は一時停止しなければなりません。

◆交通事故の場合の措置
　　交通事故があったときは、直ちに負傷者を救護し、道路の危険を防止する
等、必要な措置を講じ、警察に連絡しなければいけません。
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■ネットコミュニケーションの注意点
　インターネットは、情報の発信、収集の手段にとどまらず、コミュニケーショ
ンのツールとして急速に発展しています。しかし、一方では、コンピュータウイ
ルスやフィッシング詐欺など、様々な問題を抱えています。コミュニケーション
ツールとして急速に普及したSNSの活用にも充分な注意が必要です。
◆セキュリティーソフトを導入する 
　　コンピュータウイルスに侵されると自分だけではなく、他人にも大きな被
害を及ぼします。また、フィッシング詐欺などの被害にあうことのないよう
に、必ずセキュリティーソフトを導入しましょう。

◆メールを送る前には必ず内容や宛先の確認を
　　メールは、相手の反応を見ることができません。そのため、自分では何気
ない一言が、相手を傷つけてしまったり不快な気持ちにさせたりすることが
あります。相手の立場に立った適切な表現を使うようにしましょう。また、
間違った宛先に送ったメールも取り返しがつきません。必ず確認してから送
信しましょう。

◆SNS利用には十分な注意を
　・SNSへの投稿は、独り言やおしゃべりではありません。

　独り言や友人とのおしゃべりのつもりでも、SNSへの投稿は、全世界
に情報発信しているのと同じことです。アクセス制限していない場合は

マナー・ルール違反に対する処分の基準 （２０１１．１０．２０　教授会決定）

■学内及び大学周辺で喫煙した場合には「誓約書」の提出を求め、3 回目で懲戒
処分の対象とします。
■自家用車で通学した場合は、「誓約書」の提出を求めると同時に保護者に連絡し、
2回目で懲戒処分の対象とします。
■無届での自転車通学及び指定された駐輪場以外への駐輪を行った場合には「誓
約書」の提出を求め、4回目で懲戒処分の対象とします。
■その他、近隣への迷惑行為など、公序良俗に反する行為が発覚した場合は、上
記に　準じてしかるべき処分を行います。
■上記処分対象者に対しては、クリーンボランティアなどの奉仕活動を課すこと
があります。
■クラブ・サークル等、本学公認団体の活動中に上記の違反が行われた場合は、
その団体に対し活動制限等の処分を行う場合があります。
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もちろんのこと、システムのトラブルや知人のミス、悪意による漏えい
などにより、どこに拡散するかわかりません。あなたに悪意がなかった
としても、個人情報の漏えいや守秘義務違反、名誉棄損やプライバシー
侵害、著作権の侵害などの問題に発展することもあります。

　・匿名の書き込みも個人が特定されます。
　投稿の内容や写真のGPS情報、IPアドレスなどによって、発信場所や
住所を特定することは可能です。不用意な投稿で事件に巻き込まれるよ
うなことがないように注意しましょう。

　・ネット上の情報の削除は不可能
　一度投稿してしまった内容は、様々なところで記録され、それを完全
に削除することは不可能です。将来、あなたの過去の発言が問題にされ
て苦しむようなことがあるかもしれません。

　・責任ある投稿でネットの有効活用を
　投稿する前に「人を傷つけたり、迷惑をかける内容ではないか」「人前
で話しても問題のないものか」を考えて利用しましょう。そうすれば、
SNSは素晴らしいコミュニケーションツールとなります。ネットの向
こう側には、必ず相手がいるのですから。

■ハラスメントの防止　
　セクシュアル・ハラスメント、アカデミック・ハラスメント、パワー・ハラス
メント及びその他のハラスメントは許されません。畿央大学のすべての学生は公
正、安全で快適な環境の下に、学修、研究を行う権利を保障されています。畿央
大学では教職員や学生などすべての構成員が互いの立場を尊重しあう人間関係を
作りあげ、維持することをめざしますが、もしハラスメントが発生した場合は厳
正、迅速な手続きによって公正かつ適正に対処します。
　詳しくは「ハラスメントの防止等に関する指針（P.３０９）」「ハラスメントの防止
等に関する規則（P.３１３）」をご覧ください。
　ハラスメントについての相談は学生支援センター、「ここらぼ」、もしくは別途
ご案内する相談員に気軽に声をかけてください。



70

　下宿生活では、同入居者や家主にはもちろん近隣住民にも迷惑をかけな
いよう、ルールを守り、良識ある行動を心がけて下さい。なお、大学は契
約には関与しませんので、入居決定時には契約条項をよく理解してから契
約を行ってください。
・健康管理
　下宿生は自分の健康は自分で管理しなければなりません。特に食生活
には注意し、不規則な生活は慎みましょう。万一に備えて、健康保険
証（遠隔地被扶養者証）を取り寄せておきましょう。

　・防火・防犯　
火災の原因となる暖房器具やタバコの後始末など、火気には十分注意
して下さい。また外出時は必ず戸締りをして盗難に気をつけましょう。

　・騒音・無断駐輪駐車
　他人の迷惑となる騒音は下宿内外で気をつけて下さい。特に深夜に
窓を開けて騒ぐのはやめましょう。また家主に無断で駐輪や駐車をし
て迷惑をかけないよう、集まる時には友人同士お互いに注意しましょ
う。

　・家主や隣人との人間関係
下宿生活では家主や隣人と良好な人間関係を築くことが重要です。ト
ラブルが生じた場合は双方が誠意を持って解決にあたりましょう。

下宿生活の注意点
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3．課外活動　 
■畿友会
　本学の学生によって組織、運営される学生自治会であり、会員の自治と自主的
な諸活動により会員相互の親睦をはかり、学生生活の発展向上と畿央大学の発展
に寄与することを目的としています。積極的に活動に参加して仲間をつくり、人
間性豊かな成長の場としてください。
　畿友会は、会費と畿央大学後援会からの補助金を財源として、学生生活の充実
のために畿央祭をはじめとした各種行事を開催し、クラブ・サークルへの補助や
活動の調整などを行っています。

［畿友会組織図］

［年間行事］
　昨年は次のような畿友会主催の行事を行いましたが、学生からの提案で、毎年
新しい行事が増えています。畿友会からの情報を見逃さずに、積極的に参加して
ください。

　３月末　 キャンパス歓迎会・クラブ勧誘
　４月　　 学科毎の新入生歓迎会
　５～６月 球技大会
　６月　　 サマーフェスティバル
　１０月　　 畿央祭・クリーンキャンペーン
　１２月　　 クリスマス会

学　生　総　会

執行委員会クラス代表者会議 専門委員会
畿央祭実行委員会など

専門部

運営委員

畿友会会員（全学生）

特別部局
KiPTなど
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■KiPT（Kio Performance Team）
・イベント企画・運営の専門団体。Summer Festivalの運営のほか、各イベン
トの企画、運営、司会等を行います。学外からの依頼も受け付けています。

■クラブ・サークル
［サークルの設立］
　新しくサークルを設立する場合、必要書類すべてを学生支援センターへ提出し
てください。申請にあたっては、５名以上の同意者および顧問（専任教員）の承
諾が必要です。畿友会・学生支援センターで検討のうえ承認されます。

［サークルからクラブへの昇格］
　サークルのメンバーが１０名を超え、週２回以上の活動を１年以上安定して継続し、
その活動内容がクラブとしてふさわしいと認められる場合は、クラブへ昇格を申請するこ
とができます。畿友会・学生支援センターで検討のうえ承認されます。

［クラブ・サークル等の継続］
　引き続き団体として活動する場合、前年度のクラブ・サークル活動の状況報告

舞台

模擬

舞台企画

展示

広報

アリーナ企画

学校内企画

野外畿央祭実行委員会

畿友会

統括：実行委員長
　　　副実行委員長
　　　会計 ホール

・畿央祭実行委員会は畿央祭開催の際に畿友会の
　もとに編成される企画・運営機関です。
　実行委員は４月以降に募集します。
　

■畿央祭実行委員会
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や次年度計画などの必要書類を学生支援センターに提出してください。審査のう
え、承認されます。提出しない場合、解散したものとみなします。なお、活動の
継続が不可能になった場合は、「クラブ・サークル解散届」を提出してください。

［クラブ室の使用］
　クラブ室には限りがあり、クラブのすべてに提供することはできないこと、ま
た１つのクラブ室を複数の団体で共用してもらうことをお願いしています。使用
にあたっては、以下の行為は謹んでください。
　敢　団体として学則・諸規則に反する行為
　柑　室内での暴力行為
　桓　クラブ室の改造または改築
　棺　火災・盗難の危険性のある行為
※常に清潔に保ち、いつでも団体活動の場にふさわしい使用を心がけてくださ
い。

［クラブ・サークルによる施設使用］
　大学の施設の使用については、団体ごとに予定表を作成し、顧問・畿友会・学
生支援センター・施設の管理責任者と相談の上使用してください。ただし、各施
設とも正規の授業が優先されます。また施設使用後は美化・整頓に留意し、戸締
り、火の元に十分注意してください。

■ボランティア活動（ボランティアセンター）
　ボランティア活動に参加したり、ボランティア活動について学習したりできる
ように、本学ではボランティアセンターを開設しています。情報提供や相談、活
動交流などを通して学生のボランティア活動を支援していますので、いつでも遠
慮なくセンターにお越しください。

［ボランティア活動中の保険］
　ボランティア活動中の自身の事故やけが、活動先の人にけがをさせたり物を壊
してしまったりした場合は、大学で加入している「学研災」「学研賠」にて保障さ
れます。
　但し保障の対象は、大学が承認した活動に限ります。大学が承認した活動を行
うためには、4月中に「エントリーカード」を、各活動前に「参加予定カード」、
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活動後に「活動報告カード」を提出する必要があります。
　大学に承認を得ない活動については保障の対象外となり、個人でボランティア
保険に加入する必要があります。ボランティアセンターに相談してください。

［ボランティア活動への参加］
１）活動登録

今年度ボランティア活動を予定している学生は、4月中にボランティアセン
ターへ「エントリーカード」を提出してください。エントリーの内容に応じ
たボランティア情報をお届けします。

２）情報収集
ボランティア募集掲示板、閲覧ファイル等でボランティア情報を紹介してい
ます。また、KiTssの「ボランティア情報」のページにも掲載しています。希
望するボランティアが見つからない場合は、スタッフに相談してください。

３）参加申込
参加を決めたら、「参加申込カード」を提出してください。ボランティアの内
容や詳細（場所・時間・服装・準備物等）は、事前に各自で確認をしましょ
う。
個人で見つけたボランティアについても、大学が承認した場合は「学研災」
「学研賠」の保障の対象となりますので、活動の１週間前までにボランティ
アセンターに届け出てください。
ボランティア活動には責任が伴います。安易に欠席したり、体調不良で休む
ことのないよう体調管理に気をつけましょう。

４）活動報告
参加した活動を振り返り、「ボランティア活動報告カード」を提出してくださ
い。活動の交流、紹介に役立てるほか、自身の記録として保管します。

※「エントリーカード」「参加予定カード」「活動報告カード」はいずれもKiTss
の「ボランティア情報」にフォーマットを用意しています。

　volunteer@kio.ac.jpまでメールに添付して送信して頂いても結構です。

［ボランティアに関する疑問、相談］
　「活動内容が当初のものと不本意に変わってきた」「活動先から不当なハラスメ
ントを受けた」「コミュニケーションがうまくいかなくなり活動を続けられない」
等、疑問や困ったことがある時は、ボランティアセンターに相談してください。
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4. 施設の使用   
■施設の使用について
［施設使用についての考え方］
　大学の施設・設備は教育研究に活用するためにあり、正当な理由によって使用
したいと希望する学生に貸し出しを行っています。合理的かつ公平に、また安全
に使用するための基本ルールを定めていますので、ルールの範囲内で使用してく
ださい。

［施設使用の申し込み方法］
　大学施設の使用状況はKiTssの「施設・設備予約状況」のページで見ることが
できます。希望する日時に予約が入っていないことを確かめたうえで、学生支援
センターの窓口で「大学施設使用願」に必要事項を記入して申し込んでください。
ただし、自習の場合は自習室、グループ学習の場合はグループ学習室を用意して
いますので、施設使用の申し込みは不要です。
◆施設の使用は３時間を限度とします。３時間を超えて使用する必要がある場
合、当日に予約が入っていなければ、再度手続きをして使用することができ
ます（実験・実習室及びコンピュータルームは３時間を限度とせず使用でき
ます）。
◆クラブ、サークル、ゼミで使用する場合
　１カ月先までの予約ができます。クラブ・サークルの場合は顧問の、ゼミの
場合は担任の許可（押印）が必要です（ただし体育施設については不要）。ま
た、実験・実習室等施設によっては担当学科教員の許可（押印）が必要にな
ります。

◆ 任意のグループで使用する場合
　当日に当該施設の予約が入っていない場合に限り受け付けます。　
　　　大学休業日の施設利用申請について　
・大学休業日（日曜日および授業のない祝日）に当日の申し込みはできませ
ん。個人・グループでの使用の場合は、３日前から予約申請を受け付けま
す。（日曜の予約は直前の木～土、月曜日が祝日の場合の施設使用の受付
は、その前週の金曜、土曜です。）

・原則として３時間以内で申請をしてください。ただし使用理由により３時
間を超えての申請を可とします。
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■申し込みが不要な施設
［自習室］
　大学が指定した講義室等を自習室として開放しています。教室・時間について
は掲示板やKiTssの「施設・設備予約状況」のページに掲出します。共同使用と
なりますので、ルールとマナーを守って利用してください。また国家試験対策や
教員採用試験対策専用の自習室を一定期間設けています。

［グループ学習室］
　特定の講義室をグループ学習室にしていますので、グループワークなど討議を
伴うグループ学習に利用してください。共同使用となりますので１グループでの
独占はできません。

［ゼミ室］
　一部のゼミ室を８:００～１８:００まで開放しています。少人数での学習など自由に
利用して下さい。なお、１８:００以降の使用には施設使用の申し込みが必要です。

［食堂・RBラウンジ］
　食事の提供は１階が１０：００～１４：００、地下売店では８：４０～１８：００ですが、施設は
２１：００まで開放しています。

　　　最終授業（試験）期間中の自習室・グループ学習室等について　
・最終授業（試験）期間中には通常より多くの講義室等を自習室、グループ
学習室として設定します。個別に申し込んでの講義室等の貸し出しは行い
ません。

・当該期間の一部のゼミ室は２３:００まで自習室として開放しています。

■申し込みが必要な施設
※申し込みは学生支援センター（月～金８：４０～１８：００、土８：４０～１７：００）

［ゼミ室］１８：００～２３：００

［講義室］原則として８：００～２３：００
　※貸出は原則L棟講義室だけになります。
　※講義室の使用はクラブ、サークル等の公認団体だけになります。
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［実験・実習室］原則として８：００～２３：００
　※C３音楽室は２０：００、E３音楽室は２１：００まで
※健康栄養学科関連施設（調理実習室、基礎実験室等）は、教員の監督がない
と使用できません。担当教員に相談してください。

［ピアノ練習室］原則として　９：００～２３：００
※ピアノの練習以外の目的では利用できません。
※１８：００（土曜日は１７：００）までは学生支援センターで鍵と学生証を交換して利
用してください。１回の使用は３０分または６０分です。連続して使用を希望す
る場合は混雑していなければ部屋をかえて利用できます。

※上記以降の時間帯や休業日に使用を希望する場合はC棟の練習室に限り利用
できますので「施設使用願」で申し込んでください。

［体育施設］（グラウンド・テニスコート・体育館など）
　第２キャンパス（グラウンド、テニスコート）…９：００～２０：００
　第２キャンパス（クラブハウス・体育室） …９：００～２０：３０
　体育館（アリーナ、小体育室） …９：００～２１：００
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畿央大学の学生サポート

畿
央
大
学
の
学
生
サ
ポ
ー
ト
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１． サポート体制　 

　畿央大学では学生の学びや暮らしのサポートをするために、次のような体制を
整えています。積極的に利用して充実した学生生活を送ってください。

こんなとき
本学では学生全員がクラス、ゼミもしくはコースに所属し、そ
れぞれに専任の教員が担任として配置されています。履修登
録指導などを行うとともに、年２回、全員を対象とした個別面
談も行います。何か困ったことがあったり、進路に迷ったり、
学習に行き詰ったときには積極的に担任に相談して下さい。

担任

専任の教員は、質問や相談を受けるため、毎週決まった時間帯
に研究室で待機しています。学修上のこと、進路のことなど、
気軽に訪問して相談してください。どの学部・学科の教員を訪
問しても結構です。各教員のオフィスアワーは研究室前の掲
示やKiTssのメニュー「オフィスアワー・教員紹介」で確認し
てください。

オフィスアワー

授業、課外活動など学生生活全般の相談・手続き窓口です。わ
からないこと、心配なことがあれば、まず相談に来てください。
また、障がいのある学生への学修・学生生活支援も学内関係機
関と連携して行なっています。

学生支援センター
（月～金）８：４０～１８：００
（土）８：４０～１７：００

履修・成績等について相談したい

授
業
関
係

病気・事故等により授業を欠席する（した）
「事務室に提出」と指定されたレポートの提出
実習について相談したい
障がいがあるので授業での支援を受けたい
成績証明書・在学証明書等が必要

証
明
書

学生証・仮学生証の発行が必要
健康診断証明書が必要
学割の発行
休学・復学・退学・再入学について

学
生
生
活

本人・保証人の氏名・住所・電話番号の変更
奨学金についての相談
バイク・自転車通学の届け出
落し物・拾い物をした
クラブを設立したい、課外活動について知りたい
大学の施設や器材を借りたい
ロッカーを申し込みたい
掲示をしたい
授業中や通学中にけがをしたので学生保険の手続きをしたい



81

Ⅰ．畿央大学の概要

こんなとき
ボランティアに関心のある人はボランティアセンターへ。
様々な団体や学校・病院等からのボランティアの募集情報を提
供しています。またボランティアについての相談も受け付け
ています。

ボランティアセンター
（月～金）８：４０～１７：００

本を借りたい、電子ジャーナルを利用したい、調べたいことが
あるけどどうしたら良いか分からないときは図書館カウン
ターへ。本学にない書籍は他の図書館から取り寄せることも
含めて相談にのります。

図書館
（月～金）９：００～２０：００
（土）９：００～１８：００

授業がない期間は異な
ります。

パソコンや情報ネットワークを使う際に困ったことや分から
ないことがあれば情報センターへ。課外活動などでカメラや
ビデオなどの機材が必要な際は貸し出します。（担当の教員の
承認が必要）プリンタ印刷枚数の追加申し込みも受け付けます。

ラーニングサポート
センター
（月～金）８：４０～１８：００
（土）８：４０～１７：００

就職に関すること、進路に関することはなんでもキャリアセ
ンターへ。各学科ごとの担当者をおいて、就職についての情
報収集・提供に努めています。キャリアセンター内の「教採・
公務員対策室」では、教員や公務員をめざす人をサポート。就
職活動間際ではなく、早い時期からの相談、利用をお薦めしま
す。

キャリアセンター
（月～金）８：４０～１８：００

けがをした時、身体の調子が悪い時はすぐに健康支援セン
ターへ。専任のスタッフが対応します。また健康について不
安を感じることがあれば相談することもできます。

健康支援センター
（月～金）１０：００～１８：００

人間関係で悩んだり、勉強や進路のことで不安になったとき、
相談に乗ってもらえるのが「ここらぼ」です。「どうしたらい
いんだろう」と思ったら、まず「ここらぼ」に来てください。
臨床心理士の専門相談員があなたの相談を受け止め、一緒に
解決方法を探ります。

キャンパスコラボレーショ
ンセンター「ここらぼ」
（月～金）１０：００～１８：００

■ここらぼ（キャンパスコラボレーションセンター）の予約
　メールアドレス cocolabo@kio.ac.jp
　　相談を希望する日時の候補をいくつかお書きください。受付担当より、日程

調整の連絡をします。お急ぎの方は受付時間内にお電話または直接ご来室く
ださい。
直通電話 ０８０－２５２７－００６２ （対応時間 月～金 １０：００～１８：００）

■なんでも相談メール
　メールアドレス nandemo@kio.ac.jp

学生生活で困ったことや学校への要望など、なんでも相談できるメールによ
る窓口です。相談にかかわる秘密は守ります。
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2．学修支援　 

　社会におけるグローバル化や情報化の進展はめまぐるしく将来の予測は困難で
す。このような時代を生きるためには生涯学び続け、主体的に考える力を身に付
けることが求められています。そのためには、みずから問題意識を持って調べた
り、考えたり、双方向で意見を交わしてより理解を深めたりという、能動的な学
び（アクティブラーニング）が大切です。畿央大学では充実した図書館や最先端
の情報環境を用意して、みなさんの積極的な学修をサポートしています。

■図書館
　本学の図書館は、図書・雑誌の他、オンラインデータベースや電子ジャーナル
等の電子情報やDVD・CD等の視聴覚資料などさまざまな媒体での情報を提供し
ています。学習、研究のためだけでなく、知的好奇心を満たすためにも積極的に
ご利用ください。

［開館時間］

・マルチメディアルームは、閉館時間の30分前に閉室します。
・休館日：日曜・祝日（授業日以外）・夏期及び冬期休業中の一定期間・館
内整理日等

※臨時休館を含め休館日は、その都度、図書館ＨＰ・館内掲示でお知らせ
します。

［入退館方法］
▼入館
図書館の入口には入退館システムのゲートがあります。入館システムの読
み取り部に学生証をスキャンさせ、認証されればゲートが開きますので、
一人ずつ入館してください。学生証を忘れた場合は、カウンターへお申し
出ください。

▼退館

授業日以外授業日
９：００～１８：００９：００～２０：００月～金

９：００～１８：００９：００～１８：００土曜日



83

Ⅰ．畿央大学の概要

出口に設置されているゲートを通って退館してください。
貸出手続が済んでいない資料を持って退館しようとすると、無断持出防止
装置が作動して、ブザーが鳴りゲートがロックされます。まれに、携帯電
話や他館で借りた資料、その他金属製品等に反応し、誤作動することがあ
ります。その際には所持品の確認にご理解とご協力をお願いいたします。

［閲覧］
　開架閲覧室の資料は自由に閲覧できます。地階の閉架書庫へは入庫することが
できません。
　閉架書庫の資料を利用したい場合は、「閉架書庫出庫申込書」に必要事項を記入
の上、カウンターへお申込みください。職員が閉架書庫より資料を持ってきます。

［貸出］
　借りたい図書と学生証をカウンターへ持参し、手続きをしてください。
　図書の貸出上限冊数及び貸出最長期間は、次の通りです。

▼以下の資料は館外貸出できません。
・禁帯出ラベルの貼られている資料（辞書・辞典・年鑑・白書等）
・雑誌・新聞などの逐次刊行物
・視聴覚資料（DVD・CD・ビデオ等）
※視聴覚資料の閲覧はマルチメディアルームでしかできません。

▼自分が借りた資料は他人に又貸ししないでください。
▼貸出期間の延長
・貸出期間の延長を希望する場合は、返却期限までに期間を延長したい図
書と学生証をカウンターへ持参し、手続きしてください。ただし、他の
利用者からの予約が入っている場合や他に借りている図書が１冊でも延

探している資料がみつからない、どのように探したらいいのかわからな
い、など、図書館の利用や資料についての質問や相談を受け付けていま
す。図書館を利用するにあたってわからないことや、困ったことについ
ては、カウンターまでお気軽にご相談ください。

レファレンス・サービス

期間冊数

２週間５冊
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滞している場合は延長できません。
・１回に限り、図書を持参しなくても、手続きの日から２週間の期間延長
ができます。返却期限までにカウンターへお申し出ください。

・長期実習へ行く場合に限り、事前の申し出により貸出期間を延長するこ
とができます。その場合、実習開始日の１週間前より手続きができます。

・夏期休業等の長期休業中は貸出期間が延長されます。延長期間について
は、事前に図書館ＨＰ・館内掲示にてお知らせします。

▼予約
借りたい図書が貸出中の場合は、予約をすることができます。「予約申込
書」に必要事項を記入の上、カウンターへお申し込みください。予約した
図書が返却され次第、ご連絡します。

▼紛失・汚損
借りている図書を無くしたり、汚してしまった場合は、すぐにカウンター
へお申し出ください。現物（または時価）による弁償を原則としています。

［返却］
　借りた図書は、書架に戻さず、期限までに必ず借りた本人がカウンターへ返却
に来てください。
　　▼延滞・貸出停止

期限を過ぎて返却した場合、延滞した日数分だけ貸出停止となります。延
滞日数５７日目から未返却図書の再購入金額を請求いたします。また、延滞
日数７１日目以降からは懲戒の対象となります。
※延滞中の図書がある場合には、貸出・延長・予約の手続きはできません
のでご注意ください。

［資料の複写］
　図書館所蔵の資料は、著作権法で認められた範囲内で複写できます（有料）。
「文献複写申込書」に必要事項を記入の上、カウンターへお申し込みください。
複写はセルフサービスです。ノートやプリント等の私物は複写できません。

［リクエスト］
　図書館で所蔵していない図書をリクエストすることができます。「リクエスト
申込書」に必要事項を記入の上、カウンターへお申し込みください。購入の可否
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については、選定の上決定されます。

［学術データベース・電子ジャーナル］
　健康科学や教育学、心理学等、畿央大学の教育研究に関連する分野の学術デー
タベースや電子ジャーナルを利用できます。
　学内からのみ利用できるものと、学外からも利用できるものがあります。大学
HPの図書館ページにアクセスし、データベースリンク集からご利用下さい。利
用については個人認証が必要であったり、ダウンロード数に制限のあるものがあ
ります。ルールを守って、しかし積極的に利用しましょう。

［相互利用サービス］
　探している資料が本学図書館や本学で利用できる電子ジャーナル、データベー
スにない場合、所蔵している他の図書館に複写・貸借・閲覧の依頼をすることが
できます。

▼文献複写
資料の複写物（コピー）の取り寄せができます。※複写料と郵送料が必要
です。

▼図書貸借
図書の現物を借りることができます。※送料が必要です。
借りた図書は、館内閲覧のみに限られています（館外持出不可）。また、雑
誌は借りることができませんので、文献複写をご利用ください。

▼訪問利用
必要な資料を閲覧するために他の大学図書館を直接訪問し、利用すること
ができます。
※利用したい資料（本や雑誌）と訪問希望日時をお申し出ください。本学
図書館より訪問先へ連絡します。

　図書館によっては紹介状等の発行など手続きに数日かかりますので、余
裕をもってカウンターへお申し込みください（基本的に自習目的の利用
はできません）。

［マルチメディアルームの利用］
　図書館中央部にあるガラス張りのマルチメディアルームには、パソコン（４６
台）・カラーレーザプリンタ・スキャナ等を設置しています。オンラインデータ
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ベースや電子ジャーナルの利用、CD・DVD・VHSなど視聴覚資料の鑑賞など多
目的に利用できます。イヤフォン、ヘッドフォンは、各自でご用意ください。

［図書館利用上の注意］
・館内では飲食はできません。飲食物の持ち込みはご遠慮ください。
・本学は敷地・建物内、すべて禁煙です。
・館内では私語や雑談、騒音の出る行為はつつしんでください。
・携帯電話、スマートフォン等の音の出る機器はマナーモードに設定し、通話
はご遠慮ください。

・私物や図書を机の上に放置しないようにしてください。貴重品は必ず各自で
管理してください。

・図書館資料は大切に扱ってください。切り抜きや書き込みなどはしないでく
ださい。

・その他、館内では職員の指示に従ってください。

■ラーニンングサポートセンター
　ラーニングサポートセンターでは教育活動や学生の学びを支援するために、情
報システムの利用サービスを行っています。パソコンがうまく動かない、メール
がうまく届かないなどの困ったことがあったり、PCやネットワークの活用の仕
方についての質問があればラーニングサポートセンターへ。情報システムに精通
したスタッフが、みなさんの質問にお応えします。

［ノートPC・カメラ等の貸し出し］
　ノートPCの１回の貸し出しは３時間で、最大６時間まで使用可能です。学内
には無線LANのアクセスポイントを整備していますので一部を除きインターネッ
トへの接続も可能です。また、ビデオカメラ・デジタルカメラ等の情報機器も担
当教員の許可があれば貸し出しできます。

［パソコン施設の開放］
　授業等で使っていない時間帯は、学修活動のために開放しています。利用でき
る時間帯は以下のとおりです。ただし学校行事のある際には利用できない場合も
あります。
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　　▼日曜日・授業のない祝日の扱い
授業日にはすべてのPC室を授業時間以外は手続きなしで使うことが出来
ますが、日曜日や祝日には自由に使えるPC室と事前申請が必要なPC室が
あります。KiTssの「施設・設備予約状況」で自習室・グループ学習室と
表示されている部屋は手続きなしで利用できます。それ以外の部屋を使用
したい場合は、学生支援センター窓口で事前申請してください。

［プリンタ使用枚数の制限］
　プリンタ印刷は自由にできますが、卒業までの４年間に無料で印刷できる枚数
は１６００枚です。この枚数を超えて印刷したい場合は有料となります（１枚１０円）。
追加申請はラーニングサポートセンターで行ってください。 

備　考開放時間台数

左記の時間帯で，授業で使
わない時間は大学施設使用
願なしで利用できます。時
間を延長して使用したい場
合は１８：００（土曜日は１７：００）
までに施設使用願を学生支
援センターまで提出してく
ださい。

８：００～２０：００４８C２コンピュータルーム１

８：００～２０：００４８C２コンピュータルーム２

８：００～１８：００４８L２コンピュータルーム３

８：００～１８：００４８L２０１ PC講義室

８：００～２３：００１１９E１０３ PC講義室

８：００～２３：００７８E１０４ PC講義室

延長不可９：００～１９：３０（月～金）
９：００～１７：３０（土）４６マルチメディアルーム

情報ネットワークシステム利用のマナー

　情報ネットワークを利用することは大変便利で、教育研究活動を進めるために
は必要不可欠のものになっています。しかし一方では、その利用方法次第では個
人情報の漏えい、人権の侵害、著作権法違反など、様々な問題を起こす可能性が
あるのも現実です。本学では「情報セキュリティポリシー」を定めて、ルールに
のっとった利用をお願いしています。
　情報ネットワークシステムの利用にあたっては特に、次のような行為を禁止し
ています。
敢　他人のプライバシーを侵害する行為
柑　他人を誹謗・中傷する行為
桓　著作権法等の関連法規に違反する行為
棺　本学のシステムに損害または不利益を与える行為
款　営利及び売買行為を目的とした行為
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歓　本学及び他のネットワークに対する不正アクセス行為
汗　違法行為を支援、助長する行為
漢　ユーザID及びパスワードの譲渡・貸与及び第三者への開示行為
澗　公序良俗、建学の精神に反する行為
潅　法令、学則、学内規則に反する行為

　環　その他本学が不適当と判断する行為
　 以上のような行為を行った場合には情報ネットワークシステムの利用を停止
することがあります。巻末に掲載した「情報セキュリティ実施細則（P.２８４）」で
はメールの利用やWebアクセス、ファイル転送、ウィルス対策などについてのマ
ニュアルを定めていますので遵守してください。
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額

額

3．進路支援　 

 「○○になりたい、○○に就職したい」という目標が決まっている人、「こんな
仕事につきたいというイメージはある人」、「自分が何をしたいか、何ができるか
分からない人」。 それぞれに違いはあっても4年間の学生生活の中で、卒業時に
は自分の人生についての見通しを持ち、社会人としての一歩を踏み出すことがで
きるよう、畿央大学では充実した進路支援のシステムと体制を整えています。

■進路支援の流れ
　1回生　 キャリア入門セミナー・キャリア形成セミナーを行います。

社会人として通用するマナー、コミュニケーション力を学び、また実
際に現場で働いておられる方々や卒業生たちの話を聞かせてもらう中
で、自分のめざす進路を確かめます。

　２回生　 各種インターンシップ・実習が始まります。
企業や学校でのインターンシップ、病院での実習も始まります。それ
ぞれの仕事に何が求められているのか、自分が何に向いているのかが
分かります。

　3回生　 進路希望登録・キャリアガイダンス・教育実習や病院実習が本格化
　　　　　企業就職希望者には毎週のキャリアガイダンスで就職活動に必要な姿

勢、情報、スキルを身につけます。現場での実習では大学での学びが
試されます。

　4回生　 採用試験、国家試験対策と就職活動にフル回転
それぞれめざす進路によって就職活動や試験対策は多様ですが、畿央
大学ではそれぞれの内容に専門スタッフをおき、担任教員と協力して
一人一人の学生の希望進路を実現します。

額
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■キャリアセンター
　キャリアセンターは進路支援の総合窓口です。進路についての悩み・相談は何
でも受け付けます。必要な学年、時期にキャリアガイダンスや就活パワーアップ
講座を企画・実施して、企業就職、病院施設、私立幼稚園・保育所への進路を希
望する学生をサポートしています。キャリアセンターの中に設置された「教採・
公務員対策室」では、学部・学科を問わず教員や公務員をめざす学生をサポート
します。先輩たちの就職活動を成功させてきたベテランスタッフによる個別面談、
個別指導も繰り返し行い、内定を獲得するまでバックアップします。畿央大学の
キャリア支援は卒業で終わるわけではありません。卒業後も困ったり、悩んだり
することがあれば相談に応じています。

企業就職までのサポート

テーマ　・　内　　容　プログラム実施時期対象
キャリアセンターの紹介キャリアデザインセミナー６月1

回
生

現場訪問・キャリガイダンスキャリア発展セミナー10月
グラフィックソフト操作の基礎　※希望者のみポートフォリオ講座2月
企業インターンシップの概要と申込方法　　※希望者のみ企業インターンシップ説明会4月

2
回
生

企業インターンシップ事前研修7月
奈良インターンシップ事後研修10月
海外インターンシップ説明会10月
海外インターンシップ直前研修1月

グラフィックソフト操作の基礎　※希望者のみポートフォリオ講座2月
自己分析と職業適性診断のためのヒントを探す　適職診断テスト

4月

３
回
生

企業インターンシップの概要と申込方法　　※希望者のみ（３D参加推奨）企業インターンシップ説明会
今日からスタート！就職活動基礎ガイダンス第１回キャリアガイダンス
就活リアル体験！～スタートから内定までのドキュメント第2回キャリアガイダンス
意外と知らない社会人の常識①～生活設計：給料・ボーナス・年金！第3回キャリアガイダンス

5月
成功する就職活動とは？　※『適職診断テスト』フォローアップガイダンス第4回キャリアガイダンス
リクルートスーツの選び方とカラーコーディネート第5回キャリアガイダンス
就職ナビと就活最新動向第6回キャリアガイダンス
初めてでもできる業界研究のススメ方第7回キャリアガイダンス

6月
学科担当が語る！先輩の就職先と目指す業界第8回キャリアガイダンス
学科担当が語る！業界別の仕事内容と企業研究第9回キャリアガイダンス
第１回就職模試（一般常識対策編）第10回キャリアガイダンス

（注）日程・内容は変更する場合があります
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テーマ　・　内　　容　プログラム実施時期対象
いよいよ就職活動へ！採用試験の傾向と対策～筆記試験編第11回キャリアガイダンス

7月

３
回
生

第2回就職模試（ＳＰＩ－３対策編）第12回キャリアガイダンス
意外と知らない社会人の常識②～労働法：働く権利と義務！第13回キャリアガイダンス
自己分析とエントリーシートの実例～インパクトのあるエピソードとは！第14回キャリアガイダンス
女子学生限定！第一印象が良くなるメイクとフェイスケア　※女子限定第15回キャリアガイダンス
ＳＰＩ－３（９０分×１５回）就活パワーアップ講座

企業インターンシップ事前研修会
エントリーシート・面接対策①就活パワーアップ講座

9月 内定率に差が出る履歴書・ビジネスレター・メールの書き方     ※添削指導第16回キャリアガイダンス
畿央インターンシップ事後研修
奈良インターンシップ事後研修

10月

エントリーシート・面接対策②就活パワーアップ講座
性格適性検査攻略法　第17回キャリアガイダンス
論作文対策就活パワーアップ講座

海外インターンシップ説明会
就職ナビ徹底活用法と情報収集のコツ第18回キャリアガイダンス
プレゼンテーション力講座①就活パワーアップ講座
内定した４回生に聞く：成功する就職活動の進め方！　　第19回キャリアガイダンス
業界研究セミナーPART１　企業人事担当の業界・会社説明　　※スーツ着用第20回キャリアガイダンス
エントリーシート・面接対策③就活パワーアップ講座
業界研究セミナーPART2　企業人事担当の業界・会社説明　　※スーツ着用第21回キャリアガイダンス

11月 業界研究セミナーPART3　企業人事担当の業界・会社説明　　　※スーツ着用第22回キャリアガイダンス
業界研究セミナーPART4　企業人事担当の業界・会社説明　　※スーツ着用第23回キャリアガイダンス
学科担当が語る！おススメ企業の案内と各業界の最新採用情報　PART1　第24回キャリアガイダンス

12月
ビジネスマナー就活パワーアップ講座
学科担当が語る！おススメ企業の案内と各業界の最新採用情報　PART2　　第25回キャリアガイダンス
就活直前アドバイス②　エントリーシート対策～自由記述欄攻略法第２６回キャリアガイダンス
グラフィックソフト操作の基礎から応用までポートフォリオ講座

1月

履歴書・エントリーシート用の顔写真の撮影（有料：ヘアメイクつき）履歴書用写真撮影会
グループ面接・グループディスカッションの模擬体験・事後指導グループ面接練習会
第３回就職模擬試験（一般常識＋ＳＰＩ－３対策）第２７回キャリアガイダンス
就活直前アドバイス③ポイント総復習＆キャリアセンター活用法第２８回キャリアガイダンス
プレゼンテーション力講座②就活パワーアップ講座

海外インターンシップ直前研修
大手給食会社による企業説明会給食会社説明会2月
栄養士職ガイダンス～給食会社・病院・施設・保育園健康栄養学科キャリアガイダンス4月4回生

（注）日程・内容は変更する場合があります
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病院・施設就職までのサポート
テーマ　・　内　　容　プログラム実施時期対象

公務員資格職、国公立病院希望者対象ガイダンス11月2回生

理
学
療
法
学
科

公務員資格職、国公立病院希望者対象ガイダンス11月
3回生

病院で必要とされるマナーについての講座医療接遇講座1月
就職活動の進め方、病院合同説明会について夏期就職対策講座

8月4回生

自己紹介書の書き方と自己ＰＲ①②夏期就職対策講座
論作文の書き方と課題作成①②夏期就職対策講座
面接マナーとビジネスマナー　※スーツ着用夏期就職対策講座
履歴書の書き方とルール夏期就職対策講座
面接試験の攻略法、履歴書返却と講評夏期就職対策講座
※スーツ着用病院合同説明会
病院で必要とされるマナーについての講座医療接遇講座6月

3回生
看
護
医
療
学
科

看護師就職希望者のためのガイダンス就職ガイダンス1月
※スーツ着用病院合同説明会

3月

履歴書の書き方とルール就職対策講座
自己紹介書の書き方と自己ＰＲ①②就職対策講座
面接試験の攻略法、履歴書返却と講評就職対策講座
面接マナーとビジネスマナー　※スーツ着用就職対策講座
論作文の書き方と課題作成①②③就職対策講座
グループ面接指導グループ面接指導５月4回生
病院で必要とされるマナーについての講座医療接遇講座7月3回生栄養
（注）日程・内容は変更する場合があります

進路希望登録とは？

進路希望登録とは
　3回生になった時点で「進路・求職登録書」を全員提出してもらいます。こ
の届は就職希望者に対する情報の提供、相談、連絡、応募に際しての証明書の
作成・交付等の基礎資料となります。またこの届を提出しないと大学からの就
職斡旋や推薦書の発行ができません。この届は部外秘資料として扱われ、成
績にも一切関係しませんので、自己分析の第一歩と思って正確に記入してく
ださい。
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テーマ　・　内　　容　プログラム実施時期
成功する就職活動とは？　※『適職診断テスト』フォローアップガイダンス第1回幼保施設キャリアガイダンス

5月

3
回
生

リクルートスーツの選び方とカラーコーディネート第2回幼保施設キャリアガイダンス
公立園の採用試験（公務員試験：資格職）について　Part　１第3回幼保施設キャリアガイダンス

6月
公立園の採用試験（公務員試験：資格職）について　Part　２第4回幼保施設キャリアガイダンス
幼保就職の基礎知識とスケジュール、私立園採用試験について、等第5回幼保施設キャリアガイダンス7月
【講演】私立幼稚園の教諭として求められるもの、採用試験について第1回幼・保・施設ガイダンス

11月 【講演】私立保育園の保育士として求められるもの、採用試験について第2回幼・保・施設ガイダンス
第一印象が良くなるメイクアップとフェイスケア※女子限定第3回幼・保・施設ガイダンス
【講演】児童福祉施設の仕事、やりがいについて、求められる人物とは？第4回幼・保・施設ガイダンス

12月
今後の幼・保・施設の就職活動について第5回幼・保・施設ガイダンス
就職活動のまとめ、就活スケジュール確認第1回幼保施設キャリアガイダンス

4月

4
回
生

自己分析と自己ＰＲについて①第2回幼保施設キャリアガイダンス
自己分析と自己ＰＲについて②第3回幼保施設キャリアガイダンス

5月
履歴書とビジネスレターの書き方と注意点①第4回幼保施設キャリアガイダンス
マナー対策講座（社会人の常識、面接対策）　※スーツ着用第5回幼保施設キャリアガイダンス

6月
グループ面接指導　※スーツ着用第6回幼保施設キャリアガイダンス
履歴書とビジネスレターの書き方と注意点②第7回幼保施設キャリアガイダンス

7月
就活直前アドバイス第8回幼保施設キャリアガイダンス

（注）日程・内容は変更する場合があります

幼稚園・保育所就職までのサポート

ガイダンスに出よう！

ガイダンスへの出席がカギ
　進路について必要なことはすべて各種ガイダンスで説明をします。企業就
職者向けのキャリアガイダンス、教員をめざす学生のための教職ガイダンス、
病院就職をめざす学生のためのガイダンスなど、志望に応じて、必要な時に必
要な情報を詳しく提供しています。ガイダンスには必ず出席しましょう。
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■教採・公務員対策室
　教員や公務員を希望する本学学生や卒業生が希望進路を実現するためのさまざ
まな活動を支援しています。教員・公務員をめざすためのガイダンスから始まり、
採用試験合格まで各種対策講座や模擬試験の実施、模擬面接、実技指導の企画、
個別相談などを行っています。

教員採用試験・保育士採用試験対策の流れ

■インターンシップ（担当窓口：キャリアセンター）
　畿央大学では実践的な学びを重視していますが、その一環として、実際に現場
を体験することのできるインターンシップの機会を学生のみなさんに幅広く提供
しています。学科・学年によっては単位を取得することができます。

［企業インターンシップ］
　夏期休暇期間に企業や官公庁、各種団体等で就業体験を行います。マナー指導
を含めた事前研修、体験発表等の事後研修を実施し、キャリア教育の一環として
単位も認定しています。一般企業就職者の多い人間環境デザイン学科では、3回
生の70％以上が企業インターンシップに参加しています。



95

Ⅰ．畿央大学の概要

［学校インターンシップ］（担当窓口：学生支援センター）
　近隣１２市町教育委員会と協定を結び、大学から近く、通いやすい小学校や幼稚
園などで毎週1回、現場研修を行う取り組みです。教員免許取得に欠かせない教
育実習では先生の立場から子どもを教えますが、学校インターンシップには先生
と子どもの間に立つ「補助教員」として参加することが特色です。授業はもちろ
ん、運動会、社会見学など1年を通して参加できるため、教育実習ではできないこ
とが体験できます。
　学校インターンシップ中は日誌をつけて担当教員に提出します。「叱り方が分
からない」「子ども同士のケンカにどうしたら？」というような疑問に教員が丁寧
なコメントを書いて返却。現場のさまざまな課題に実際に直面し、その解決方法
を知っていくことで大きく成長することができます。

［海外インターンシップ］（担当窓口：キャリアセンター）
　アメリカ・オセアニアへの短期留学の中で小学校や企業などのインターンシッ
プ（就業体験）を行うプログラムを予定しています。

大学が依頼して受け入れを了解してくれた企業で
行います。建築関連業界が多いのが特色です。畿央大学インターンシップ

奈良県下のさまざまな業種・業界が受け入れ先とし
てノミネートされています。

奈良県大学連合インターン
シップ

設計事務所や建築事務所などで、実務を経験させて
もらいます。オープンデスク制度

インターネット等で希望する企業を探し申し込み
ます。自己開拓型インターンシップ

募集・応募 事前研修Ⅰ
配置校園決定

事前研修Ⅱ
事前訪問 前期参加 中間報告会

後期参加
事後報告会
単位認定

4 月初旬 4月下旬 5月 5月～7月 9月～2月 2月
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■資格対策講座
TOEIC（Test Of English for International Communication）
　グローバル化する社会で英語力は必須スキルです。どんな職場でも活躍できる
人材になる基礎作りとしてTOEICの受験を推奨し学内での受験を可能にしてい
ます。またeラーニング講座を利用することが出来ます。
　TOEICは９０カ国で５００万人が受験しているグローバルなテストです。合否では
なく点数で結果が分かるため、実力や努力の結果が分かりやすいのが特徴です。
内容はリスニングとリーディングで、マークシート方式で行われます。

ITパスポート
　ITパスポート試験は経済産業省が認定する、国家試験です。 「ＩＴパスポート
試験」では、「パソコン操作ができる」、「表計算ソフトを使ってデータを処理でき
る」というレベルには留まらず、これからの社会人にとって必要な、ＩＴを正し
く理解し、積極的に活用する知識を身につけます。 本学ではeラーニング講座の
利用を可能にして試験対策をサポートしています。
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5．健康支援　 

■健康支援センター
　大学生活を有意義にすごすには、心身ともに健康であることが大切です。健康
支援センターには、学内や通学途中のけがや、身体の調子が悪い時の手当、健康
状態についての相談など学生の健康についてのサポートをしています。また、皆
さんの健康保持増進をはかるため、定期健康診断を実施し、健康状態を把握して、
病気の予防や早期発見につとめています。健康便りを発行して、健康に関する情
報を伝えるのも重要な役割です。みなさんも充実した学生生活ができるように、
心とからだの健康づくりを自ら実践するよう心がけてください。

［健康相談］
　身体の調子がおかしい、痛いところがある、食欲がない、夜眠れないなど、健
康についての不安があれば、どんなことでも相談してください。必要に応じて専
門の医療機関を紹介することもできます。

［応急処置］
　講義、課外活動、実習中、登下校中などに、けがをしたり体の調子が悪くなっ
た時は応急処置を行い、状況によっては医療機関への連絡や紹介をしています。
 
［救急カバンの貸し出し］
　課外活動や学校行事に対して救急カバンを貸し出しています。事前に申し込み
をしてください。

［健康教育］
　『健康だより』を定期的に発行し、身近な健康に関する情報を提供しています。
また、健康に関するセミナーなどを開催しています。

［禁煙サポート］
　今までの喫煙状況や禁煙についての意志等をうかがい、禁煙に向けてのアドバ
イスや禁煙治療に保険が使える医療機関を紹介するなど、禁煙成功に向けてのお
手伝いをしています。
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■定期健康診断
　４月に定期健康診断を実施します。学校保健安全法により健康診断の受診が義
務付けられていますので、必ず受診してください。受診できなかった場合は、医
療機関で受診し、診断書を提出しなければなりません。この場合の検査費用は自
己負担となります。
　定期健康診断の受診結果に基づいて「健康診断証明書」を発行します。学外実
習や就職活動の際、健康診断の結果が必要となりますが、健康診断を受けておか
ないと「健康診断証明書」を発行できません。
　また、健康診断の結果は、各自にお知らせしますので、面談時に担任から受け
取ってください。再検査が必要な場合は、病院などの医療機関で検査や相談を受
け、必ず再検査の結果を健康支援センターに報告してください。その報告をもと
に保健指導も行っています。

■健康支援システム
　畿央大学では健康と教育のスペシャリストを養成したいと考えていますが、自
分自身のこととなると、おろそかになりがちという人もいることでしょう。本学
では、学生が自分自身の健康や食事（栄養）、身体機能（運動）、生活のリズムを
客観的データとして把握・分析し、あるべき生活の姿を追求できる健康支援シス
テムを構築しています。これは健康診断結果や体組成、身体機能、心理健康検査、
健康意識チェック（食生活リズム）などのデータを健康支援システムで管理し、
生活を改善しようというものです。
①健康支援センターではいつでも身長・体重・体組成計（体脂肪・筋肉量等）・
骨密度・血圧・視力・モイス
チャーチェッカー（肌水分）・
末梢血管モニタリング（ヘモ
グロビン量・血管幅）などの
測定ができます。

②測定した体組成計や血圧の
データは自動的にシステムに
取り込まれ、一覧表および折
れ線グラフで見ることができ
ます。

③運動や食事、生活リズム等の
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改善による数値の変化を確かめ、健康支援センターのスタッフの助言も受け
て、健康状態を維持・増進することができます。

④この経験から学び、将来の仕事に生かすことが大切です。
　この畿央大学の健康支援システムは、大学における学生生活支援のすぐれた取
り組みの一つです。皆さんもぜひこのシステムを自らの健康と学びに役立ててく
ださい。

■AED（自動体外式除細動器）の設置
　本学では、「エントラスホール」「グランドのクラブハウス内」に設置していま
す。AEDは、電気ショックによって心臓の働きを正常なリズムに戻すための医療
機器で、操作方法を音声でガイドしてくれますので落ち着いて指示に従ってくだ
さい。
　心肺停止患者の生存の鍵を握るのは、「病院での処置を開始するまでの時間」で、
蘇生の成功率を高めるためには救命の連鎖が重要です。１．早く通報（１１９番）２．
早く心肺蘇生　３．早く除細動（AED）４．早く救急隊・病院での治療をすること
の４つの鎖がつながっていることが大切なのです。万が一の場合に備え、設置場
所を確認しておきましょう。
　１回生を対象に救命講習会を実施しています。詳細は掲示板などでお知らせし
ますので、是非受講してください。

　合法ドラッグなんてありません！

　「合法ハーブ」「お香」「アロマオイル」などと称して違法（脱法）ドラッグが販
売されています。これらは使用すると、一時的に気分が高揚したり、多幸感が得
られるようですが、呼吸困難、意識消失を起こしたり、異常行動を起こして他人
に危害を加えるなど大変危険なものです。また、死亡することもあります。
　インターネットや繁華街の店頭、自動販売機などで販売されているなど、販売手
口は巧妙になり、だれでも接触してしまう可能性のある問題となってきています。
　薬物依存に陥ってしまえば、「治す」特効薬は、残念ながらいまだにありません。
いったん異常となった神経系は、半永久的に元には戻らない可能性があるとされ
ています。
　「やせられる」「自信がつく」「気分爽快になる」などの文句に魅せられ、危険な
薬物であることを知らずに、薬物依存に陥るケースも少なくありません。騙され
ないように注意してください。



100



101

カリキュラム表

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
表



102

指定規則
卒業
要件

開 講 時 期単位数理
学
療
法
士

資
格
必
修

配当
年次授業科目の名称区分

単位数教育
内容

４回生３回生２回生１回生選
択

推
奨

必
修 後前後前後前後前

14

△

科
学
的
思
考
の
基
盤
（
○
）・
人
間
と
生
活
（
△
）

　

単
位
以
上
選
択
必
修
（
た
だ
し
、
各
区
分
１
科
目
以
上
修
得
の
こ
と
）

２６

222西洋哲学

人
間
と
社
会

教
養
科
目

△222東洋思想

△221心理学概論

△222人間関係論

△221法学概論

△222日本国憲法

△221経済学概論

△221人権教育

△221◆社会学

△222国際社会論

△222歴史学入門歴
史
と
文
化

△222科学史

△221文化芸術論

△221日本文芸の世界

○221生命科学入門自
然
・
科
学

と
人
間

○222生命倫理

○222地球環境論

○221数理科学入門

△22○1英語コミュニケーションⅠ

言
語
と
情
報

△22○1英語コミュニケーションⅡ

△222オーラルコミュニケーションⅠ

△222オーラルコミュニケーションⅡ

△①11短期語学留学

△11○1情報処理演習Ⅰ

△11○1情報処理演習Ⅱ

△221運動の科学健
康
と
ス

ポ
ー
ツ

△111スポーツ実習Ⅰ

△①11スポーツ実習Ⅱ

○11○1ベーシックセミナー

教
養
実
践

プ
ロ
グ
ラ
ム

△11○1キャリア入門セミナー

△11○4キャリア形成セミナー

△111日本語と表現

△①12海外インターンシップ
1440511教養科目単位数合計

カリキュラム表　 
　学科ごとに１年次から４年次まで、開講されるすべての科目を示したものがカリキュ
ラム表です。畿央大学では毎年カリキュラム改革を進めているため、入学年度によって
開講される科目や卒業までに単位修得しなければならない科目の扱いが異なります。

健康科学部
理学療法学科　１回生用（２０１４年度入学生）

［表中の記号等について］
◆…今年度非開講
開講時期欄の丸数字は、集中講義形式で授業実施予定
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指定規則
卒業
要件

開 講 時 期単位数理
学
療
法
士

資
格
必
修

配当
年次授業科目の名称区分

単位数教育
内容

４回生３回生２回生１回生選
択

推
奨

必
修 後前後前後前後前

－－

【
卒
業
に
必
要
な
最
低
単
位
数
】
教
養
科
目
で　

単
位
、
専
門
基
礎
科
目
・
専
門
科
目
で　

単
位
、
上
記
以
外
に
修
得
し
た　

単
位
、
合
計　

単
位
と
す
る
。

２６

９０

１０

１２６

22○1健康管理論

共
通
科
目

専
門
基
礎
科
目

221精神保健学

221障害者心理学

221高齢者心理学

221児童心理学

222自立生活支援論

221社会福祉論

12

人
体
の
構
造
と
機
能
及
び
心
身
の
発
達

11○1解剖学（骨格・筋・神経）Ⅰ

人
体
の
構
造
と
機
能
及
び
心
身
の
発
達

11○1解剖学（骨格・筋・神経）Ⅱ

11○1解剖学（内臓）

11○1解剖学実習

11○1分子生物学

11○1生理学Ⅰ

22○1生理学Ⅱ

11○1生理学実習

11○2運動学Ａ

11○2運動学Ｂ

11○2運動学実習

11○1病理学

11○2臨床心理学

11○2人間発達学

2

保
健
医
療
福
祉
と
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念

11○1チーム医療論保
健
医
療
福
祉
と
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
理
念

①1○1チーム医療ふれあい実習

11○2保健医療福祉概論

11○1リハビリテーション概論

11○2科学英語論文講読法

12

疾
病
と
障
害
の
成
り
立
ち
及
び
回
復
過
程
の
促
進　

11○1リハビリテーション医学
疾
病
と
障
害
の
成
り
立
ち
及
び
回
復
過
程
の
促
進　

11○1内科学

11○3老年医学

11○2整形外科学Ⅰ

11○2整形外科学Ⅱ

22○2神経内科学

11○2小児科学

11○1一般臨床医学

11○2精神医学

11○2医療画像学

＊いず
れか1
単位選
択必修

11＊3救急医学

11＊1栄養学

11＊1公衆衛生学

2615033専門基礎科目単位数合計

健康科学部
理学療法学科　１回生用（２０１４年度入学生）
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指定規則
卒業
要件

開 講 時 期単位数理
学
療
法
士

資
格
必
修

配当
年次授業科目の名称区分

単位数教育
内容

４回生３回生２回生１回生選
択

推
奨

必
修 後前後前後前後前

6

基
礎
理
学
療
法
学【

卒
業
に
必
要
な
最
低
単
位
数
】
教
養
科
目
で　

単
位
、
専
門
基
礎
科
目
・
専
門
科
目
で　

単
位
、
上
記
以
外
に
修
得
し
た　

単
位
、
合
計　

単
位
と
す
る
。

２６

９０

１０

１２６

11○1理学療法概論基
礎
理
学
療
法
学

専
門
科
目

11○3臨床理学療法学

11○3管理運営学

11○4理学療法総合演習

②2○4卒業研究

5

理
学
療
法
評
価
学

11○2理学療法評価学演習理
学
療
法
評
価
学

11○2臨床解剖学演習

11○2理学療法評価学実習

11○3理学療法研究法

①1○3理学療法研究法演習

20

理
学
療
法
治
療
学

11○2物理療法学

理
学
療
法
治
療
学

11○3物理療法学実習

11○1運動療法学総論

11○2運動系理学療法学Ⅰ

11○3運動系理学療法学Ⅱ

11○3運動系理学療法学実習

11○3神経系理学療法学Ａ

11○3神経系理学療法学Ｂ

11○3神経系理学療法学実習

11○2循環呼吸系理学療法学Ａ

11○3循環呼吸系理学療法学Ｂ

11○3循環呼吸系理学療法学実習

11○3代謝系理学療法学

11○2発達系理学療法学Ⅰ

11○2発達系理学療法学Ⅱ

11○3生活技術学

11○3生活技術学実習

11○3義肢装具学

11○3義肢装具学実習

11○3理学療法技術実習Ａ

11○3理学療法技術実習Ｂ

11○3スポーツ系理学療法学

4

地
域
理
学
療
法
学

11○3生活環境学
地
域
理
学
療
法
学

11○1レクリエーション理論

111レクリエーション実技

11○3老年系理学療法学

11○3地域理学療法学

11○3地域理学療法学演習

18
臨
床
実
習

①1○2臨床指導臨
床
実
習

③3○3臨床評価実習

⑯16○4総合臨床実習
53158専門科目単位数合計

卒業単位
には含ま
れません

001PTへのベーシックサイエンス専門準
備科目 001PTへの物理

健康科学部
理学療法学科　１回生用（２０１４年度入学生）
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指定規則
卒業
要件

開 講 時 期単位数理
学
療
法
士

資
格
必
修

配当
年次授業科目の名称区分

単位数教育
内容

４回生３回生２回生１回生選
択

推
奨

必
修 後前後前後前後前

14

△

科
学
的
思
考
の
基
盤
（
○
）・
人
間
と
生
活
（
△
）

　

単
位
以
上
選
択
必
修
（
た
だ
し
、
各
区
分
２
単
位
以
上
修
得
の
こ
と
）

２６

222西洋哲学

人
間
と
社
会

教
養
科
目

△222東洋思想

△221心理学概論

△222人間関係論

△221法学概論

△222日本国憲法

△221経済学概論

△221人権教育

△221◆社会学

△222国際社会論

△222歴史学入門歴
史
と
文
化

△222科学史

△221文化芸術論

△221日本文芸の世界

○221生命科学入門自
然
・
科
学

と
人
間

○222生命倫理

○222地球環境論

○221数理科学入門

△22○1英語コミュニケーションⅠ

言
語
と
情
報

△22○1英語コミュニケーションⅡ

△222オーラルコミュニケーションⅠ

△222オーラルコミュニケーションⅡ

△①11短期語学留学

△11○1情報処理演習Ⅰ

△11○1情報処理演習Ⅱ

△221運動の科学健
康
と
ス

ポ
ー
ツ

△111スポーツ実習Ⅰ

△111スポーツ実習Ⅱ

○11○1ベーシックセミナー教
養
実
践
プ
ロ
グ
ラ

ム
△11○1キャリア入門セミナー

△11○4キャリア形成セミナー

△111日本語と表現

△①12海外インターンシップ
1441411教養科目単位数合計

健康科学部
理学療法学科　2回生用（２０１３年度入学生）

［表中の記号等について］
◆…今年度非開講
開講時期欄の丸数字は、集中講義形式で授業実施予定
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指定規則
卒業
要件

開 講 時 期単位数理
学
療
法
士

資
格
必
修

配当
年次授業科目の名称区分

単位数教育
内容

４回生３回生２回生１回生選
択

推
奨

必
修 後前後前後前後前

－－【
卒
業
に
必
要
な
最
低
単
位
数
】
教
養
科
目
で　

単
位
、
専
門
基
礎
科
目
・
専
門
科
目
で　

単
位
、
上
記
以
外
に
修
得
し
た　

単
位
、
合
計　

単
位
と
す
る
。

２６

９０

１０

１２６

22○1健康管理論

共
通
科
目

専
門
基
礎
科
目

221精神保健学

221障害者心理学

222高齢者心理学

222児童心理学

222自立生活支援論

221社会福祉論

12

人
体
の
構
造
と
機
能
及
び
心
身
の
発
達

11○1解剖学（骨格・筋・神経）Ⅰ

人
体
の
構
造
と
機
能
及
び
心
身
の
発
達

11○1解剖学（骨格・筋・神経）Ⅱ

11○1解剖学（内臓）

11○1解剖学実習

11○1分子生物学

11○1生理学Ⅰ

22○1生理学Ⅱ

11○1生理学実習

11○2運動学Ａ

11○2運動学Ｂ

11○2運動学実習

11○1病理学

11○2臨床心理学

11○2人間発達学

2

保
健
医
療
福
祉
と
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念

11○1チーム医療論保
健
医
療
福
祉
と
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
理
念

①1○1チーム医療ふれあい実習

11○2保健医療福祉概論

11○1リハビリテーション概論

11○2科学英語論文講読法

12

疾
病
と
障
害
の
成
り
立
ち
及
び
回
復
過
程
の
促
進　

11○1リハビリテーション医学
疾
病
と
障
害
の
成
り
立
ち
及
び
回
復
過
程
の
促
進　

11○1内科学

11○3老年医学

11○2整形外科学Ⅰ

11○2整形外科学Ⅱ

22○2神経内科学

11○2小児科学

11○1一般臨床医学

11○2精神医学

11○2画像診断学

11＊3救急医学

11＊1栄養学

11＊1公衆衛生学

2615033専門基礎科目単位数合計

健康科学部
理学療法学科　2回生用（２０１３年度入学生）
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指定規則
卒業
要件

開 講 時 期単位数理
学
療
法
士

資
格
必
修

配当
年次授業科目の名称区分

単位数教育
内容

４回生３回生２回生１回生選
択

推
奨

必
修 後前後前後前後前

6

基
礎
理
学
療
法
学【

卒
業
に
必
要
な
最
低
単
位
数
】
教
養
科
目
で　

単
位
、
専
門
基
礎
科
目
・
専
門
科
目
で　

単
位
、
上
記
以
外
に
修
得
し
た　

単
位
、
合
計　

単
位
と
す
る
。

２６

９０

１０

１２６

11○1理学療法概論基
礎
理
学
療
法
学

専
門
科
目

11○3臨床理学療法学

11○3管理運営学

11○4理学療法総合演習

22○4卒業研究

5

理
学
療
法
評
価
学

11○2理学療法評価学演習理
学
療
法
評
価
学

11○2臨床解剖学演習

11○2理学療法評価学実習

11○3理学療法研究法

①1○3理学療法研究法演習

20

理
学
療
法
治
療
学

11○2物理療法学

理
学
療
法
治
療
学

11○3物理療法学実習

11○1運動療法学総論

11○2運動系理学療法学Ⅰ

11○3運動系理学療法学Ⅱ

11○3運動系理学療法学実習

11○3神経系理学療法学Ａ

11○3神経系理学療法学Ｂ

11○3神経系理学療法学実習

11○2循環呼吸系理学療法学Ａ

11○3循環呼吸系理学療法学Ｂ

11○3循環呼吸系理学療法学実習

11○3代謝系理学療法学

11○2発達系理学療法学Ⅰ

11○2発達系理学療法学Ⅱ

11○3生活技術学

11○3生活技術学実習

11○3義肢装具学

11○3義肢装具学実習

11○3理学療法技術実習Ａ

11○3理学療法技術実習Ｂ

11○3スポーツ系理学療法学

4

地
域
理
学
療
法
学

11○3生活環境学
地
域
理
学
療
法
学

11○1レクリエーション理論

111レクリエーション実技

11○3老年系理学療法学

11○3地域理学療法学

11○3地域理学療法学演習

18
臨
床
実
習

①1○2臨床指導臨
床
実
習

③3○3臨床評価実習

⑯16○4総合臨床実習
53158専門科目単位数合計

卒業単位
には含ま
れません

001PTへのベーシックサイエンス専門準
備科目 001PTへの物理

健康科学部
理学療法学科　2回生用（２０１３年度入学生）
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指定規則
卒業
要件

開 講 時 期単位数理
学
療
法
士

資
格
必
修

配当
年次授業科目の名称区分

単位数教育
内容

４回生３回生２回生１回生選
択

推
奨

必
修 後前後前後前後前

14

△

科
学
的
思
考
の
基
盤
（
○
）・
人
間
と
生
活
（
△
）

　

単
位
以
上
選
択
必
修
（
た
だ
し
、
各
区
分
２
単
位
以
上
修
得
の
こ
と
）

２６

222西洋哲学

人
間
と
社
会

教
養
科
目

△222東洋思想

△221心理学概論

△222人間関係論

△221法学概論

△222日本国憲法

△221経済学概論

△221人権教育

△221◆社会学

△222国際社会論

△222歴史学入門歴
史
と
文
化

△222科学史

△221文化芸術論

△221日本文芸の世界

○221生命科学入門自
然
・
科
学

と
人
間

○222生命倫理

○222地球環境論

○221数理科学入門

△22○1英語コミュニケーションⅠ

言
語
と
情
報

△22○1英語コミュニケーションⅡ

△222オーラルコミュニケーションⅠ

△222オーラルコミュニケーションⅡ

△①11短期語学留学

△11○1情報処理演習Ⅰ

△11○1情報処理演習Ⅱ

△221運動の科学健
康
と
ス

ポ
ー
ツ

△111スポーツ実習Ⅰ

△111スポーツ実習Ⅱ

○11○1ベーシックセミナー教
養
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム

△11○1キャリアデザインセミナー

△11○4キャリア発展セミナー

△111日本語と表現

○111◆会話とマナー入門

△①12海外インターンシップ
1441511教養科目単位数合計

健康科学部
理学療法学科　3回生用（２０１２年度入学生） ※科目名称の　　は過年度科目

［表中の記号等について］
◆…今年度非開講
開講時期欄の丸数字は、集中講義形式で授業実施予定
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指定規則
卒業
要件

開 講 時 期単位数理
学
療
法
士

資
格
必
修

配当
年次授業科目の名称区分

単位数教育
内容

４回生３回生２回生１回生選
択

推
奨

必
修 後前後前後前後前

－－【
卒
業
に
必
要
な
最
低
単
位
数
】
教
養
科
目
で　

単
位
、
専
門
基
礎
科
目
・
専
門
科
目
で　

単
位
、
上
記
以
外
に
修
得
し
た　

単
位
、
合
計　

単
位
と
す
る
。

２６

９０

１０

１２６

22○1健康管理論

共
通
科
目

専
門
基
礎
科
目

221精神保健学

221障害者心理学

222高齢者心理学

222児童心理学

222自立生活支援論

221社会福祉論

12

人
体
の
構
造
と
機
能
及
び
心
身
の
発
達

11○1解剖学（骨格・筋・神経）Ⅰ

人
体
の
構
造
と
機
能
及
び
心
身
の
発
達

11○1解剖学（骨格・筋・神経）Ⅱ

11○1解剖学（内臓）

11○1解剖学実習

11○1分子生物学

11○1生理学Ⅰ

22○1生理学Ⅱ

11○1生理学実習

11○2運動学Ａ

11○2運動学Ｂ

11○2運動学実習

11○1病理学

11○2臨床心理学

11○2人間発達学

2

保
健
医
療
福
祉
と
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念

11○1チーム医療論保
健
医
療
福
祉
と
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
理
念

①1○1チーム医療ふれあい実習

11○2保健医療福祉概論

11○1リハビリテーション概論

11○2科学英語論文講読法

12

疾
病
と
障
害
の
成
り
立
ち
及
び
回
復
過
程
の
促
進　

11○1リハビリテーション医学
疾
病
と
障
害
の
成
り
立
ち
及
び
回
復
過
程
の
促
進　

11○1内科学

11○3老年医学

11○2整形外科学Ⅰ

11○2整形外科学Ⅱ

22○2神経内科学

11○2小児科学

11○1一般臨床医学

11○2精神医学

11○2画像診断学

11＊3救急医学

11＊1栄養学

11＊1公衆衛生学

2615033専門基礎科目単位数合計

健康科学部
理学療法学科　3回生用（２０１２年度入学生）
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指定規則
卒業
要件

開 講 時 期単位数理
学
療
法
士

資
格
必
修

配当
年次授業科目の名称区分

単位数教育
内容

４回生３回生２回生１回生選
択

推
奨

必
修 後前後前後前後前

6

基
礎
理
学
療
法
学【

卒
業
に
必
要
な
最
低
単
位
数
】
教
養
科
目
で　

単
位
、
専
門
基
礎
科
目
・
専
門
科
目
で　

単
位
、
上
記
以
外
に
修
得
し
た　

単
位
、
合
計　

単
位
と
す
る
。

２６

９０

１０

１２６

11○1理学療法概論基
礎
理
学
療
法
学

専
門
科
目

11○3臨床理学療法学

11○3管理運営学

11○4理学療法総合演習

22○4卒業研究

5

理
学
療
法
評
価
学

11○2理学療法評価学演習理
学
療
法
評
価
学

11○2臨床解剖学演習

11○2理学療法評価学実習

11○3理学療法研究法

①1○3理学療法研究法演習

20

理
学
療
法
治
療
学

11○2物理療法学

理
学
療
法
治
療
学

11○3物理療法学実習

11○1運動療法学総論

11○2運動系理学療法学Ⅰ

11○3運動系理学療法学Ⅱ

11○3運動系理学療法学実習

11○3神経系理学療法学Ａ

11○3神経系理学療法学Ｂ

11○3神経系理学療法学実習

11○2循環呼吸系理学療法学Ａ

11○3循環呼吸系理学療法学Ｂ

11○3循環呼吸系理学療法学実習

11○3代謝系理学療法学

11○2発達系理学療法学Ⅰ

11○2発達系理学療法学Ⅱ

11○3生活技術学

11○3生活技術学実習

11○3義肢装具学

11○3義肢装具学実習

11○3理学療法技術実習Ａ

11○3理学療法技術実習Ｂ

11○3スポーツ系理学療法学

4

地
域
理
学
療
法
学

11○3生活環境学
地
域
理
学
療
法
学

11○1レクリエーション理論

111レクリエーション実技

11○3老年系理学療法学

11○3地域理学療法学

11○3地域理学療法学演習

18
臨
床
実
習

①1○2臨床指導臨
床
実
習

③3○3臨床評価実習

⑯16○4総合臨床実習
53158専門科目単位数合計

卒業単位
には含ま
れません

001PTへのベーシックサイエンス専門準
備科目 001PTへの物理

健康科学部
理学療法学科　3回生用（２０１２年度入学生）
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指定規則
卒業
要件

開 講 時 期単位数理
学
療
法
士

資
格
必
修

配当
年次授業科目の名称区分

単位数教育
内容

４回生３回生２回生１回生選
択

推
奨

必
修 後前後前後前後前

14

△

科
学
的
思
考
の
基
盤
（
○
）・
人
間
と
生
活
（
△
）

　

単
位
以
上
選
択
必
修
（
た
だ
し
、
各
区
分
２
単
位
以
上
修
得
の
こ
と
）

２６

221くらしと法律

社
会
の
理
解

教
養
科
目

△221くらしと経済

△222◆くらしと技術

△222日本国憲法

△222　国際社会と日本

○221　自然・科学と人間自
然
の

理
解 ○222地球環境論

△221心理学入門Ⅰ

人
間
・
文
化
の
理
解

△221◆心理学入門Ⅱ

△222◆人格と発達

△222人間関係論

△221◆大和の歴史と文化

△②②2１・２短期語学留学

△222◆くらしと音楽

△222◆くらしと美術

△22○1英語コミュニケーションⅠ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

△22○1英語コミュニケーションⅡ

△222オーラルコミュニケーション

△22○1情報処理演習Ⅰ

△221情報処理演習Ⅱ

△222◆情報処理演習Ⅲ

△221運動の科学
健
康
と

ス
ポ
ー
ツ

△111スポーツ実習Ⅰ

△111スポーツ実習Ⅱ

○22○1基礎ゼミ
ガ
イ
ダ
ン
ス
教
育

○221◆会話とマナー入門

○221日本語と表現

○221◆物理学入門

○221◆生物学入門

△11○1キャリアデザインセミナーキ
ャ
リ
ア

教
育 △11○4キャリア発展セミナー

1444410教養科目単位数合計

健康科学部
理学療法学科　4回生用（２０１１年度入学生）　　　 ※科目名称の　　　　は過年度科目

［表中の記号等について］
◆…今年度非開講
開講時期欄の丸数字は、集中講義形式で授業実施予定
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指定規則
卒業
要件

開 講 時 期単位数理
学
療
法
士

資
格
必
修

配当
年次授業科目の名称区分

単位数教育
内容

４回生３回生２回生１回生選
択

推
奨

必
修 後前後前後前後前

－－

【
卒
業
に
必
要
な
最
低
単
位
数
】
教
養
科
目
で　

単
位
、
専
門
基
礎
科
目
・
専
門
科
目
で　

単
位
、
上
記
以
外
に
修
得
し
た　

単
位
、
合
計　

単
位
と
す
る
。

２６

９０

１０

１２６

22○1健康管理論

共
通
科
目

専
門
基
礎
科
目

221精神保健学

221障害者心理学

222高齢者心理学

222児童心理学

222自立生活支援論

221社会福祉論

12

人
体
の
構
造
と
機
能
及
び
心
身
の
発
達

11○1解剖学（骨格・筋・神経）Ⅰ

人
体
の
構
造
と
機
能
及
び
心
身
の
発
達

11○1解剖学（骨格・筋・神経）Ⅱ

11○1解剖学（内臓）

11○1解剖学実習

11○1分子生物学

11○1生理学Ⅰ

22○1生理学Ⅱ

11○1生理学実習

11○2運動学Ａ

11○2運動学Ｂ

11○2運動学実習

11○1病理学

11○2臨床心理学

11○2人間発達学

2

保
健
医
療
福
祉
と
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念

11○1チーム医療論保
健
医
療
福
祉
と
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念

①1○1チーム医療ふれあい実習

223生命倫理

11○2保健医療福祉概論

11○1リハビリテーション概論

11○2科学英語論文講読法

12

疾
病
と
障
害
の
成
り
立
ち
及
び
回
復
過
程
の
促
進　

11○1リハビリテーション医学
疾
病
と
障
害
の
成
り
立
ち
及
び
回
復
過
程
の
促
進　

11○1内科学

11○3老年医学

11○2整形外科学Ⅰ

11○2整形外科学Ⅱ

22○2神経内科学

11○2小児科学

11○1一般臨床医学

11○2精神医学

11○2画像診断学

11＊3救急医学

11＊1栄養学

11＊1公衆衛生学

261733専門基礎科目単位数合計

健康科学部
理学療法学科　4回生用（２０１１年度入学生）
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健康科学部
理学療法学科　4回生用（２０１１年度入学生）

指定規則
卒業
要件

開 講 時 期単位数理
学
療
法
士

資
格
必
修

配当
年次授業科目の名称区分

単位数教育
内容

４回生３回生２回生１回生選
択

推
奨

必
修 後前後前後前後前

6

基
礎
理
学
療
法
学

【
卒
業
に
必
要
な
最
低
単
位
数
】
教
養
科
目
で　

単
位
、
専
門
基
礎
科
目
・
専
門
科
目
で　

単
位
、
上
記
以
外
に
修
得
し
た　

単
位
、
合
計　

単
位
と
す
る
。

２６

９０

１０

１２６

11○1理学療法概論
基
礎
理
学
療
法
学

専　

門　

科　

目

11○3臨床理学療法学

11○3管理運営学

11○4理学療法総合演習

22○4卒業研究

5

理
学
療
法
評
価
学

11○2理学療法評価学演習
理
学
療
法
評
価
学

11○2臨床解剖学演習

11○2理学療法評価学実習

11○3理学療法研究法

①1○3理学療法研究法演習

20

理
学
療
法
治
療
学

11○2物理療法学

理
学
療
法
治
療
学

11○3物理療法学実習

11○1運動療法学総論

11○2運動系理学療法学Ⅰ

11○3運動系理学療法学Ⅱ

11○3運動系理学療法学実習

11○3神経系理学療法学Ａ

11○3神経系理学療法学Ｂ

11○3神経系理学療法学実習

11○2循環呼吸系理学療法学Ａ

11○3循環呼吸系理学療法学Ｂ

11○3循環呼吸系理学療法学実習

11○3代謝系理学療法学

11○2発達系理学療法学Ⅰ

11○2発達系理学療法学Ⅱ

11○3生活技術学

11○3生活技術学実習

11○3義肢装具学

11○3義肢装具学実習

11○3理学療法技術実習Ａ

11○3理学療法技術実習Ｂ

11○3スポーツ系理学療法学

4

地
域
理
学
療
法
学

11○3生活環境学
地
域
理
学
療
法
学

11○1レクリエーション理論

111レクリエーション実技

11○3老年系理学療法学

11○3地域理学療法学

11○3地域理学療法学演習

18
臨
床
実
習

①1○2臨床指導臨
床
実
習

③3○3臨床評価実習

⑯16○4総合臨床実習

53158専門科目単位数合計
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備　考

開 講 時 期単位数指定規則対応科目
配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生選

択
推
奨

必
修

保健師
課程

看護師
課程

後前後前後前後前臨
地

実
習

臨
地

実
習

　

単
位
選
択
必
修
（
た
だ
し
、
各
区
分
１
科
目
以
上
修
得
の
こ
と
）

２６

22△2西洋哲学

人
間
と
社
会

教
養
科
目

22△2東洋思想

22○1心理学概論

22○2人間関係論

22△1法学概論

22△2日本国憲法

22△1経済学概論

22△1人権教育

22△1◆社会学

22△2国際社会論

22△2歴史学入門歴
史
と
文
化

22△2科学史

22△1文化芸術論

22△1日本文芸の世界

22△1生命科学入門自
然
・
科
学

と
人
間

22○2生命倫理

22△2地球環境論

22△1数理科学入門

22○1英語コミュニケーションⅠ

言
語
と
情
報

22○1英語コミュニケーションⅡ

22△2オーラルコミュニケーションⅠ

22△2オーラルコミュニケーションⅡ

①1△1短期語学留学

11○1情報処理演習Ⅰ

11△1情報処理演習Ⅱ
22○1運動の科学健

康
と
ス

ポ
ー
ツ

11○1スポーツ実習Ⅰ
①1△1スポーツ実習Ⅱ

11○1ベーシックセミナー
教
養
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム

11○1キャリア入門セミナー
11○1チーム医療発展セミナー

11△1日本語と表現
①①1△3・4企業インターンシップ

①1△2海外インターンシップ
①1△4学校インターンシップ

①1△2病院・施設ボランティア活動
37418教養科目単位数合計

　

単
位
選
択
必
修

２５

（
選
択
科
目
か
ら
4
単
位
以
上
）

22△1健康管理論

共
通
科
目

専
門
基
礎
科
目 

22△1精神保健学
22△2障害者心理学

22△1高齢者心理学
22△1児童心理学
22○1自立生活支援論
22○1社会福祉論

22△2感情体験の脳科学
22△3外書講読

健康科学部
看護医療学科　１回生用（２０１４年度入学生）

［表中の記号等について］
◆…今年度非開講
開講時期欄の丸数字は、集中講義形式で授業実施予定
指定規則対応科目欄　○…資格必修科目　△…資格選択必修科目
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備　考

開 講 時 期単位数指定規則対応科目
配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生選

択
推
奨

必
修

保健師
課程

看護師
課程

後前後前後前後前臨
地

実
習

臨
地

実
習

　

単
位
選
択
必
修
（
選
択
科
目
か
ら
４
単
位
以
上
）

２５

22○1人体構造・機能学Ⅰ人
体
の
構
造
と
機
能

専
門
基
礎
科
目

22○1人体構造・機能学Ⅱ
22△1脳科学入門
11○1生命活動と代謝
11○2病理学

22△1人間工学入門
22○1感染・免疫学

疾
病
の
成
り
立
ち
と

回
復
の
促
進

22○2病態医学Ⅰ
22○2病態医学Ⅱ

22○2薬と健康
22△1食と栄養
22△2生活とリハビリテーション
22△2ヒトの遺伝学

11○1チーム医療論社
会
の
し
く

み
と
健
康

22△1生活科学論
22○1保健行動学

22△1人間発達学
28021専門基礎科目単位数合計

　

単
位
選
択
必
修（
選
択
科
目
か
ら
５
単
位
以
上　

た
だ
し
地
域
看
護
学
実
習
ま
た
は
病
院
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
い
ず
れ

８１か
を
履
修
す
る
こ
と
）

22○1看護学原論

基
礎
看
護
学

専
門
分
野
Ⅰ

専
門
科
目

22○3看護倫理
11○1看護技術基礎論
22○1療養生活援助技術
11○2診療過程援助技術

11○1フィジカルアセスメント
22○2看護過程基礎論

①1○1チーム医療ふれあい実習
②2○1基礎看護学実習

22○2成人看護学対象論

成
人
看
護
学

専
門
分
野
Ⅱ

11○2急性期看護学援助論Ⅰ
11○3急性期看護学援助論Ⅱ

11○2慢性期看護学援助論Ⅰ
11○3慢性期看護学援助論Ⅱ
③3○3急性期看護学実習
③3○3慢性期看護学実習

22○2小児看護学対象論

母
子
看
護
学

11○2小児看護学援助論Ⅰ
11○3小児看護学援助論Ⅱ

22○2母性看護学対象論
11○2母性看護学援助論Ⅰ
11○3母性看護学援助論Ⅱ
④4○3母子看護学実習

22○2老年看護学対象論

老
年
・
精
神
看
護
学

11○2老年看護学援助論Ⅰ
11○3老年看護学援助論Ⅱ
④4○3老年看護学実習

22○2精神看護学対象論
11○2精神看護学援助論Ⅰ
11○3精神看護学援助論Ⅱ
②2○3精神看護学実習

健康科学部
看護医療学科　１回生用（２０１４年度入学生）
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健康科学部
看護医療学科　１回生用（２０１４年度入学生）

備　考

開 講 時 期単位数指定規則対応科目
配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生選

択
推
奨

必
修

保健師
課程

看護師
課程

後前後前後前後前臨
地

実
習

臨
地

実
習

　

単
位
選
択
必
修
（
選
択
科
目
か
ら
５
単
位
以
上　

た
だ
し
地
域
看
護
学
実
習
ま
た
は
病
院
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
い
ず
れ
か

８１を
履
修
す
る
こ
と
）

22○○2地域看護学概論

地
域
看
護
学

専
門
分
野
Ⅱ

専
門
科
目

22○2公衆衛生看護学概論
11○○4保健医療福祉システム論Ⅰ
22○4保健医療福祉システム論Ⅱ

22○2疫学
22○2保健統計
22○3公衆衛生看護学方法論Ⅰ

22○4公衆衛生看護学方法論Ⅱ
11○4公衆衛生看護学方法論Ⅲ

22○3公衆衛生看護学活動論Ⅰ
22○4公衆衛生看護学活動論Ⅱ
11○4公衆衛生看護学活動論Ⅲ

②2○4健康学特論
22○4公衆衛生看護学管理論
②2○△4地域看護学実習
③3○4公衆衛生看護学実習

22△4在宅リハビリテーション

統
合
・
発
展
科
目

統
合
分
野

22△3終末期ケア論
22○4国際看護論

222学校保健
222養護概説

224健康相談
22○3医療安全論

22△4災害看護論
22○4看護管理論

22○2在宅看護学概論
22○3ケアマネージメント論
②2○3在宅看護学実習

113医療コミュニケーション演習
114事例カンファレンス

113基礎医学総合演習
223看護研究基礎論

224卒業研究
②2○4離島・へき地医療体験実習
②2△○4病院インターンシップ

41076専門科目単位数合計

卒
業
単
位
に
含
ま
れ
ま
せ
ん

114養護実習指導

教
育
職
員
免
許
状
に
関
す
る
科
目
（
養
護
）

④44養護実習
222教職概論
222教育原理

221教育史
222教育心理学
222発達心理学

221教育法制論
223教育課程論（中等）
223道徳・特別活動論（中等）

222教育方法・技術論（中等）
223生徒指導論

222教育相談（学校カウンセリングを含む）
224教職実践演習(養護教諭）

卒業単位には
含まれません001看護へのベーシックサイエンス専門準備科目
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備　考

開 講 時 期単位数指定規則対応科目
配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生選

択
推
奨

必
修

保健師
課程

看護師
課程

後前後前後前後前臨
地

実
習

臨
地

実
習

　

単
位
選
択
必
修
（
た
だ
し
、
各
区
分
２
単
位
以
上
修
得
の
こ
と
）

２６

22△2西洋哲学

人
間
と
社
会

教
養
科
目

22△2東洋思想
22○1心理学概論

22○2人間関係論
22△1法学概論

22△2日本国憲法
22△1経済学概論
22△1人権教育

22△1◆社会学
22△2国際社会論
22△2歴史学入門歴

史
と
文
化

22△2科学史
22△1文化芸術論

22△1日本文芸の世界
22△1生命科学入門自

然
・
科
学

と
人
間

22○2生命倫理
22△2地球環境論

22△1数理科学入門
22○1英語コミュニケーションⅠ

言
語
と
情
報

22○1英語コミュニケーションⅡ
22△2オーラルコミュニケーションⅠ
22△2オーラルコミュニケーションⅡ

①1△1短期語学留学
11○1情報処理演習Ⅰ
11△1情報処理演習Ⅱ
22○1運動の科学健

康
と
ス

ポ
ー
ツ

11○1スポーツ実習Ⅰ
11△1スポーツ実習Ⅱ

11○1ベーシックセミナー

教
養
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム

11○1キャリア入門セミナー
11○1チーム医療発展セミナー

11△1日本語と表現
①①1△3・4企業インターンシップ

①1△2海外インターンシップ
①1△4学校インターンシップ

①1△2病院・施設ボランティア活動
37418教養科目単位数合計

　

単
位
選
択
必
修

２５

（
選
択
科
目
か
ら
４
単
位
以
上
）

22△1健康管理論

共
通
科
目

専
門
基
礎
科
目 

22△1精神保健学
22△2障害者心理学
22△2高齢者心理学
22△2児童心理学

22○1自立生活支援論
22○1社会福祉論

22△2感情体験の脳科学
22△3外書講読

健康科学部
看護医療学科　2回生用（２０１３年度入学生）

［表中の記号等について］
◆…今年度非開講
開講時期欄の丸数字は、集中講義形式で授業実施予定
指定規則対応科目欄　○…資格必修科目　△…資格選択必修科目
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備　考

開 講 時 期単位数指定規則対応科目
配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生選

択
推
奨

必
修

保健師
課程

看護師
課程

後前後前後前後前臨
地

実
習

臨
地

実
習

　

単
位
選
択
必
修
（
選
択
科
目
か
ら
４
単
位
以
上
）

２５

22○1人体構造・機能学Ⅰ人
体
の
構
造
と
機
能

専
門
基
礎
科
目

22○1人体構造・機能学Ⅱ
22△1脳科学入門
11○1生命活動と代謝
11○2病理学

22△1人間工学入門
22○1感染・免疫学

疾
病
の
成
り
立
ち
と

回
復
の
促
進

22○2病態医学Ⅰ
22○2病態医学Ⅱ

22○2薬と健康
22△1食と栄養
22△2生活とリハビリテーション
22△2ヒトの遺伝学

11○1チーム医療論社
会
の
し
く

み
と
健
康

22△1生活科学論
22○1保健行動学

22△1人間発達学
28021専門基礎科目単位数合計

　

単
位
選
択
必
修（
選
択
科
目
か
ら
５
単
位
以
上　

た
だ
し
地
域
看
護
学
実
習
ま
た
は
病
院
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
い
ず
れ

８１か
を
履
修
す
る
こ
と
）

22○1看護学原論

基
礎
看
護
学

専
門
分
野
Ⅰ

専
門
科
目

22○3看護倫理
11○1看護技術基礎論
22○1療養生活援助技術
11○2診療過程援助技術

11○1フィジカルアセスメント
22○2看護過程基礎論

①1○1チーム医療ふれあい実習
②2○1基礎看護学実習

22○2成人看護学対象論

成
人
看
護
学

専
門
分
野
Ⅱ

11○2急性期看護学援助論Ⅰ
11○3急性期看護学援助論Ⅱ

11○2慢性期看護学援助論Ⅰ
11○3慢性期看護学援助論Ⅱ
③3○3急性期看護学実習
③3○3慢性期看護学実習

22○2小児看護学対象論

母
子
看
護
学

11○2小児看護学援助論Ⅰ
11○3小児看護学援助論Ⅱ

22○2母性看護学対象論
11○2母性看護学援助論Ⅰ
11○3母性看護学援助論Ⅱ
④4○3母子看護学実習

22○2老年看護学対象論

老
年
・
精
神
看
護
学

11○2老年看護学援助論Ⅰ
11○3老年看護学援助論Ⅱ
④4○3老年看護学実習

22○2精神看護学対象論
11○2精神看護学援助論Ⅰ
11○3精神看護学援助論Ⅱ
②2○3精神看護学実習

健康科学部
看護医療学科　2回生用（２０１３年度入学生）
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健康科学部
看護医療学科　2回生用（２０１３年度入学生）

備　考

開 講 時 期単位数指定規則対応科目
配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生選

択
推
奨

必
修

保健師
課程

看護師
課程

後前後前後前後前臨
地

実
習

臨
地

実
習

　

単
位
選
択
必
修
（
選
択
科
目
か
ら
５
単
位
以
上　

た
だ
し
地
域
看
護
学
実
習
ま
た
は
病
院
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
い
ず
れ
か

８１を
履
修
す
る
こ
と
）

22○○2地域看護学概論

地
域
看
護
学

専
門
分
野
Ⅱ

専
門
科
目

22○2公衆衛生看護学概論
11○○4保健医療福祉システム論Ⅰ
22○4保健医療福祉システム論Ⅱ

22○2疫学
22○2保健統計
22○3公衆衛生看護学方法論Ⅰ

22○4公衆衛生看護学方法論Ⅱ
11○4公衆衛生看護学方法論Ⅲ

22○3公衆衛生看護学活動論Ⅰ
22○4公衆衛生看護学活動論Ⅱ
11○4公衆衛生看護学活動論Ⅲ

②2○4健康学特論
22○4公衆衛生看護学管理論
②2○△4地域看護学実習
③3○4公衆衛生看護学実習

22△4在宅リハビリテーション

統
合
・
発
展
科
目

統
合
分
野

22△3終末期ケア論
22○4国際看護論

222学校保健
222養護概説

224健康相談
22○3医療安全論

22△4災害看護論
22○4看護管理論

22○2在宅看護学概論
22○3ケアマネージメント論
②2○3在宅看護学実習

113医療コミュニケーション演習
114事例カンファレンス

113基礎医学総合演習
223看護研究基礎論

224卒業研究
②2○4離島・へき地医療体験実習
②2△○4病院インターンシップ

41076専門科目単位数合計

卒
業
単
位
に
含
ま
れ
ま
せ
ん

114養護実習指導養
護

教
諭

養
護
教
諭
免
許
課
程

④44養護実習
222教職概論

教
職
科
目

222教育原理
221教育史
222教育心理学

223臨床発達心理学
221教育社会学

221教育行政学
223教育課程論（中等）
223道徳・特別活動論（中等）

222教育方法・技術論（中等）
223生徒指導論

222教育相談
224教職実践演習(養護教諭）

卒業単位には
含まれません001看護へのベーシックサイエンス専門準備科目
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卒業要件

開 講 時 期単位数指定規則対応科目
配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生選

択
推
奨

必
修

保健師
課程

看護師
課程

後前後前後前後前臨
地

実
習

臨
地

実
習

　

単
位
選
択
必
修
（
た
だ
し
、
各
区
分
２
単
位
以
上
修
得
の
こ
と
）

２６

22△2西洋哲学

人
間
と
社
会

教
養
科
目

22△2東洋思想
22○1心理学概論

22○2人間関係論
22△1法学概論

22△2日本国憲法
22△1経済学概論
22△1人権教育

22△1◆社会学
22△2国際社会論
22△2歴史学入門歴

史
と
文
化

22△2科学史
22△1文化芸術論

22△1日本文芸の世界
22△1生命科学入門自

然
・
科
学

と
人
間

22○2生命倫理
22△2地球環境論

22△1数理科学入門
22○1英語コミュニケーションⅠ

言
語
と
情
報

22○1英語コミュニケーションⅡ
22△2オーラルコミュニケーションⅠ
22△2オーラルコミュニケーションⅡ

①1△1短期語学留学
11○1情報処理演習Ⅰ
11△1情報処理演習Ⅱ
22○1運動の科学健

康
と
ス

ポ
ー
ツ

11○1スポーツ実習Ⅰ
11△1スポーツ実習Ⅱ

11○1ベーシックセミナー

教
養
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム

11○1キャリアデザインセミナー
11○1チーム医療発展セミナー

11△1日本語と表現
11△1◆　会話とマナー入門

①①1△3・4企業インターンシップ
①1△2海外インターンシップ

①1△4学校インターンシップ
①1△2病院・施設ボランティア活動

37518教養科目単位数合計

　

単
位
選
択
必
修

２５

（
選
択
科
目
か
ら
４
単
位
以
上
）

22△1健康管理論

共
通
科
目

専
門
基
礎
科
目 

22△1精神保健学
22△2障害者心理学
22△2高齢者心理学
22△2児童心理学

22○1自立生活支援論
22○1社会福祉論

22△2感情体験の脳科学
22△3外書講読

健康科学部
看護医療学科　3回生用（２０１２年度入学生） ※科目名称の　　　　は過年度科目

［表中の記号等について］
◆…今年度非開講
開講時期欄の丸数字は、集中講義形式で授業実施予定
指定規則対応科目欄　○…資格必修科目　△…資格選択必修科目



121

卒業要件

開 講 時 期単位数指定規則対応科目
配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生選

択
推
奨

必
修

保健師
課程

看護師
課程

後前後前後前後前臨
地

実
習

臨
地

実
習

　

単
位
選
択
必
修
（
選
択
科
目
か
ら
４
単
位
以
上
）

２５

22○1人体構造・機能学Ⅰ人
体
の
構
造
と
機
能

専
門
基
礎
科
目

22○1人体構造・機能学Ⅱ
22△1脳科学入門
11○1生命活動と代謝
11○2病理学

22△1人間工学入門
22○1感染・免疫学

疾
病
の
成
り
立
ち
と

回
復
の
促
進

22○2病態医学Ⅰ
22○2病態医学Ⅱ

22○2薬と健康
22△1食と栄養
22△2生活とリハビリテーション
22△2　ヒトの遺伝学

11○1チーム医療論社
会
の
し
く

み
と
健
康

22△1生活科学論
22○1保健行動学

22△1人間発達学
28021専門基礎科目単位数合計

　

単
位
選
択
必
修（
選
択
科
目
か
ら
５
単
位
以
上　

た
だ
し
地
域
看
護
学
実
習
ま
た
は
病
院
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
い
ず
れ

８１か
を
履
修
す
る
こ
と
）

22○1看護学原論

基
礎
看
護
学

専
門
分
野
Ⅰ

専
門
科
目

22○3看護倫理
11○1看護技術基礎論
22○1療養生活援助技術
11○2診療過程援助技術

11○1フィジカルアセスメント
22○2看護過程基礎論

①1○1チーム医療ふれあい実習
②2○1基礎看護学実習

22○2成人看護学対象論

成
人
看
護
学

専
門
分
野
Ⅱ

11○2急性期看護学援助論Ⅰ
11○3急性期看護学援助論Ⅱ

11○2慢性期看護学援助論Ⅰ
11○3慢性期看護学援助論Ⅱ
③3○3急性期看護学実習
③3○3慢性期看護学実習

22○2小児看護学対象論

母
子
看
護
学

11○2小児看護学援助論Ⅰ
11○3小児看護学援助論Ⅱ

22○2母性看護学対象論
11○2母性看護学援助論Ⅰ
11○3母性看護学援助論Ⅱ
④4○3母子看護学実習

22○2老年看護学対象論

老
年
・
精
神
看
護
学

11○2老年看護学援助論Ⅰ
11○3老年看護学援助論Ⅱ
④4○3老年看護学実習

22○2精神看護学対象論
11○2精神看護学援助論Ⅰ
11○3精神看護学援助論Ⅱ
②2○3精神看護学実習

健康科学部
看護医療学科　3回生用（２０１２年度入学生）
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健康科学部
看護医療学科　3回生用（２０１２年度入学生）

卒業要件

開 講 時 期単位数指定規則対応科目
配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生選

択
推
奨

必
修

保健師
課程

看護師
課程

後前後前後前後前臨
地

実
習

臨
地

実
習

　

単
位
選
択
必
修
（
選
択
科
目
か
ら
５
単
位
以
上　

た
だ
し
地
域
看
護
学
実
習
ま
た
は
病
院
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
い
ず
れ
か

８１を
履
修
す
る
こ
と
）

22○○2地域看護学概論

地
域
看
護
学

専
門
分
野
Ⅱ

専
門
科
目

22○2公衆衛生看護学概論
11○○4保健医療福祉システム論Ⅰ
22○4保健医療福祉システム論Ⅱ

22○2疫学
22○2保健統計
22○3公衆衛生看護学方法論Ⅰ

22○4公衆衛生看護学方法論Ⅱ
11○4公衆衛生看護学方法論Ⅲ

22○3公衆衛生看護学活動論Ⅰ
22○4公衆衛生看護学活動論Ⅱ
11○4公衆衛生看護学活動論Ⅲ

②2○4健康学特論
22○4公衆衛生看護学管理論
②2○△4地域看護学実習
③3○4公衆衛生看護学実習

22△4在宅リハビリテーション

統
合
・
発
展
科
目

統
合
分
野

22△3終末期ケア論
22○4国際看護論

222学校保健
222養護概説

224健康相談
22○3医療安全論

22△4災害看護論
22○4看護管理論

22○2在宅看護学概論
22○3ケアマネージメント論
②2○3在宅看護学実習

113医療コミュニケーション演習
114事例カンファレンス

113基礎医学総合演習
223看護研究基礎論

224卒業研究
②2○4離島・へき地医療体験実習
②2△○4病院インターンシップ

41076専門科目単位数合計

卒
業
単
位
に
含
ま
れ
ま
せ
ん

114養護実習指導養
護

教
諭

養
護
教
諭
免
許
課
程

④44養護実習
222教職概論

教
職
科
目

222教育原理
221教育史
222教育心理学

223臨床発達心理学
221教育社会学

221教育行政学
223教育課程論（中等）
223道徳・特別活動論（中等）

222教育方法・技術論（中等）
223生徒指導論

222教育相談
224教職実践演習(養護教諭）

卒業単位には
含まれません001看護へのベーシックサイエンス専門準備科目
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卒業要件
開 講 時 期単位数指定規則対応科目

配当
年次授業科目の名称区分

保健師
課程

看護師
課程 ４回生３回生２回生１回生選

択
推
奨

必
修臨

地
実
習

臨
地

実
習 後前後前後前後前

　

単
位
選
択
必
修

２６

22△1くらしと法律

社
会
の
理
解

教　

養　

科　

目

22△1くらしと経済

22△2◆　くらしと技術

22△2日本国憲法

22△2　　国際社会と日本

22△1　　自然・科学と人間自
然
の

理
解 22△2地球環境論

22○1心理学入門Ⅰ

人
間
・
文
化
の
理
解

22△1◆　心理学入門Ⅱ

22○2人格と発達

22○2人間関係論

22△1◆　大和の歴史と文化

②②2△1・2短期語学留学

22△2◆　くらしと音楽

22△2◆　くらしと美術

22○1英語コミュニケーションⅠコ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

22△1英語コミュニケーションⅡ

22△2オーラルコミュニケーション

22○1情報処理演習Ⅰ

22△1情報処理演習Ⅱ

22△2◆　情報処理演習Ⅲ

22○1運動の科学
健
康
と

ス
ポ
ー
ツ

11○1スポーツ実習Ⅰ

11△1スポーツ実習Ⅱ

22○1基礎ゼミ

ガ
イ
ダ
ン
ス
教
育

22△1◆　会話とマナー入門

22△1日本語と表現

22△2統計の基礎

22△1◆　生物学入門

22△1◆　化学入門

11○1キャリアデザインセミナーキ
ャ
リ
ア
教
育

11○1チーム医療発展セミナー

①1△2病院・施設ボランティア活動

40417教養科目単位数合計

健康科学部
看護医療学科　4回生用（２０１１年度入学生） ※科目名称の　　　　は過年度科目

［表中の記号等について］
◆…今年度非開講
開講時期欄の丸数字は、集中講義形式で授業実施予定
指定規則対応科目欄　○…資格必修科目　△…資格選択必修科目
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卒業要件
開 講 時 期単位数指定規則対応科目

配当
年次授業科目の名称区分

保健師
課程

看護師
課程 ４回生３回生２回生１回生選

択
推
奨

必
修臨

地
実
習

臨
地

実
習 後前後前後前後前

　

単
位
選
択
必
修

２５

22△1健康管理論

共
通
科
目

専　

門　

基　

礎　

科　

目

22△1精神保健学

22△2障害者心理学

22△2高齢者心理学

22△2児童心理学

22○○1自立生活支援論

22○○1社会福祉論

22○1人体構造・機能学Ⅰ

人
体
の
構
造
と
機
能

22○1人体構造・機能学Ⅱ

22△1脳科学入門

11○1生命活動と代謝

11○2病理学

11△1人間工学入門

22○1感染・免疫学

疾
病
の
成
り
立
ち
と

回
復
の
促
進

22○2病態医学Ⅰ

22○2病態医学Ⅱ

22○2薬と健康

11△1食と栄養

11△2生活とリハビリテーション

11△2　ヒトの遺伝学

11○1チーム医療論

社
会
の
し
く
み
と
健
康

22○2生命倫理

11○○4保健医療福祉システム論

②2○○4疫学・保健統計

11△1生活科学論

11○○1保健行動学

11△1人間発達学

1825専門基礎科目単位数合計

健康科学部
看護医療学科　4回生用（２０１１年度入学生）
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卒業要件
開 講 時 期単位数指定規則対応科目

配当
年次授業科目の名称区分

保健師
課程

看護師
課程 ４回生３回生２回生１回生選

択
推
奨

必
修臨

地
実
習

臨
地

実
習 後前後前後前後前

　

単
位
選
択
必
修

７８

22○1看護学原論

基
礎
看
護
学

専
門
分
野
Ⅰ

専
門
科
目

11○3看護倫理

11○1看護技術基礎論

22○1療養生活援助技術

11○2診療過程援助技術

11○1フィジカルアセスメント

11○2看護過程基礎論

112感情体験の脳科学

②2○1基礎看護学実習

22○2成人看護学対象論

成
人
看
護
学

専
門
分
野
Ⅱ

11○2急性期看護学援助論Ⅰ

11○3急性期看護学援助論Ⅱ

11○2慢性期看護学援助論Ⅰ

11○3慢性期看護学援助論Ⅱ

③3○3急性期看護学実習

③3○3慢性期看護学実習

22○2小児看護学対象論

母
子
看
護
学

11○2小児看護学援助論Ⅰ

11○3小児看護学援助論Ⅱ

22○2母性看護学対象論

11○2母性看護学援助論Ⅰ

11○3母性看護学援助論Ⅱ

④4○3母子看護学実習

22○2老年看護学対象論

老
年
・
精
神
看
護
学

11○2老年看護学援助論Ⅰ

11○3老年看護学援助論Ⅱ

④4○3老年看護学実習

22○2精神看護学対象論

11○2精神看護学援助論Ⅰ

11○3精神看護学援助論Ⅱ

②2○3精神看護学実習

健康科学部
看護医療学科　4回生用（２０１１年度入学生）
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卒業要件
開 講 時 期単位数指定規則対応科目

配当
年次授業科目の名称区分

保健師
課程

看護師
課程 ４回生３回生２回生１回生選

択
推
奨

必
修臨

地
実
習

臨
地

実
習 後前後前後前後前

　

単
位
選
択
必
修

７８

22○○3◆在宅看護論

地
域
看
護
学

統
合
分
野

専
門
科
目

22○2地域看護学概論

22○2地域看護方法論

22○2地域看護活動論

22○2地域看護システム論

22○○3ケアマネージメント論

222学校保健

②22養護概説

224健康相談

①1○○3・4在宅看護論実習

②2○4地域看護活動論実習

①1○1チーム医療ふれあい実習

統
合
・
発
展
科
目

113基礎医学総合演習

②2○3医療コミュニケーション演習

224在宅リハビリテーション

②2○○4離島・へき地医療体験実習

11○4事例カンファレンス

113終末期ケア論

11○○4国際看護論

11○○3医療安全論

114災害看護論

①14健康学特論

11○○4看護管理論

11○○3看護研究基礎論

22△3外書講読

11○4卒業研究

②2○4病院インターンシップ

1478専門科目単位数合計

卒
業
単
位
に
含
ま
れ
ま
せ
ん

114養護実習指導養
護 

教
諭

養
護
教
諭
免
許
課
程

④44養護実習

222教職概論

教
職
科
目

222教育原理

221教育史

222教育心理学

223臨床発達心理学

221教育社会学

221教育行政学

223教育課程論（中等）

223道徳・特別活動論（中等）

222教育方法・技術論（中等）

223生徒指導論

222教育相談

224教職実践演習(養護教諭）

健康科学部
看護医療学科　4回生用（２０１１年度入学生）
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卒業
要件

開 講 時 期管
理
栄
養
士

受
験
資
格
必
修

栄
養
士

資
格
必
修

コース必修単位数
配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生ス

ポ
ー
ツ

栄
養

食
品
開
発

臨
床
栄
養

選
択

推
奨

必
修 後前後前後前後前

　

単
位
以
上
選
択
必
修
（
た
だ
し
、
各
区
分
１
科
目
以
上
修
得
の
こ
と
）

２６

222西洋哲学

人
間
と
社
会

教
養
科
目

222東洋思想

221心理学概論

222人間関係論

221法学概論

222日本国憲法

221経済学概論

221人権教育

221◆社会学

222国際社会論

222歴史学入門
歴
史
と
文
化

222科学史

221文化芸術論

221日本文芸の世界

221生命科学入門
自
然
・
科
学

と
人
間

222生命倫理

222地球環境論

221数理科学入門

221英語コミュニケーションⅠ

言
語
と
情
報

221英語コミュニケーションⅡ

222オーラルコミュニケーションⅠ

222オーラルコミュニケーションⅡ

①11短期語学留学

111情報処理演習Ⅰ

111情報処理演習Ⅱ

221運動の科学
健
康
と

ス
ポ
ー
ツ

111スポーツ実習Ⅰ

①11スポーツ実習Ⅱ

111ベーシックセミナー

教
養
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム

111キャリア入門セミナー

111キャリア形成セミナー

111日本語と表現

①12企業インターンシップ

①12海外インターンシップ

①12学校インターンシップ

43411教養科目単位数合計

健康科学部
健康栄養学科　１回生用（２０１４年度入学生）

［表中の記号等について］
◆…今年度非開講
開講時期欄の丸数字は、集中講義形式で授業実施予定
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卒業
要件

開 講 時 期管
理
栄
養
士

受
験
資
格
必
修

栄
養
士

資
格
必
修

コース必修単位数
配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生ス

ポ
ー
ツ

栄
養

食
品
開
発

臨
床
栄
養

選
択

推
奨

必
修 後前後前後前後前

【
卒
業
に
必
要
な
最
低
単
位
数
】
教
養
科
目
で　

単
位
、
専
門
基
礎
科
目
・
専
門
科
目
で　

単
位
、
上
記
以
外
に
修
得
し
た　

単
位
、
合
計　

単
位
と
す
る
。

２６

７８

２０

１２４

221精神保健学

共
通
科
目

専
門
基
礎
科
目

221児童心理学

221高齢者心理学

221障害者心理学

222自立生活支援論

221社会福祉論

2○○21健康管理論社
会
・
環
境（
人
間

と
生
活
）と
健
康

2○○22公衆衛生学

2◎22スポーツ心理学

2○○23保健医療福祉概論

221栄養学のための生物学

人
体
の
構
造
と
機
能
・
疾
病
の
成
り
立
ち

2◎22味覚生理学演習

2○○21解剖生理学Ⅰ

2○22解剖生理学Ⅱ

2○○21生化学Ⅰ

2○22生化学Ⅱ

2○○22臨床医学Ⅰ

2○22臨床医学Ⅱ

2◎22微生物学

2○○22運動生理学

1○○12解剖生理学実験

1○○12生化学実験

1○11微生物学実験

1○○13運動生理学実験

2○○21食品学総論

食
べ
物
と
健
康

2○○22食品機能論

2◎23食品薬理学

2○○22食品衛生学

2○○21調理学

221食文化論

221基礎化学

1○11基礎化学実験

1○○11食品学実験

1○○12調理科学実験

1○○12食品衛生学実験

223食品設計開発学

2◎24食品設計開発学演習

1◎13食品設計開発学実習

2◎23健康食品学

1○○11調理学実習Ⅰ

1○○11調理学実習Ⅱ

223フードコーディネイト論

3835専門基礎科目単位数合計

健康科学部
健康栄養学科　１回生用（２０１４年度入学生）
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卒業
要件

開 講 時 期管
理
栄
養
士

受
験
資
格
必
修

栄
養
士

資
格
必
修

コース必修単位数
配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生ス

ポ
ー
ツ

栄
養

食
品
開
発

臨
床
栄
養

選
択

推
奨

必
修 後前後前後前後前

【
卒
業
に
必
要
な
最
低
単
位
数
】
教
養
科
目
で　

単
位
、
専
門
基
礎
科
目
・
専
門
科
目
で　

単
位
、
上
記
以
外
に
修
得
し
た　

単
位
、
合
計　

単
位
と
す
る
。

２６

７８

２０

１２４

2○○22基礎栄養学Ⅰ基
礎
栄
養
学

専
門
科
目

2○○22基礎栄養学Ⅱ

1○○13基礎栄養学実験

2○○22応用栄養学Ⅰ

応
用
栄
養
学

2○22応用栄養学Ⅱ

2○○23応用栄養学演習

1○○12応用栄養学実習

2◎22スポーツ栄養学

2◎23トレーニング論

2◎23健康づくり運動処方演習

2○○21栄養教育論Ⅰ

栄
養
教
育
論

2○○22栄養教育論Ⅱ

2○21栄養教育論演習

1○○11栄養教育論実習Ⅰ

1○○13栄養教育論実習Ⅱ

1◎14スポーツ栄養指導実習

2○○22臨床栄養学Ⅰ

臨
床
栄
養
学

2○22臨床栄養学Ⅱ

2○23臨床栄養学Ⅲ

2○23臨床栄養学Ⅳ

1○○12臨床栄養学実習Ⅰ

1○13臨床栄養学実習Ⅱ

2◎22チーム医療論

①◎12チーム医療ふれあい実習

2◎22NST実践論

2◎23臨床栄養カンファレンス演習

1◎14臨床栄養カンファレンス実習

2○○23公衆栄養学公
衆
栄
養
学

2○23地域栄養活動論

1○14地域栄養活動論実習

2○○21給食経営管理論Ⅰ

給
食
経
営
管
理
論

2○22給食経営管理論Ⅱ

222給食経営管理論演習

222フードシステム経済学

1○○12給食経営管理論実習Ⅰ

1○○13給食経営管理論実習Ⅱ

健康科学部
健康栄養学科　１回生用（２０１４年度入学生）
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卒業
要件

開 講 時 期管
理
栄
養
士

受
験
資
格
必
修

栄
養
士

資
格
必
修

コース必修単位数
配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生ス

ポ
ー
ツ

栄
養

食
品
開
発

臨
床
栄
養

選
択

推
奨

必
修 後前後前後前後前

223外書講読

総
合
演
習

専
門
科
目

2○23総合演習

①12総合対策演習Ⅰ

①13総合対策演習Ⅱ

224特別演習Ⅰ

2○※24特別演習Ⅱ

①○○13臨地実習Ⅰ（給食の運営を含む）
臨
地
実
習

②○23臨地実習Ⅱ（臨床栄養）

★いずれ
か１科目
選択必修

①(○)(1)3臨地実習Ⅲ（臨床栄養）★

①(○)(1)4臨地実習Ⅳ（公衆栄養）★

②24卒業研究

4432専門科目単位数合計

卒
業
単
位
に
含
ま
れ
ま
せ
ん

223栄養教諭論

教
育
職
員
免
許
状
に
関
す
る
科
目
（
栄
養
）

223食に関する指導論

224栄養教育実習

222教職概論

222教育原理

221教育史

222教育心理学

222発達心理学

221教育法制論

223教育課程論（中等）

223道徳・特別活動論（中等）

222教育方法・技術論（中等）

223生徒指導論

222教育相談（学校カウンセリングを含む）

224教職実践演習（栄養教諭）

健康科学部
健康栄養学科　１回生用（２０１４年度入学生）

※は本学指定の資格必修
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卒業要件

開 講 時 期管
理
栄
養
士

受
験
資
格
必
修

栄
養
士

資
格
必
修

単位数
配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生選

択
推
奨

必
修 後前後前後前後前

　

単
位
以
上
選
択
必
修
（
た
だ
し
、
各
区
分
２
単
位
以
上
修
得
の
こ
と
）

２６

222西洋哲学

人
間
と
社
会

教
養
科
目

222東洋思想

221心理学概論

222人間関係論

221法学概論

222日本国憲法

221経済学概論

221人権教育

221◆社会学

222国際社会論

222歴史学入門
歴
史
と
文
化

222科学史

221文化芸術論

221日本文芸の世界

221生命科学入門
自
然
・
科
学

と
人
間

222生命倫理

222地球環境論

221数理科学入門

221英語コミュニケーションⅠ

言
語
と
情
報

221英語コミュニケーションⅡ

222オーラルコミュニケーションⅠ

222オーラルコミュニケーションⅡ

①11短期語学留学

111情報処理演習Ⅰ

111情報処理演習Ⅱ

221運動の科学
健
康
と

ス
ポ
ー
ツ

111スポーツ実習Ⅰ

111スポーツ実習Ⅱ

111ベーシックセミナー

教
養
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム

111キャリア入門セミナー

111キャリア形成セミナー

111日本語と表現

①①12・3企業インターンシップ

①12海外インターンシップ

①12学校インターンシップ

43411教養科目単位数合計

健康科学部
健康栄養学科　2回生用（２０１３年度入学生）

［表中の記号等について］
◆…今年度非開講
開講時期欄の丸数字は、集中講義形式で授業実施予定



132

卒業要件

開 講 時 期管
理
栄
養
士

受
験
資
格
必
修

栄
養
士

資
格
必
修

単位数
配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生選

択
推
奨

必
修 後前後前後前後前

【
卒
業
に
必
要
な
最
低
単
位
数
】
教
養
科
目
で　

単
位
、
専
門
基
礎
科
目
・
専
門
科
目
で　

単
位
、
上
記
以
外
に
修
得
し
た　

単
位
、
合
計　

単
位
と
す
る
。

２６

７８

２０

１２４

221精神保健学

共
通
科
目

専
門
基
礎
科
目

222児童心理学

222高齢者心理学

221障害者心理学

222自立生活支援論

221社会福祉論

111チーム医療論
社
会
・
環
境
（
人
間
と
生
活
）
と
健
康

①11チーム医療ふれあい実習

221◆健康と食生活

223フードコーディネイト論

2○○21健康管理論

2○○22公衆衛生学

222疫学・社会調査演習

223健康づくり運動処方演習

2○○24保健医療福祉概論

222統計の基礎

221◆医学入門

人
体
の
構
造
と
機
能
・
疾
病
の
成
り
立
ち

221栄養学のための生物学

2○○22解剖生理学Ⅰ

2○22解剖生理学Ⅱ

2○○21生化学Ⅰ

2○22生化学Ⅱ

2○○22臨床病態学

2○21微生物学

2○○22運動生理学

1○○12解剖生理学実習

1○○12生化学実験

1○11微生物学実験

2○○23運動生理学実習

223分子栄養学

2○○21食品学総論

食
べ
物
と
健
康

2○○21◆食品機能論

223食品薬理学

2○○22食品衛生学

2○○21調理学

222食文化論

221基礎化学

1○11基礎化学実験

1○○11食品学実験

1○○12調理科学実験

1○○12食品衛生学実験

222食品設計開発学演習

2○○21調理学実習Ⅰ

2○○21調理学実習Ⅱ

3742専門基礎科目単位数合計

健康科学部
健康栄養学科　2回生用（２０１３年度入学生）
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卒業要件

開 講 時 期管
理
栄
養
士

受
験
資
格
必
修

栄
養
士

資
格
必
修

単位数
配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生選

択
推
奨

必
修 後前後前後前後前

【
卒
業
に
必
要
な
最
低
単
位
数
】
教
養
科
目
で　

単
位
、
専
門
基
礎
科
目
・
専
門
科
目
で　

単
位
、
上
記
以
外
に
修
得
し
た　

単
位
、
合
計　

単
位
と
す
る
。

２６

７８

２０

１２４

2○○22基礎栄養学Ⅰ基
礎
栄
養
学

専
門
科
目

2○○22基礎栄養学Ⅱ

1○○13基礎栄養学実験

2○○22ライフステージ栄養学

応
用
栄
養
学

223スポーツ栄養管理

2○○23小児栄養演習

（2）2○23高齢者栄養演習

2○○22ライフステージ栄養学実習

2○○22栄養教育論Ⅰ

栄
養
教
育
論

2○○23栄養教育論Ⅱ

2○23栄養教育論演習

2○○23栄養教育論実習

1○13食情報システム実習

2○○22臨床栄養学Ⅰ

臨
床
栄
養
学

2○23臨床栄養学Ⅱ

2○23臨床栄養学Ⅲ

2○23臨床栄養学Ⅳ

2○○23臨床栄養学実習Ⅰ

2○23臨床栄養学実習Ⅱ

2○○23公衆栄養学公
衆
栄
養
学

2○24地域栄養活動論

1○14地域栄養活動論実習

2○○22給食経営管理論Ⅰ
給
食
経
営
管
理
論

2○22給食経営管理論Ⅱ

223フードシステム経済学

2○○22給食経営管理論実習Ⅰ

2○○23給食経営管理論実習Ⅱ

223外書講読

総
合
演
習

2○23総合演習

①12総合対策演習Ⅰ

①13総合対策演習Ⅱ

224特別演習Ⅰ

2○※24特別演習Ⅱ

①○○13臨地実習Ⅰ
臨
地
実
習

①○13臨地実習Ⅱ

①○13臨地実習Ⅲ

①○14臨地実習Ⅳ

224卒業研究

3136専門科目単位数合計

健康科学部
健康栄養学科　2回生用（２０１３年度入学生）

※は本学指定の資格必修
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卒業要件

開 講 時 期管
理
栄
養
士

受
験
資
格
必
修

栄
養
士

資
格
必
修

単位数
配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生選

択
推
奨

必
修 後前後前後前後前

卒
業
単
位
に
含
ま
れ
ま
せ
ん

223栄養教諭論栄
養
教
諭

栄
養
教
諭
免
許
課
程

223食に関する指導論

224栄養教育実習

222教職概論

教
職
科
目

222教育原理

221教育史

222教育心理学

223臨床発達心理学

221教育社会学

221教育行政学

223教育課程論（中等）

223道徳・特別活動論（中等）

222教育方法・技術論（中等）

223生徒指導論

222教育相談

224教職実践演習（栄養教諭）

卒業単位には
含まれません001管理栄養士へのベーシックサイエンス専門準備科目

健康科学部
健康栄養学科　2回生用（２０１３年度入学生）
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卒業要件

開 講 時 期管
理
栄
養
士

受
験
資
格
必
修

栄
養
士

資
格
必
修

単位数
配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生選

択
推
奨

必
修 後前後前後前後前

　

単
位
以
上
選
択
必
修
（
た
だ
し
、
各
区
分
２
単
位
以
上
修
得
の
こ
と
）

２６

222西洋哲学

人
間
と
社
会

教
養
科
目

222東洋思想

221心理学概論

222人間関係論

221法学概論

222日本国憲法

221経済学概論

221人権教育

221◆社会学

222　国際社会論

222歴史学入門
歴
史
と
文
化

222科学史

221文化芸術論

221日本文芸の世界

221生命科学入門
自
然
・
科
学

と
人
間

222生命倫理

222地球環境論

221数理科学入門

221英語コミュニケーションⅠ

言
語
と
情
報

221英語コミュニケーションⅡ

222オーラルコミュニケーションⅠ

222オーラルコミュニケーションⅡ

①11短期語学留学

111情報処理演習Ⅰ

111情報処理演習Ⅱ

221運動の科学
健
康
と

ス
ポ
ー
ツ

111スポーツ実習Ⅰ

111スポーツ実習Ⅱ

111ベーシックセミナー

教
養
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム

111キャリアデザインセミナー

111キャリア発展セミナー

111日本語と表現

111◆　会話とマナー入門

①①12・3企業インターンシップ

①12海外インターンシップ

①12学校インターンシップ

43511教養科目単位数合計

健康科学部
健康栄養学科　3回生用（２０１２年度入学生） ※科目名称の　　は過年度科目

［表中の記号等について］
◆…今年度非開講
開講時期欄の丸数字は、集中講義形式で授業実施予定
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卒業要件

開 講 時 期管
理
栄
養
士

受
験
資
格
必
修

栄
養
士

資
格
必
修

単位数
配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生選

択
推
奨

必
修 後前後前後前後前

【
卒
業
に
必
要
な
最
低
単
位
数
】
教
養
科
目
で　

単
位
、
専
門
基
礎
科
目
・
専
門
科
目
で　

単
位
、
上
記
以
外
に
修
得
し
た　

単
位
、
合
計　

単
位
と
す
る
。

２６

７８

２０

１２４

221精神保健学

共
通
科
目

専
門
基
礎
科
目

222児童心理学

222高齢者心理学

221障害者心理学

222自立生活支援論

221社会福祉論

111チーム医療論
社
会
・
環
境
（
人
間
と
生
活
）
と
健
康

①11チーム医療ふれあい実習

221◆健康と食生活

223フードコーディネイト論

2○○21健康管理論

2○○22公衆衛生学

222疫学・社会調査演習

223健康づくり運動処方演習

2○○24保健医療福祉概論

222統計の基礎

221◆医学入門

人
体
の
構
造
と
機
能
・
疾
病
の
成
り
立
ち

221栄養学のための生物学

2○○22解剖生理学Ⅰ

2○22解剖生理学Ⅱ

2○○21生化学Ⅰ

2○22生化学Ⅱ

2○○22臨床病態学

2○23微生物学

2○○22運動生理学

1○○12解剖生理学実習

1○○12生化学実験

1○13微生物学実験

2○○23運動生理学実習

223分子栄養学

2○○21食品学総論

食
べ
物
と
健
康

2○○21◆食品機能論

223食品薬理学

2○○22食品衛生学

2○○22調理学

222食文化論

221基礎化学

1○11基礎化学実験

1○○11食品学実験

1○○12調理科学実験

1○○12食品衛生学実験

222食品設計開発学演習

2○○21調理学実習Ⅰ

2○○21調理学実習Ⅱ

3742専門基礎科目単位数合計

健康科学部
健康栄養学科　3回生用（２０１２年度入学生）
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卒業要件

開 講 時 期管
理
栄
養
士

受
験
資
格
必
修

栄
養
士

資
格
必
修

単位数
配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生選

択
推
奨

必
修 後前後前後前後前

【
卒
業
に
必
要
な
最
低
単
位
数
】
教
養
科
目
で　

単
位
、
専
門
基
礎
科
目
・
専
門
科
目
で　

単
位
、
上
記
以
外
に
修
得
し
た　

単
位
、
合
計　

単
位
と
す
る
。

２６

７８

２０

１２４

2○○22基礎栄養学Ⅰ基
礎
栄
養
学

専
門
科
目

2○○22基礎栄養学Ⅱ

1○○13基礎栄養学実験

2○○22ライフステージ栄養学

応
用
栄
養
学

223スポーツ栄養管理

2○○23小児栄養演習

（2）2○23高齢者栄養演習

2○○22ライフステージ栄養学実習

2○○22栄養教育論Ⅰ

栄
養
教
育
論

2○○23栄養教育論Ⅱ

2○23栄養教育論演習

2○○23栄養教育論実習

1○13食情報システム実習

2○○22臨床栄養学Ⅰ

臨
床
栄
養
学

2○23臨床栄養学Ⅱ

2○23臨床栄養学Ⅲ

2○23臨床栄養学Ⅳ

2○○23臨床栄養学実習Ⅰ

2○23臨床栄養学実習Ⅱ

2○○23公衆栄養学公
衆
栄
養
学

2○24地域栄養活動論

1○14地域栄養活動論実習

2○○22給食経営管理論Ⅰ
給
食
経
営
管
理
論

2○22給食経営管理論Ⅱ

223フードシステム経済学

2○○22給食経営管理論実習Ⅰ

2○○23給食経営管理論実習Ⅱ

223外書講読

総
合
演
習

2○23総合演習

①12総合対策演習Ⅰ

①13総合対策演習Ⅱ

224特別演習Ⅰ

2○※24特別演習Ⅱ

①○○13臨地実習Ⅰ
臨
地
実
習

①○13臨地実習Ⅱ

①○13臨地実習Ⅲ

①○14臨地実習Ⅳ

224卒業研究

3136専門科目単位数合計

健康科学部
健康栄養学科　3回生用（２０１２年度入学生）

※は本学指定の資格必修
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卒業要件

開 講 時 期管
理
栄
養
士

受
験
資
格
必
修

栄
養
士

資
格
必
修

単位数
配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生選

択
推
奨

必
修 後前後前後前後前

卒
業
単
位
に
含
ま
れ
ま
せ
ん

223栄養教諭論栄
養
教
諭

栄
養
教
諭
免
許
課
程

223食に関する指導論

224栄養教育実習

222教職概論

教
職
科
目

222教育原理

221教育史

222教育心理学

223臨床発達心理学

221教育社会学

221教育行政学

223教育課程論（中等）

223道徳・特別活動論（中等）

222教育方法・技術論（中等）

223生徒指導論

222教育相談

224教職実践演習（栄養教諭）

卒業単位には
含まれません001管理栄養士へのベーシックサイエンス専門準備科目

健康科学部
健康栄養学科　3回生用（２０１２年度入学生）
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卒業要件
開 講 時 期管

理
栄
養
士

受
験
資
格
必
修

栄
養
士

資
格
必
修

単位数
配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生選

択
推
奨

必
修 後前後前後前後前

　

単
位
以
上
選
択
必
修
（
た
だ
し
、
各
区
分
２
単
位
以
上
修
得
の
こ
と
）

２６

221くらしと法律

社
会
の
理
解

教　

養　

科　

目

221くらしと経済

222◆　くらしと技術

222日本国憲法

222　　国際社会と日本

221　　自然・科学と人間自
然
の

理
解 222地球環境論

221心理学入門Ⅰ

人
間
・
文
化
の
理
解

221◆　心理学入門Ⅱ

222◆　人格と発達

222人間関係論

221◆　大和の歴史と文化

②②21・2短期語学留学

222◆　くらしと音楽

222◆　くらしと美術

221英語コミュニケーションⅠコ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

221英語コミュニケーションⅡ

222オーラルコミュニケーション

221情報処理演習Ⅰ

221情報処理演習Ⅱ

222◆　情報処理演習Ⅲ

221運動の科学
健
康
と

ス
ポ
ー
ツ

111スポーツ実習Ⅰ

111スポーツ実習Ⅱ

221基礎ゼミ

ガ
イ
ダ
ン
ス
教
育

221◆　会話とマナー入門

221日本語と表現

222統計の基礎

221◆　化学入門

221◆　生物学入門

111キャリアデザインセミナーキ
ャ
リ
ア
教
育

111キャリア発展セミナー

②22キャリア体験実習

②②22・3企業インターンシップ

50410教養科目単位数合計

健康科学部
健康栄養学科　4回生用（２０１１年度入学生）　　 ※科目名称の　　　　は過年度科目

［表中の記号等について］
◆…今年度非開講
開講時期欄の丸数字は、集中講義形式で授業実施予定
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卒業要件
開 講 時 期管

理
栄
養
士

受
験
資
格
必
修

栄
養
士

資
格
必
修

単位数
配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生選

択
推
奨

必
修 後前後前後前後前

【
卒
業
に
必
要
な
最
低
単
位
数
】
教
養
科
目
で　

単
位
、
専
門
基
礎
科
目
・
専
門
科
目
で　

単
位
、
上
記
以
外
に
修
得
し
た　

単
位
、
合
計　

単
位
と
す
る
。

２６

７８

２０

１２４

221精神保健学

共
通
科
目

専
門
基
礎
科
目

222児童心理学

222高齢者心理学

221障害者心理学

222自立生活支援論

221社会福祉論

111チーム医療論
社
会
・
環
境
（
人
間
と
生
活
）
と
健
康

①11チーム医療ふれあい実習

221◆健康と食生活

223フードコーディネイト論

2○○21健康管理論

2○○22公衆衛生学

222疫学・社会調査演習

223健康づくり運動処方演習

2○○24保健医療福祉概論

221◆医学入門

人
体
の
構
造
と
機
能
・
疾
病
の
成
り
立
ち

2○○22解剖生理学Ⅰ

2○22解剖生理学Ⅱ

2○○21生化学Ⅰ

2○22生化学Ⅱ

2○○22臨床病態学

2○23微生物学

2○○22運動生理学

1○○12解剖生理学実習

1○○12生化学実験

1○13微生物学実験

2○○23運動生理学実習

223分子栄養学

2○○21食品学総論

食
べ
物
と
健
康

2○○21◆食品機能論

2○○22食品衛生学

2○○22調理学

222食文化論

1○11基礎化学実験

1○○11食品学実験

1○○12調理科学実験

1○○12食品衛生学実験

222食品設計開発学演習

2○○21調理学実習Ⅰ

2○○21調理学実習Ⅱ

3338専門基礎科目単位数合計

健康科学部
健康栄養学科　4回生用（２０１１年度入学生）　
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卒業要件
開 講 時 期管

理
栄
養
士

受
験
資
格
必
修

栄
養
士

資
格
必
修

単位数
配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生選

択
推
奨

必
修 後前後前後前後前

【
卒
業
に
必
要
な
最
低
単
位
数
】
教
養
科
目
で　

単
位
、
専
門
基
礎
科
目
・
専
門
科
目
で　

単
位
、
上
記
以
外
に
修
得
し
た　

単
位
、
合
計　

単
位
と
す
る
。

２６

７８

２０

１２４

2○○22基礎栄養学Ⅰ基
礎
栄
養
学

専　

門　

科　

目

2○○22基礎栄養学Ⅱ

1○○13基礎栄養学実験

2○○22ライフステージ栄養学

応
用
栄
養
学

223スポーツ栄養管理

2○○23小児栄養演習

2○23高齢者栄養演習

2○○22ライフステージ栄養学実習

2○○22栄養教育論Ⅰ

栄
養
教
育
論

2○○23栄養教育論Ⅱ

2○23栄養教育論演習

2○○23栄養教育論実習

1○13食情報システム実習

2○○22臨床栄養学Ⅰ

臨
床
栄
養
学

2○23臨床栄養学Ⅱ

2○23臨床栄養学Ⅲ

2○23臨床栄養学Ⅳ

2○○23臨床栄養学実習Ⅰ

2○23臨床栄養学実習Ⅱ

2○○23公衆栄養学公
衆
栄
養
学

2○24地域栄養活動論

1○14地域栄養活動論実習

2○○22給食経営管理論Ⅰ
給
食
経
営
管
理
論

2○22給食経営管理論Ⅱ

223フードシステム経済学

2○○22給食経営管理論実習Ⅰ

2○○23給食経営管理論実習Ⅱ

223外書講読

総
合
演
習

2○23総合演習

①○※12総合対策演習Ⅰ

①○※13総合対策演習Ⅱ

2○※24特別演習Ⅰ

2○※24特別演習Ⅱ

①○○13臨地実習Ⅰ
臨
地
実
習

①○13臨地実習Ⅱ

①○13臨地実習Ⅲ

①○14臨地実習Ⅳ

２24卒業研究

3334専門科目単位数合計

健康科学部
健康栄養学科　4回生用（２０１１年度入学生）　

※は本学指定の資格必修
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卒業要件
開 講 時 期管

理
栄
養
士

受
験
資
格
必
修

栄
養
士

資
格
必
修

単位数
配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生選

択
推
奨

必
修 後前後前後前後前

卒
業
単
位
に
含
ま
れ
ま
せ
ん

223栄養教諭論栄
養
教
諭

栄
養
教
諭
免
許
課
程

223食に関する指導論

224栄養教育実習

222教職概論

教
職
科
目

222教育原理

221教育史

222教育心理学

223臨床発達心理学

221教育社会学

221教育行政学

223教育課程論（中等）

223道徳・特別活動論（中等）

222教育方法・技術論（中等）

223生徒指導論

222教育相談

224教職実践演習（栄養教諭）

　

健康科学部
健康栄養学科　4回生用（２０１１年度入学生）　
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卒業要件

開 講 時 期コースカリキュラム単位数
配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生造

形
デ
ザ

イ
ン

イ
ン
テ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン

建
築
・
ま

ち
づ
く
り

選
択

推
奨

必
修 後前後前後前後前

　

単
位
以
上
選
択
必
修
（
た
だ
し
、
各
区
分
１
科
目
以
上
修
得
の
こ
と
）

２６

222西洋哲学

人
間
と
社
会

教
養
科
目

222東洋思想

221心理学概論

222人間関係論

221法学概論

222日本国憲法

221経済学概論

221人権教育

221◆社会学

222国際社会論

222歴史学入門
歴
史
と
文
化

222科学史

2△△21文化芸術論

221日本文芸の世界

221生命科学入門
自
然
・
科
学

と
人
間

2●●●23生命倫理

222地球環境論

221数理科学入門

2●●●21英語コミュニケーションⅠ

言
語
と
情
報

2●●●21英語コミュニケーションⅡ

222オーラルコミュニケーションⅠ

222オーラルコミュニケーションⅡ

①11短期語学留学

1●●●11情報処理演習Ⅰ

1●●●11情報処理演習Ⅱ

221運動の科学
健
康
と

ス
ポ
ー
ツ

111スポーツ実習Ⅰ

①11スポーツ実習Ⅱ

1●●●11ベーシックセミナー

教
養
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム

1●●●11キャリア入門セミナー

1111・2キャリア形成セミナー（偶数年開講）

111日本語と表現

①①12企業インターンシップ

①12海外インターンシップ

①12学校インターンシップ

44410教養科目単位数合計

健康科学部
人間環境デザイン学科　１回生用（２０１４年度入学生）　

［表中の記号等について］
　◆…今年度非開講
　開講時期欄の丸数字は、集中講義形式で授業実施予定
　科目名後の（E）は教育学部開講科目を示す
コースカリキュラム欄の●は，卒業必修
コースカリキュラム欄の○は，コース推奨科目
コースカリキュラム欄の□，◇，△は，同種印のいずれか２単位選択必修
コースカリキュラム欄の☆は，いずれか８単位選択必修
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卒業要件

開 講 時 期コースカリキュラム単位数
配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生造

形
デ
ザ

イ
ン

イ
ン
テ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン

建
築
・
ま

ち
づ
く
り

選
択

推
奨

必
修 後前後前後前後前

【
卒
業
に
必
要
な
最
低
単
位
数
】
教
養
科
目
で　

単
位
、
専
門
基
礎
科
目
・
専
門
科
目
で　

単
位
、
上
記
以
外
に
修
得
し
た
単
位
及
び
他
大
学
・
学
部
で
修
得

２６

７８

し
た　

単
位
、
合
計　

単
位
と
す
る
。

２０

１２４

221健康管理論

共
通
科
目

専
門
基
礎
科
目

221精神保健学

221児童心理学

221高齢者心理学

221障害者心理学

222自立生活支援論

221社会福祉論

2●●●21景観・まちづくり演習
社
会
・
環
境
（
人
間
と
生
活
）

と
健
康

2●●●21ユニバーサルデザイン

2○21衣生活論

2△△21住生活論

2●●●21色彩論Ⅰ

2●●●22色彩論Ⅱ

222現代の家族関係

221リハビリテーション入門
人
体
の
構
造
と
機
能

・
障
害
克
服
の
支
援

2●●●21日常生活活動学入門

2●●●21人間工学

2☆○22人間工学実験

②23人体感覚計測実験

2○☆○22デザインのための心理学
知
覚
と
認
識

・
心
の
理
解

2○☆○23環境心理学

2○☆22認知心理学

2○☆22色彩心理学

2●●●21デッサンⅠ

表
現
の
技
術

2○△△21デッサンⅡ

2○△△21立体表現Ⅰ

2△△21立体表現Ⅱ

2○△△22コンピュータグラフィック

42014専門基礎科目単位数合計

健康科学部
人間環境デザイン学科　１回生用（２０１４年度入学生）
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卒業要件

開 講 時 期コースカリキュラム単位数
配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生造

形
デ
ザ

イ
ン

イ
ン
テ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン

建
築
・
ま

ち
づ
く
り

選
択

推
奨

必
修 後前後前後前後前

【
卒
業
に
必
要
な
最
低
単
位
数
】
教
養
科
目
で　

単
位
、
専
門
基
礎
科
目
・
専
門
科
目
で　

単
位
、
上
記
以
外
に
修
得
し
た
単
位
及
び
他
大
学
・
学
部
で
修
得
し
た　

単
位
、

２６

７８

２０

合
計　

単
位
と
す
る
。

１２４

※
の
3
科
目
よ
り
1
科
目
選
択
必
修

2○●○22インテリアデザイン

イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
・
造
形
デ
ザ
イ
ン

専
門
科
目

2●○22インテリアデザイン演習Ⅰ
(2)2●23インテリアデザイン演習Ⅱ

2○☆22インテリア商品と販売知識
2○☆○21生活環境素材論
2○21アパレル構成論

2○23ファッションビジネス論
2○22アパレル構成実習Ⅰ
2○22アパレル構成実習Ⅱ

②○23アパレル構成実習Ⅲ
②○23アパレルデザイン演習
2○23テキスタイル実習

2○☆22福祉機器論
2○23プロダクトデザインA
2○23プロダクトデザインB
2□2※4ユニバーサルデザイン(ファッション)
2□□2※4ユニバーサルデザイン(プロダクト)

2☆●21建築学概論

建
築

2☆●21住環境計画Ⅰ
2☆●22住環境計画Ⅱ

2○23福祉のまちづくり（地域計画論）
2●●21建築図学
2●●22建築設計演習Ⅰ
2●●22建築設計演習Ⅱ
2●23建築設計演習Ⅲ
2●23建築設計演習Ⅳ

2□□○2※3ユニバーサルデザイン(環境)
2☆○22建築ＣＡＤⅠ
2☆○23建築ＣＡＤⅡ
2☆●23建築環境工学
2☆●23建築設備学演習

2☆●23建築材料学
2☆●21構造力学Ⅰ
2☆●22構造力学Ⅱ
2☆●22建築一般構造Ⅰ
2☆●23建築一般構造Ⅱ
(2)2●23建築材料実験
2●23測量実習
2☆●24建築施工

2○△△22住生活史
2○△△22日本建築史
2○△△22西洋･東洋建築史

2☆●24建築法規

   いずれか１科目選択必修
2◇◇◇22プロジェクトゼミAプ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
ゼ
ミ 2◇◇◇23プロジェクトゼミB

④●●●44卒業研究

904専門科目単位数合計

健康科学部
人間環境デザイン学科　１回生用（２０１４年度入学生）



146

卒業要件

開 講 時 期コースカリキュラム単位数
配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生造

形
デ
ザ

イ
ン

イ
ン
テ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン

建
築
・
ま

ち
づ
く
り

選
択

推
奨

必
修 後前後前後前後前

【
卒
業
に
必
要
な
最
低
単
位
数
】教
養
科
目
で　

単
位
、専
門
基
礎

２６

科
目
・
専
門
科
目
で　

単
位
、上
記
以
外
に
修
得
し
た
単
位
及
び
他

７８

大
学
・
学
部
で
修
得
し
た　

単
位
、合
計　

単
位
と
す
る
。

２０

１２４

222心理学研究法(E)
認
定
心
理
士
科
目
（
教
育
学
部
開
設
）

222心理統計学(E)

222心理学基礎実験(E)

223心理検査法実習(E)

222学習心理学(E)

222発達心理学(E)

223発達脳科学(E)

222人格心理学(E)

223社会心理学(E)

223家族心理学(E)

卒
業
単
位
に
含
ま
れ
ま
せ
ん

223家庭経営学

教
育
職
員
免
許
状
に
関
す
る
科
目
（
家
庭
）

223家庭電気・機械

223健康と食生活

223調理実習

223保育学

223家庭科指導法Ⅰ

223家庭科指導法Ⅱ

223家庭科指導法Ⅲ

223家庭科指導法Ⅳ

114家庭科教育実習指導

④44家庭科教育実習(中)

②24家庭科教育実習(高)

222教職概論

222教育原理

221教育史

222教育心理学

222発達心理学

221教育法制論

223教育課程論（中等）

223道徳指導法（中等）

223特別活動指導法（中等）

222教育方法・技術論（中等）

223生徒・進路指導論（中等）

222教育相談（学校カウンセリングを含む）

224教職実践演習（中・高）

卒業単位には
含まれません001建築へのベーシックサイエンス専門準備科目

健康科学部
人間環境デザイン学科　１回生用（２０１４年度入学生）

再掲
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卒業要件

開 講 時 期コースカリキュラム単位数
配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生造

形
デ
ザ

イ
ン

イ
ン
テ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン

建
築
・
ま

ち
づ
く
り

選
択

推
奨

必
修 後前後前後前後前

　

単
位
以
上
選
択
必
修
（
た
だ
し
、
各
区
分
２
単
位
以
上
修
得
の
こ
と
）

２６

222西洋哲学

人
間
と
社
会

教
養
科
目

222東洋思想

221心理学概論

222人間関係論

221法学概論

222日本国憲法

221経済学概論

221人権教育

221◆社会学

222国際社会論

222歴史学入門
歴
史
と
文
化

222科学史

2△△21文化芸術論

221日本文芸の世界

221生命科学入門
自
然
・
科
学

と
人
間

2●●●23生命倫理

222地球環境論

221数理科学入門

2●●●21英語コミュニケーションⅠ

言
語
と
情
報

2●●●21英語コミュニケーションⅡ

222オーラルコミュニケーションⅠ

222オーラルコミュニケーションⅡ

①11短期語学留学

1●●●11情報処理演習Ⅰ

1●●●11情報処理演習Ⅱ

221運動の科学
健
康
と

ス
ポ
ー
ツ

111スポーツ実習Ⅰ

111スポーツ実習Ⅱ

1●●●11ベーシックセミナー

教
養
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム

1●●●11キャリア入門セミナー

1111・2キャリア形成セミナー（偶数年開講）

111日本語と表現

①①12・3企業インターンシップ

①12海外インターンシップ

①12学校インターンシップ

44410教養科目単位数合計

健康科学部
人間環境デザイン学科　2回生用（２０１３年度入学生）

［表中の記号等について］
　◆…今年度非開講
　開講時期欄の丸数字は、集中講義形式で授業実施予定
　科目名後の（E）は教育学部開講科目を示す
コースカリキュラム欄の●は，卒業必修
コースカリキュラム欄の○は，コース推奨科目
コースカリキュラム欄の□，◇，△は，同種印のいずれか２単位選択必修
コースカリキュラム欄の☆は，いずれか８単位選択必修
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卒業要件

開 講 時 期コースカリキュラム単位数
配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生造

形
デ
ザ

イ
ン

イ
ン
テ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン

建
築
・
ま

ち
づ
く
り

選
択

推
奨

必
修 後前後前後前後前

【
卒
業
に
必
要
な
最
低
単
位
数
】
教
養
科
目
で　

単
位
、
専
門
基
礎
科
目
・
専
門
科
目
で　

単
位
、
上
記
以
外
に
修
得
し
た
単
位
及
び
他
大
学
・
学
部
で
修
得

２６

７８

し
た　

単
位
、
合
計　

単
位
と
す
る
。

２０

１２４

221健康管理論

共
通
科
目

専
門
基
礎
科
目

221精神保健学

222児童心理学

222高齢者心理学

221障害者心理学

222自立生活支援論

221社会福祉論

2●●●21景観・まちづくり演習
社
会
・
環
境
（
人
間
と
生
活
）

と
健
康

2●●●21ユニバーサルデザイン

2○21衣生活論

2△△21住生活論

2●●●21色彩論Ⅰ

2●●●22色彩論Ⅱ

222現代の家族関係

221リハビリテーション入門
人
体
の
構
造
と
機
能

・
障
害
克
服
の
支
援

2●●●21日常生活活動学入門

2●●●21人間工学

2☆○22人間工学実験

②23人体感覚計測実験

2○☆○22デザインのための心理学
知
覚
と
認
識

・
心
の
理
解

2○☆○22環境心理学

2○☆22認知心理学

2○☆22色彩心理学

2●●●21デッサンⅠ

表
現
の
技
術

2○△△21デッサンⅡ

2○△△21立体表現Ⅰ

2△△21立体表現Ⅱ

2○△△22コンピュータグラフィック

42014専門基礎科目単位数合計

健康科学部
人間環境デザイン学科　2回生用（２０１３年度入学生）
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卒業要件

開 講 時 期コースカリキュラム単位数
配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生造

形
デ
ザ

イ
ン

イ
ン
テ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン

建
築
・
ま

ち
づ
く
り

選
択

推
奨

必
修 後前後前後前後前

2○●○22インテリアデザイン

イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
・
ア
パ
レ
ル

専
門
科
目

2●○22インテリアデザイン演習Ⅰ
(2)2●23インテリアデザイン演習Ⅱ

【
卒
業
に
必
要
な
最
低
単
位
数
】
教
養
科
目
で　

単
位
、
専
門
基
礎
科
目
・
専
門
科
目
で　

単
位
、
上
記
以
外
に
修
得
し
た
単
位
及
び
他
大
学
・
学
部
で
修
得
し
た

２６

７８

　

単
位
、
合
計　

単
位
と
す
る
。

２０

１２４

※
の
３
科
目
よ
り
い
ず
れ
か
１
科
目
選
択
必
修

2○☆22インテリア商品と販売知識
2○☆○21生活環境素材論
2○21アパレル構成論

2○23ファッションビジネス論
2○22アパレル構成実習Ⅰ
2○22アパレル構成実習Ⅱ

②○23アパレル構成実習Ⅲ
②○23アパレルデザイン演習
2○23テキスタイル実習

2○☆22福祉機器論
2○○23プロダクトデザインA
2○○23プロダクトデザインB
2□2※4ユニバーサルデザイン(ファッション)
2□□2※4ユニバーサルデザイン(プロダクト)

2☆●21建築学概論

建
築

2☆●21住環境計画Ⅰ
2☆●22住環境計画Ⅱ

2○23福祉のまちづくり（地域計画論）
2●●21建築図学
2●●22建築設計演習Ⅰ
2●●22建築設計演習Ⅱ
2●23建築設計演習Ⅲ
2●23建築設計演習Ⅳ

2□□○2※3ユニバーサルデザイン(環境)
2☆○22建築ＣＡＤⅠ
2☆○23建築ＣＡＤⅡ
2☆●23建築環境工学
2☆●23建築設備学演習

2☆●23建築材料学
2☆●21構造力学Ⅰ
2☆●22構造力学Ⅱ
2☆●22建築一般構造Ⅰ
2☆●23建築一般構造Ⅱ
(2)2●23建築材料実験
2●23測量実習
2☆●24建築施工

2○△△22住生活史
2○△△22日本建築史
2○△△22西洋･東洋建築史

2☆●24建築法規

   いずれか１科目選択必修
2◇◇◇22プロジェクトゼミAプ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
ゼ
ミ 2◇◇◇23プロジェクトゼミB

④●●●44卒業研究

904専門科目単位数合計

健康科学部
人間環境デザイン学科　2回生用（２０１３年度入学生）
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卒業要件

開 講 時 期コースカリキュラム単位数
配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生造

形
デ
ザ

イ
ン

イ
ン
テ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン

建
築
・
ま

ち
づ
く
り

選
択

推
奨

必
修 後前後前後前後前

【
卒
業
に
必
要
な
最
低
単
位
数
】教
養
科
目
で　

単
位
、専
門
基
礎

２６

科
目
・
専
門
科
目
で　

単
位
、上
記
以
外
に
修
得
し
た
単
位
及
び
他

７８

大
学
・
学
部
で
修
得
し
た　

単
位
、合
計　

単
位
と
す
る
。

２０

１２４

222心理学研究法Ⅰ(E)

認
定
心
理
士
科
目
（
教
育
学
部
開
設
）

222心理学研究法Ⅱ(E)

222心理統計学(E)

222心理学基礎実験(E)

222心理学実験(E)

223心理検査法実習(E)

222学習心理学(E)

223コミュニケーション心理学(E)

222発達心理学(E)

224学校心理学(E)

223発達脳科学(E)

222人格心理学(E)

223社会心理学(E)

223家族心理学(E)

223社会心理学調査演習(E)

卒
業
単
位
に
含
ま
れ
ま
せ
ん

223家庭経営学

家
庭
科
教
諭

家
庭
科
教
諭
免
許
課
程

223家庭電気・機械

223健康と食生活

223調理実習

223保育学

223家庭科指導法Ⅰ

223家庭科指導法Ⅱ

223家庭科指導法Ⅲ

223家庭科指導法Ⅳ

114家庭科教育実習指導

④44家庭科教育実習(中)

②24家庭科教育実習(高)

222教職概論

教
職
科
目

222教育原理

221教育史

222教育心理学

223臨床発達心理学

221教育社会学

221教育行政学

223教育課程論（中等）

223道徳指導法（中等）

223特別活動指導法（中等）

222教育方法・技術論（中等）

223生徒・進路指導論（中等）

222教育相談

224教職実践演習（中・高）

卒業単位には
含まれません001建築へのベーシックサイエンス専門準備科目

健康科学部
人間環境デザイン学科　2回生用（２０１３年度入学生）
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卒業要件

開 講 時 期コースカリキュラム単位数
配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生造

形
デ
ザ

イ
ン

イ
ン
テ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン

建
築
・
ま

ち
づ
く
り

選
択

推
奨

必
修 後前後前後前後前

　

単
位
以
上
選
択
必
修
（
た
だ
し
、
各
区
分
２
単
位
以
上
修
得
の
こ
と
）

２６

222西洋哲学

人
間
と
社
会

教
養
科
目

222東洋思想

221心理学概論

222人間関係論

221法学概論

222日本国憲法

221経済学概論

221人権教育

221◆社会学

222国際社会論

222歴史学入門
歴
史
と
文
化

222科学史

221文化芸術論

221日本文芸の世界

221生命科学入門
自
然
・
科
学

と
人
間

223生命倫理

222地球環境論

221数理科学入門

2●●●21英語コミュニケーションⅠ

言
語
と
情
報

2●●●21英語コミュニケーションⅡ

222オーラルコミュニケーションⅠ

222オーラルコミュニケーションⅡ

①11短期語学留学

111情報処理演習Ⅰ

111情報処理演習Ⅱ

221運動の科学
健
康
と

ス
ポ
ー
ツ

111スポーツ実習Ⅰ

111スポーツ実習Ⅱ

1●●●11ベーシックセミナー

教
養
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム

1●●●11キャリアデザインセミナー

1111・2キャリア発展セミナー（偶数年開講）

111日本語と表現

111会話とマナー入門

①①12・3企業インターンシップ

①12海外インターンシップ

①12学校インターンシップ

44510教養科目単位数合計

健康科学部
人間環境デザイン学科　3回生用（２０１２年度入学生）

［表中の記号等について］
　◆…今年度非開講
　開講時期欄の丸数字は、集中講義形式で授業実施予定
　科目名後の（E）は教育学部開講科目を示す
コースカリキュラム欄の●は，卒業必修
コースカリキュラム欄の○は，コース推奨科目
コースカリキュラム欄の□，◇，△は，同種印のいずれか２単位選択必修
コースカリキュラム欄の☆は，いずれか８単位選択必修
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卒業要件

開 講 時 期コースカリキュラム単位数
配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生造

形
デ
ザ

イ
ン

イ
ン
テ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン

建
築
・
ま

ち
づ
く
り

選
択

推
奨

必
修 後前後前後前後前

【
卒
業
に
必
要
な
最
低
単
位
数
】
教
養
科
目
で　

単
位
、
専
門
基
礎
科
目
・
専
門
科
目
で　

単
位
、
上
記
以
外
に
修
得
し
た
単
位
及
び
他
大
学
・
学
部
で
修
得

２６

７８

し
た　

単
位
、
合
計　

単
位
と
す
る
。

２０

１２４

221健康管理論

共
通
科
目

専
門
基
礎
科
目

221精神保健学

222児童心理学

222高齢者心理学

221障害者心理学

222自立生活支援論

221社会福祉論

2●●●21景観・まちづくり演習
社
会
・
環
境
（
人
間
と
生
活
）

と
健
康

2●●●21ユニバーサルデザイン

2○21衣生活論

2△△21住生活論

2●●●21色彩論Ⅰ

2●●●22色彩論Ⅱ

222現代の家族関係

221リハビリテーション入門
人
体
の
構
造
と
機
能

・
障
害
克
服
の
支
援

2●●●21日常生活活動学入門

2●●●21人間工学

2☆○22人間工学実験

②○23人体感覚計測実験

2○☆○22デザインのための心理学
知
覚
と
認
識

・
心
の
理
解

2○☆○21環境心理学

2○☆22認知心理学

2○☆22色彩心理学

2●●●21デッサンⅠ

表
現
の
技
術

2○△△21デッサンⅡ

2○△△21立体表現Ⅰ

2△△21立体表現Ⅱ

2○△△22コンピュータグラフィック

42014専門基礎科目単位数合計

健康科学部
人間環境デザイン学科　3回生用（２０１２年度入学生）
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卒業要件

開 講 時 期コースカリキュラム単位数
配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生造

形
デ
ザ

イ
ン

イ
ン
テ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン

建
築
・
ま

ち
づ
く
り

選
択

推
奨

必
修 後前後前後前後前

【
卒
業
に
必
要
な
最
低
単
位
数
】
教
養
科
目
で　

単
位
、
専
門
基
礎
科
目
・
専
門
科
目
で　

単
位
、
上
記
以
外
に
修
得
し
た
単
位
及
び
他
大
学
・
学
部
で
修
得
し
た　

単
位
、
合
計　

単
位
と

２６

７８

２０

１２４

す
る
。

※
の
３
科
目
よ
り
い
ず
れ
か
１
科
目
選
択
必
修

2○●○22インテリアデザイン

イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
・
ア
パ
レ
ル

専
門
科
目

2●○22インテリアデザイン演習Ⅰ

(2)2●23インテリアデザイン演習Ⅱ

2○☆22インテリア商品と販売知識

2○☆○21生活環境素材論

2○21アパレル構成論

2○23ファッションビジネス論

2○22アパレル構成実習Ⅰ

2○22アパレル構成実習Ⅱ

②○23アパレル構成実習Ⅲ

②○23アパレルデザイン演習

2○23テキスタイル実習

2○☆22福祉機器論

2○○23プロダクトデザインA

2○○23プロダクトデザインB

2○2※4ユニバーサルデザイン(ファッション)

2○□□2※4ユニバーサルデザイン(プロダクト)

2☆●21建築学概論

建
築

2☆●21住環境計画Ⅰ
2☆●22住環境計画Ⅱ

2○23福祉のまちづくり（地域計画論）
2●●21建築図学
2●●22建築設計演習Ⅰ
2●●22建築設計演習Ⅱ
2●23建築設計演習Ⅲ
2●23建築設計演習Ⅳ

2□□2※3ユニバーサルデザイン(環境)
2☆○22建築ＣＡＤⅠ
2☆○23建築ＣＡＤⅡ
2☆●23建築環境工学
2☆●23建築設備学演習

2☆●23建築材料学
2☆●21構造力学Ⅰ
2☆●22構造力学Ⅱ
2☆●22建築一般構造Ⅰ
2☆●23建築一般構造Ⅱ
(2)2●23建築材料実験
2●23測量実習
2☆●24建築施工

2○△△21住生活史
2○△△22日本建築史
2○△△22西洋･東洋建築史

2○●24建築法規

   いずれか１科目選択必修
2◇◇◇22プロジェクトゼミAプ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
ゼ
ミ 2◇◇◇23プロジェクトゼミB

④●●●44卒業研究

824専門科目単位数合計

健康科学部
人間環境デザイン学科　3回生用（２０１２年度入学生）
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卒業要件

開 講 時 期コースカリキュラム単位数
配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生造

形
デ
ザ

イ
ン

イ
ン
テ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン

建
築
・
ま

ち
づ
く
り

選
択

推
奨

必
修 後前後前後前後前

【
卒
業
に
必
要
な
最
低
単
位
数
】教
養
科
目
で　

単
位
、専
門
基
礎

２６

科
目
・
専
門
科
目
で　

単
位
、上
記
以
外
に
修
得
し
た
単
位
及
び
他

７８

大
学
・
学
部
で
修
得
し
た　

単
位
、合
計　

単
位
と
す
る
。

２０

１２４

222心理学研究法Ⅰ(E)

認
定
心
理
士
科
目
（
教
育
学
部
開
設
）

222心理学研究法Ⅱ(E)

222心理統計学(E)

222心理学基礎実験(E)

222心理学実験(E)

223心理検査法実習(E)

222学習心理学(E)

223◆コミュニケーション心理学(E)

222発達心理学(E)

224学校心理学(E)

223発達脳科学(E)

222人格心理学(E)

223社会心理学(E)

223家族心理学(E)

223社会心理学調査演習(E)

卒
業
単
位
に
含
ま
れ
ま
せ
ん

223家庭経営学

家
庭
科
教
諭

家
庭
科
教
諭
免
許
課
程

223家庭電気・機械

223健康と食生活

223調理実習

223保育学

223家庭科指導法Ⅰ

223家庭科指導法Ⅱ

223家庭科指導法Ⅲ

223家庭科指導法Ⅳ

114家庭科教育実習指導

④44家庭科教育実習(中)

②24家庭科教育実習(高)

222教職概論

教
職
科
目

222教育原理

221教育史

222教育心理学

223臨床発達心理学

221教育社会学

221教育行政学

223教育課程論（中等）

223道徳指導法（中等）

223特別活動指導法（中等）

222教育方法・技術論（中等）

223生徒・進路指導論（中等）

222教育相談

224教職実践演習（中・高）

卒業単位には
含まれません001建築へのベーシックサイエンス専門準備科目

健康科学部
人間環境デザイン学科　3回生用（２０１２年度入学生）
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卒業要件
開 講 時 期コースカリキュラム単位数

配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生造

形
デ
ザ
イ
ン

イ
ン
テ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン

建
築
・ 

ま
ち
づ
く
り

選
択

推
奨

必
修 後前後前後前後前

　

単
位
以
上
選
択
必
修
（
た
だ
し
、
各
区
分
２
単
位
以
上
修
得
の
こ
と
）

２６

221くらしと法律

社
会
の
理
解

教　

養　

科　

目

221くらしと経済

222くらしと技術◆

222日本国憲法

222国際社会と日本

221自然・科学と人間自
然
の

理
解 222地球環境論

221心理学入門Ⅰ

人
間
・
文
化
の
理
解

221心理学入門Ⅱ◆

222人格と発達◆

222人間関係論

221大和の歴史と文化◆

②②21・2短期語学留学

222くらしと音楽◆

2○△△22くらしと美術◆

2●●●21英語コミュニケーションⅠコ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

2●●●21英語コミュニケーションⅡ

222オーラルコミュニケーション

2●●●21情報処理演習Ⅰ

221情報処理演習Ⅱ

222情報処理演習Ⅲ◆

221運動の科学
健
康
と

ス
ポ
ー
ツ

111スポーツ実習Ⅰ

111スポーツ実習Ⅱ

2●●●21基礎ゼミ
ガ
イ
ダ
ン
ス
教
育

2○○○21会話とマナー入門◆

2○○○21日本語と表現

221数学入門◆

221物理学入門◆

1●●●11キャリアデザインセミナー
キ
ャ
リ
ア

教
育 1111・2キャリア発展セミナー [偶数年開講]

②②22・3企業インターンシップ

4749教養科目単位数合計

健康科学部
人間環境デザイン学科　4回生用（２０１１年度入学生）　　　 ※科目名称の　　　　は過年度科目

［表中の記号等について］
　◆…今年度非開講
　開講時期欄の丸数字は、集中講義形式で授業実施予定
　科目名後の（E）は教育学部開講科目を示す
コースカリキュラム欄の●は，卒業必修
コースカリキュラム欄の○は，コース推奨科目
コースカリキュラム欄の□，◇，△は，同種印のいずれか２単位選択必修
コースカリキュラム欄の☆は，いずれか８単位選択必修
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卒業要件
開 講 時 期コースカリキュラム単位数

配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生造

形
デ
ザ
イ
ン

イ
ン
テ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン

建
築
・ 

ま
ち
づ
く
り

選
択

推
奨

必
修 後前後前後前後前

【
卒
業
に
必
要
な
最
低
単
位
数
】
教
養
科
目
で　

単
位
、
専
門
基
礎
科
目
・
専
門
科
目
で　

単
位
、
上
記
以
外
に
修
得
し
た
単
位
及
び
他
大
学
・
学
部
で

２６

７８

修
得
し
た　

単
位
、
合
計　

単
位
と
す
る
。

２０

１２４

2●●●21健康管理論

共
通
科
目

専　

門　

基　

礎　

科　

目

221精神保健学

222児童心理学

222高齢者心理学

221障害者心理学

222自立生活支援論

221社会福祉論

2●●●21景観・まちづくり演習
社
会
・
環
境
（
人
間
と
生
活
）

と
健
康

2●●●21ユニバーサルデザイン

2○21健康と衣生活

2△△21健康と住生活

2●●●21色彩論Ⅰ

2●●●22色彩論Ⅱ

222現代の家族関係

2●●●21リハビリテーション入門人
体
の
構
造
と
機
能
・

障
害
克
服
の
支
援

2●●●21日常生活活動学入門

2●●●21人間工学

2☆○22人間工学実験

②○23人体感覚計測実験

2○☆○22デザインのための心理学
知
覚
と
認
識
・ 

心
の
理
解

2○☆○21環境心理学

2○☆22認知心理学

2○☆22色彩心理学

2●●●21デッサンⅠ
表
現
の
技
術

2○△△21デッサンⅡ

2○△△21立体表現Ⅰ

2△△21立体表現Ⅱ

2○△△22コンピュータグラフィック

38018専門基礎科目単位数合計

健康科学部
人間環境デザイン学科　4回生用（２０１１年度入学生）　
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卒業要件
開 講 時 期コースカリキュラム単位数

配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生造

形
デ
ザ
イ
ン

イ
ン
テ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン

建
築
・ 

ま
ち
づ
く
り

選
択

推
奨

必
修 後前後前後前後前

2○●○22インテリアデザイン

生
活
用
品
・
ア
パ
レ
ル

専　

門　

科　

目

2●○22インテリアデザイン演習Ⅰ
(2)2●23インテリアデザイン演習Ⅱ

2○☆22インテリア商品と販売知識
【
卒
業
に
必
要
な
最
低
単
位
数
】
教
養
科
目
で　

単
位
、
専
門
基
礎
科
目
・
専
門
科
目
で　

単
位
、
上
記
以
外
に
修
得
し
た
単
位
及
び
他
大
学
・
学
部

２６

７８

で
修
得
し
た　

単
位
、
合
計　

単
位
と
す
る
。　　　　　　

２０

１２４

　

※
の
３
科
目
よ
り
い
ず
れ
か
１
科
目
選
択
必
修

2○☆○21生活環境素材論
2○21アパレル構成論

2○23ファッションビジネス論
2○22アパレル構成実習Ⅰ
2○22アパレル構成実習Ⅱ
2○23テキスタイル実習

2○☆22福祉機器論
2○2※4ユニバーサルデザイン(ファッション)
2○□□2※4ユニバーサルデザイン(プロダクト)

2☆●21建築学概論

住　

環　

境

2☆●21住環境計画Ⅰ
2☆●22住環境計画Ⅱ

2○23福祉のまちづくり（地域計画論）
2●●21建築図学
2●●22住環境設計製図Ⅰ
2●●22住環境設計製図Ⅱ
2●23建築設計製図Ⅰ
2●23建築設計製図Ⅱ

2□□2※3ユニバーサルデザイン(環境)
2☆○22住環境ＣＡＤⅠ

2☆○23住環境ＣＡＤⅡ
2☆●23住環境工学演習
2☆●23建築設備学演習

2☆●23建築材料学
2☆●21力の流れと安全Ⅰ
2☆●22力の流れと安全Ⅱ
2☆●22構造のデザインⅠ
2☆●23構造のデザインⅡ
(2)2●23建築材料実験
2●23測量実習
2☆●24建築の工法・生産

2○△△21住生活史
2○△△22日本建築史
2○△△22西洋･東洋建築史

2○●24環境づくりと法律

   いずれか１科目選択必修
2◇◇◇22プロジェクトゼミAプ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
ゼ
ミ 2◇◇◇23プロジェクトゼミB

④●●●44卒業研究
8204専門科目単位数合計

健康科学部
人間環境デザイン学科　4回生用（２０１１年度入学生）　
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卒業要件
開 講 時 期コースカリキュラム単位数

配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生造

形
デ
ザ
イ
ン

イ
ン
テ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン

建
築
・ 

ま
ち
づ
く
り

選
択

推
奨

必
修 後前後前後前後前

【
卒
業
に
必
要
な
最
低
単
位
数
】教
養
科
目
で　

単
位
、専
門
基
礎

２６

科
目
・
専
門
科
目
で　

単
位
、上
記
以
外
に
修
得
し
た
単
位
及
び
他

７８

大
学
・
学
部
で
修
得
し
た　

単
位
、合
計　

単
位
と
す
る
。

２０

１２４

222心理学研究法Ⅰ(E)

認
定
心
理
士
科
目
（
教
育
学
部
開
設
）

222心理学研究法Ⅱ(E)

222心理統計学(E)

222心理学基礎実験(E)

222心理学実験(E)

223心理検査法実習(E)

222学習心理学(E)

223コミュニケーション心理学(E)

222発達心理学(E)

224学校心理学(E)

223発達脳科学(E)

222人格心理学(E)

223社会心理学(E)

223家族心理学(E)

223社会心理学調査演習(E)

卒
業
単
位
に
含
ま
れ
ま
せ
ん

223家庭経営学

家
庭
科
教
諭

家
庭
科
教
諭
免
許
課
程

223家庭電気・機械

223健康と食生活

223調理実習

223保育学

223家庭科指導法Ⅰ

223家庭科指導法Ⅱ

223家庭科指導法Ⅲ

223家庭科指導法Ⅳ

114家庭科教育実習指導

④44家庭科教育実習(中)

②24家庭科教育実習(高)

222教職概論

教
職
科
目

222教育原理

221教育史

222教育心理学

223臨床発達心理学

221教育社会学

221教育行政学

223教育課程論（中等）

223道徳指導法（中等）

223特別活動指導法（中等）

222教育方法・技術論（中等）

223生徒・進路指導論（中等）

222教育相談

224教職実践演習（中・高）

健康科学部
人間環境デザイン学科　4回生用（２０１１年度入学生）　
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卒業
要件

開 講 時 期資格要件に関する科目コース対応単位数

配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生

認
定
心
理
士

保
育
士

教員免許状保
健
教
育

幼
児
教
育

学
校
教
育

選
択

推
奨

必
修

特
別
支
援

中
高
英
語

養
護

幼
稚
園

小
学
校 後前後前後前後前

　

単
位
選
択
必
修
（
た
だ
し
各
区
分
１
科
目
以
上
修
得
の
こ
と
）

２６

2◎◎◎22西洋哲学

人
間
と
社
会

教
養
科
目

2◎◎◎22東洋思想

2○○○○○21心理学概論

2○○○○○23人間関係論

2○○○21法学概論

2○○○○○○○○22日本国憲法

2○○○21経済学概論

2○○○○21人権教育

2○○○21◆社会学

2○○○22国際社会論

2○○○22歴史学入門歴
史
と
文
化

2○○○22科学史

2○○○21文化芸術論

2○○○21日本文芸の世界

2○○○21生命科学入門自
然
・
科
学

と
人
間

2●●●23生命倫理

2○○○22地球環境論

2○○○21数理科学入門

2○○○○○●●●21英語コミュニケーションA

言
語
と
情
報

2○●●●21英語コミュニケーションB

2○○○○22オーラルコミュニケーションA

2○○○○22オーラルコミュニケーションB

①○○○11短期語学留学

1○○○○○●●●11情報処理演習Ⅰ

1○○○○○●●●11情報処理演習Ⅱ

2○○○○○○○○21運動の科学
健
康
と

ス
ポ
ー
ツ

1○○○○○○○○11スポーツ実習A

①○○○○○○○11スポーツ実習B

1●●●11ベーシックセミナー

教
養
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム

1●●●11キャリア入門セミナー

1●●●11キャリア形成セミナーA

1○○○11キャリア形成セミナーB

1○○○12キャリア形成セミナーC

1○○○12キャリア形成セミナーD

1○○○11日本語と表現

①○○○12企業インターンシップ

①○○○12海外インターンシップ

①○○○12学校インターンシップ

46411教養科目単位数合計

教育学部
現代教育学科　１回生用（２０１４年度入学生）　

［表中の記号等について］
　◆…今年度非開講
　開講時期欄の丸数字は、集中講義形式で授業実施予定
※コース対応科目欄の●は卒業必修及びコース必修科目    
※コース対応科目欄の◎はコース推奨科目     
※コース対応科目欄の○はそのコースに対応した科目。○のついていない科目を受講することは可能で卒業単位に含まれますが時間割
上必ず受講できるとは限りません。    
※コース対応科目欄の□■は、同種印いずれか選択必修。ただし、小学校教員免許希望者は（初等）、中高教員免許希望者は（中等）の
履修が必要です。また、小学校と中高の両方を志望する者は、（初等）（中等）ともに履修が必要です。 

※資格要件に関する科目欄の○はその資格要件に含まれている科目。必修・選択の別については後掲の資格課程表で確認してください。
※学校教育コースで高校英語教員免許を希望し、小学校教員免許を希望しない場合は、「教育方法・技術論」「教育課程論」はいずれも
（中等）の修得が必要です。
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卒業
要件

開 講 時 期資格要件に関する科目コース対応単位数

配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生

認
定
心
理
士

保
育
士

教員免許状保
健
教
育

幼
児
教
育

学
校
教
育

選
択

推
奨

必
修

特
別
支
援

中
高
英
語

養
護

幼
稚
園

小
学
校 後前後前後前後前

【
卒
業
に
必
要
な
最
低
単
位
数
】
教
養
科
目
で　

単
位
、
専
門
基
礎
科
目
・
専
門
科
目
で　

単
位
、
上
記
以
外
に
修
得
し
た
単
位
及
び
他
大
学
・
学
部
で
修

２６

７８

得
し
た　

単
位
、
合
計　

単
位
と
す
る
。

２０

１２４

2○○○○○○●●●21教育心理学

専

門

基

礎

科

目

2○○○○●●●21現代教育論
2○○○○○●●●21教育原理
2○○○○○○○21教育史
2○○○○□22教育方法・技術論（初等）
2○○○○□22教育方法・技術論（中等）

2○○○○○○○23教育法制論
2○○○23生涯学習論
2○○○●○23幼児理解論

2●●●22特別支援教育入門
2○○○○○○21教職概論
2○○○○○21教職概論（幼保）
2○○○■21教育課程論（初等）
2○○○○■21教育課程論（中等）

2○○○○○23教育課程論（幼保）
2○○○○23道徳指導法（初等）
2○○○○23道徳指導法（中等）

2○○○○23道徳・特別活動論
2○○○24道徳実践演習（つくろう！道徳授業）

2○○○○22特別活動指導法（初等）
2○○○○23特別活動指導法（中等）

2○○○○23生徒・進路指導論（初等）
2○○○○23生徒・進路指導論（中等）

2○○○○23生徒指導論
2○○○21子ども英語活動

2◎◎◎23情報と社会
2○○○23プレゼンテーション実践
2○○○23DTP実践

2○○○22統計の基礎
2○○○○23レクリエーション活動

2○○○○○○○○○22発達心理学
2○○○○22人格心理学
2○○○○23発達脳科学

2○○○○21臨床心理学概論
2○○○○23カウンセリング

2○○○○○22精神保健学
2○○○○○○○○23教育相談（学校カウンセリングを含む）

2○○○○22欧米の文化と社会A
2○○○○22欧米の文化と社会B
2○○○○23欧米文化と子ども

2○○○○22文化理論講読
7408専門基礎科目単位数合計

教育学部
現代教育学科　１回生用（２０１４年度入学生）　
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教育学部
現代教育学科　１回生用（２０１４年度入学生）　

卒業
要件

開 講 時 期資格要件に関する科目コース対応単位数

配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生

認
定
心
理
士

保
育
士

教員免許状保
健
教
育

幼
児
教
育

学
校
教
育

選
択

推
奨

必
修

特
別
支
援

中
高
英
語

養
護

幼
稚
園

小
学
校 後前後前後前後前

【
卒
業
に
必
要
な
最
低
単
位
数
】
教
養
科
目
で　

単
位
、
専
門
基
礎
科
目
・
専
門
科
目
で　

単
位
、
上
記
以
外
に
修
得
し
た
単
位
及
び
他
大
学
・
学
部
で
修
得
し
た　

単
位
、

２６

７８

２０

合
計　

単
位
と
す
る
。

１２４

2○○○○○21国語科概論

専

門

科

目

2○○○○22社会科概論
2○○○○○21算数科概論

2○○○○22理科概論
2○○○○○21生活科概論
2○○○○○21音楽科概論
2○○○○○21図工科概論
2○○○○22家庭科概論

2○○○○○21体育科概論
2○○○22算数学

2○○○24国語科実践演習（つくろう！国語科）
2○○○24社会科実践演習（つくろう！社会科）
2○○○24算数科実践演習（つくろう！算数科）
2○○○24理科実践演習（つくろう！理科）
2○○○24生活科実践演習（つくろう！生活科）
2○○○24音楽科実践演習（つくろう！音楽科）
2○○○24図工科実践演習（つくろう！図工科）
2○○○24家庭科実践演習（つくろう！家庭科）
2○○○24体育科実践演習（つくろう！体育科）

2○○○23授業・保育実践演習
1○○11ピアノ入門演習A
1○○11ピアノ入門演習B
1○○○○12音楽実技演習

1○○○○○13ピアノ実践演習A
1○○○○○14ピアノ実践演習B

2○○○21英語Ａ
2○○○21英語Ｂ

2○○○21英語のしくみ
2○○○21英語の歴史
2○○○22英語学講読A
2○○○22英語学講読B

2○○○22特級英語A
2○○○22特級英語B
2○○○23異文化コミュニケーション論A
2○○○23異文化コミュニケーション論B
2○○○24英語学演習

2○○○23英米文学史A
2○○○23英米文学史B

2○○○22英米文学と子ども
2○○○22英米文学と教育

2○○○24英米文学演習
2○○22衛生学

2○○21公衆衛生学
2○○21学校保健
2○○22養護概説
2○○22健康相談

2○○22栄養学（食品学を含む）
2○○21解剖生理学
2○○21微生物学
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卒業
要件

開 講 時 期資格要件に関する科目コース対応単位数

配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生

認
定
心
理
士

保
育
士

教員免許状保
健
教
育

幼
児
教
育

学
校
教
育

選
択

推
奨

必
修

特
別
支
援

中
高
英
語

養
護

幼
稚
園

小
学
校 後前後前後前後前

【
卒
業
に
必
要
な
最
低
単
位
数
】
教
養
科
目
で　

単
位
、
専
門
基
礎
科
目
・
専
門
科
目
で　

単
位
、
上
記
以
外
に
修
得
し
た
単
位
及
び
他
大
学
・
学
部
で
修
得
し
た　

単
位
、

２６

７８

２０

合
計　

単
位
と
す
る
。

１２４

2○○22薬理概論

専

門

科

目

2○○21学校看護Ⅰ
2○○22学校看護Ⅱ
2○○22学校看護Ⅲ
②○○22養護臨床実習

2○○22救急医学
2○○○○22特別支援教育論
2○○○○22知的障害者の心理
2○○○○22知的障害者の生理・病理
2○○○○22肢体不自由者の心理・生理・病理
2○○○○22病弱者の心理・生理・病理

2○○○○22知的障害者教育論Ⅰ
2○○○○22知的障害者教育論Ⅱ
2○○○○22肢体不自由教育論
2○○○○22病弱者教育論
2○○○○23視覚障害者教育総論
2○○○○23聴覚障害者教育総論
2○○○○23重複障害等教育総論
2○○○○23LD等教育総論
2○○○○23発達障害教育特論

2○○○○22国語科指導法
2○○○○23社会科指導法

2○○○○22算数科指導法
2○○○○23理科指導法

2○○○○22生活科指導法
2○○○○23音楽科指導法

2○○○○22図工科指導法
2○○○○22家庭科指導法

2○○○○22体育科指導法
2○○○○23英語科指導法Ⅰ
2○○○○23英語科指導法Ⅱ
2○○○○24英語科指導法Ⅲ
2○○○○24英語科指導法Ⅳ

1○○○○13小学校教育実習指導A
1○○○○14小学校教育実習指導B

④○○○○43小学校教育実習A
②○○○○24小学校教育実習B

碓０ ○○○○○01小学校一日見学
1○○○13幼稚園教育実習指導A

1○○○14幼稚園教育実習指導B
④○○○43幼稚園教育実習A

②○○○24幼稚園教育実習B
碓０ ○○○○○01幼稚園一日見学
①○○○○○○○11幼稚園見学実習A
①○○○○○○○12幼稚園見学実習B

⑤○○○54英語科教育実習（中）
③○○○34英語科教育実習（高）

教育学部
現代教育学科　１回生用（２０１４年度入学生）　
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卒業
要件

開 講 時 期資格要件に関する科目コース対応単位数

配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生

認
定
心
理
士

保
育
士

教員免許状保
健
教
育

幼
児
教
育

学
校
教
育

選
択

推
奨

必
修

特
別
支
援

中
高
英
語

養
護

幼
稚
園

小
学
校 後前後前後前後前

【
卒
業
に
必
要
な
最
低
単
位
数
】
教
養
科
目
で　

単
位
、
専
門
基
礎
科
目
・
専
門
科
目
で　

単
位
、
上
記
以
外
に
修
得
し
た
単
位
及
び
他
大
学
・
学
部
で
修
得
し
た　

単
位
、

２６

７８

２０

合
計　

単
位
と
す
る
。

１２４

1○○13養護実習指導

専

門

科

目

④○○43養護実習
③○○○○34特別支援教育実習
2○○○24保育・教職実践演習（幼稚園）
2○○○○○24教職実践演習（幼・小）
2○○○24教職実践演習（中・高）
2○○24教職実践演習（養護教諭）

1○○12相談援助演習
2○○23児童家庭福祉論
2○○23社会福祉論

2○○22児童文化演習
2○○22家庭支援論

2○●21保育原理
2○○○21保育の心理学A

1○○○12保育の心理学B
2○●22社会的養護

2○○21子どもの保健A
2○○21子どもの保健B

1○○13子どもの保健演習
2○○23子どもの食と栄養演習

2○○21乳児保育演習
2○○22障害児保育演習
1○○12社会的養護内容演習

1○○13保育相談支援演習
1○○○13保育内容総論

2○○○○22保育内容の研究「健康」
2○○○○22保育内容の研究「人間関係」

2○○○○21保育内容の研究「環境」
2○○○○21保育内容の研究「言葉」
2○○○○22保育内容の研究「音楽表現」
2○○○○22保育内容の研究「造形表現」
2○○○○22保育内容の研究「運動遊び」

2○○○21絵画演習
2○○○23保育実践研究A
2○○○24保育実践研究B

2○○22保育実習指導Ⅰ
1○○12保育実習指導ⅡA
1○○12保育実習指導ⅡB

④○○42保育実習Ⅰ
②○○22保育実習ⅡA
②○○22保育実習ⅡB
2○○○22心理学研究法
2○●○22心理統計学
2○○○22心理学基礎実験

2○○○22学習心理学
2○○○23認知心理学
2○○○23社会心理学

教育学部
現代教育学科　１回生用（２０１４年度入学生）　
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卒業
要件

開 講 時 期資格要件に関する科目コース対応単位数

配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生

認
定
心
理
士

保
育
士

教員免許状保
健
教
育

幼
児
教
育

学
校
教
育

選
択

推
奨

必
修

特
別
支
援

中
高
英
語

養
護

幼
稚
園

小
学
校 後前後前後前後前

2○○○23臨床心理学

専
門
科
目

2○○○23心理検査法実習
2○○○23家族心理学
2●●●23卒業研究指導ゼミⅠ

2●●●24卒業研究指導ゼミⅡ
2○●●●24卒業研究

28106専門科目単位数合計

卒業単位には
含まれません

002教職への初等数学専門準
備科目 002教職への理科

教育学部
現代教育学科　１回生用（２０１４年度入学生）　
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卒業
要件

開 講 時 期資格要件に関する科目コース対応単位数

配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生

社
会
教
育
主
事

認
定
心
理
士

保
育
士

教員免許状教
育
心
理
学

幼
児
教
育

学
校
教
育

選
択

推
奨

必
修

中
高
英
語

養
護

幼
稚
園

小
学
校 後前後前後前後前

　

単
位
選
択
必
修
（
た
だ
し
各
区
分
よ
り
２
単
位
修
得
の
こ
と
）

２６

2◎◎◎22西洋哲学

人
間
と
社
会

教
養
科
目

2◎◎◎22東洋思想

2○○●○○21心理学概論

2○○○○○21◆人間関係論

2○○○○21法学概論

2○○○○○○○○22日本国憲法

2○○○21経済学概論

2○○○○21人権教育

2○○○21◆社会学

2○○○22国際社会論

2○○○22歴史学入門
歴
史
と
文
化

2○○○22科学史

2○○○21文化芸術論

2○○○21日本文芸の世界

2○○○21生命科学入門
自
然
・
科
学

と
人
間

2●●●23生命倫理

2○○○22地球環境論

2○○○21数理科学入門

2○○○○○●●●21英語コミュニケーションA

言
語
と
情
報

2○●●●21英語コミュニケーションB

2○○○○22オーラルコミュニケーションA

2○○○○22オーラルコミュニケーションB

①○○○11短期語学留学

1○○○○○●●●11情報処理演習Ⅰ

1○○○○○●●●11情報処理演習Ⅱ

2○○○○○○○○21運動の科学
健
康
と

ス
ポ
ー
ツ

1○○○○○○○○11スポーツ実習A

1○○○○○○○○11スポーツ実習B

1○●●●11ベーシックセミナー
教
養
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム

1●●●11キャリア入門セミナー

1●●●11キャリア形成セミナー

1○○○○11日本語と表現

①○○○12企業インターンシップ

①○○○12海外インターンシップ

①○○○12学校インターンシップ

43411教養科目単位数合計

教育学部
現代教育学科　2回生用（２０１３年度入学生）　

［表中の記号等について］
　◆…今年度非開講
　開講時期欄の丸数字は、集中講義形式で授業実施予定
※コース対応科目欄の●は卒業必修及びコース必修科目    
※コース対応科目欄の◎はコース推奨科目     
※コース対応科目欄の○はそのコースに対応した科目。○のついていない科目を受講することは可能で卒業単位に含まれますが時間割
上必ず受講できるとは限りません。    
※コース対応科目欄の□■は、同種印いずれか選択必修。ただし、小学校教員免許希望者は（初等）、中高教員免許希望者は（中等）の
履修が必要です。また、小学校と中高の両方を志望する者は、（初等）（中等）ともに履修が必要です。 

※資格要件に関する科目欄の○はその資格要件に含まれている科目。必修・選択の別については後掲の資格課程表で確認してください。
※学校教育コースで高校英語教員免許を希望し、小学校教員免許を希望しない場合は、「教育方法・技術論」「教育課程論」はいずれも
（中等）の修得が必要です。
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卒業
要件

開 講 時 期資格要件に関する科目コース対応単位数

配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生

社
会
教
育
主
事

認
定
心
理
士

保
育
士

教員免許状教
育
心
理
学

幼
児
教
育

学
校
教
育

選
択

推
奨

必
修

中
高
英
語

養
護

幼
稚
園

小
学
校 後前後前後前後前

【
卒
業
に
必
要
な
最
低
単
位
数
】
教
養
科
目
で　

単
位
、
専
門
基
礎
科
目
・
専
門
科
目
で　

単
位
、
上
記
以
外
に
修
得
し
た
単
位
及
び
他
大
学
・
学
部
で
修
得
し
た　

単
位
、

２６

７８

２０

合
計　

単
位
と
す
る
。

１２４

2○○○○○○●●●21教育心理学

専

門

基

礎

科

目

2○○○○○●●●21現代教育論
2○○○○○○●●●21教育原理
2○○○○○○○21教育史
2○○○○□22教育方法・技術論（初等）
2○○○○□22教育方法・技術論（中等）

2○○○○○○○○21教育社会学
2○○○○○○○21教育行政学
2○○○●○21幼児理解論
2○○○22特別支援教育
2○○○22障害者教育論

2○○○○○○21教職概論
2○○○○○22教職概論（幼保）

2○○○■21教育課程論（初等）
2○○○○■21教育課程論（中等）
2○○○○○21教育課程論（幼保）

2○○○○23道徳指導法（初等）
2○○○○23道徳指導法（中等）

2○○○○23道徳・特別活動論（中等）
2○○○24道徳実践演習（つくろう！道徳授業）

2○○○○22特別活動指導法（初等）
2○○○○23特別活動指導法（中等）

2○○○○23生徒・進路指導論（初等）
2○○○○23生徒・進路指導論（中等）

2○○○○23生徒指導論
2○○○21子ども英語活動
2○○○21◆子ども文化Ⅰ
2○○○21◆子ども文化Ⅱ

2◎◎◎23情報と社会
2○○○23プレゼンテーション実践
2○○○23DTP実践

2○○○22統計の基礎
2○○○○21レクリエーション活動
0○○○01合同ゼミⅠ

0○○○02合同ゼミⅡ
2○○○○○○24学校心理学

2○○○○○○○21◆児童心理学
2○○○○○○○22発達心理学
2○○○○22人格心理学
2○○○○23発達脳科学
2○○○○23◆コミュニケーション心理学

2○○○○21臨床心理学概論
2○○○○○○23臨床発達心理学
2○○○○23カウンセリング

2○○○○○22精神保健学
2○○○○○●○○22教育相談

2○○○○22欧米の文化と社会A
2○○○○22欧米の文化と社会B
2○○○○23欧米文化と子ども

2○○○○22文化理論講読
9006専門基礎科目単位数合計

教育学部
現代教育学科　2回生用（２０１３年度入学生）　
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教育学部
現代教育学科　2回生用（２０１３年度入学生）　

卒業
要件

開 講 時 期資格要件に関する科目コース対応単位数

配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生

社
会
教
育
主
事

認
定
心
理
士

保
育
士

教員免許状教
育
心
理
学

幼
児
教
育

学
校
教
育

選
択

推
奨

必
修

中
高
英
語

養
護

幼
稚
園

小
学
校 後前後前後前後前

【
卒
業
に
必
要
な
最
低
単
位
数
】
教
養
科
目
で　

単
位
、
専
門
基
礎
科
目
・
専
門
科
目
で　

単
位
、
上
記
以
外
に
修
得
し
た
単
位
及
び
他
大
学
・
学
部
で
修
得
し
た　

単
位
、

２６

７８

２０

合
計　

単
位
と
す
る
。

１２４

2○○○○○21国語科概論

専

門

科

目

2○○○○22社会科概論
2○○○○○21算数科概論

2○○○○22理科概論
2○○○○○21生活科概論
2○○○○○21音楽科概論
2○○○○○21図工科概論
2○○○○22家庭科概論

2○○○○○21体育科概論
2○○○22算数学

2○○○24国語科実践演習（つくろう！国語科）
2○○○24社会科実践演習（つくろう！社会科）
2○○○24算数科実践演習（つくろう！算数科）
2○○○24理科実践演習（つくろう！理科）
2○○○24生活科実践演習（つくろう！生活科）
2○○○24音楽科実践演習（つくろう！音楽科）
2○○○24図工科実践演習（つくろう！図工科）
2○○○24家庭科実践演習（つくろう！家庭科）
2○○○24体育科実践演習（つくろう！体育科）

1○○○○○11ピアノ演習A
1○○○○○11ピアノ演習B

1○○○○13ピアノ演習C
1○○○○14ピアノ演習D

1○○○○11◆実践的音楽演習A
1○○○○12実践的音楽演習B

2○○○22英語Ａ
2○○○22英語Ｂ

2○○○21英語のしくみ
2○○○21英語の歴史

2○○○23英語学講読A
2○○○23英語学講読B
2○○○24英語学演習

2○○○23英米文学史A
2○○○23英米文学史B

2○○○22英米文学と子ども
2○○○22英米文学と教育

2○○○24英米文学演習
2○○22衛生学

2○○21公衆衛生学
2○○21学校保健
2○○22養護概説
2○○22健康相談

2○○22栄養学（食品学を含む）
2○○21解剖生理学
2○○21微生物学
2○○22薬理概論

2○○21学校看護Ⅰ
2○○22学校看護Ⅱ
2○○22学校看護Ⅲ
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卒業
要件

開 講 時 期資格要件に関する科目コース対応単位数

配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生

社
会
教
育
主
事

認
定
心
理
士

保
育
士

教員免許状教
育
心
理
学

幼
児
教
育

学
校
教
育

選
択

推
奨

必
修

中
高
英
語

養
護

幼
稚
園

小
学
校 後前後前後前後前

【
卒
業
に
必
要
な
最
低
単
位
数
】
教
養
科
目
で　

単
位
、
専
門
基
礎
科
目
・
専
門
科
目
で　

単
位
、
上
記
以
外
に
修
得
し
た
単
位
及
び
他
大
学
・
学
部
で
修
得
し
た　

単
位
、

２６

７８

２０

合
計　

単
位
と
す
る
。

１２４

②○○22養護臨床実習

専

門

科

目

2○○22救急医学
2○○○○22国語科指導法
2○○○○23社会科指導法

2○○○○22算数科指導法
2○○○○23理科指導法

2○○○○22生活科指導法
2○○○○23音楽科指導法

2○○○○22図工科指導法
2○○○○22家庭科指導法

2○○○○22体育科指導法
2○○○○23英語科指導法Ⅰ
2○○○○23英語科指導法Ⅱ
2○○○○24英語科指導法Ⅲ
2○○○○24英語科指導法Ⅳ

1○○○○13小学校教育実習指導A
1○○○○14小学校教育実習指導B

④○○○○43小学校教育実習A
②○○○○24小学校教育実習B

0○○○○○01小学校一日見学
1○○○13幼稚園教育実習指導A

1○○○14幼稚園教育実習指導B
④○○○43幼稚園教育実習A

②○○○24幼稚園教育実習B
0○○○○○01幼稚園一日見学
①○○○○○○○11幼稚園見学実習A
①○○○○○○○12幼稚園見学実習B

⑤○○○53英語科教育実習（中）A
③○○○34英語科教育実習（中）B
③○○○34英語科教育実習（高）

1○○13養護実習指導
④○○43養護実習

2○○○24保育・教職実践演習（幼稚園）
2○○○○○24教職実践演習（幼・小）
2○○○24教職実践演習（中・高）
2○○24教職実践演習（養護教諭）

1○○12相談援助演習
2○○23児童家庭福祉論
2○○23社会福祉論

2○○22児童文化演習
2○○22家庭支援論

2○●21保育原理
2○○○21保育の心理学A

1○○○12保育の心理学B
2○●22社会的養護

2○○21子どもの保健A
2○○21子どもの保健B

教育学部
現代教育学科　2回生用（２０１３年度入学生）　
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卒業
要件

開 講 時 期資格要件に関する科目コース対応単位数

配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生

社
会
教
育
主
事

認
定
心
理
士

保
育
士

教員免許状教
育
心
理
学

幼
児
教
育

学
校
教
育

選
択

推
奨

必
修

中
高
英
語

養
護

幼
稚
園

小
学
校 後前後前後前後前

【
卒
業
に
必
要
な
最
低
単
位
数
】
教
養
科
目
で　

単
位
、
専
門
基
礎
科
目
・
専
門
科
目
で　

単
位
、
上
記
以
外
に
修
得
し
た
単
位
及
び
他
大
学
・
学
部
で
修
得
し
た　

単
位
、

２６

７８

２０

合
計　

単
位
と
す
る
。

１２４

1○○13子どもの保健演習

専

門

科

目

2○○23子どもの食と栄養演習
2○○21乳児保育演習
2○○22障害児保育演習
1○○12社会的養護内容演習
1○○12保育相談支援演習

1○○○13保育内容総論
2○○○○22保育内容の研究「健康」

2○○○○21◆保育内容の研究「人間関係」
2○○○○21保育内容の研究「環境」
2○○○○21保育内容の研究「言葉」
2○○○○22保育内容の研究「音楽表現」
2○○○○22保育内容の研究「造形表現」
2○○○22保育内容の研究「運動遊び」

2○○○21絵画演習
2○○○23保育実践研究A
2○○○24保育実践研究B

2○○22保育実習指導Ⅰ
1○○12保育実習指導ⅡA
1○○12保育実習指導ⅡB

④○○42保育実習Ⅰ
②○○22保育実習ⅡA
②○○22保育実習ⅡB

2○○○22心理学研究法Ⅰ
2○○○22心理学研究法Ⅱ
2○○○22心理統計学

2○○○22心理学基礎実験
2○○○22心理学実験

2○○○22学習心理学
2○○○22学習心理学演習

2○●○22教育心理学演習
2○○○23認知心理学
2○○○23社会心理学
2○○○23社会心理学調査演習（マーケティングリサーチ）

2○○○23臨床心理学
2○○○23心理検査法実習
2○○○23家族心理学

2○○21生涯学習概論A
2○○21生涯学習概論B

2○○23社会教育計画Ⅰ
2○○23社会教育計画Ⅱ

2○○22地域社会教育施設
2○○22学校外活動論
2○○23社会教育特論A
2○○23社会教育特論B
2○○24地域教育課題演習A
2○○24地域教育課題演習B

教育学部
現代教育学科　2回生用（２０１３年度入学生）　
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卒業
要件

開 講 時 期資格要件に関する科目コース対応単位数

配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生

社
会
教
育
主
事

認
定
心
理
士

保
育
士

教員免許状教
育
心
理
学

幼
児
教
育

学
校
教
育

選
択

推
奨

必
修

中
高
英
語

養
護

幼
稚
園

小
学
校 後前後前後前後前

②○○24地域教育実習
専
門
科
目

2●●●23卒業研究指導ゼミⅠ
2●●●24卒業研究指導ゼミⅡ
2○●●●24卒業研究

27606専門科目単位数合計

卒業単位には
含まれません

002教職への初等数学専門準
備科目 002教職への理科

教育学部
現代教育学科　2回生用（２０１３年度入学生）　
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卒業
要件

開 講 時 期資格要件に関する科目コース対応単位数

配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生

社
会
教
育
主
事

認
定
心
理
士

保
育
士

教員免許状教
育
心
理
学

幼
児
教
育

学
校
教
育

選
択

推
奨

必
修

中
高
英
語

養
護

幼
稚
園

小
学
校 後前後前後前後前

　

単
位
選
択
必
修
（
た
だ
し
各
区
分
よ
り
２
単
位
以
上
修
得
の
こ
と
）

２６

2◎◎◎22西洋哲学

人
間
と
社
会

教
養
科
目

2◎◎◎22東洋思想

2○○●○○21心理学概論

2○○○○○21◆人間関係論

2○○○○21法学概論

2○○○○○○○○22日本国憲法

2○○○21経済学概論

2○○○○21人権教育

2○○○21◆社会学

2○○○22　国際社会論

2○○○22歴史学入門歴
史
と
文
化

2○○○22科学史

2○○○21文化芸術論

2○○○21日本文芸の世界

2○○○21生命科学入門自
然
・
科
学

と
人
間

2●●●23生命倫理

2○○○22地球環境論

2○○○21数理科学入門

2○○○○○●●●21英語コミュニケーションA

言
語
と
情
報

2○●●●21英語コミュニケーションB

2○○○○22オーラルコミュニケーションA

2○○○○22オーラルコミュニケーションB

①○○○11短期語学留学

1○○○○○●●●11情報処理演習Ⅰ

1○○○○○●●●11情報処理演習Ⅱ

2○○○○○○○○21運動の科学
健
康
と

ス
ポ
ー
ツ

1○○○○○○○○11スポーツ実習A

1○○○○○○○○11スポーツ実習B

1○●●●11ベーシックセミナー

教
養
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム

1●●●11キャリアデザインセミナー

1●●●11キャリア発展セミナー

1○○○○11日本語と表現

1◎◎◎11会話とマナー入門

①○○○12企業インターンシップ

①○○○12海外インターンシップ

①○○○12学校インターンシップ

43511教養科目単位数合計

教育学部
現代教育学科　3回生用（２０１２年度入学生）　

［表中の記号等について］
　◆…今年度非開講
　開講時期欄の丸数字は、集中講義形式で授業実施予定
※コース対応科目欄の●は卒業必修及びコース必修科目    
※コース対応科目欄の◎はコース推奨科目     
※コース対応科目欄の○はそのコースに対応した科目。○のついていない科目を受講することは可能で卒業単位に含まれますが時間割
上必ず受講できるとは限りません。    
※コース対応科目欄の□■は、同種印いずれか選択必修。ただし、小学校教員免許希望者は（初等）、中高教員免許希望者は（中等）の
履修が必要です。また、小学校と中高の両方を志望する者は、（初等）（中等）ともに履修が必要です。 

※資格要件に関する科目欄の○はその資格要件に含まれている科目。必修・選択の別については後掲の資格課程表で確認してください。
※学校教育コースで高校英語教員免許を希望し、小学校教員免許を希望しない場合は、「教育方法・技術論」「教育課程論」はいずれも
（中等）の修得が必要です。
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卒業
要件

開 講 時 期資格要件に関する科目コース対応単位数

配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生

社
会
教
育
主
事

認
定
心
理
士

保
育
士

教員免許状教
育
心
理
学

幼
児
教
育

学
校
教
育

選
択

推
奨

必
修

中
高
英
語

養
護

幼
稚
園

小
学
校 後前後前後前後前

【
卒
業
に
必
要
な
最
低
単
位
数
】
教
養
科
目
で　

単
位
、
専
門
基
礎
科
目
・
専
門
科
目
で　

単
位
、
上
記
以
外
に
修
得
し
た
単
位
及
び
他
大
学
・
学
部
で
修
得
し
た　

単
位
、
合
計　

単
位

２６

７８

２０

１２４

と
す
る
。

2○○○○○○●●●21教育心理学

専

門

基

礎

科

目

2○○○○○●●●21現代教育論
2○○○○○○●●●21教育原理
2○○○○○○○21教育史
2○○○○□22教育方法・技術論（初等）
2○○○○□22教育方法・技術論（中等）

2○○○○○○○○21教育社会学
2○○○○○○○21教育行政学
2○○○●○21幼児理解論
2○○○22特別支援教育
2○○○22障害者教育論

2○○○○○○21教職概論
2○○○○○22教職概論（幼保）

2○○○■21教育課程論（初等）
2○○○○■21教育課程論（中等）
2○○○○○21教育課程論（幼保）

2○○○○23道徳指導法（初等）
2○○○○23道徳指導法（中等）

2○○○○23道徳・特別活動論（中等）
2○○○24道徳実践演習（つくろう！道徳授業）

2○○○○22特別活動指導法（初等）
2○○○○23特別活動指導法（中等）

2○○○○23生徒・進路指導論（初等）
2○○○○23生徒・進路指導論（中等）

2○○○○23生徒指導論
2○○○21子ども英語活動
2○○○21◆子ども文化Ⅰ
2○○○21◆子ども文化Ⅱ

2◎◎◎23情報と社会
2○○○23プレゼンテーション実践
2○○○23DTP実践

2○○○22統計の基礎
2○○○○21レクリエーション活動
0○○○01合同ゼミⅠ

0○○○02合同ゼミⅡ
2○○○○○○24学校心理学

2○○○○○○○21◆児童心理学
2○○○○○○○22発達心理学
2○○○○22人格心理学
2○○○○23発達脳科学
2○○○○23◆コミュニケーション心理学

2○○○○21臨床心理学概論
2○○○○○○23臨床発達心理学
2○○○○23カウンセリング

2○○○○○22精神保健学
2○○○○○●○○22教育相談
2○○○○22欧米の文化と社会A

2○○○○22欧米の文化と社会B
2○○○○23欧米文化と子ども

2○○○○22文化理論講読
9006専門基礎科目単位数合計

教育学部
現代教育学科　3回生用（２０１２年度入学生）
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教育学部
現代教育学科　3回生用（２０１２年度入学生）

卒業
要件

開 講 時 期資格要件に関する科目コース対応単位数

配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生

社
会
教
育
主
事

認
定
心
理
士

保
育
士

教員免許状教
育
心
理
学

幼
児
教
育

学
校
教
育

選
択

推
奨

必
修

中
高
英
語

養
護

幼
稚
園

小
学
校 後前後前後前後前

【
卒
業
に
必
要
な
最
低
単
位
数
】
教
養
科
目
で　

単
位
、
専
門
基
礎
科
目
・
専
門
科
目
で　

単
位
、
上
記
以
外
に
修
得
し
た
単
位
及
び
他
大
学
・
学
部
で
修
得
し
た　

単
位
、

２６

７８

２０

合
計　

単
位
と
す
る
。

１２４

2○○○○○21国語科概論

専

門

科

目

2○○○○22社会科概論
2○○○○○21算数科概論

2○○○○22理科概論
2○○○○○21生活科概論
2○○○○○21音楽科概論
2○○○○○21図工科概論
2○○○○22家庭科概論

2○○○○○21体育科概論
2○○○22算数学

2○○○24国語科実践演習（つくろう！国語科）
2○○○24社会科実践演習（つくろう！社会科）
2○○○24算数科実践演習（つくろう！算数科）
2○○○24理科実践演習（つくろう！理科）
2○○○24生活科実践演習（つくろう！生活科）
2○○○24音楽科実践演習（つくろう！音楽科）
2○○○24図工科実践演習（つくろう！図工科）
2○○○24家庭科実践演習（つくろう！家庭科）
2○○○24体育科実践演習（つくろう！体育科）

1○○○○○11ピアノ演習A
1○○○○○11ピアノ演習B

1○○○○13ピアノ演習C
1○○○○14ピアノ演習D

1○○○○11◆実践的音楽演習A
1○○○○12実践的音楽演習B

2○○○22英語Ａ
2○○○22英語Ｂ

2○○○21英語のしくみ
2○○○21英語の歴史

2○○○23英語学講読A
2○○○23英語学講読B
2○○○24英語学演習

2○○○23英米文学史A
2○○○23英米文学史B

2○○○22英米文学と子ども
2○○○22英米文学と教育

2○○○24英米文学演習
2○○22衛生学

2○○21公衆衛生学
2○○21学校保健
2○○22養護概説
2○○22健康相談

2○○22栄養学（食品学を含む）
2○○21解剖生理学
2○○21微生物学
2○○22薬理概論
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教育学部
現代教育学科　3回生用（２０１２年度入学生）

卒業
要件

開 講 時 期資格要件に関する科目コース対応単位数

配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生

社
会
教
育
主
事

認
定
心
理
士

保
育
士

教員免許状教
育
心
理
学

幼
児
教
育

学
校
教
育

選
択

推
奨

必
修

中
高
英
語

養
護

幼
稚
園

小
学
校 後前後前後前後前

【
卒
業
に
必
要
な
最
低
単
位
数
】
教
養
科
目
で　

単
位
、
専
門
基
礎
科
目
・
専
門
科
目
で　

単
位
、
上
記
以
外
に
修
得
し
た
単
位
及
び
他
大
学
・
学
部
で
修
得
し
た　

単
位
、

２６

７８

２０

合
計　

単
位
と
す
る
。

１２４

2○○21学校看護Ⅰ

専

門

科

目

2○○22学校看護Ⅱ
2○○22学校看護Ⅲ
②○○22養護臨床実習

2○○22救急医学
2○○○○22国語科指導法
2○○○○23社会科指導法

2○○○○22算数科指導法
2○○○○23理科指導法

2○○○○22生活科指導法
2○○○○23音楽科指導法

2○○○○22図工科指導法
2○○○○22家庭科指導法

2○○○○22体育科指導法
2○○○○23英語科指導法Ⅰ
2○○○○23英語科指導法Ⅱ
2○○○○24英語科指導法Ⅲ
2○○○○24英語科指導法Ⅳ

1○○○○13小学校教育実習指導A
1○○○○14小学校教育実習指導B

④○○○○43小学校教育実習A
②○○○○24小学校教育実習B

0○○○○○01小学校一日見学
1○○○13幼稚園教育実習指導A

1○○○14幼稚園教育実習指導B
④○○○43幼稚園教育実習A

②○○○24幼稚園教育実習B
0○○○○○01幼稚園一日見学
①○○○○○○○11幼稚園見学実習A
①○○○○○○○12幼稚園見学実習B

⑤○○○53英語科教育実習（中）A
③○○○34英語科教育実習（中）B
③○○○34英語科教育実習（高）

1○○13養護実習指導
④○○43養護実習

2○○○24保育・教職実践演習（幼稚園）
2○○○○○24教職実践演習（幼・小）
2○○○24教職実践演習（中・高）
2○○24教職実践演習（養護教諭）

1○○12相談援助演習
2○○23児童家庭福祉論
2○○23社会福祉論

2○○22児童文化演習
2○○22家庭支援論

2○●21保育原理
2○○○21保育の心理学A

1○○○12保育の心理学B
2○●22社会的養護
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教育学部
現代教育学科　3回生用（２０１２年度入学生）

卒業
要件

開 講 時 期資格要件に関する科目コース対応単位数

配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生

社
会
教
育
主
事

認
定
心
理
士

保
育
士

教員免許状教
育
心
理
学

幼
児
教
育

学
校
教
育

選
択

推
奨

必
修

中
高
英
語

養
護

幼
稚
園

小
学
校 後前後前後前後前

【
卒
業
に
必
要
な
最
低
単
位
数
】
教
養
科
目
で　

単
位
、
専
門
基
礎
科
目
・
専
門
科
目
で　

単
位
、
上
記
以
外
に
修
得
し
た
単
位
及
び
他
大
学
・
学
部
で
修
得
し
た　

単
位
、

２６

７８

２０

合
計　

単
位
と
す
る
。

１２４

2○○21子どもの保健A

専

門

科

目

2○○21子どもの保健B
1○○13子どもの保健演習
2○○23子どもの食と栄養演習

2○○21乳児保育演習
2○○22障害児保育演習
1○○12社会的養護内容演習
1○○12保育相談支援演習

1○○○13保育内容総論
2○○○○22保育内容の研究「健康」

2○○○○21◆保育内容の研究「人間関係」
2○○○○21保育内容の研究「環境」
2○○○○21保育内容の研究「言葉」
2○○○○22保育内容の研究「音楽表現」
2○○○○22保育内容の研究「造形表現」
2○○○22保育内容の研究「運動遊び」

2○○○21絵画演習
2○○○23保育実践研究A
2○○○24保育実践研究B

2○○22保育実習指導Ⅰ
1○○12保育実習指導ⅡA
1○○12保育実習指導ⅡB

④○○42保育実習Ⅰ
②○○22保育実習ⅡA
②○○22保育実習ⅡB

2○○○22心理学研究法Ⅰ
2○○○22心理学研究法Ⅱ
2○○○22心理統計学

2○○○22心理学基礎実験
2○○○22心理学実験

2○○○22学習心理学
2○○○22学習心理学演習

2○●○22教育心理学演習
2○○○23認知心理学
2○○○23社会心理学
2○○○23社会心理学調査演習（マーケティングリサーチ）

2○○○23臨床心理学
2○○○23心理検査法実習
2○○○23家族心理学

2○○21生涯学習概論A
2○○21生涯学習概論B

2○○23社会教育計画Ⅰ
2○○23社会教育計画Ⅱ

2○○22地域社会教育施設
2○○22学校外活動論
2○○23社会教育特論A
2○○23社会教育特論B
2○○24地域教育課題演習A
2○○24地域教育課題演習B
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卒業
要件

開 講 時 期資格要件に関する科目コース対応単位数

配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生

社
会
教
育
主
事

認
定
心
理
士

保
育
士

教員免許状教
育
心
理
学

幼
児
教
育

学
校
教
育

選
択

推
奨

必
修

中
高
英
語

養
護

幼
稚
園

小
学
校 後前後前後前後前

②○○24地域教育実習
専
門
科
目

2●●●23卒業研究指導ゼミⅠ
2●●●24卒業研究指導ゼミⅡ
2○●●●24卒業研究

27606専門科目単位数合計

卒業単位には
含まれません

002教職への初等数学専門準
備科目 002教職への理科

教育学部
現代教育学科　3回生用（２０１２年度入学生）
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卒業
要件

開 講 時 期資格要件に関する科目コース対応単位数

配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生

社
会
教
育
主
事

認
定
心
理
士

保
育
士

教員免許状教
育
心
理
学

幼
児
教
育

学
校
教
育

選
択

推
奨

必
修

中
高
英
語

養
護

幼
稚
園

小
学
校 後前後前後前後前

４単位
選択
必修

2○○○○21くらしと法律

社
会
の
理
解

教
養
科
目

2○○○21くらしと経済

2○○○21くらしと技術◆

2○○○○○○○○21日本国憲法

2○○○21国際社会と日本　

2○○○○21人権教育

2○○○21社会学◆

４単位
選択
必修

2○○○21自然・科学と人間自
然
の
理
解

2○○○21地球環境論

2○○○21数学の基礎◆

４単位
選択
必修

2○○●○○21基礎心理学人
間
・
文
化
の
理
解

2○○○○○21人間関係論◆

2○○○21大和の歴史と文化◆

2○○○21くらしと音楽◆

2○○○21くらしと美術◆

８単位
選択
必修

2○○○○○●●●21英語コミュニケーションAコ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

2○●●●21英語コミュニケーションB

2○○○○22オーラルコミュニケーションA

2○○○○22オーラルコミュニケーションB

②○○○21短期語学留学

2○○○○○●●●21情報処理演習Ⅰ

2○●●●21情報処理演習Ⅱ

２単位
選択
必修

2○○○○21レクリエーション活動健
康
と
ス
ポ
ー
ツ

2○○○○○○○○21運動の科学

1○○○○○○○○11スポーツ実習A

1○○○○○○○○11スポーツ実習B

２単位
選択
必修

2○●●●21ベーシックセミナーガ
イ
ダ
ン
ス
教
育

2○◎◎◎21日本語と表現

2◎◎◎21会話とマナー入門◆

２単位
選択
必修

1●●●11キャリアデザインセミナーキ
ャ
リ
ア
教
育

1●●●11キャリア発展セミナー

①①○○○12・3企業インターンシップ

①①○○○12・3海外インターンシップ

２６単位必修44412教養科目単位数合計

教育学部
現代教育学科　4回生用（２０１１年度入学生）

［表中の記号等について］
　◆…今年度非開講
　開講時期欄の丸数字は、集中講義形式で授業実施予定
※コース対応科目欄の●は卒業必修及びコース必修科目    
※コース対応科目欄の◎はコース推奨科目     
※コース対応科目欄の○はそのコースに対応した科目。○のついていない科目を受講することは可能で卒業単位に含まれますが時間割
上必ず受講できるとは限りません。    
※コース対応科目欄の□■は、同種印いずれか選択必修。ただし、小学校教員免許希望者は（初等）、中高教員免許希望者は（中等）の
履修が必要です。また、小学校と中高の両方を志望する者は、（初等）（中等）ともに履修が必要です。 

※資格要件に関する科目欄の○はその資格要件に含まれている科目。必修・選択の別については後掲の資格課程表で確認してください。
※学校教育コースで高校英語教員免許を希望し、小学校教員免許を希望しない場合は、「教育方法・技術論」「教育課程論」はいずれも
（中等）の修得が必要です。
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卒業
要件

開 講 時 期資格要件に関する科目コース対応単位数

配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生

社
会
教
育
主
事

認
定
心
理
士

保
育
士

教員免許状教
育
心
理
学

幼
児
教
育

学
校
教
育

選
択

推
奨

必
修

中
高
英
語

養
護

幼
稚
園

小
学
校 後前後前後前後前

【
卒
業
に
必
要
な
最
低
単
位
数
】
教
養
科
目
で　

単
位
、
専
門
基
礎
科
目
・
専
門
科
目
で　

単
位
、
上
記
以
外
に
修
得
し
た
単
位
及
び
他
大
学
・
学
部
で
修
得
し
た　

単
位
、

２６

７８

２０

合
計　

単
位
と
す
る
。

１２４

2○○○○○○●●●21教育心理学

専

門

基

礎

科

目

2○○○○○●●●21現代教育論
2○○○○○○●●●21教育原理
2○○○○○○○21教育史
2○○○○□22教育方法・技術論（初等）
2○○○○□22教育方法・技術論（中等）

2○○○○○○○○21教育社会学
2○○○○○○○21教育行政学
2○○○●○21幼児理解論
2○○○21◆子ども文化Ⅰ
2○○○21◆子ども文化Ⅱ
2○○○21子ども英語活動

2○○○○○○21教職概論
2○○○○○22教職概論（幼保）

2○○○■21教育課程論（初等）
2○○○○■21教育課程論（中等）
2○○○○○21教育課程論（幼保）

2○○○○23道徳指導法（初等）
2○○○○23道徳指導法（中等）

2○○○○23道徳・特別活動論
2○○○24道徳実践演習（つくろう！道徳授業）

2○○○○22特別活動指導法（初等）
2○○○○23特別活動指導法（中等）

2○○○○23生徒・進路指導論（初等）
2○○○○23生徒・進路指導論（中等）

2○○○○23生徒指導論
2○○○22特別支援教育
2○○○22障害者教育論

2◎◎◎23情報と社会
2○○○23プレゼンテーション実践
2○○○23DTP実践

00○○○01合同ゼミⅠ
00○○○02合同ゼミⅡ

2○○○○○○24学校心理学
2○○○○○○○21◆児童心理学

2○○○○○○○22発達心理学
2○○○○22人格心理学
2○○○○23発達脳科学
2○○○○23◆コミュニケーション心理学

2○○○○21臨床心理学概論
2○○○○○○23臨床発達心理学
2○○○○23カウンセリング

2○○○○○22精神保健学
2○○○○○●○○22教育相談

2○○○○22欧米の文化と社会A
2○○○○22欧米の文化と社会B
2○○○○23欧米文化と子ども

2○○○○22文化理論講読
8606専門基礎科目単位数合計

教育学部
現代教育学科　4回生用（２０１１年度入学生）
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教育学部
現代教育学科　4回生用（２０１１年度入学生）

卒業
要件

開 講 時 期資格要件に関する科目コース対応単位数

配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生

社
会
教
育
主
事

認
定
心
理
士

保
育
士

教員免許状教
育
心
理
学

幼
児
教
育

学
校
教
育

選
択

推
奨

必
修

中
高
英
語

養
護

幼
稚
園

小
学
校 後前後前後前後前

【
卒
業
に
必
要
な
最
低
単
位
数
】
教
養
科
目
で　

単
位
、
専
門
基
礎
科
目
・
専
門
科
目
で　

単
位
、
上
記
以
外
に
修
得
し
た
単
位
及
び
他
大
学
・
学
部
で
修
得
し
た　

単
位
、

２６

７８

２０

合
計　

単
位
と
す
る
。

１２４

2○○○○○21国語科概論

専

門

科

目

2○○○○22社会科概論
2○○○○○21算数科概論

2○○○○22理科概論
2○○○○○21生活科概論
2○○○○○21音楽科概論
2○○○○○21図工科概論
2○○○○22家庭科概論

2○○○○○21体育科概論
2○○○22算数学

2○○○24国語科実践演習（つくろう！国語科）
2○○○24社会科実践演習（つくろう！社会科）
2○○○24算数科実践演習（つくろう！算数科）
2○○○24理科実践演習（つくろう！理科）
2○○○24生活科実践演習（つくろう！生活科）
2○○○24音楽科実践演習（つくろう！音楽科）
2○○○24図工科実践演習（つくろう！図工科）
2○○○24家庭科実践演習（つくろう！家庭科）
2○○○24体育科実践演習（つくろう！体育科）

1○○○○○11ピアノ演習A
1○○○○○11ピアノ演習B

1○○○○13ピアノ演習C
1○○○○14ピアノ演習D

1○○○○11◆実践的音楽演習A
1○○○○12実践的音楽演習B

2○○○22英語Ａ
2○○○22英語Ｂ

2○○○21英語のしくみ
2○○○21英語の歴史

2○○○23英語学講読A
2○○○23英語学講読B
2○○○24英語学演習

2○○○23英米文学史A
2○○○23英米文学史B

2○○○22英米文学と子ども
2○○○22英米文学と教育

2○○○24英米文学演習
2○○22衛生学

2○○21公衆衛生学
2○○21学校保健
2○○22養護概説
2○○22健康相談

2○○22栄養学（食品学を含む）
2○○21解剖生理学
2○○21微生物学
2○○22薬理概論
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教育学部
現代教育学科　4回生用（２０１１年度入学生）

卒業
要件

開 講 時 期資格要件に関する科目コース対応単位数

配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生

社
会
教
育
主
事

認
定
心
理
士

保
育
士

教員免許状教
育
心
理
学

幼
児
教
育

学
校
教
育

選
択

推
奨

必
修

中
高
英
語

養
護

幼
稚
園

小
学
校 後前後前後前後前

【
卒
業
に
必
要
な
最
低
単
位
数
】
教
養
科
目
で　

単
位
、
専
門
基
礎
科
目
・
専
門
科
目
で　

単
位
、
上
記
以
外
に
修
得
し
た
単
位
及
び
他
大
学
・
学
部
で
修
得
し
た　

単
位
、

２６

７８

２０

合
計　

単
位
と
す
る
。

１２４

2○○21看護学Ⅰ

専

門

科

目

2○○22看護学Ⅱ
2○○22看護学Ⅲ
②○○22養護臨床実習

2○○22救急医学
2○○○○22国語科指導法
2○○○○23社会科指導法

2○○○○22算数科指導法
2○○○○23理科指導法

2○○○○22生活科指導法
2○○○○23音楽科指導法

2○○○○22図工科指導法
2○○○○22家庭科指導法

2○○○○22体育科指導法
2○○○○23英語科指導法Ⅰ
2○○○○23英語科指導法Ⅱ
2○○○○24英語科指導法Ⅲ
2○○○○24英語科指導法Ⅳ

①①○○○12・3学校インターンシップ
1○○○○13小学校教育実習指導A

1○○○○14小学校教育実習指導B
④○○○○43小学校教育実習A

②○○○○24小学校教育実習B
0○○○○○01小学校一日見学

1○○○13幼稚園教育実習指導A
1○○○14幼稚園教育実習指導B

④○○○43幼稚園教育実習A
②○○○24幼稚園教育実習B

0○○○○○01幼稚園一日見学
①○○○○○○○11幼稚園見学実習A
①○○○○○○○12幼稚園見学実習B

⑤○○○53英語科教育実習（中）A
③○○○34英語科教育実習（中）B
③○○○34英語科教育実習（高）

1○○13養護実習指導
④○○43養護実習

2○○○24保育・教職実践演習（幼稚園）
2○○○○○24教職実践演習（幼・小）
2○○○24教職実践演習（中・高）
2○○24教職実践演習（養護教諭）

1○○12相談援助演習
2○○23児童家庭福祉論
2○○23社会福祉論

2○○22児童文化演習
2○○22家庭支援論

2○●21保育原理
2○○○21保育の心理学A

1○○○12保育の心理学B
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教育学部
現代教育学科　4回生用（２０１１年度入学生）

卒業
要件

開 講 時 期資格要件に関する科目コース対応単位数

配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生

社
会
教
育
主
事

認
定
心
理
士

保
育
士

教員免許状教
育
心
理
学

幼
児
教
育

学
校
教
育

選
択

推
奨

必
修

中
高
英
語

養
護

幼
稚
園

小
学
校 後前後前後前後前

【
卒
業
に
必
要
な
最
低
単
位
数
】
教
養
科
目
で　

単
位
、
専
門
基
礎
科
目
・
専
門
科
目
で　

単
位
、
上
記
以
外
に
修
得
し
た
単
位
及
び
他
大
学
・
学
部
で
修
得
し
た　

単
位
、

２６

７８

２０

合
計　

単
位
と
す
る
。

１２４

2○●22社会的養護

専

門

科

目

2○○21子どもの保健A
2○○21子どもの保健B

1○○13子どもの保健演習
2○○23子どもの食と栄養演習

2○○21乳児保育演習
2○○22障害児保育演習
1○○12社会的養護内容演習
1○○12保育相談支援演習

1○○○13保育内容総論
2○○○○22保育内容の研究「健康」

2○○○○21◆保育内容の研究「人間関係」
2○○○○21保育内容の研究「環境」
2○○○○21保育内容の研究「言葉」
2○○○○22保育内容の研究「音楽表現」
2○○○○22保育内容の研究「造形表現」
2○○○22保育内容の研究「運動遊び」

2○○○21絵画演習
2○○○23保育実践研究A
2○○○24保育実践研究B

2○○22保育実習指導Ⅰ
1○○12保育実習指導ⅡA
1○○12保育実習指導ⅡB

④○○42保育実習Ⅰ
②○○22保育実習ⅡA
②○○22保育実習ⅡB

2○○○22心理学研究法Ⅰ
2○○○22心理学研究法Ⅱ

2○○○22心理統計学
2○○○22心理学基礎実験
2○○○22心理学実験

2○○○22学習心理学
2○○○22学習心理学演習

2○●○22教育心理学演習
2○○○23認知心理学
2○○○23社会心理学
2○○○23社会心理学調査演習（マーケティングリサーチ）

2○○○23臨床心理学
2○○○23心理検査法実習
2○○○23家族心理学

2○○21生涯学習概論A
2○○21生涯学習概論B

2○○23社会教育計画Ⅰ
2○○23社会教育計画Ⅱ

2○○22地域社会教育施設
2○○22学校外活動論
2○○23社会教育特論A
2○○23社会教育特論B
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卒業
要件

開 講 時 期資格要件に関する科目コース対応単位数

配当
年次授業科目の名称区分 ４回生３回生２回生１回生

社
会
教
育
主
事

認
定
心
理
士

保
育
士

教員免許状教
育
心
理
学

幼
児
教
育

学
校
教
育

選
択

推
奨

必
修

中
高
英
語

養
護

幼
稚
園

小
学
校 後前後前後前後前

2○○24地域教育課題演習A

専
門
科
目

2○○24地域教育課題演習B
②○○24地域教育実習

2●●●23卒業研究指導ゼミⅠ
2●●●24卒業研究指導ゼミⅡ
2○●●●24卒業研究

27706専門科目単位数合計

教育学部
現代教育学科　4回生用（２０１１年度入学生）
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Ⅰ．畿央大学の概要

取得できる資格とその要件

取
得
で
き
る
資
格
と
そ
の
要
件
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取得できる資格とその要件　 

　本学ではすべての学部・学科で、社会で役立つ専門的資格の取得を可能として
います。とりわけ理学療法学科や看護医療学科では国家試験の受験資格を取得す
ることが卒業要件になっています。
　本学で取得できる国家試験受験資格は理学療法士、看護師、保健師、管理栄養
士、二級建築士（実務経験２年で一級建築士）であり、これらの職業は試験に合
格することではじめて専門職として社会で活躍することが可能です。健康栄養学
科では、申請をすれば卒業と同時に栄養士資格を取得することが可能です。また
各種の教員免許状は本学で必要な単位を修得することで取得できますが、教員採
用試験に合格しなければ教壇に立つことはできません。そのためには授業内容を
理解し身に付ける学修に加えて、国家試験対策、教員採用試験対策の勉強を同時
並行で進めていくことが不可欠です。時々に大学で行う模擬試験を受験し、弱点
を早めに発見してそれを克服することも大切です。必要な内容はオリエンテー
ションやガイダンスでレクチャーしますので、必ず出席してください。

健康科学部　理学療法学科 

理学療法士国家試験受験資格取得に必要な科目一覧
　理学療法学科の専門基礎科目・専門科目のほとんどが資格取得に必要な必修科
目となっています。詳細はカリキュラム（P.１０２～１１３）をご覧ください。

斬トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッックククククククククククククククククククククトピックスススススススススススススススススススススス餐
理学療法士国家試験とは

　理学療法士の国家試験は毎年２月に行われ、３月に合格者が発表されます。試
験はすべて５肢選択形式でマークシートによる客観式です。
　出題は理学療法に関係する「専門問題」と一般医学に関係する作業療法士国家
試験との「共通問題」が午前、午後とも混合して出題されます。
　出題形式は問題文や選択肢に図や写真を配した問題や、簡単な症例を設定した
事例問題で、正解するためには実践的な深い理解が求められています。
　国家試験に出題される試験科目は、右表のようになっています。大学での授業
科目の専門科目にあたる専門問題ももちろんですが、「解剖学」や「生理学」といっ
た大学での専門基礎科目の内容の比重が高いことが特色です。
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Ⅰ．畿央大学の概要

　これらの専門基礎の科目は１回生か
ら学びます。「解剖学」や「生理学」を
しっかりと理解できてこそ理学療法の
専門的な科目の学習が可能になるから
ですが、別の角度から見ると国家試験
対策は１回生から始まるということで
もあります。苦手科目を残さない、た
ゆまぬ努力が国家試験合格につながり
ます。
　全国および本学の国家試験合格率は
表のようになっています。今までに全
国平均を下回ったことがなく、学生１
人１人が真剣に試験対策に取り組んで
います。

 

理学療法士国家試験合格状況
全国本学

実施回数
合格者数/受験者数（合格率）合格者数/受験者数（合格率）

１０,１１５　/　１１,４１１（８８.６%）　６１　/　６１（１００.０%）第４８回 （２０１３年：７期生）

９,８５０　/　１１,９５６（８２.４%）６４　/　６７（９５.５%）第４７回 （２０１２年：６期生）

７,７８６　/　１０,４７５（７４.３%）５８　/　６５（８９.２%）第４６回 （２０１１年：５期生）

９,１１２　/　　９,８３５（９２.６%）７６　/　７７（９８.７%）第４５回 （２０１０年：４期生）

８,２９１　/　　９,１１９（９０.９%）６９　/　７０（９８.６%）第４４回 （２００９年：３期生）

６,９２４　/　　７,９９７（８６.６%）６３　/　６８（９２.６%）第４３回 （２００８年：２期生）

６,５５９　/　　７,０３６（９３.２%）５５　/　５７（９６.５%）第４２回 （２００７年：１期生）

理学療法士国家試験出題科目
出題数試験科目

３基礎理学療法学

専
門
問
題
（
専
門
科
目
）

１２理学療法評価学
４基礎

運
動
療
法

理
学
療
法
治
療
学

１０整形外科（関節リウマチ含む）
６小児関連
７呼吸・循環・代謝
１３脳血管障害
１２脊髄障害
６神経筋障害５８
８物理療法
１２補装具療法
５日常生活活動８３
２地域理学療法学
１００小計
２０解剖学

共
通
問
題
（
専
門
基
礎
科
目
）

１６生理学
１２運動学
７病理学概論
７臨床心理学

３～４リハビリテーション医学
１０人間発達学（小児科学）臨

床
医
学

１０精神医学
１４～１５その他

１００小計

２００合計

出題数（午前・午後）

共通問題
専門問題

実地問題一般問題
１００４０６０
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健康科学部　看護医療学科　 

看護師国家試験受験資格取得に必要な科目一覧

保健師国家試験受験資格取得に必要な科目一覧

　２０１１年度までの入学生は、看護師と保健師の国家試験受験資格を同時に取得で
きる統合カリキュラムになっています。また、この受験資格を取得することが卒
業要件となっています。詳細はカリキュラム（P.１１４～１２６）をご覧ください。
　２０１２年度入学生からは、保健師国家試験の受験資格は選択制となります。保健
師国家試験受験資格取得要件は、看護医療学科内規（P.２８２）をご覧ください。
斬トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッックククククククククククククククククククククトピックスススススススススススススススススススススス餐
看護師国家試験・保健師国家試験とは

　看護師国家試験と保健師国家試験は毎年２月に行われ、３月に合格者が発表さ
れます。試験は全てマークシートによる客観式です。

看護師国家試験合格状況

保健師国家試験合格状況

［第１０２回（２０１３年２月実施）看護師国家試験］
必修問題５０問/一般問題１３０問/状況設定問題６０問
　必修問題および一般問題を１問１点、状況設定問題を１問２点とし、次の①②
をすべて満たすものが合格となりました。
　　　　①必修問題　４０点以上/５０点満点
　　　　②一般問題・状況設定問題　１６０点以上/２５０点満点
　①の８０%以上という基準は毎年同じで、②の合格ラインは毎年変動します。

　

全国本学
実施回数

（合格率）受験者数/合格者数（合格率）受験者数/合格者数

（８８.８%）５６,５３０/５０,２２４（９８.９%）９３/９２第１０２回 （２０１３年：２期生）

（９０.１%）５３,７０２/４８,４００（１００.０%）７１/７１第１０１回 （２０１２年：１期生）

全国本学
実施回数

（合格率）受験者数/合格者数（合格率）受験者数/合格者数

（９８.１%）２,１１３/２,０７２（９５.５%）８９/８５第９９回（２０１３年：２期生）

（８６.０%）１５,７５８/１３,５５５（８７.０%）６９/６０第９８回（２０１２年：１期生）
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Ⅰ．畿央大学の概要

第１０２回看護師国家試験 
〔出題分野〕

出題数分野 合計午後午前
５０２５２５必修問題
１２６６人体の構造と機能
１４７７疾病の成り立ちと回復の促進
９４５健康支援と社会保障制度
２２１２１０基礎看護学

（３）９（２）４（１）５在宅看護論
（５）１８（２）９（３）９成人看護学
（３）１４（２）７（１）７老年看護学
（３）１０（１）５（２）５小児看護学
（３）１１（２）５（１）６母性看護学
（３）１１（１）６（２）５精神看護学

（２０）１８０（１０）９０（１０）９０合計
※（　）内は状況設定問題の事例数

〔必修問題出題範囲〕
午後午前出題範囲
４７看護の社会的側面および倫理的側面に関する看護知識を問う目標Ⅰ

５４看護の対象者および看護活動の場に関する基礎的知識を問う目標Ⅱ

８７看護に必要な人体の構造と機能および健康障害と回復についての基礎的知識を問う目標Ⅲ

８７看護技術の基本を問う目標Ⅳ

２５２５計

［第９９回（２０１３年２月実施）保健師国家試験］
一般問題７５問/状況設定問題３４問
　一般問題を１問１点、状況設定問題を１問２点とし、１４３点満点の８６点以上が合
格ラインでした。

看護師国家試験について
　看護師国家試験の分野別の出題は以下のようになっています。分野別の設問数
があらかじめ決まっているわけではありませんが、毎年の傾向はほとんど同じな
ので、全分野にわたった学習が必要です。とりわけ状況設定問題に正解するため
には実践的で総合的な力が求められます。
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〔出題方式〕

保健師国家試験について
　保健師国家試験の出題方式、出題数、時間は以下のようになっています。
　第９９回試験

時間出題数方式

７５分
４０問客観式一般問題

午前 １５問
（２連問又は３連問）客観式状況設定問題

８０分
３５問客観式一般問題

午後 ２０問
（２連問又は３連問）客観式状況設定問題

出題数
形式

計午後午前

３２１誤っているものを選ぶ
（適切でない、可能性が低いなど、否定形を選ぶ）

８４４組合せ問題

６３３図・表を用いた問題

３０３写真を用いた問題

３０
（配点３１）１３１７五肢択一問題

２０
（配点２８）９１１五肢択二問題

２２０計算問題
（非選択式）
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Ⅰ．畿央大学の概要
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備　考

対応する開設授業科目基
準
単
位
数

教育職員免許法施行規則に規定する科目区
分 配当

年次科目名
教
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
選
択

選
択

必
修

必
修

2地域看護学概論◇2
4衛生学及び公衆衛生学

（予防医学を含む）

養
護
に
関
す
る
科
目

4保健医療福祉システム論Ⅰ1
1保健行動学◇2
2学校保健◇22学校保健
2養護概説◇22養護概説
4健康相談22健康相談活動の理論及び方法
1食と栄養◇22栄養学（食品学を含む）
1生命活動と代謝◇1
1人体構造・機能学Ⅰ◇22解剖学及び生理学
1人体構造・機能学Ⅱ◇2
1感染・免疫学◇22「微生物、免疫学、薬理概論」
2薬と健康◇2
1精神保健学◇22精神保健
1看護学原論◇2

10看護学（臨床実習及び救急処置を含む）

1看護技術基礎論◇1
1療養生活援助技術◇2
2診療過程援助技術◇1
1フィジカルアセスメント◇1
1基礎看護学実習◇2
2急性期看護学援助論Ⅰ◇1
3急性期看護学援助論Ⅱ◇1

3528「養護に関する科目」の要件単位数

養護教諭一種免許状 　１回生（２０１４年度入学生）
　
この資格を取得するためには、
　　①「養護に関する科目」から３５単位以上
　　②「教職に関する科目」から２５単位以上
　　③「教免法施行規則第６６条の６に定める科目」から８単位以上　　
　　　　　↓
　　　総計６８単位以上（①＋②＋③）の単位を修得する必要があります。

養護教諭一種免許状

　健康科学部看護医療学科に所属し、教育職員免許法、同施行規則に規定する下
表の要件を充足した者は、養護教諭一種免許状を取得できます。なお、「保健師」
の資格取得者は教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目（日本国憲法２
単位、体育２単位、外国語コミュニケーション２単位及び情報機器の操作２単位）
の単位を修得した上で、申請をすると養護教諭二種免許状取得が可能です。その
点もふまえて一種免許状の取得について、よく検討した上で、チャレンジしてく
ださい。
※２０１２年度以降の入学生は、「保健師国家試験受験資格」と「養護教諭一種免許状」
の両方を取得することはできません。

①
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Ⅰ．畿央大学の概要

備　考

対応する開設授業科目基
準
単
位
数

教育職員免許法施行規則に規定する科目区
分 配当

年次科目名
教
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
選
択

選
択

必
修

必
修

2教職概論◇22

教職の意義及び教員の役割

教職の意義等に
関する科目

教
職
に
関
す
る
科
目

教員の職務内容（研修、服務及
び身分保障等を含む）
進路選択に資する各種の機会の
提供等

2教育原理◇2

4

教育の理念並びに教育に関する
歴史及び思想

教育の基礎理論
に関する科目

1教育史2

2教育心理学◇2
幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程(障害のある
幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程を含む)

1教育法制論2教育に関する社会的、制度的又
は経営的事項

3教育課程論（中等）◇2

4

教育課程の意義及び編成の方法
教育課程に関す
る科目

3道徳・特別活動論（中等）2道徳及び特別活動に関する内容

2教育方法・技術論（中等）2教育の方法及び技術(情報機器
及び教材の活用を含む)

3生徒指導論◇2
4

生徒指導の理論及び方法
生徒指導及び教育
相談に関する科目 2教育相談（学校カウンセリング

を含む）◇2教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含む）
の理論及び方法

4養護実習指導◇1
5教育実習

4養護実習4
4教職実践演習（養護教諭）22教職実践演習

2521「教職に関する科目」の要件単位数

←上記①②の要件を充足することでクリアされます7さらに「養護に関する科目」「教職に関する科目」から選択（①②以外）

2日本国憲法22日本国憲法教
免
法
施
行
規
則

第　

条
の
６
に
定
め
る
科
目

６６

２単位　
選択必修

1スポーツ実習Ⅰ1
2体育 1スポーツ実習Ⅱ1

1運動の科学2
1英語コミュニケーションⅠ22外国語コミュニケーション
1情報処理演習Ⅰ12情報機器の操作
1情報処理演習Ⅱ1

88「教免法施行規則第６６条の６に定める科目」の要件単位数

6864必要な単位数の総計（①＋②＋③）

「教育実習受講資格」の見方
◇　すべて履修済であること

③

②
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備　考

対応する開設授業科目基
準
単
位
数

教育職員免許法施行規則に規定する科目区
分 配当

年次科目名
教
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
選
択

選
択

必
修

必
修

2地域看護学概論◇2
4衛生学及び公衆衛生学

（予防医学を含む）

養
護
に
関
す
る
科
目

4保健医療福祉システム論Ⅰ1
1保健行動学◇2
2学校保健◇22学校保健
2養護概説◇22養護概説
4健康相談22健康相談活動の理論及び方法
1食と栄養◇22栄養学（食品学を含む）
1生命活動と代謝◇1
1人体構造・機能学Ⅰ◇22解剖学及び生理学
1人体構造・機能学Ⅱ◇2
1感染・免疫学◇22「微生物、免疫学、薬理概論」
2薬と健康◇2
1精神保健学◇22精神保健
1看護学原論◇2

10看護学（臨床実習及び救急処置を含む）

1看護技術基礎論◇1
1療養生活援助技術◇2
2診療過程援助技術◇1
1フィジカルアセスメント◇1
1基礎看護学実習◇2
2急性期看護学援助論Ⅰ◇1
3急性期看護学援助論Ⅱ◇1

3528「養護に関する科目」の要件単位数

養護教諭一種免許状 　２・３回生（ ２０１２・２０１３年度入学生）
　
　この資格を取得するためには、
　　①「養護に関する科目」から３５単位以上
　　②「教職に関する科目」から２５単位以上
　　③「教免法施行規則第６６条の６に定める科目」から８単位以上　　
　　　　　↓
　　　総計６８単位以上（①＋②＋③）の単位を修得する必要があります。

①
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Ⅰ．畿央大学の概要

備　考

対応する開設授業科目基
準
単
位
数

教育職員免許法施行規則に規定する科目区
分 配当

年次科目名
教
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
選
択

選
択

必
修

必
修

2教職概論◇22

教職の意義及び教員の役割

教職の意義等に
関する科目

教
職
に
関
す
る
科
目

教員の職務内容（研修、服務及
び身分保障等を含む）
進路選択に資する各種の機会の
提供等

2教育原理◇2

4

教育の理念並びに教育に関する
歴史及び思想

教育の基礎理論
に関する科目

1教育史2

2教育心理学◇2幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程(障害のある
幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程を含む) 3臨床発達心理学2

いずれか
選択必修

1教育社会学2教育に関する社会的、制度的又
は経営的事項 1教育行政学2

3教育課程論（中等）◇2

4

教育課程の意義及び編成の方法
教育課程に関す
る科目

3道徳・特別活動論（中等）2道徳及び特別活動に関する内容

2教育方法・技術論（中等）2教育の方法及び技術(情報機器及
び教材の活用を含む)

3生徒指導論◇2
4

生徒指導の理論及び方法生徒指導及び教
育相談に関する
科目 2教育相談（学校カウンセリング

を含む）◇2教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含む）
の理論及び方法

4養護実習指導◇1
5教育実習

4養護実習4
4教職実践演習（養護教諭）22教職実践演習

2521「教職に関する科目」の要件単位数

←上記①②の要件を充足することでクリアされます7さらに「養護に関する科目」「教職に関する科目」から選択（①②以外）

②

2日本国憲法22日本国憲法教
免
法
施
行
規
則

第　

条
の
６
に
定
め
る
科
目

６６

２単位　
選択必修

1スポーツ実習Ⅰ1
2体育 1スポーツ実習Ⅱ1

1運動の科学2
1英語コミュニケーションⅠ22外国語コミュニケーション
1情報処理演習Ⅰ12情報機器の操作
1情報処理演習Ⅱ1

88「教免法施行規則第６６条の６に定める科目」の要件単位数

6864必要な単位数の総計（①＋②＋③）

③

「教育実習受講資格」の見方
◇　すべて履修済であること
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備　考

対応する開設授業科目基
準
単
位
数

教育職員免許法施行規則に規定する科目区
分 配当

年次科目名
教
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
選
択

選
択

必
修

必
修

2地域看護学概論◇2
4衛生学及び公衆衛生学

（予防医学を含む）

養
護
に
関
す
る
科
目

4保健医療福祉システム論1
1保健行動学◇1
2学校保健◇22学校保健
2養護概説◇22養護概説
4健康相談22健康相談活動の理論及び方法
1食と栄養◇12栄養学（食品学を含む）
1生命活動と代謝◇1
1人体構造・機能学Ⅰ◇22解剖学及び生理学
1人体構造・機能学Ⅱ◇2
1感染・免疫学◇22「微生物、免疫学、薬理概論」
2薬と健康◇2
1精神保健学◇22精神保健
1看護学原論◇2

10看護学（臨床実習及び救急処置を含む）

1看護技術基礎論◇1
1療養生活援助技術◇2
2診療過程援助技術◇1
1フィジカルアセスメント◇1
1基礎看護学実習◇2
2急性期看護学援助論Ⅰ◇1
3急性期看護学援助論Ⅱ◇1

3328「養護に関する科目」の要件単位数

養護教諭一種免許状 　４回生（ ２０１１年度入学生）

　この資格を取得するためには、
　　①「養護に関する科目」から３３単位以上
　　②「教職に関する科目」から２５単位以上
　　③「教免法施行規則第６６条の６に定める科目」から８単位以上　　
　　　　　↓
　　　総計６６単位以上（①＋②＋③）の単位を修得する必要があります。

①



195

Ⅰ．畿央大学の概要

備　考

対応する開設授業科目基
準
単
位
数

教育職員免許法施行規則に規定する科目区
分 配当

年次科目名
教
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
選
択

選
択

必
修

必
修

2教職概論◇22

教職の意義及び教員の役割

教職の意義等に
関する科目

教
職
に
関
す
る
科
目

教員の職務内容（研修、服務及
び身分保障等を含む）
進路選択に資する各種の機会の
提供等

2教育原理◇2

4

教育の理念並びに教育に関する
歴史及び思想

教育の基礎理論
に関する科目

1教育史2

2教育心理学◇2幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程(障害のある
幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程を含む) 3臨床発達心理学2

いずれか
選択必修

1教育社会学2教育に関する社会的、制度的又
は経営的事項 1教育行政学2

3教育課程論（中等）◇2

4

教育課程の意義及び編成の方法
教育課程に関す
る科目

3道徳・特別活動論（中等）2道徳及び特別活動に関する内容

2教育方法・技術論（中等）2教育の方法及び技術(情報機器及
び教材の活用を含む)

3生徒指導論◇2
4

生徒指導の理論及び方法生徒指導及び教
育相談に関する
科目 2教育相談（学校カウンセリング

を含む）◇2教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含む）
の理論及び方法

4養護実習指導◇1
5教育実習

4養護実習4
4教職実践演習（養護教諭）22教職実践演習

2521「教職に関する科目」の要件単位数

←上記①②の要件を充足することでクリアされます7さらに「養護に関する科目」「教職に関する科目」から選択（①②以外）

②

2日本国憲法22日本国憲法教
免
法
施
行
規
則

第　

条
の
６
に
定
め
る
科
目

６６

２単位　
選択必修

1スポーツ実習Ⅰ1
2体育 1スポーツ実習Ⅱ1

1運動の科学2
1英語コミュニケーションⅠ22外国語コミュニケーション
1情報処理演習Ⅰ22情報機器の操作

88「教免法施行規則第６６条の６に定める科目」の要件単位数

6664必要な単位数の総計（①＋②＋③）

③

「教育実習受講資格」の見方
◇　すべて履修済であること
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健康科学部　健康栄養学科 

管理栄養士国家試験受験資格取得に必要な科目一覧
　健康栄養学科の専門基礎科目・専門科目のほとんどが管理栄養士国家試験受験
資格取得に必要な必修科目となっています。ということは、指定された必修科目
のうち１つでも単位を修得できなければ、国家試験受験資格が取得できないこと
になります。詳細はカリキュラム（P.１２７～１４２）をご覧ください。

栄養士免許取得に必要な科目一覧
　健康栄養学科の専門基礎科目・専門科目のうち、指定された科目の単位を修得
すれば「栄養士免許」が取得できます。詳細はカリキュラム（P.１２７～１４２）をご
覧ください。

斬トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッックククククククククククククククククククククトピックスススススススススススススススススススススス餐
管理栄養士国家試験とは

　管理栄養士国家試験は毎年３月に行われ、５月に合格が発表されます。試験は
午前１０５問（２時間４０分）、午後９５問（２時間２５分）で行われ、配点は１問１点で
す。正答率６０％が合格基準なので、１２０点以上の者が合格ということになります。
つまり問題が易しければ合格率が上がり、難しければ下がるということになりま
す。
　分野別の設問数は下表の通りですが、広い分野にわたっていて相当の受験準備
が必要です。しかし、この配分は毎年変わらないので、早くから学修を積み重ね
ることで合格を確実にすることができます。

管理栄養士国家試験出題科目
試験時間出題数分野

２時間４０分１０５

２０社会・環境と健康

午
前

３０人体の構造と機能及び疾病の成り立ち
２５食べ物と健康
１４基礎栄養学
１６応用栄養学

２時間２５分９５

１５栄養教育論

午
後

３０臨床栄養学
２０公衆栄養学
２０給食経営管理論
１０応用力試験

２００合計
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フードスペシャリスト
　フードスペシャリストとして必要とされる下表の科目の単位を修得（履修中を
含む）すれば受験資格が取得でき、３回生の１２月に実施される社団法人日本フー
ドスペシャリスト協会の認定試験を受験することができます。

フードスペシャリスト　１回生（２０１４年度入学生）

この資格を取得するためには、以下の科目の単位をすべて修得する必要があります。

対応する授業科目名協
会
指
定

単
位
数

区　　分 配
当
年
次

科目名
資格取得要件

選
択

必
修

1食文化論22フードスペシャリスト論

1給食経営管理論Ⅰ2
2食品の官能評価・鑑別論

2調理科学実験1

1食品学総論2

5食物学に関する科目 2食品機能論2

3食品設計開発学実習1

2食品衛生学22食品の安全性に関する科目

1調理学2

4調理学に関する科目 1調理学実習Ⅰ1

1調理学実習Ⅱ1

2基礎栄養学Ⅰ2
2栄養と健康に関する科目

2基礎栄養学Ⅱ2

2フードシステム経済学2
2食品流通・消費に関する科目

2給食経営管理論Ⅱ2
3フードコーディネイト論22フードコーディネイト論

2621必要な単位数の総計

管理栄養士国家試験合格状況
全国本学

実施回数（年度）
（合格率）受験者数/合格者数（合格率）受験者数/合格者数

（３８.５%）２０,４５５/　７,８８５（９０.６%）８５/７７第２７回 （２０１３年：７期生）

（４９.３%）２１,２６８/１０,４８０（１００.０%）６８/６８第２６回 （２０１２年：６期生）

（４０.５%）１９,９２３/　８,０６７（８６.７%）６０/５２第２５回 （２０１１年：５期生）

（３２.２%）２５,０４７/　８,０５８（９２.３%）６５/６０第２４回 （２０１０年：４期生）

※第25回は東日本大震災の発生に伴う7月追加実施試験を含まず。
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フードスペシャリスト　２～４回生（２０１１～２０１３年度入学生）
　
この資格を取得するためには、以下の科目の単位をすべて修得する必要があります。

対応する授業科目名協
会
指
定

単
位
数

区　　分 配
当
年
次

科目名
資格取得要件

選
択

必
修

2食文化論22フードスペシャリスト論

2給食経営管理論Ⅰ2
2食品の官能評価・鑑別論

2調理科学実験1

1食品学総論2

5食物学に関する科目 1食品機能論2

2食品設計開発学演習2

2食品衛生学22食品の安全性に関する科目

2※調理学2

4調理学に関する科目 1調理学実習Ⅰ2

1調理学実習Ⅱ2

2基礎栄養学Ⅰ2
2栄養と健康に関する科目

2基礎栄養学Ⅱ2

3フードシステム経済学2
2食品流通・消費に関する科目

2給食経営管理論Ⅱ2
3フードコーディネイト論22フードコーディネイト論

2921必要な単位数の総計

※２０１３年度入学生は１回生配当

栄養教諭一種免許状
　健康栄養学科に所属し、管理栄養士養成課程を修了し、かつ栄養士免許を取得した者で、教
育職員免許法、同施行規則に規定する下表の科目及び単位数を修得した者は、栄養教諭一種免
許状を取得できます。

　※詳細は次頁より
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備　考

対応する開設授業科目基
準
単
位
数

教育職員免許法施行規則に規定する科目区
分 配当

年次科目名
教
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
選
択

選
択

必
修

必
修

3栄養教諭論◇22
栄養教諭の役割及び職務内容に関する事項栄

養
に
係
る
教
育
に

関
す
る
科
目

幼児、児童及び生徒の栄養に係る課題に関する事項
食生活に関する歴史的及び文化的事項

3食に関する指導論◇22食に関する指導の方法に関する事項
44「栄養に係る教育に関する科目」の要件単位数

栄養教諭一種免許状　１回生（２０１４年度入学生）

　この資格を取得するためには、
①「栄養に係る教育に関する科目」から４単位以上
②「教職に関する科目」から２２単位以上
③「教免法施行規則第６６条の６に定める科目」から８単位以上
　　　↓
　総計３４単位以上（①＋②＋③）の単位を修得する必要があります。

2教職概論◇22

教職の意義及び教員の役割

教職の意義等に
関する科目

教
職
に
関
す
る
科
目

教員の職務内容（研修、服務及
び身分保障等を含む）
進路選択に資する各種の機会の
提供等

2教育原理2

4

教育の理念並びに教育に関する
歴史及び思想

教育の基礎理論
に関する科目

1教育史2

2教育心理学2
幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程(障害のある
幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程を含む)

1教育法制論2教育に関する社会的、制度的又
は経営的事項

3教育課程論（中等）◇2

4

教育課程の意義及び編成の方法
教育課程に関す
る科目

3道徳・特別活動論（中等）2道徳及び特別活動に関する内容

2教育方法・技術論（中等）2教育の方法及び技術(情報機器及
び教材の活用を含む)

3生徒指導論◇2
4

生徒指導の理論及び方法生徒指導及び教
育相談に関する
科目 2教育相談（学校カウンセリング

を含む）◇2教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含む）
の理論及び方法

事前事後指導含む4栄養教育実習22教育実習
4教職実践演習（栄養教諭）22教職実践演習

2218「教職に関する科目」の要件単位数②

①

③

2日本国憲法22日本国憲法教
免
法
施
行
規
則

第　

条
の
６
に
定
め
る
科
目

６６

２単位　
選択必修

1スポーツ実習Ⅰ1
2体育 1スポーツ実習Ⅱ1

1運動の科学2
1英語コミュニケーションⅠ22外国語コミュニケーション
1情報処理演習Ⅰ12情報機器の操作
1情報処理演習Ⅱ1

88「教免法施行規則第６６条の６に定める科目」の要件単位数

3430必要な単位数の総計（①＋②＋③）

「教育実習受講資格」の見方　◇　すべて履修済であること
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栄養教諭一種免許状　２・３回生（２０１２・２０１３年度入学生）
　
　この資格を取得するためには、
①「栄養に係る教育に関する科目」から４単位以上
②「教職に関する科目」から２２単位以上
③「教免法施行規則第６６条の６に定める科目」から８単位以上
　　　↓
　総計３４単位以上（①＋②＋③）の単位を修得する必要があります。

②

備　考

対応する開設授業科目基
準
単
位
数

教育職員免許法施行規則に規定する科目区
分 配当

年次科目名
教
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
選
択

選
択

必
修

必
修

3栄養教諭論◇22
栄養教諭の役割及び職務内容に関する事項栄

養
に
係
る
教
育
に

関
す
る
科
目

幼児、児童及び生徒の栄養に係る課題に関する事項
食生活に関する歴史的及び文化的事項

3食に関する指導論◇22食に関する指導の方法に関する事項
44「栄養に係る教育に関する科目」の要件単位数

2教職概論◇22

教職の意義及び教員の役割

教職の意義等に
関する科目

教
職
に
関
す
る
科
目

教員の職務内容（研修、服務及
び身分保障等を含む）
進路選択に資する各種の機会の
提供等

2教育原理2

4

教育の理念並びに教育に関する
歴史及び思想

教育の基礎理論
に関する科目

1教育史2

2教育心理学2幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程(障害のある
幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程を含む) 3臨床発達心理学2

  
いずれか
選択必修

1教育社会学2教育に関する社会的、制度的又
は経営的事項 1教育行政学2

3教育課程論（中等）◇2

4

教育課程の意義及び編成の方法
教育課程に関す
る科目

3道徳・特別活動論（中等）2道徳及び特別活動に関する内容

2教育方法・技術論（中等）2教育の方法及び技術(情報機器
及び教材の活用を含む)

3生徒指導論◇2
4

生徒指導の理論及び方法生徒指導及び教
育相談に関する
科目 2教育相談（学校カウンセリング

を含む）◇2
教育相談（カウンセリングに関
する基礎的な知識を含む）の理
論及び方法

事前事後指導含む4栄養教育実習22教育実習
4教職実践演習（栄養教諭）22教職実践演習

2218「教職に関する科目」の要件単位数

2日本国憲法22日本国憲法教
免
法
施
行
規
則

第　

条
の
６
に
定
め
る
科
目

６６

２単位　
選択必修

1スポーツ実習Ⅰ1
2体育 1スポーツ実習Ⅱ1

1運動の科学2
1英語コミュニケーションⅠ22外国語コミュニケーション
1情報処理演習Ⅰ12情報機器の操作
1情報処理演習Ⅱ1

88「教免法施行規則第６６条の６に定める科目」の要件単位数

3430必要な単位数の総計（①＋②＋③）

③

①

「教育実習受講資格」の見方　◇　すべて履修済であること
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備　考

対応する開設授業科目基
準
単
位
数

教育職員免許法施行規則に規定する科目区
分 配当

年次科目名
教
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
選
択

選
択

必
修

必
修

3栄養教諭論◇22
栄養教諭の役割及び職務内容に関する事項栄

養
に
係
る
教
育
に

関
す
る
科
目

幼児、児童及び生徒の栄養に係る課題に関する事項
食生活に関する歴史的及び文化的事項

3食に関する指導論◇22食に関する指導の方法に関する事項
44「栄養に係る教育に関する科目」の要件単位数

栄養教諭一種免許状　４回生（２０１１年度入学生）
　
　この資格を取得するためには、
①「栄養に係る教育に関する科目」から４単位以上
②「教職に関する科目」から２２単位以上
③「教免法施行規則第６６条の６に定める科目」から８単位以上
　　　↓
　総計３４単位以上（①＋②＋③）の単位を修得する必要があります。

①

「教育実習受講資格」の見方　◇　すべて履修済であること

2教職概論◇22

教職の意義及び教員の役割

教職の意義等に
関する科目

教
職
に
関
す
る
科
目

教員の職務内容（研修、服務及
び身分保障等を含む）
進路選択に資する各種の機会の
提供等

2教育原理2

4

教育の理念並びに教育に関する
歴史及び思想

教育の基礎理論
に関する科目

1教育史2

2教育心理学2幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程(障害のある
幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程を含む) 3臨床発達心理学2

  
いずれか
選択必修

1教育社会学2教育に関する社会的、制度的又
は経営的事項 1教育行政学2

3教育課程論（中等）◇2

4

教育課程の意義及び編成の方法
教育課程に関す
る科目

3道徳・特別活動論（中等）2道徳及び特別活動に関する内容

2教育方法・技術論（中等）2教育の方法及び技術(情報機器
及び教材の活用を含む)

3生徒指導論◇2
4

生徒指導の理論及び方法生徒指導及び教
育相談に関する
科目 2教育相談（学校カウンセリング

を含む）◇2教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含む）
の理論及び方法

事前事後指導含む4栄養教育実習22教育実習
4教職実践演習（栄養教諭）22教職実践演習

2218「教職に関する科目」の要件単位数②

2日本国憲法22日本国憲法教
免
法
施
行
規
則

第　

条
の
６
に
定
め
る
科
目

６６

２単位　
選択必修

1スポーツ実習Ⅰ1
2体育 1スポーツ実習Ⅱ1

1運動の科学2
1英語コミュニケーションⅠ22外国語コミュニケーション
1情報処理演習Ⅰ22情報機器の操作

88「教免法施行規則第６６条の６に定める科目」の要件単位数

3430必要な単位数の総計（①＋②＋③）

③
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健康科学部　人間環境デザイン学科 

一級建築士・二級建築士受験資格

　「建築・まちづくりコース」において、建築士法施行規則に基づき資格に必要な
下表の要件を充足すれば、卒業と同時に二級建築士の受験資格、実務経験２年を
経て、一級建築士の受験資格が取得できます。

対応する開設授業科目建築士法施行規則指定科目の分類
（単位数） 配当

年次科目名選
択

必
修一級 実務経験：2年以上二級

2建築設計演習Ⅰ2①建築設計製図
　７単位以上

①建築設計製図
実務 ０～２年
　　　５単位以上
実務 ３～５年
　　　３単位以上

2建築設計演習Ⅱ2
2建築CADⅠ2
2インテリアデザイン演習Ⅰ2
3建築設計演習Ⅲ2
3建築設計演習Ⅳ2
1住環境計画Ⅰ2②建築計画

　７単位以上
②～④建築計画、建
築環境工学又は建築
設備
実務 ０～２年
　　　７単位以上
実務 ３～５年
　　　２単位以上

2住環境計画Ⅱ2
1景観・まちづくり演習2
1建築学概論2
2（※1）住生活史2
2日本建築史2
2西洋・東洋建築史2
3福祉のまちづくり（地域計画論）2

3建築環境工学2
③建築環境工学
　２単位以上

3建築設備学演習2④建築設備 
　２単位以上

1構造力学Ⅰ2⑤構造力学
　４単位以上

⑤～⑦構造力学、建
築一般構造又は建築
材料
実務：０～２年 
　　　６単位以上
実務：３～５年 
　　　３単位以上

2構造力学Ⅱ2
2建築一般構造Ⅰ2⑥建築一般構造

　３単位以上 3建築一般構造Ⅱ2
1生活環境素材論2⑦建築材料

　２単位 3建築材料学2
3建築材料実験2

4建築施工2⑧建築生産 
　２単位以上

⑧建築生産
　 １単位以上

4建築法規2⑨建築法規 
　１単位以上

⑨建築法規
　 １単位以上

①～⑨計
 ３０単位以上

①～⑨計　
実務：０～２年
　 ２０単位以上
実務：３～５年
　 １０単位以上

一級建築士・二級建築士受験資格 （建築・まちづくりコース）　
１・２回生（２０１３・２０１４年度入学生）
この資格を取得するためには、以下の要件をすべて充足させる必要があります。
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対応する開設授業科目建築士法施行規則指定科目の分類
（単位数） 配当

年次科目名選
択

必
修一級 実務経験：2年以上二級

1建築図学2⑩その他⑩その他

1立体表現Ⅰ2
1人間工学2

2（※2）環境心理学2
2インテリアデザイン2
2人間工学実験2
3ユニバーサルデザイン（環境）2
3建築CADⅡ2
3測量実習2
1色彩論Ⅰ2
2色彩論Ⅱ2

①～⑨+⑩　
　６０単位以上

①～⑨+⑩　
実務：０年 
　４０単位以上
実務：１年
　３０単位以上
実務：２年 
　２０単位以上
※1　2012年度入学生は1回生配当
※2　2014年度入学生は3回生配当
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対応する開設授業科目建築士法施行規則指定科目の分類
（単位数） 配当

年次科目名選
択

必
修一級 実務経験：2年以上二級

2建築設計演習Ⅰ2①建築設計製図
　７単位以上

①建築設計製図
実務 ０～２年
　　　５単位以上
実務 ３～５年
　　　３単位以上

2建築設計演習Ⅱ2
2建築CADⅠ2
2インテリアデザイン演習Ⅰ2
3建築設計演習Ⅲ2
3建築設計演習Ⅳ2
1住環境計画Ⅰ2②建築計画

　７単位以上
②～④建築計画、建
築環境工学又は建築
設備
実務 ０～２年
　　　７単位以上
実務 ３～５年
　　　２単位以上

2住環境計画Ⅱ2
1景観・まちづくり演習2
1建築学概論2

2（※1）住生活史2
2日本建築史2
2西洋・東洋建築史2
3福祉のまちづくり（地域計画論）2
3建築環境工学2③建築環境工学

　２単位以上 3人体感覚計測実験2

3建築設備学演習2④建築設備 
　２単位以上

1構造力学Ⅰ2⑤構造力学
　４単位以上

⑤～⑦構造力学、建
築一般構造又は建築
材料
実務：０～２年 
　　　６単位以上
実務：３～５年
　　　３単位以上

2構造力学Ⅱ2
2建築一般構造Ⅰ2⑥建築一般構造

　３単位以上 3建築一般構造Ⅱ2
1生活環境素材論2⑦建築材料

　２単位 3建築材料学2
3建築材料実験2

4建築施工2⑧建築生産 
　２単位以上

⑧建築生産
　 １単位以上

4建築法規2⑨建築法規 
　１単位以上

⑨建築法規
　 １単位以上

①～⑨計
 ３０単位以上

①～⑨計　
実務：０～２年
　 ２０単位以上
実務：３～５年
　 １０単位以上

一級建築士・二級建築士受験資格 （建築・まちづくりコース）　
３回生（２０１２年度入学生）
　
この資格を取得するためには、以下の要件をすべて充足させる必要があります。
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対応する開設授業科目建築士法施行規則指定科目の分類
（単位数） 配当

年次科目名選
択

必
修一級 実務経験：2年以上二級

1建築図学2⑩その他⑩その他

1立体表現Ⅰ2
1人間工学2

2（※2）環境心理学2
2インテリアデザイン2
2人間工学実験2
3ユニバーサルデザイン（環境）2
3建築CADⅡ2
3測量実習2
1色彩論Ⅰ2
2色彩論Ⅱ2

①～⑨+⑩　
　６０単位以上

①～⑨+⑩　
実務：０年 
　４０単位以上
実務：１年
　３０単位以上
実務：２年 
　２０単位以上
※1　2012年度入学生は1回生配当
※2　2014年度入学生は3回生配当
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対応する開設授業科目建築士法施行規則指定科目の分類
（単位数） 配当

年次科目名選
択

必
修一級 実務経験：2年以上二級

2住環境設計製図Ⅰ2①建築設計製図
　７単位以上

①建築設計製図
実務 ０～２年
　　　５単位以上
実務 ３～５年
　　　３単位以上

2住環境設計製図Ⅱ2
2住環境CADⅠ2
2インテリアデザイン演習Ⅰ2
3建築設計製図Ⅰ2
3建築設計製図Ⅱ2
1住環境計画Ⅰ2②建築計画

　７単位以上
②～④建築計画、建
築環境工学又は建築
設備
実務 ０～２年
　　　７単位以上
実務 ３～５年
　　　２単位以上

2住環境計画Ⅱ2
1景観・まちづくり演習2
1建築学概論2
1住生活史2
1健康と住生活2
2日本建築史2
2西洋・東洋建築史2
3福祉のまちづくり（地域計画論）2
3住環境工学演習2③建築環境工学

　２単位以上 3人体感覚計測実験2

3建築設備学演習2④建築設備 
　２単位以上

1力の流れと安全Ⅰ2⑤構造力学
　４単位以上

⑤～⑦構造力学、建
築一般構造又は建築
材料
実務：０～２年
　　　６単位以上
実務：３～５年
　　　３単位以上

2力の流れと安全Ⅱ2
2構造のデザインⅠ2⑥建築一般構造

　３単位以上 3構造のデザインⅡ2
1生活環境素材論2⑦建築材料

　２単位 3建築材料学2
3建築材料実験2

4建築の工法・生産2⑧建築生産 
　２単位以上

⑧建築生産
　 １単位以上

4環境づくりと法律2⑨建築法規 
　１単位以上

⑨建築法規
　 １単位以上

①～⑨計
 ３０単位以上

①～⑨計　
実務：０～２年
　 ２０単位以上
実務：３～５年
　 １０単位以上

一級建築士・二級建築士受験資格 （建築・まちづくりコース）　
４回生（２０１１年度入学生）

この資格を取得するためには、以下の要件をすべて充足させる必要があります。
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対応する開設授業科目建築士法施行規則指定科目の分類
（単位数） 配当

年次科目名選
択

必
修一級 実務経験：2年以上二級

1建築図学2⑩その他⑩その他

1立体表現Ⅰ2
1人間工学2
2環境心理学2
2インテリアデザイン2
2人間工学実験2
3ユニバーサルデザイン（環境）2
3住環境CADⅡ2
3測量実習2
1色彩論Ⅰ2
2色彩論Ⅱ2

①～⑨+⑩　
　６０単位以上

①～⑨+⑩　
実務：０年 
　４０単位以上
実務：１年
　３０単位以上
実務：２年 
　２０単位以上
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インテリアプランナー登録資格

　「インテリアデザインコース」において、インテリアプランナー資格制度要綱に基づき
認定された下表の要件を充足することでインテリアプランナー試験合格後に、インテリ
アプランナーとして登録できる資格を得ることができます。

配当
年次科目名

単
位
数

資
格
取
得

要
件科目の種類区分

1文化芸術論2

①
12

意匠

美術基礎
A　

イ
ン
テ
リ
ア
関
連
科
目

1デッサンⅠ2

基本技法

1デッサンⅡ2
1建築図学 2
1立体表現Ⅰ2
1立体表現Ⅱ2
2コンピュータグラフィック2
3ユニバーサルデザイン（環境）2

関連デザイン
4ユニバーサルデザイン（プロダクト）2
1住生活史2

歴史デザイン
基礎

2日本建築史2
2西洋・東洋建築史2
1ユニバーサルデザイン2意匠
1景観・まちづくり演習2

生活
1住生活論2
1建築学概論2

②
24

計画・基礎概論

インテリア
（建築）計画

B　

イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
専
門
科
目

2インテリアデザイン2
1人間工学2

人間工学
2人間工学実験2
3建築環境工学2室内環境
3建築設備学演習2設備設計
1構造力学Ⅰ2

防災・安全計画
2構造力学Ⅱ2
2※環境心理学2

インテリア
演出計画

2色彩心理学2
2認知心理学2
1色彩論Ⅰ2
2色彩論Ⅱ2

インテリアプランナー登録資格（インテリアデザインコース）
１～３回生（２０１２～２０１４年度入学生）

　この資格を取得するためには、
　　①Ａ「インテリア関連科目」から１２単位以上
　　②Ｂ「インテリアデザイン専門科目」から２４単位以上
　　　　　↓
　　　総計３６単位以上（①＋②）の単位を修得する必要があります。
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配当
年次科目名

単
位
数

資
格
取
得

要
件科目の種類区分

1生活環境素材論2

②
24

材料

インテリア
（建築）の装飾・
施行

B　

イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
専
門
科
目

3建築材料学2
2建築一般構造Ⅰ2

構法
3建築一般構造Ⅱ2
4建築施工2施行
2インテリア商品と販売知識2

エレメント
2福祉機器論2
4建築法規2インテリア（建築）法規
2建築CADⅠ2

製図技法

インテリア（建
築）設計［講義］

3建築CADⅡ2
1住環境計画Ⅰ2

計画～管理全般
2住環境計画Ⅱ2
2インテリアデザイン演習Ⅰ2

各種インテリア
3インテリアデザイン演習Ⅱ2
2建築設計演習Ⅰ2

インテリア（建築）設計［実技］
2建築設計演習Ⅱ2

36必要な単位数の総計（①＋②）

※２０１４年度入学生は３回生配当
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配当
年次科目名

単
位
数

資
格
取
得

要
件科目の種類区分

2くらしと美術2

①
12

意匠

美術基礎
A　

イ
ン
テ
リ
ア
関
連
科
目

1デッサンⅠ2

基本技法

1デッサンⅡ2
1建築図学2
1立体表現Ⅰ2
1立体表現Ⅱ2
2コンピュータグラフィック2
3ユニバーサルデザイン（環境）2

関連デザイン
4ユニバーサルデザイン（プロダクト）2
1住生活史2

歴史デザイン
基礎

2日本建築史2
2西洋・東洋建築史2
1ユニバーサルデザイン2意匠
1景観・まちづくり演習2

生活
1健康と住生活2
1建築学概論2

②
24

計画・基礎概論

インテリア
（建築）計画

B　

イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
専
門
科
目

2インテリアデザイン2
1人間工学2

人間工学
2人間工学実験2
3住環境工学演習2室内環境
3建築設備学演習2設備設計
1力の流れと安全Ⅰ2

防災・安全計画
2力の流れと安全Ⅱ2
2環境心理学2

インテリア
演出計画

2色彩心理学2
2認知心理学2
1色彩論Ⅰ2
2色彩論Ⅱ2
1生活環境素材論2

材料

インテリア
（建築）の装飾・
施行

3建築材料学2
2構造のデザインⅠ2

構法
3構造のデザインⅡ2
4建築の工法・生産2施行
2インテリア商品と販売知識2

エレメント
2福祉機器論2

インテリアプランナー登録資格（インテリアデザインコース）
　４回生（２０１１年度入学生）
　
　この資格を取得するためには、
　　①Ａ「インテリア関連科目」から１２単位以上
　　②Ｂ「インテリアデザイン専門科目」から２４単位以上
　　　　　↓
　　　総計３６単位以上（①＋②）の単位を修得する必要があります。
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Ⅰ．畿央大学の概要

配当
年次科目名

単
位
数

資
格
取
得

要
件科目の種類区分

4環境づくりと法律2

②
24

インテリア（建築）法規
B　

イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

専
門
科
目

2住環境CADⅠ2
製図技法

インテリア（建
築）設計［講義］

3住環境CADⅡ2
1住環境計画Ⅰ2

計画～管理全般
2住環境計画Ⅱ2
2インテリアデザイン演習Ⅰ2

各種インテリア
3インテリアデザイン演習Ⅱ2
2住環境設計製図Ⅰ2

インテリア（建築）設計［実技］
2住環境設計製図Ⅱ2

36必要な単位数の総計（①＋②）
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認定心理士
　人間環境デザイン学科において、以下の表の学会指定基準単位を充足した者は、
社団法人日本心理学会に認定心理士の資格審査を申請できます。

認定心理士　１回生（２０１４年度入学生）
　
この資格を取得するためには、
　①a～c領域から１２単位以上（ただしab各領域から４単位以上、c領域から３単位以上を含む）
　②d～h領域から１６単位以上（ただし３領域×各４単位の１２単位以上を含む）
　③上記①②以外にd～h領域から８単位以上
　　　　↓
　　総計３６単位以上（①＋②＋③）の単位を修得する必要があります。

対応する開設授業科目学会で定められる領域等

配当
年次科目名

本
学
課
程

上
の
単
位

数学
会
で
認

め
ら
れ
る

単
位
数

基
準
単
位
数

領域

【基礎科目】ab各領域４単位以上、c領域３単位以上でa～c領域の合計１２単位以上
1心理学概論22

4心理学概論a 1臨床心理学概論 (E)21
2教育心理学　※22
2デザインのための心理学22
2心理学研究法 (E)224心理学研究法b
2心理統計学 (E)22
2心理学基礎実験 (E)223心理学実験・実習c
3心理検査法実習 (E)21

1ａ～ｃ３領域から
12a ～c領域の合計

【選択科目】d～hの内3領域以上で各4単位以上の12単位以上、かつ5領域の合計16単位以上
1人間工学21

３領域
各４→

１２

知覚心理学・学習心理学d 2認知心理学22
2色彩心理学21
2学習心理学 (E)22
3発達脳科学 (E)21生理心理学・比較心理学e
1児童心理学22

教育心理学・発達心理学f 1高齢者心理学22
2発達心理学 (E)22
1精神保健学21

臨床心理学・人格心理学g 1障害者心理学22
2人格心理学 (E)22
3教育相談　※22
2人間関係論21

社会心理学・産業心理学h 3環境心理学22
3社会心理学 (E)22
3家族心理学 (E)22

4ｄ～ｈ５領域から
16d～h領域の合計②

①
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Ⅰ．畿央大学の概要

対応する開設授業科目学会で定められる領域等

配当
年次科目名

本
学
課
程

上
の
単
位

数学
会
で
認

め
ら
れ
る

単
位
数

基
準
単
位
数

領域

4
卒業研究
（心理学関連科目を担当する教員の指導による
心理学に関連するテーマが必要）

44その他の科目

8上記①②以外にd～h領域から

36必要な単位数の総計（①＋②＋③）

注１）科目名の(E)は教育学部開講科目を示します。
注２）「本学課程上の単位数」と「学会で認められる単位数」とが異なる科目がありますので、

注意してください。
　　　たとえば「臨床心理学概論」は本学では２単位の科目ですが、学会では１単位の科目とし

て扱われます。
注３）※印のついている科目は卒業要件単位に含まれません。

●認定心理士資格の取得を目指す学生へ
　登録申請時に以下の情報が必要になりますので、必ず把握しておいてください。
　（１）各科目を履修した年度のシラバス
　（２）各科目を履修した年度の担当教員名及び職階（教授、准教授、講師など）

③
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認定心理士　２・３回生（２０１２・２０１３年度入学生）
　
この資格を取得するためには、
　①a～c領域から１２単位以上（ただしab各領域から４単位以上、c領域から３単位以上を含む）
　②d～h領域から１６単位以上（ただし３領域×各４単位の１２単位以上を含む）
　③上記①②以外にa～h領域から８単位以上
　　　　↓
　　総計３６単位以上（①＋②＋③）の単位を修得する必要があります。

対応する開設授業科目学会で定められる領域等

配当
年次科目名

本
学
課
程

上
の
単
位

数学
会
で
認

め
ら
れ
る

単
位
数

基
準
単
位
数

領域

【基礎科目】ab各領域４単位以上、c領域３単位以上でa～c領域の合計１２単位以上
1心理学概論22

4心理学概論a 2教育心理学　※22
2デザインのための心理学22
2心理学研究法 Ⅰ(E)22

4心理学研究法b 2心理学研究法Ⅱ (E)22
2心理統計学 (E)22
2心理学基礎実験 (E)22

3心理学実験・実習c 2心理学実験 (E)22
3心理検査法実習 (E)21

1ａ～ｃ３領域から
12a ～c領域の合計

【選択科目】d～hの内３領域以上で各４単位以上の１２単位以上、かつ５領域の合計１６単位以上
1人間工学21

３領域
各４→

１２

知覚心理学・学習心理学d 2認知心理学22
2色彩心理学21
2学習心理学 (E)22
3発達脳科学 (E)21生理心理学・比較心理学e
2児童心理学22

教育心理学・発達心理学f
2高齢者心理学22
2発達心理学 (E)22
4学校心理学 (E)22
3臨床発達心理学 　※22
1精神保健学21

臨床心理学・人格心理学g 1障害者心理学22
2人格心理学 (E)22
3教育相談　※22
2人間関係論21

社会心理学・産業心理学h
2環境心理学22
3社会心理学 (E)22
3家族心理学 (E)22
3コミュニケーション心理学 (E)22

4ｄ～ｈ５領域から
16d～h領域の合計

②

①
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Ⅰ．畿央大学の概要

対応する開設授業科目学会で定められる領域等

配当
年次科目名

本
学
課
程

上
の
単
位

数学
会
で
認

め
ら
れ
る

単
位
数

基
準
単
位
数

領域

4
卒業研究
（心理学関連科目を担当する教員の指導による
心理学に関連するテーマが必要）

44
その他の科目

3社会心理学調査演習（マーケティングリサーチ）（E）22

8上記①②以外にa～h領域から

36必要な単位数の総計（①＋②＋③）

注１）科目名の(E)は教育学部開講科目を示します。
注２）「本学課程上の単位数」と「学会で認められる単位数」とが異なる科目がありますので、

注意してください。
　　　たとえば「心理検査法演習」は本学では２単位の科目ですが、学会では１単位の科目とし

て扱われます。
注３）※印のついている科目は卒業要件単位に含まれません。

●認定心理士資格の取得を目指す学生へ
　登録申請時に以下の情報が必要になりますので、必ず把握しておいてください。
　（１）各科目を履修した年度のシラバス
　（２）各科目を履修した年度の担当教員名及び職階（教授、准教授、講師など）

③
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認定心理士　４回生（２０１１年度入学生）
　
この資格を取得するためには、
　①a～c領域から１２単位以上（ただしab各領域から４単位以上、c領域から３単位以上を含む）
　②d～h領域から１６単位以上（ただし３領域×各４単位の１２単位以上を含む）
　③上記①②以外にa～h領域から８単位以上
　　　　↓
　　総計３６単位以上（①＋②＋③）の単位を修得する必要があります。

対応する開設授業科目学会で定められる領域等

配当
年次科目名

本
学
課
程

上
の
単
位

数学
会
で
認

め
ら
れ
る

単
位
数

基
準
単
位
数

領域

【基礎科目】ab各領域４単位以上、c領域３単位以上でa～c領域の合計１２単位以上
1心理学入門Ⅰ22

4心理学概論a 1心理学入門Ⅱ22
2教育心理学　※22
2デザインのための心理学22
2心理学研究法 Ⅰ(E)22

4心理学研究法b 2心理学研究法Ⅱ (E)22
2心理統計学 (E)22
2心理学基礎実験 (E)22

3心理学実験・実習c 2心理学実験 (E)22
3心理検査法実習 (E)21

1ａ～ｃ３領域から
12a ～c領域の合計

【選択科目】d～hの内３領域以上で各４単位以上の１２単位以上、かつ５領域の合計１６単位以上
1人間工学21

３領域
各４→

１２

知覚心理学・学習心理学d 2認知心理学22
2色彩心理学21
2学習心理学 (E)22
3発達脳科学 (E)21生理心理学・比較心理学e
2児童心理学22

教育心理学・発達心理学f
2高齢者心理学22
2発達心理学 (E)22
4学校心理学 (E)22
3臨床発達心理学　※22
1精神保健学21

臨床心理学・人格心理学g
1障害者心理学22
2人格心理学 (E)22
3教育相談　※22
2人格と発達22
2人間関係論21

社会心理学・産業心理学h
2環境心理学22
3社会心理学 (E)22
3家族心理学 (E)22
3コミュニケーション心理学 (E)22

4ｄ～ｈ５領域から
16d～h領域の合計②

①
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Ⅰ．畿央大学の概要

対応する開設授業科目学会で定められる領域等

配当
年次科目名

本
学
課
程

上
の
単
位

数学
会
で
認

め
ら
れ
る

単
位
数

基
準
単
位
数

領域

4
卒業研究
（心理学関連科目を担当する教員の指導による
心理学に関連するテーマが必要）

44
その他の科目

3社会心理学調査演習（マーケティングリサーチ）（E）22

8上記①②以外にa～h領域から

36必要な単位数の総計（①＋②＋③）

注１）科目名の(E)は教育学部開講科目を示します。
注２）「本学課程上の単位数」と「学会で認められる単位数」とが異なる科目がありますので、

注意してください。
　　　たとえば「心理検査法演習」は本学では２単位の科目ですが、学会では１単位の科目とし

て扱われます。
注３）※印のついている科目は卒業要件単位に含まれません。

●認定心理士資格の取得を目指す学生へ
　登録申請時に以下の情報が必要になりますので、必ず把握しておいてください。
　（１）各科目を履修した年度のシラバス
　（２）各科目を履修した年度の担当教員名及び職階（教授、准教授、講師など）

③
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中学校教諭一種免許状（家庭）・高等学校教諭一種免許状（家庭）

　人間環境デザイン学科に所属し、教育職員免許法、同施行規則に規定する下表の
要件を充足した者は、中学校教諭一種免許状（家庭）・高等学校教諭一種免許状（家
庭）を取得できます。

中学校教諭一種免許状（家庭）・高等学校一種免許状（家庭）　１回生（２０１４年度入学生）
　
この資格を取得するためには、
①『教科に関する科目」から２０単位以上
②「教職に関する科目」から中学校は２９単位以上、高等学校は２５単位以上
③さらに「教科に関する科目」または「教職に関する科目」から①②以外に中学校は１０単位以上、高等
学校は１４単位以上
④「教免法施行規則第６６条の６に定める科目」から８単位以上
　　　　↓
　　総計６７単位以上（①＋②＋③＋④）の単位を修得する必要があります。

備　考

対応する開設授業科目基
準
単
位
数

教育職員免許法施行規則に規定する科目区
分 配

当
年
次科目名

教
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
高中
選
択

選
択

必
修

必
修

選
択

選
択

必
修

必
修高中

3家庭経営学△22

２０２０

家庭経営学（家族関係及び家庭経済学
含む）

教
科
に
関
す
る
科
目

2人間関係論22
1アパレル構成論△22

被服学（被服製作実習を含む）
2アパレル構成実習Ⅰ22
2アパレル構成実習Ⅱ22
4ユニバーサルデザイン(ファッション)22
1衣生活論△22
3健康と食生活△22食物学（栄養学、食品学及び調理実習

を含む） 3調理実習△22
1住生活論△22

住居学（製図を含む） 1建築学概論22
1住環境計画Ⅰ22
2住環境計画Ⅱ22
3保育学△22保育学（実習及び家庭看護を含む）

高免のみ3家庭電気・機械△2家庭電気・機械及び情報処理
20２０２０「教科に関する科目」の要件単位数

2教職概論◇222

教職の意義及び教員の役割
教職の意義
等に関する
科目教

職
に
関
す
る
科
目

教員の職務内容（研修、服務及
び身分保障等を含む）
進路選択に資する各種の機会の
提供等

2教育原理◇22

6

教育の理念並びに教育に関する
歴史及び思想

教育の基礎
理論に関す
る科目

1教育史22

2教育心理◇22
幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程(障害のある
幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程を含む)

3教育法制論22教育に関する社会的、制度的又
は経営的事項

①
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Ⅰ．畿央大学の概要

備　考

対応する開設授業科目基
準
単
位
数

教育職員免許法施行規則に規定する科目区
分 配

当
年
次科目名

教
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
高中
選
択

選
択

必
修

必
修

選
択

選
択

必
修

必
修高中

3教育課程論（中等）◇22

6１２

教育課程の意義及び編成の方法

教育課程及
び指導法に
関する科目

教
職
に
関
す
る
科
目

3家庭科指導法Ⅰ△22

各教科の指導法
3家庭科指導法Ⅱ△22
3家庭科指導法Ⅲ22
3家庭科指導法Ⅳ22
3道徳指導法（中等）22道徳の指導法

3特別活動指導法（中等）◇22特別活動の指導法

2教育方法・技術論（中等）22教育の方法及び技術（情報機器
及び教材の活用を含む）

3生徒・進路指導論（中等）◇22
4

生徒指導の理論及び方法生徒指導、
教育相談及
び進路指導
等に関する
科目

進路指導の理論及び方法

2教育相談
（学校カウンセリングを含む）◇22

教育相談（カウンセリングに関
する基礎的な知識を含む）の理
論及び方法

4家庭科教育実習指導◇11
35教育実習 4家庭科教育実習（中）▲44

4家庭科教育実習（高）▲22
4教職実践演習（中・高）222教職実践演習

25292331「教職に関する科目」の要件単位数②

1410168さらに「教科に関する科目」「教職に関する科目」から選択（①②以外）

2日本国憲法222日本国憲法教
免
法
施
行
規
則
第　

条
の
６
に
定

６６

め
る
科
目 ２単位

選択必修

1スポーツ実習Ⅰ11
2体育 1スポーツ実習Ⅱ11

1運動の科学22
1英語コミュニケーションⅠ222外国語コミュニケーション
1情報処理演習Ⅰ11

2情報機器の操作
1情報処理演習Ⅱ11

88「教免法施行規則第66条の6に定める科目」の要件単位数

6767必要な単位数の総計（①＋②＋③＋④）

「教育実習受講資格」の見方
　◇　すべて履修済であること
　△　ここから８科目以上履修済であること
　▲　「家庭科教育実習事前指導」履修済であること
 

④

③
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中学校教諭一種免許状（家庭）・高等学校一種免許状（家庭）　
　２・３回生（２０１２・２０１３年度入学生）
　
この資格を取得するためには、
①『教科に関する科目」から２０単位以上
②「教職に関する科目」から中学校は２９単位以上、高等学校は２５単位以上
③さらに「教科に関する科目」または「教職に関する科目」から①②以外に中学校は１０単位以上、高等
学校は１４単位以上
④「教免法施行規則第６６条の６に定める科目」から８単位以上
　　　　↓
　　総計６７単位以上（①＋②＋③＋④）の単位を修得する必要があります。

備　考

対応する開設授業科目基
準
単
位
数

教育職員免許法施行規則に規定する科目区
分 配

当
年
次科目名

教
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
高中
選
択

選
択

必
修

必
修

選
択

選
択

必
修

必
修高中

3家庭経営学△22

２０２０

家庭経営学（家族関係及び家庭経済学
含む）

教
科
に
関
す
る
科
目

2人間関係論22
1アパレル構成論△22

被服学（被服製作実習を含む）
2アパレル構成実習Ⅰ22
2アパレル構成実習Ⅱ22
4ユニバーサルデザイン(ファッション)22
1衣生活論△22
3健康と食生活△22食物学（栄養学、食品学及び調理実習

を含む） 3調理実習△22
1住生活論△22

住居学（製図を含む） 1建築学概論22
1住環境計画Ⅰ22
2住環境計画Ⅱ22
3保育学△22保育学（実習及び家庭看護を含む）

高免のみ3家庭電気・機械△2家庭電気・機械及び情報処理
20２０２０「教科に関する科目」の要件単位数

2教職概論◇222

教職の意義及び教員の役割
教職の意義
等に関する
科目教

職
に
関
す
る
科
目

教員の職務内容（研修、服務及
び身分保障等を含む）
進路選択に資する各種の機会の
提供等

2教育原理◇22

6

教育の理念並びに教育に関する
歴史及び思想

教育の基礎
理論に関す
る科目

1教育史22

2教育心理学◇22幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程(障害のある
幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程を含む) 3臨床発達心理学22

いずれか
選択必修

1教育社会学22教育に関する社会的、制度的又
は経営的事項 1教育行政学22

①
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Ⅰ．畿央大学の概要

備　考

対応する開設授業科目基
準
単
位
数

教育職員免許法施行規則に規定する科目区
分 配

当
年
次科目名

教
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
高中
選
択

選
択

必
修

必
修

選
択

選
択

必
修

必
修高中

3教育課程論（中等）◇22

6１２

教育課程の意義及び編成の方法

教育課程及
び指導法に
関する科目

教
職
に
関
す
る
科
目

3家庭科指導法Ⅰ△22

各教科の指導法
3家庭科指導法Ⅱ△22
3家庭科指導法Ⅲ22
3家庭科指導法Ⅳ22
3道徳指導法（中等）22道徳の指導法

3特別活動指導法（中等）◇22特別活動の指導法

2教育方法・技術論（中等）22教育の方法及び技術（情報機器
及び教材の活用を含む）

3生徒・進路指導論（中等）◇22
4

生徒指導の理論及び方法生徒指導、
教育相談及
び進路指導
等に関する
科目

進路指導の理論及び方法

2教育相談
（学校カウンセリングを含む）

◇22
教育相談（カウンセリングに関
する基礎的な知識を含む）の理
論及び方法

4家庭科教育実習指導◇11
35教育実習 4家庭科教育実習（中）▲4

4家庭科教育実習（高）▲2
4教職実践演習（中・高）222教職実践演習

25292331「教職に関する科目」の要件単位数②

1410168さらに「教科に関する科目」「教職に関する科目」から選択（①②以外）

2日本国憲法222日本国憲法教
免
法
施
行
規
則
第　

条
の
６
に

６６

定
め
る
科
目 ２単位

選択必修

1スポーツ実習Ⅰ11
2体育 1スポーツ実習Ⅱ11

1運動の科学22
1英語コミュニケーションⅠ222外国語コミュニケーション
1情報処理演習Ⅰ11

2情報機器の操作
1情報処理演習Ⅱ11

88「教免法施行規則第66条の6に定める科目」の要件単位数

6767必要な単位数の総計（①＋②＋③＋④）

「教育実習受講資格」の見方
　◇　すべて履修済であること
　△　ここから８科目以上履修済であること
　▲　「家庭科教育実習事前指導」履修済であること
 

④

③
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中学校教諭一種免許状（家庭）・高等学校一種免許状（家庭）　４回生（２０１１年度入学生）
　
この資格を取得するためには、
①『教科に関する科目」から２０単位以上
②「教職に関する科目」から中学校は２９単位以上、高等学校は２５単位以上
③さらに「教科に関する科目」または「教職に関する科目」から①②以外に中学校は１０単位以上、高等
学校は１４単位以上
④「教免法施行規則第６６条の６に定める科目」から８単位以上
　　　　↓
　　総計６７単位以上（①＋②＋③＋④）の単位を修得する必要があります。

2教職概論◇222

教職の意義及び教員の役割
教職の意義
等に関する
科目教

職
に
関
す
る
科
目

教員の職務内容（研修、服務及
び身分保障等を含む）
進路選択に資する各種の機会の
提供等

2教育原理◇22

6

教育の理念並びに教育に関する
歴史及び思想

教育の基礎
理論に関す
る科目

1教育史22

2教育心理学◇22幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程(障害のある
幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程を含む) 3臨床発達心理学22

いずれか
選択必修

1教育社会学22教育に関する社会的、制度的又
は経営的事項 1教育行政学22

備　考

対応する開設授業科目基
準
単
位
数

教育職員免許法施行規則に規定する科目区
分 配

当
年
次科目名

教
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
高中
選
択

選
択

必
修

必
修

選
択

選
択

必
修

必
修高中

3家庭経営学△22

２０

２０

家庭経営学（家族関係及び家庭経済学
含む）

教
科
に
関
す
る
科
目

2人間関係論22
1アパレル構成論△22

被服学（被服製作実習を含む）
2アパレル構成実習Ⅰ22
2アパレル構成実習Ⅱ22
4ユニバーサルデザイン(ファッション)22
1健康と衣生活△22
3健康と食生活△22食物学（栄養学、食品学及び調理実習

を含む） 3調理実習△22
1健康と住生活△22

住居学（製図を含む） 1建築学概論22
1住環境計画Ⅰ22
2住環境計画Ⅱ22
3保育学△22保育学（実習及び家庭看護を含む）
3家庭電気・機械△2

家庭電気・機械及び情報処理 高免のみ1情報処理演習Ⅱ2
2情報処理演習Ⅲ2

20２０２０「教科に関する科目」の要件単位数①
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Ⅰ．畿央大学の概要

備　考

対応する開設授業科目基
準
単
位
数

教育職員免許法施行規則に規定する科目区
分 配

当
年
次科目名

教
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
高中
選
択

選
択

必
修

必
修

選
択

選
択

必
修

必
修高中

3教育課程論（中等）◇22

6１２

教育課程の意義及び編成の方法

教育課程及
び指導法に
関する科目

教
職
に
関
す
る
科
目

3家庭科指導法Ⅰ△22

各教科の指導法
3家庭科指導法Ⅱ△22
3家庭科指導法Ⅲ22
3家庭科指導法Ⅳ22
3道徳指導法（中等）22道徳の指導法

3特別活動指導法（中等）◇22特別活動の指導法

2教育方法・技術論（中等）22教育の方法及び技術（情報機器
及び教材の活用を含む）

3生徒・進路指導論（中等）◇22
4

生徒指導の理論及び方法生徒指導、
教育相談及
び進路指導
等に関する
科目

進路指導の理論及び方法

2教育相談
（学校カウンセリングを含む）

◇22
教育相談（カウンセリングに関
する基礎的な知識を含む）の理
論及び方法

4家庭科教育実習指導◇11
35教育実習 4家庭科教育実習（中）▲4

4家庭科教育実習（高）▲2
4教職実践演習（中・高）222教職実践演習

25292331「教職に関する科目」の要件単位数

「教育実習受講資格」の見方
　◇　すべて履修済であること
　△　ここから８科目以上履修済であること
　▲　「家庭科教育実習事前指導」履修済であること
 

②

1410168さらに「教科に関する科目」「教職に関する科目」から選択（①②以外）

2日本国憲法222日本国憲法教
免
法
施
行
規
則
第　

条
の

６６

６
に
定
め
る
科
目

２単位
選択必修

1スポーツ実習Ⅰ11
2体育 1スポーツ実習Ⅱ11

1運動の科学22
1英語コミュニケーションⅠ222外国語コミュニケーション
1情報処理演習Ⅰ222情報機器の操作

88「教免法施行規則第66条の6に定める科目」の要件単位数

6767必要な単位数の総計（①＋②＋③＋④）④

③
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教育学部　現代教育学科 
　教育学部現代教育学科では、必要な課程を履修すれば小学校・幼稚園・中学校
（英語）・高等学校（英語）・養護教諭・特別支援学校教諭※の一種免許状に加え
て、保育士、認定心理士や社会教育主事の資格が卒業と同時に取得できます。た
だし所属するコース、入学年度により取得できる免許状、資格が異なります。ま
た、複数の資格取得をめざすことで、負担が大きくなる場合もあります。よく検
討したうえで、将来必要な資格をめざしてください。

小学校教諭一種免許状

小学校教諭一種免許状　１回生（２０１４年度入学生）
　
　この資格を取得するためには、
　　①「教科に関する科目」から８単位以上
　　②「教職に関する科目」から４５単位以上
　　③さらに「教科に関する科目」または「教職に関する科目」から①②以外に６単位以上
　　④「教免法施行規則第６６条の６に定める科目」から８単位以上
　　　　　↓
　　　総計６７単位以上（①＋②＋③＋④）の単位を修得する必要があります。

備　考

対応する開設授業科目基
準
単
位
数

教育職員免許法施行規則に規定する科目区分 配
当

年
次科目名

教
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
選
択

選
択

必
修

必
修

1国語科概論△2

8

国語 (書写を含む)

教
科
に
関
す
る
科
目

2社会科概論△2社会
1算数科概論△2算数
2理科概論△2理科
1生活科概論△2生活
1音楽科概論△2

音楽 3ピアノ実践演習A1
4ピアノ実践演習Ｂ1
1図工科概論△2図画工作
2家庭科概論△2家庭
1体育科概論△2体育

88「教科に関する科目」の要件単位数

1教職概論◇22

教職の意義及び教員の役割
教職の意義
等に関する
科目

教
職
に
関
す
る
科
目

教員の職務内容（研修、服務及
び身分保障等を含む）
進路選択に資する各種の機会の
提供等

1教育原理◇2

6

教育の理念並びに教育に関する
歴史及び思想

教育の基礎
理論に関す
る科目

1教育史2

1教育心理学◇2幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程(障害のある
幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程を含む) 2発達心理学2

3教育法制論2教育に関する社会的、制度的又
は経営的事項

①
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Ⅰ．畿央大学の概要

備　考

対応する開設授業科目教
員
免
許
法

等
基
準
単
位

教育職員免許法施行規則に規定する科目区分 配
当

年
次科目名

教
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
選
択

選
択

必
修

必
修

1教育課程論（初等）◇2

22

教育課程の意義及び編成の方法

教育課程及
び指導法に
関する科目

教
職
に
関
す
る
科
目

2国語科指導法☆2

各教科の指導法

3社会科指導法☆2
2算数科指導法☆2
3理科指導法☆2
2生活科指導法☆2
3音楽科指導法☆2
2図工科指導法☆2
2家庭科指導法☆2
2体育科指導法☆2
3道徳指導法（初等）☆2道徳の指導法

2特別活動指導法（初等）☆2特別活動の指導法

2教育方法・技術論（初等）☆2教育の方法及び技術（情報機器
及び教材の活用を含む）

3生徒・進路指導論（初等）◇2

4

生徒指導の理論及び方法生徒指導、
教育相談及
び進路指導
等に関する
科目

3教育相談
（学校カウンセリングを含む）2

教育相談（カウンセリングに関
する基礎的な知識を含む）の理
論及び方法

いずれか
選択必修

3小学校教育実習指導Ａ◇1

5教育実習 4小学校教育実習指導Ｂ1
いずれか
選択必修

3小学校教育実習Ａ4
4小学校教育実習Ｂ2（4）
4教職実践演習（幼・小）22教職実践演習

4541「教職に関する科目」の要件単位数

610さらに「教科に関する科目」「教職に関する科目」から選択（①②以外）

2日本国憲法22日本国憲法教
免
法
施
行
規
則

第　

条
の
６
に
定
め
る
科
目

６６
2単位選
択必修

1スポーツ実習Ａ1
2体育 1スポーツ実習Ｂ1

1運動の科学2
1英語コミュニケーションA22外国語コミュニケーション
1情報処理演習Ⅰ12情報機器の操作
１情報処理演習Ⅱ1

88「教免法施行規則第66条の6に定める科目」の要件単位数

6767必要な単位数の総計（①＋②＋③＋④）

1現代教育論◇2

上記以外に単位取得が必要な科目 いずれか
選択必修

1小学校一日見学

◇

−
1幼稚園一日見学−
1（幼稚園見学実習A）1
2（幼稚園見学実習B）1

「教育実習受講資格」の見方
　◇　すべて履修済であること
　△　ここから7科目以上履修済であること
　☆　ここから8科目以上履修済であること
注）「小学校教育実習指導B」及び「小学校教育実習B」は、「幼稚園教育実習A」または「英語科教育実習（中）」履修済の者
のみ履修可とします。

 

④

②

③
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小学校教諭一種免許状　２回生（２０１３年度入学生）
　
　この資格を取得するためには、
　　①「教科に関する科目」から８単位以上
　　②「教職に関する科目」から４５単位以上
　　③さらに「教科に関する科目」または「教職に関する科目」から①②以外に６単位以上
　　④「教免法施行規則第６６条の６に定める科目」から８単位以上
　　　　　↓
　　　総計６７単位以上（①＋②＋③＋④）の単位を修得する必要があります。

備　考

対応する開設授業科目基
準
単
位
数

教育職員免許法施行規則に規定する科目区分 配
当

年
次科目名

教
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
選
択

選
択

必
修

必
修

1国語科概論△2

8

国語 (書写を含む)

教
科
に
関
す
る
科
目

2社会科概論△2社会
1算数科概論△2算数
2理科概論△2理科
1生活科概論△2生活
1音楽科概論△2

音楽 1ピアノ演習A1
1ピアノ演習Ｂ1
1図工科概論△2図画工作
2家庭科概論△2家庭
1体育科概論△2体育

88「教科に関する科目」の要件単位数

1教職概論◇22

教職の意義及び教員の役割
教職の意義
等に関する
科目

教
職
に
関
す
る
科
目

教員の職務内容（研修、服務及
び身分保障等を含む）
進路選択に資する各種の機会の
提供等

1教育原理◇2

6

教育の理念並びに教育に関する
歴史及び思想

教育の基礎
理論に関す
る科目

1教育史2
1教育心理学◇2

幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程(障害のある
幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程を含む)

4学校心理学2
1児童心理学2
2発達心理学2

いずれか
選択必修

1教育社会学2教育に関する社会的、制度的又
は経営的事項 1教育行政学2

①
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Ⅰ．畿央大学の概要

備　考

対応する開設授業科目教
員
免
許
法

等
基
準
単
位

教育職員免許法施行規則に規定する科目区分 配
当

年
次科目名

教
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
選
択

選
択

必
修

必
修

1教育課程論（初等）◇2

22

教育課程の意義及び編成の方法

教育課程及
び指導法に
関する科目

教
職
に
関
す
る
科
目

2国語科指導法☆2

各教科の指導法

3社会科指導法☆2
2算数科指導法☆2
3理科指導法☆2
2生活科指導法☆2
3音楽科指導法☆2
2図工科指導法☆2
2家庭科指導法☆2
2体育科指導法☆2
3道徳指導法（初等）☆2道徳の指導法

2特別活動指導法（初等）☆2特別活動の指導法

2教育方法・技術論（初等）☆2教育の方法及び技術（情報機器
及び教材の活用を含む）

3生徒・進路指導論（初等）◇2
4

生徒指導の理論及び方法生徒指導、
教育相談及
び進路指導
等に関する
科目

進路指導の理論及び方法

2教育相談
（学校カウンセリングを含む）2

教育相談（カウンセリングに関
する基礎的な知識を含む）の理
論及び方法

いずれか
選択必修

3小学校教育実習指導Ａ◇1

5教育実習 4小学校教育実習指導Ｂ1
いずれか
選択必修

3小学校教育実習Ａ4
4小学校教育実習Ｂ2（4）
4教職実践演習（幼・小）22教職実践演習

4541「教職に関する科目」の要件単位数

610さらに「教科に関する科目」「教職に関する科目」から選択（①②以外）

2日本国憲法22日本国憲法教
免
法
施
行
規
則

第　

条
の
６
に
定
め
る
科
目

６６
2単位選
択必修

1スポーツ実習Ａ1
2体育 1スポーツ実習Ｂ1

1運動の科学2
1英語コミュニケーションA22外国語コミュニケーション
1情報処理演習Ⅰ12情報機器の操作
１情報処理演習Ⅱ1

88「教免法施行規則第66条の6に定める科目」の要件単位数

6767必要な単位数の総計（①＋②＋③＋④）

1現代教育論◇2

上記以外に単位取得が必要な科目 いずれか
選択必修

1小学校一日見学

◇

−
1幼稚園一日見学−
1（幼稚園見学実習A）1
2（幼稚園見学実習B）1

「教育実習受講資格」の見方
　◇　すべて履修済であること
　△　ここから7科目以上履修済であること
　☆　ここから8科目以上履修済であること
注）「小学校教育実習指導B」及び「小学校教育実習B」は、「幼稚園教育実習A」または「英語科教育実習（中）」履修済の者の
み履修可とします。

④

②

③
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小学校教諭一種免許状　３回生（２０１２年度入学生）
　
　この資格を取得するためには、
　　①「教科に関する科目」から８単位以上
　　②「教職に関する科目」から４５単位以上
　　③さらに「教科に関する科目」または「教職に関する科目」から①②以外に６単位以上
　　④「教免法施行規則第６６条の６に定める科目」から８単位以上
　　　　　↓
　　　総計６７単位以上（①＋②＋③＋④）の単位を修得している必要があります。

備　考

対応する開設授業科目基
準
単
位
数

教育職員免許法施行規則に規定する科目区分 配
当

年
次科目名

教
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
選
択

選
択

必
修

必
修

1国語科概論◇2

8

国語 (書写を含む)

教
科
に
関
す
る
科
目

2社会科概論◇2社会
1算数科概論◇2算数
2理科概論◇2理科
1生活科概論△2生活
1音楽科概論△2

音楽 1ピアノ演習A1
1ピアノ演習Ｂ1
1図工科概論△2図画工作
2家庭科概論△2家庭
1体育科概論△2体育

88「教科に関する科目」の要件単位数

1教職概論◇22

教職の意義及び教員の役割
教職の意義
等に関する
科目

教
職
に
関
す
る
科
目

教員の職務内容（研修、服務及
び身分保障等を含む）
進路選択に資する各種の機会の
提供等

1教育原理◇2

6

教育の理念並びに教育に関する
歴史及び思想

教育の基礎
理論に関す
る科目

1教育史2
1教育心理学◇2

幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程（障害のある
幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程を含む）

4学校心理学2
1児童心理学2
2発達心理学2

いずれか
選択必修

1教育社会学2教育に関する社会的、制度的又
は経営的事項 1教育行政学2

①
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Ⅰ．畿央大学の概要

備　考

対応する開設授業科目教
員
免
許
法

等
基
準
単
位

教育職員免許法施行規則に規定する科目区分 配
当

年
次科目名

教
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
選
択

選
択

必
修

必
修

1教育課程論（初等）◇2

22

教育課程の意義及び編成の方法

教育課程及
び指導法に
関する科目

教
職
に
関
す
る
科
目

2国語科指導法☆2

各教科の指導法

3社会科指導法☆2
2算数科指導法☆2
3理科指導法☆2
2生活科指導法☆2
3音楽科指導法☆2
2図工科指導法☆2
2家庭科指導法☆2
2体育科指導法☆2
3道徳指導法（初等）☆2道徳の指導法

2特別活動指導法（初等）☆2特別活動の指導法

2教育方法・技術論（初等）☆2教育の方法及び技術（情報機器
及び教材の活用を含む）

3生徒・進路指導論（初等）◇2
4

生徒指導の理論及び方法生徒指導、
教育相談及
び進路指導
等に関する
科目

進路指導の理論及び方法

2教育相談
（学校カウンセリングを含む）2

教育相談（カウンセリングに関
する基礎的な知識を含む）の理
論及び方法

いずれか
選択必修

3小学校教育実習指導Ａ◇1

5教育実習 4小学校教育実習指導Ｂ1
いずれか
選択必修

3小学校教育実習Ａ4
4小学校教育実習Ｂ2（4）
4教職実践演習（幼・小）22教職実践演習

4541「教職に関する科目」の要件単位数

610さらに「教科に関する科目」「教職に関する科目」から選択（①②以外）

2日本国憲法22日本国憲法教
免
法
施
行
規
則

第　

条
の
６
に
定
め
る
科
目

６６
2単位選
択必修

1スポーツ実習Ａ1
2体育 1スポーツ実習Ｂ1

1運動の科学2
1英語コミュニケーションA22外国語コミュニケーション
1情報処理演習Ⅰ12情報機器の操作
１情報処理演習Ⅱ1

88「教免法施行規則第66条の6に定める科目」の要件単位数

6767必要な単位数の総計（①＋②＋③＋④）

1現代教育論◇2

上記以外に単位取得が必要な科目 いずれか
選択必修

1小学校一日見学

◇

−
1幼稚園一日見学−
1（幼稚園見学実習A）1
2（幼稚園見学実習B）1

「教育実習受講資格」の見方
　◇　すべて履修済であること
　△　ここから3科目以上履修済であること
　☆　ここから8科目以上履修済であること
注）「小学校教育実習指導B」及び「小学校教育実習B」は、「幼稚園教育実習A」または「英語科教育実習（中）」履修済の

者のみ履修可とします。
 

④

②

③
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小学校教諭一種免許状　４回生（２０１１年度入学生）
　
　この資格を取得するためには、
　　①「教科に関する科目」から８単位以上
　　②「教職に関する科目」から４５単位以上
　　③さらに「教科に関する科目」または「教職に関する科目」から①②以外に６単位以上
　　④「教免法施行規則第６６条の６に定める科目」から８単位以上
　　　　　↓
　　　総計６７単位以上（①＋②＋③＋④）の単位を修得する必要があります。

備　考

対応する開設授業科目基
準
単
位
数

教育職員免許法施行規則に規定する科目区分 配
当

年
次科目名

教
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
選
択

選
択

必
修

必
修

1国語科概論◇2

8

国語 (書写を含む)

教
科
に
関
す
る
科
目

2社会科概論◇2社会
1算数科概論◇2算数
2理科概論◇2理科
1生活科概論△2生活
1音楽科概論△2

音楽 1ピアノ演習A1
1ピアノ演習Ｂ1
1図工科概論△2図画工作
2家庭科概論△2家庭
1体育科概論△2体育

88「教科に関する科目」の要件単位数

1教職概論◇22

教職の意義及び教員の役割
教職の意義
等に関する
科目

教員の職務内容（研修、服務及
び身分保障等を含む）
進路選択に資する各種の機会の
提供等

1教育原理◇2

6

教育の理念並びに教育に関する
歴史及び思想

教育の基礎
理論に関す
る科目

1教育史2
1教育心理学◇2

幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程（障害のある
幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程を含む）

4学校心理学2
1児童心理学2
2発達心理学2

いずれか
選択必修

1教育社会学2教育に関する社会的、制度的又
は経営的事項 1教育行政学2

①
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Ⅰ．畿央大学の概要

備　考

対応する開設授業科目教
員
免
許
法

等
基
準
単
位

教育職員免許法施行規則に規定する科目区分 配
当

年
次科目名

教
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
選
択

選
択

必
修

必
修

1教育課程論（初等）◇2

22

教育課程の意義及び編成の方法

教育課程及
び指導法に
関する科目

教
職
に
関
す
る
科
目

2国語科指導法☆2

各教科の指導法

3社会科指導法☆2
2算数科指導法☆2
3理科指導法☆2
2生活科指導法☆2
3音楽科指導法☆2
2図工科指導法☆2
2家庭科指導法☆2
2体育科指導法☆2
3道徳指導法（初等）☆2道徳の指導法

2特別活動指導法（初等）☆2特別活動の指導法

2教育方法・技術論（初等）☆2教育の方法及び技術（情報機器
及び教材の活用を含む）

3生徒・進路指導論（初等）◇2
4

生徒指導の理論及び方法生徒指導、
教育相談及
び進路指導
等に関する
科目

進路指導の理論及び方法

2教育相談
（学校カウンセリングを含む）2

教育相談（カウンセリングに関
する基礎的な知識を含む）の理
論及び方法

いずれか
選択必修

3小学校教育実習指導Ａ◇1

5教育実習 4小学校教育実習指導Ｂ1
いずれか
選択必修

3小学校教育実習Ａ4
4小学校教育実習Ｂ2（4）
4教職実践演習（幼・小）22教職実践演習

4541「教職に関する科目」の要件単位数

610さらに「教科に関する科目」「教職に関する科目」から選択（①②以外）

1日本国憲法22日本国憲法教
免
法
施
行
規
則

第　

条
の
６
に
定
め
る
科
目

６６

2単位選
択必修

1スポーツ実習Ａ1
2体育 1スポーツ実習Ｂ1

1運動の科学2
1英語コミュニケーションA22外国語コミュニケーション
1情報処理演習Ⅰ22情報機器の操作

88「教免法施行規則第66条の6に定める科目」の要件単位数

6767必要な単位数の総計（①＋②＋③＋④）

1現代教育論◇2

上記以外に単位取得が必要な科目 いずれか
選択必修

1小学校一日見学

◇

−
1幼稚園一日見学−
1（幼稚園見学実習A）1
2（幼稚園見学実習B）1

「教育実習受講資格」の見方
　◇　すべて履修済であること
　△　ここから3科目以上履修済であること
　☆　ここから8科目以上履修済であること
注）「小学校教育実習指導B」及び「小学校教育実習B」は、「幼稚園教育実習A」または「英語科教育実習（中）」履修済
の者のみ履修可とします。

 

②

④

③
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幼稚園教諭一種免許状
幼稚園教諭一種免許状　１回生（２０１４年度入学生）
　
この資格を取得するためには、
　①「教科に関する科目」から６単位以上
　②「教職に関する科目」から ３７単位以上
　③さらに「教科に関する科目」または「教職に関する科目」から①②以外に ８単位以上
　④「教免法施行規則第６６条の６に定める科目」から８単位以上
　　　　↓
　　総計５９単位以上（①＋②＋③＋④）の単位を修得する必要があります。

備　考

対応する開設授業科目基
準
単
位
数

教育職員免許法施行規則に規定する科目区分 配
当

年
次科目名

教
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
選
択

選
択

必
修

必
修

1国語科概論◇2

8

国語

教
科
に
関
す
る
科
目

1算数科概論◇2算数
1生活科概論2生活
1音楽科概論2

音楽 3ピアノ実践演習A1
4ピアノ実践演習Ｂ1
2音楽実技演習1
1図工科概論2図画工作
1体育科概論2体育

66「教科に関する科目」の要件単位数

1教職概論（幼保）◇22

教職の意義及び教員の役割
教職の意義
等に関する
科目

教
職
に
関
す
る
科
目

教員の職務内容（研修、服務及び
身分保障等を含む）
進路選択に資する各種の機会の
提供等

1教育原理◇2

6

教育の理念並びに教育に関する
歴史及び思想

教育の基礎
理論に関す
る科目

1教育史2

1教育心理学◇2幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程（障害のある幼
児、児童及び生徒の心身の発達
及び学習の過程を含む） 2発達心理学2

3教育法制論2教育に関する社会的、制度的又
は経営的事項

①
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Ⅰ．畿央大学の概要

備　考

対応する開設授業科目教
員
免
許
法

等
基
準
単
位

教育職員免許法施行規則に規定する科目区分 配
当

年
次科目名

教
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
選
択

選
択

必
修

必
修

3教育課程論（幼保）◇2

18

教育課程の意義及び編成の方法

教育課程及
び指導法に
関する科目

教
職
に
関
す
る
科
目

2保育内容の研究「健康」☆2

保育内容の指導法

2保育内容の研究「人間関係」☆2
1保育内容の研究「環境」☆2
1保育内容の研究「言葉」☆2
2保育内容の研究「音楽表現」☆2
2保育内容の研究「造形表現」☆2
2保育内容の研究「運動遊び」☆2

2教育方法・技術論（初等）2教育の方法及び技術（情報機器及
び教材の活用を含む）

3幼児理解論2

2

幼児理解の理論及び方法生徒指導、
教育相談及
び進路指導
等に関する
科目

3教育相談
（学校カウンセリングを含む）2

教育相談（カウンセリングに関す
る基礎的な知識を含む）の理論及
び方法

いずれか
選択必修

3幼稚園教育実習指導A◇1

5教育実習 4幼稚園教育実習指導B1
いずれか
選択必修

3幼稚園教育実習A4
4幼稚園教育実習B2（4）

いずれか
選択必修

4保育・教職実践演習（幼稚園）22教職実践演習
4教職実践演習（幼・小）2

3735「教職に関する科目」の要件単位数

810さらに「教科に関する科目」「教職に関する科目」から選択（①②以外）

2日本国憲法22日本国憲法教
免
法
施
行
規
則

第　

条
の
６
に
定
め
る
科
目

６６
2単位選
択必修

1スポーツ実習Ａ1
2体育 1スポーツ実習Ｂ1

1運動の科学2
1英語コミュニケーションA22外国語コミュニケーション
1情報処理演習Ⅰ12情報機器の操作
１情報処理演習Ⅱ1

88「教免法施行規則第66条の6に定める科目」の要件単位数

5959必要な単位数の総計（①＋②＋③＋④）

1現代教育論◇2
上記以外に単位取得が必要な科目 いずれか

選択必修
1幼稚園見学実習A◇1
2幼稚園見学実習B1

「教育実習受講資格」の見方
　◇　すべて履修済であること
　☆　ここから４科目以上履修済であること
注）「幼稚園教育実習指導B」及び「幼稚園教育実習B」は、「小学校教育実習A」履修済の者のみ履修可とします。
 

④

②

③



234

幼稚園教諭一種免許状　２回生（２０１３年度入学生）
　
この資格を取得するためには、
　①「教科に関する科目」から６単位以上
　②「教職に関する科目」から ３７単位以上
　③さらに「教科に関する科目」または「教職に関する科目」から①②以外に ８単位以上
　④「教免法施行規則第６６条の６に定める科目」から８単位以上
　　　　↓
　　総計５９単位以上（①＋②＋③＋④）の単位を修得する必要があります。

備　考

対応する開設授業科目基
準
単
位
数

教育職員免許法施行規則に規定する科目区分 配
当

年
次科目名

教
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
選
択

選
択

必
修

必
修

1国語科概論◇2

6

国語 

教
科
に
関
す
る
科
目

1算数科概論◇2算数
1生活科概論2生活
1音楽科概論2

音楽

1ピアノ演習A1
1ピアノ演習B1
3ピアノ演習C1
4ピアノ演習D1
1実践的音楽演習A1
2実践的音楽演習B1
1図工科概論2図画工作
1体育科概論2体育

66「教科に関する科目」の要件単位数

2教職概論（幼保）◇22

教職の意義及び教員の役割
教職の意義
等に関する
科目

教
職
に
関
す
る
科
目

教員の職務内容（研修、服務及び
身分保障等を含む）
進路選択に資する各種の機会の
提供等

1教育原理◇2

6

教育の理念並びに教育に関する
歴史及び思想

教育の基礎
理論に関す
る科目

1教育史2
1教育心理学◇2

幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程（障害のある幼
児、児童及び生徒の心身の発達
及び学習の過程を含む）

4学校心理学2
1児童心理学2
2発達心理学2

いずれか
選択必修

1教育社会学2教育に関する社会的、制度的又
は経営的事項 1教育行政学2

①
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Ⅰ．畿央大学の概要

備　考

対応する開設授業科目教
員
免
許
法

等
基
準
単
位

教育職員免許法施行規則に規定する科目区分 配
当

年
次科目名

教
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
選
択

選
択

必
修

必
修

1教育課程論（幼保）◇2

18

教育課程の意義及び編成の方法

教育課程及
び指導法に
関する科目

教
職
に
関
す
る
科
目

2保育内容の研究「健康」☆2

保育内容の指導法

1保育内容の研究「人間関係」☆2
1保育内容の研究「環境」☆2
1保育内容の研究「言葉」☆2
2保育内容の研究「音楽表現」☆2
2保育内容の研究「造形表現」☆2
2保育内容の研究「運動遊び」☆2

2教育方法・技術論（初等）2教育の方法及び技術（情報機器及
び教材の活用を含む）

1幼児理解論2

2

幼児理解の理論及び方法生徒指導、
教育相談及
び進路指導
等に関する
科目

2教育相談
（学校カウンセリングを含む）2

教育相談（カウンセリングに関す
る基礎的な知識を含む）の理論及
び方法

いずれか
選択必修

3幼稚園教育実習指導A◇1

5教育実習 4幼稚園教育実習指導B1
いずれか
選択必修

3幼稚園教育実習A4
4幼稚園教育実習B2（4）

いずれか
選択必修

4保育・教職実践演習（幼稚園）22教職実践演習
4教職実践演習（幼・小）2

3735「教職に関する科目」の要件単位数

810さらに「教科に関する科目」「教職に関する科目」から選択（①②以外）

2日本国憲法22日本国憲法教
免
法
施
行
規
則

第　

条
の
６
に
定
め
る
科
目

６６
2単位選
択必修

1スポーツ実習Ａ1
2体育 1スポーツ実習Ｂ1

1運動の科学2
1英語コミュニケーションA22外国語コミュニケーション
1情報処理演習Ⅰ12情報機器の操作
１情報処理演習Ⅱ1

88「教免法施行規則第66条の6に定める科目」の要件単位数

5959必要な単位数の総計（①＋②＋③＋④）

1現代教育論◇2
上記以外に単位取得が必要な科目 いずれか

選択必修
1幼稚園見学実習A◇1
2幼稚園見学実習B1

「教育実習受講資格」の見方
　◇　すべて履修済であること
　☆　ここから４科目以上履修済であること
注）「幼稚園教育実習指導B」及び「幼稚園教育実習B」は、「小学校教育実習A」履修済の者のみ履修可とします。
 

④

②

③
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幼稚園教諭一種免許状　３回生（２０１２年度入学生）
　
この資格を取得するためには、
　①「教科に関する科目」から６単位以上
　②「教職に関する科目」から ３７単位以上
　③さらに「教科に関する科目」または「教職に関する科目」から①②以外に ８単位以上
　④「教免法施行規則第６６条の６に定める科目」から８単位以上
　　　　↓
　　総計５９単位以上（①＋②＋③＋④）の単位を修得する必要があります。

備　考

対応する開設授業科目基
準
単
位
数

教育職員免許法施行規則に規定する科目区分 配
当

年
次科目名

教
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
選
択

選
択

必
修

必
修

1国語科概論△2

6

国語 

教
科
に
関
す
る
科
目

1算数科概論△2算数
1生活科概論△2生活
1音楽科概論△2

音楽

1ピアノ演習A◇1
1ピアノ演習B◇1
3ピアノ演習C1
4ピアノ演習D1
1実践的音楽演習A1
2実践的音楽演習B1
1図工科概論△2図画工作
1体育科概論△2体育

66「教科に関する科目」の要件単位数

2教職概論（幼保）◇22

教職の意義及び教員の役割
教職の意義
等に関する
科目

教
職
に
関
す
る
科
目

教員の職務内容（研修、服務及び
身分保障等を含む）
進路選択に資する各種の機会の
提供等

1教育原理◇2

6

教育の理念並びに教育に関する
歴史及び思想

教育の基礎
理論に関す
る科目

1教育史2
1教育心理学◇2

幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程（障害のある幼
児、児童及び生徒の心身の発達
及び学習の過程を含む）

4学校心理学2
1児童心理学2
2発達心理学2

いずれか
選択必修

1教育社会学2教育に関する社会的、制度的又
は経営的事項 1教育行政学2

①
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Ⅰ．畿央大学の概要

備　考

対応する開設授業科目教
員
免
許
法

等
基
準
単
位

教育職員免許法施行規則に規定する科目区分 配
当

年
次科目名

教
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
選
択

選
択

必
修

必
修

1教育課程論（幼保）◇2

18

教育課程の意義及び編成の方法

教育課程及
び指導法に
関する科目

教
職
に
関
す
る
科
目

2保育内容の研究「健康」☆2

保育内容の指導法

1保育内容の研究「人間関係」☆2
1保育内容の研究「環境」☆2
1保育内容の研究「言葉」☆2
2保育内容の研究「音楽表現」☆2
2保育内容の研究「造形表現」☆2
2保育内容の研究「運動遊び」☆2

2教育方法・技術論（初等）2教育の方法及び技術（情報機器及
び教材の活用を含む）

1幼児理解論2

2

幼児理解の理論及び方法生徒指導、
教育相談及
び進路指導
等に関する
科目

2教育相談
（学校カウンセリングを含む）◇2

教育相談（カウンセリングに関す
る基礎的な知識を含む）の理論及
び方法

いずれか
選択必修

3幼稚園教育実習指導A◇1

5教育実習 4幼稚園教育実習指導B1
いずれか
選択必修

3幼稚園教育実習A4
4幼稚園教育実習B2（4）

いずれか
選択必修

4保育・教職実践演習（幼稚園）22教職実践演習
4教職実践演習（幼・小）2

3735「教職に関する科目」の要件単位数

810さらに「教科に関する科目」「教職に関する科目」から選択（①②以外）

2日本国憲法22日本国憲法教
免
法
施
行
規
則

第　

条
の
６
に
定
め
る
科
目

６６
2単位選
択必修

1スポーツ実習Ａ1
2体育 1スポーツ実習Ｂ1

1運動の科学2
1英語コミュニケーションA22外国語コミュニケーション
1情報処理演習Ⅰ12情報機器の操作
１情報処理演習Ⅱ1

88「教免法施行規則第66条の6に定める科目」の要件単位数

5959必要な単位数の総計（①＋②＋③＋④）

1現代教育論◇2
上記以外に単位取得が必要な科目 いずれか

選択必修
1幼稚園見学実習A◇1
2幼稚園見学実習B1

「教育実習受講資格」の見方
　◇　すべて履修済であること
　△　ここから３科目以上履修済であること
　☆　ここから４科目以上履修済であること
注）「幼稚園教育実習指導B」及び「幼稚園教育実習B」は、「小学校教育実習A」履修済の者のみ履修可とします。
 

④

②

③
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幼稚園教諭一種免許状　４回生（２０１１年度入学生）
　
この資格を取得するためには、
　①「教科に関する科目」から６単位以上
　②「教職に関する科目」から ３７単位以上
　③さらに「教科に関する科目」または「教職に関する科目」から①②以外に ８単位以上
　④「教免法施行規則第６６条の６に定める科目」から８単位以上
　　　　↓
　　総計５９単位以上（①＋②＋③＋④）の単位を修得する必要があります。

備　考

対応する開設授業科目基
準
単
位
数

教育職員免許法施行規則に規定する科目区分 配
当

年
次科目名

教
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
選
択

選
択

必
修

必
修

1国語科概論△2

6

国語

教
科
に
関
す
る
科
目

1算数科概論△2算数
1生活科概論△2生活
1音楽科概論△2

音楽

1ピアノ演習A◇1
1ピアノ演習B◇1
3ピアノ演習C1
4ピアノ演習D1
1実践的音楽演習A1
2実践的音楽演習B1
1図工科概論△2図画工作
1体育科概論△2体育

66「教科に関する科目」の要件単位数

2教職概論（幼保）◇22

教職の意義及び教員の役割
教職の意義
等に関する
科目

教
職
に
関
す
る
科
目

教員の職務内容（研修、服務及び
身分保障等を含む）
進路選択に資する各種の機会の
提供等

1教育原理◇2

6

教育の理念並びに教育に関する
歴史及び思想

教育の基礎
理論に関す
る科目

1教育史2
1教育心理学◇2

幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程（障害のある幼
児、児童及び生徒の心身の発達
及び学習の過程を含む）

4学校心理学2
1児童心理学2
2発達心理学2

いずれか
選択必修

1教育社会学2教育に関する社会的、制度的又
は経営的事項 1教育行政学2

①
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Ⅰ．畿央大学の概要

備　考

対応する開設授業科目教
員
免
許
法

等
基
準
単
位

教育職員免許法施行規則に規定する科目区分 配
当

年
次科目名

教
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
選
択

選
択

必
修

必
修

1教育課程論（幼保）◇2

18

教育課程の意義及び編成の方法

教育課程及
び指導法に
関する科目

教
職
に
関
す
る
科
目

2保育内容の研究「健康」☆2

保育内容の指導法

1保育内容の研究「人間関係」☆2
1保育内容の研究「環境」☆2
1保育内容の研究「言葉」☆2
2保育内容の研究「音楽表現」☆2
2保育内容の研究「造形表現」☆2
2保育内容の研究「運動遊び」☆2

2教育方法・技術論（初等）2教育の方法及び技術（情報機器及
び教材の活用を含む）

1幼児理解論2

2

幼児理解の理論及び方法生徒指導、
教育相談及
び進路指導
等に関する
科目

2教育相談
（学校カウンセリングを含む）◇2

教育相談（カウンセリングに関す
る基礎的な知識を含む）の理論及
び方法

いずれか
選択必修

3幼稚園教育実習指導A◇1

5教育実習 4幼稚園教育実習指導B1
いずれか
選択必修

3幼稚園教育実習A4
4幼稚園教育実習B2（4）

いずれか
選択必修

4保育・教職実践演習（幼稚園）22教職実践演習
4教職実践演習（幼・小）2

3735「教職に関する科目」の要件単位数

810さらに「教科に関する科目」「教職に関する科目」から選択（①②以外）

2日本国憲法22日本国憲法教
免
法
施
行
規
則

第　

条
の
６
に
定
め
る
科
目

６６

2単位選
択必修

1スポーツ実習Ａ1
2体育 1スポーツ実習Ｂ1

1運動の科学2
1英語コミュニケーションA22外国語コミュニケーション
1情報処理演習Ⅰ22情報機器の操作

88「教免法施行規則第66条の6に定める科目」の要件単位数

5959必要な単位数の総計（①＋②＋③＋④）

1現代教育論◇2
上記以外に単位取得が必要な科目 いずれか

選択必修
1幼稚園見学実習A◇1
2幼稚園見学実習B1

「教育実習受講資格」の見方
　◇　すべて履修済であること
　△　ここから３科目以上履修済であること
　☆　ここから４科目以上履修済であること
注）「幼稚園教育実習指導B」及び「幼稚園教育実習B」は、「小学校教育実習A」履修済の者のみ履修可とします。
 

④

②

③
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養護教諭一種免許状

養護教諭一種免許状　１回生（２０１４年度入学生）
　
この資格を取得するためには、
　①「養護に関する科目」から２８単位以上
　②「教職に関する科目」から２５単位以上
　③さらに「養護に関する科目」または「教職に関する科目」から①②以外に３単位以上
　④「教免法施行規則第６６条の６に定める科目」から ８単位以上
　　　　↓
　　総計６４単位以上（①＋②＋③＋④）の単位を修得する必要があります。

備　考

対応する開設授業科目基
準
単
位
数

教育職員免許法施行規則に規定する科目区分 配
当

年
次科目名

教
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
選
択

選
択

必
修

必
修

2衛生学△24衛生学及び公衆衛生学（予防医学を含む）

養
護
に
関
す
る
科
目

1公衆衛生学△2
1学校保健◇22学校保健
2養護概説◇22養護概説
2健康相談◇22健康相談活動の理論及び方法
2栄養学（食品学を含む）△22栄養学（食品学を含む）
1解剖生理学△22解剖学及び生理学

いずれか
選択必修

1微生物学22「微生物、免疫学、薬理概論」
2薬理概論2
2精神保健学△22精神保健
1学校看護Ⅰ◇2

10看護学（臨床実習及び救急処置を含む）
2学校看護Ⅱ◇2
2学校看護Ⅲ◇2
2養護臨床実習2
2救急医学△2

2828「養護に関する科目」の要件単位数

1教職概論◇22

教職の意義及び教員の役割
教職の意義
等に関する
科目

教
職
に
関
す
る
科
目

教員の職務内容（研修、服務及び
身分保障等を含む）
進路選択に資する各種の機会の
提供等

1教育原理◇2

4

教育の理念並びに教育に関する
歴史及び思想

教育の基礎
理論に関す
る科目

1教育史2

1教育心理学◇2幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程（障害のある幼
児、児童及び生徒の心身の発達
及び学習の過程を含む） 2発達心理学2

3教育法制論2教育に関する社会的、制度的又
は経営的事項

①
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Ⅰ．畿央大学の概要

備　考

対応する開設授業科目教
員
免
許
法

等
基
準
単
位

教育職員免許法施行規則に規定する科目区分 配
当

年
次科目名

教
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
選
択

選
択

必
修

必
修

1教育課程論（中等）◇2

4

教育課程の意義及び編成の方法
教育課程に
関する科目教

職
に
関
す
る
科
目

3道徳・特別活動論2道徳及び特別活動に関する内容

2教育方法・技術論（中等）2教育の方法及び技術（情報機器及
び教材の活用を含む）

3生徒指導論2
4

生徒指導の理論及び方法生徒指導及
び教育相談
に関する科
目

3教育相談
（学校カウンセリングを含む）2

教育相談（カウンセリングに関す
る基礎的な知識を含む）の理論及
び方法

3養護実習指導◇15教育実習
3養護実習4
4教職実践演習（養護教諭）22教職実践演習

2521「教職に関する科目」の要件単位数

37さらに「養護に関する科目」「教職に関する科目」から選択（①②以外）

2日本国憲法22日本国憲法教
免
法
施
行
規
則

第　

条
の
６
に
定
め
る
科
目

６６
2単位選
択必修

1スポーツ実習Ａ1
2体育 1スポーツ実習Ｂ1

1運動の科学2
1英語コミュニケーションA22外国語コミュニケーション
1情報処理演習Ⅰ12情報機器の操作
１情報処理演習Ⅱ1

88「教免法施行規則第66条の6に定める科目」の要件単位数

6464必要な単位数の総計（①＋②＋③＋④）

1現代教育論◇2

上記以外に単位取得が必要な科目 いずれか
選択必修

1小学校一日見学

◇

−
1幼稚園一日見学−
1幼稚園見学実習A1
2幼稚園見学実習B1

「教育実習受講資格」の見方
　◇　すべて履修済であること
　△　ここから３科目以上履修済であること
 

④

②

③
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養護教諭一種免許状　　２回生（２０１３年度入学生）
　
この資格を取得するためには、
　①「養護に関する科目」から２８単位以上
　②「教職に関する科目」から２５単位以上
　③さらに「養護に関する科目」または「教職に関する科目」から①②以外に３単位以上
　④「教免法施行規則第６６条の６に定める科目」から ８単位以上
　　　　↓
　　総計６４単位以上（①＋②＋③＋④）の単位を修得する必要があります。

備　考

対応する開設授業科目基
準
単
位
数

教育職員免許法施行規則に規定する科目区分 配
当

年
次科目名

教
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
選
択

選
択

必
修

必
修

2衛生学△24衛生学及び公衆衛生学（予防医学を含む）

養
護
に
関
す
る
科
目

1公衆衛生学△2
1学校保健◇22学校保健
2養護概説◇22養護概説
2健康相談◇22健康相談活動の理論及び方法
2栄養学（食品学を含む）△22栄養学（食品学を含む）
1解剖生理学△22解剖学及び生理学

いずれか
選択必修

1微生物学22「微生物、免疫学、薬理概論」
2薬理概論2
2精神保健学△22精神保健
1学校看護Ⅰ◇2

10看護学（臨床実習及び救急処置を含む）
2学校看護Ⅱ◇2
2学校看護Ⅲ◇2
2養護臨床実習2
2救急医学△2

2828「養護に関する科目」の要件単位数

1教職概論◇22

教職の意義及び教員の役割
教職の意義
等に関する
科目

教
職
に
関
す
る
科
目

教員の職務内容（研修、服務及び
身分保障等を含む）
進路選択に資する各種の機会の
提供等

1教育原理◇2

4

教育の理念並びに教育に関する
歴史及び思想

教育の基礎
理論に関す
る科目

1教育史2

1教育心理学◇2幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程（障害のある幼
児、児童及び生徒の心身の発達
及び学習の過程を含む） 3臨床発達心理学2

いずれか
選択必修

1教育社会学2教育に関する社会的、制度的又
は経営的事項 1教育行政学2

①
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Ⅰ．畿央大学の概要

備　考

対応する開設授業科目教
員
免
許
法

等
基
準
単
位

教育職員免許法施行規則に規定する科目区分 配
当

年
次科目名

教
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
選
択

選
択

必
修

必
修

1教育課程論（中等）◇2

4

教育課程の意義及び編成の方法
教育課程に
関する科目教

職
に
関
す
る
科
目

3道徳・特別活動論（中等）2道徳及び特別活動に関する内容

2教育方法・技術論（中等）2教育の方法及び技術（情報機器及
び教材の活用を含む）

3生徒指導論2
4

生徒指導の理論及び方法生徒指導及
び教育相談
に関する科
目

2教育相談
（学校カウンセリングを含む）2

教育相談（カウンセリングに関す
る基礎的な知識を含む）の理論及
び方法

3養護実習指導◇15教育実習
3養護実習4
4教職実践演習（養護教諭）22教職実践演習

2521「教職に関する科目」の要件単位数

37さらに「養護に関する科目」「教職に関する科目」から選択（①②以外）

2日本国憲法22日本国憲法教
免
法
施
行
規
則

第　

条
の
６
に
定
め
る
科
目

６６
2単位選
択必修

1スポーツ実習Ａ1
2体育 1スポーツ実習Ｂ1

1運動の科学2
1英語コミュニケーションA22外国語コミュニケーション
1情報処理演習Ⅰ12情報機器の操作
１情報処理演習Ⅱ1

88「教免法施行規則第66条の6に定める科目」の要件単位数

6464必要な単位数の総計（①＋②＋③＋④）

1現代教育論◇2

上記以外に単位取得が必要な科目 いずれか
選択必修

1小学校一日見学

◇

−
1幼稚園一日見学−
1幼稚園見学実習A1
2幼稚園見学実習B1

「教育実習受講資格」の見方
　◇　すべて履修済であること
　△　ここから３科目以上履修済であること
 

④

②

③
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養護教諭一種免許状　３回生（２０１２年度入学生）
　
この資格を取得するためには、
　①「養護に関する科目」から２８単位以上
　②「教職に関する科目」から２５単位以上
　③さらに「養護に関する科目」または「教職に関する科目」から①②以外に３単位以上
　④「教免法施行規則第６６条の６に定める科目」から ８単位以上
　　　　↓
　　総計６４単位以上（①＋②＋③＋④）の単位を修得する必要があります。

備　考

対応する開設授業科目基
準
単
位
数

教育職員免許法施行規則に規定する科目区分 配
当

年
次科目名

教
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
選
択

選
択

必
修

必
修

2衛生学△24衛生学及び公衆衛生学（予防医学を含む）

養
護
に
関
す
る
科
目

1公衆衛生学△2
1学校保健◇22学校保健
2養護概説◇22養護概説
2健康相談◇22健康相談活動の理論及び方法
2栄養学（食品学を含む）△22栄養学（食品学を含む）
1解剖生理学△22解剖学及び生理学

いずれか
選択必修

1微生物学22「微生物、免疫学、薬理概論」
2薬理概論2
2精神保健学△22精神保健
1学校看護Ⅰ◇2

10看護学（臨床実習及び救急処置を含む）
2学校看護Ⅱ◇2
2学校看護Ⅲ◇2
2養護臨床実習◇2
2救急医学△2

2828「養護に関する科目」の要件単位数

1教職概論◇22

教職の意義及び教員の役割
教職の意義
等に関する
科目

教
職
に
関
す
る
科
目

教員の職務内容（研修、服務及び
身分保障等を含む）
進路選択に資する各種の機会の
提供等

1教育原理◇2

4

教育の理念並びに教育に関する
歴史及び思想

教育の基礎
理論に関す
る科目

1教育史2

1教育心理学◇2幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程（障害のある幼
児、児童及び生徒の心身の発達
及び学習の過程を含む） 3臨床発達心理学2

いずれか
選択必修

1教育社会学2教育に関する社会的、制度的又
は経営的事項 1教育行政学2

①
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Ⅰ．畿央大学の概要

備　考

対応する開設授業科目教
員
免
許
法

等
基
準
単
位

教育職員免許法施行規則に規定する科目区分 配
当

年
次科目名

教
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
選
択

選
択

必
修

必
修

1教育課程論（中等）◇2

4

教育課程の意義及び編成の方法
教育課程に
関する科目教

職
に
関
す
る
科
目

3道徳・特別活動論（中等）2道徳及び特別活動に関する内容

2教育方法・技術論（中等）2教育の方法及び技術（情報機器及
び教材の活用を含む）

3生徒指導論2
4

生徒指導の理論及び方法生徒指導及
び教育相談
に関する科
目

2教育相談
（学校カウンセリングを含む）◇2

教育相談（カウンセリングに関す
る基礎的な知識を含む）の理論及
び方法

3養護実習指導◇15教育実習
3養護実習4
4教職実践演習（養護教諭）22教職実践演習

2521「教職に関する科目」の要件単位数

37さらに「養護に関する科目」「教職に関する科目」から選択（①②以外）

2日本国憲法22日本国憲法教
免
法
施
行
規
則

第　

条
の
６
に
定
め
る
科
目

６６
2単位選
択必修

1スポーツ実習Ａ1
2体育 1スポーツ実習Ｂ1

1運動の科学2
1英語コミュニケーションA22外国語コミュニケーション
1情報処理演習Ⅰ12情報機器の操作
１情報処理演習Ⅱ1

88「教免法施行規則第66条の6に定める科目」の要件単位数

6464必要な単位数の総計（①＋②＋③＋④）

1現代教育論◇2

上記以外に単位取得が必要な科目 いずれか
選択必修

1小学校一日見学

◇

−
1幼稚園一日見学−
1幼稚園見学実習A1
2幼稚園見学実習B1

「教育実習受講資格」の見方
　◇　すべて履修済であること
　△　ここから３科目以上履修済であること
 

④

②

③
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養護教諭一種免許状　４回生（２０１１年度入学生）
　
この資格を取得するためには、
　①「養護に関する科目」から２８単位以上
　②「教職に関する科目」から２５単位以上
　③さらに「養護に関する科目」または「教職に関する科目」から①②以外に３単位以上
　④「教免法施行規則第６６条の６に定める科目」から ８単位以上
　　　　↓
　　総計６４単位以上（①＋②＋③＋④）の単位を修得する必要があります。

備　考

対応する開設授業科目基
準
単
位
数

教育職員免許法施行規則に規定する科目区分 配
当

年
次科目名

教
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
選
択

選
択

必
修

必
修

2衛生学△24衛生学及び公衆衛生学（予防医学を含む）

養
護
に
関
す
る
科
目

1公衆衛生学△2
1学校保健◇22学校保健
2養護概説◇22養護概説
2健康相談◇22健康相談活動の理論及び方法
2栄養学(食品学を含む)△22栄養学（食品学を含む）
1解剖生理学△22解剖学及び生理学

いずれか
選択必修

1微生物学22「微生物、免疫学、薬理概論」
2薬理概論2
2精神保健学△22精神保健
1看護学Ⅰ◇2

10看護学（臨床実習及び救急処置を含む）
2看護学Ⅱ◇2
2看護学Ⅲ◇2
2養護臨床実習◇2
2救急医学△2

2828「養護に関する科目」の要件単位数

1教職概論◇22

教職の意義及び教員の役割
教職の意義
等に関する
科目

教
職
に
関
す
る
科
目

教員の職務内容（研修、服務及び
身分保障等を含む）
進路選択に資する各種の機会の
提供等

1教育原理◇2

4

教育の理念並びに教育に関する
歴史及び思想

教育の基礎
理論に関す
る科目

1教育史2

1教育心理学◇2幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程（障害のある幼
児、児童及び生徒の心身の発達
及び学習の過程を含む） 3臨床発達心理学2

いずれか
選択必修

1教育社会学2教育に関する社会的、制度的又
は経営的事項 1教育行政学2

①
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Ⅰ．畿央大学の概要

備　考

対応する開設授業科目教
員
免
許
法

等
基
準
単
位

教育職員免許法施行規則に規定する科目区分 配
当

年
次科目名

教
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
選
択

選
択

必
修

必
修

1教育課程論（中等）◇2

4

教育課程の意義及び編成の方法
教育課程に
関する科目教

職
に
関
す
る
科
目

3道徳・特別活動論2道徳及び特別活動に関する内容

2教育方法・技術論（中等）2教育の方法及び技術（情報機器及
び教材の活用を含む）

3生徒指導論2
4

生徒指導の理論及び方法生徒指導及
び教育相談
に関する科
目

2教育相談
（学校カウンセリングを含む）◇2

教育相談（カウンセリングに関す
る基礎的な知識を含む）の理論及
び方法

3養護実習指導◇15教育実習
3養護実習4
4教職実践演習（養護教諭）22教職実践演習

2521「教職に関する科目」の要件単位数

37さらに「養護に関する科目」「教職に関する科目」から選択（①②以外）

2日本国憲法22日本国憲法教
免
法
施
行
規
則

第　

条
の
６
に
定
め
る
科
目

６６

2単位選
択必修

1スポーツ実習Ａ1
2体育 1スポーツ実習Ｂ1

1運動の科学2
1英語コミュニケーションA22外国語コミュニケーション
1情報処理演習Ⅰ22情報機器の操作

88「教免法施行規則第66条の6に定める科目」の要件単位数

6464必要な単位数の総計（①＋②＋③＋④）

1現代教育論◇2

上記以外に単位取得が必要な科目 いずれか
選択必修

1小学校一日見学

◇

−
1幼稚園一日見学−
1幼稚園見学実習A1
2幼稚園見学実習B1

「教育実習受講資格」の見方
　◇　すべて履修済であること
　△　ここから３科目以上履修済であること
 

④

②

③
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備　考

対応する開設授業科目
基
準

単
位
数教育職員免許法施行規則に規定する科目区分 配

当
年
次

科目名
教
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
高中
選
択

選
択

必
修

必
修

選
択

選
択

必
修

必
修高中

６単位以上

1英語のしくみ◇22

20

英語学

教
科
に
関
す
る
科
目

1英語の歴史◇22
2英語学講読A■22
2英語学講読B■22
4英語学演習22

６単位以上

3英米文学史A★22

英米文学
3英米文学史B★22
2英米文学と子ども☆22
2英米文学と教育☆22
4英米文学演習22
1英語A◇22

英語コミュニケーション

1英語B◇22
2特級英語A◇22
2特級英語B◇22
2オーラルコミュニケーションA◇22
2オーラルコミュニケーションB◇22

4単位以上

2欧米の文化と社会A♯22

異文化理解

2欧米の文化と社会B♯22
3欧米文化と子ども22
3異文化コミュニケーション論A◇22
3異文化コミュニケーション論B◇22
2文化理論講読22

2020「教科に関する科目」の要件単位数

1教職概論◇222

教職の意義及び教員の役割
教職の意義
等に関する
科目

教
職
に
関
す
る
科
目

教員の職務内容（研修、服務及
び身分保障等を含む）
進路選択に資する各種の機会
の提供等

1教育原理◇22

6

教育の理念並びに教育に関す
る歴史及び思想

教育の基礎
理論に関す
る科目

1教育史22

1教育心理学◇22幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程（障害のある
幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程を含む） 2発達心理学22

3教育法制論22教育に関する社会的、制度的又
は経営的事項

中学校教諭・高等学校教諭一種免許状（英語）

　中学校教諭一種免許状（英語）・高等学校教諭一種免許状（英語）　１回生（２０１４年度入学生）
　
この資格を取得するためには、
①「教科に関する科目」から２０単位以上
②「教職に関する科目」から 中学校は２７単位以上、高等学校は２３単位以上
③さらに「教科に関する科目」または「教職に関する科目」から①②以外に中学校は１２単位以上、高等
学校は１６単位以上

④「教免法施行規則第６６条の６に定める科目」から８単位以上
　　　↓
　総計６７単位以上（①＋②＋③＋④）の単位を修得する必要があります。

①
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備　考

対応する開設授業科目
基
準

単
位
数教育職員免許法施行規則に規定する科目区分 配

当
年
次科目名

教
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
高中
選
択

選
択

必
修

必
修

選
択

選
択

必
修

必
修高中

1教育課程論(中等)◇22

6１２

教育課程の意義及び編成の方法

教育課程及
び指導法に
関する科目教

職
に
関
す
る
科
目

3英語科指導法Ⅰ△22

各教科の指導法
3英語科指導法Ⅱ△22
4英語科指導法Ⅲ△22
4英語科指導法Ⅳ△22
3道徳指導法（中等）2道徳の指導法

3特別活動指導法（中等）22特別活動の指導法

2教育方法・技術論（中等）◇22教育の方法及び技術（情報機器
及び教材の活用を含む）

3生徒・進路指導論（中等）22
4

生徒指導の理論及び方法生徒指導、
教育相談及
び進路指導
等に関する
科目

進路指導の理論及び方法

3教育相談
（学校カウンセリングを含む）◇22

教育相談（カウンセリングに関
する基礎的な知識を含む）の理
論及び方法

4英語科教育実習（中）535教育実習
4英語科教育実習（高）3
4教職実践演習（中・高）222教職実践演習

2327２３３１「教職に関する科目」の要件単位数

1612１６8さらに「教科に関する科目」「教職に関する科目」から選択（①②以外）

2日本国憲法222日本国憲法教
免
法
施
行
規
則

第　

条
の
６
に
定
め
る
科
目

６６
2単位
選択必
修

1スポーツ実習Ａ11
2体育 1スポーツ実習Ｂ11

1運動の科学22
1英語コミュニケーションA222外国語コミュニケーション
1情報処理演習Ⅰ112情報機器の操作
１情報処理演習Ⅱ11

88「教免法施行規則第66条の6に定める科目」の要件単位数

6767必要な単位数の総計（①＋②＋③＋④）

1現代教育論◇22上記以外に単位取得が必要な科目

「教育実習受講資格」の見方
　◇ すべて履修済であること
　☆♯★■　それぞれ1科目以上履修済であること（★■は高等学校のみ）
　△　ここから2科目以上履修済であること
 

④

②

③
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備　考

対応する開設授業科目
基
準

単
位
数教育職員免許法施行規則に規定する科目区分 配

当
年
次

科目名
教
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
高中
選
択

選
択

必
修

必
修

選
択

選
択

必
修

必
修高中

６単位以上

1英語のしくみ◇22

20

英語学

教
科
に
関
す
る
科
目

1英語の歴史◇22
3英語学講読A22
3英語学講読B22
4英語学演習22

６単位以上

3英米文学史A★22

英米文学
3英米文学史B★22
2英米文学と子ども☆22
2英米文学と教育☆22
4英米文学演習22
2英語A◇22

英語コミュニケーション 2英語B◇22
2オーラルコミュニケーションA◇22
2オーラルコミュニケーションB◇22

4単位以上

2欧米の文化と社会A♯22

異文化理解 2欧米の文化と社会B♯22
3欧米文化と子ども22
2文化理論講読22

2020「教科に関する科目」の要件単位数

1教職概論◇222

教職の意義及び教員の役割
教職の意義
等に関する
科目

教
職
に
関
す
る
科
目

教員の職務内容（研修、服務及
び身分保障等を含む）
進路選択に資する各種の機会
の提供等

1教育原理◇22

6

教育の理念並びに教育に関す
る歴史及び思想

教育の基礎
理論に関す
る科目

1教育史22

1教育心理学◇22幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程（障害のある
幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程を含む） 3臨床発達心理学22

いずれか
選択必修

1教育社会学22教育に関する社会的、制度的又
は経営的事項 1教育行政学22

中学校教諭一種免許状（英語）・高等学校教諭一種免許状（英語）
２・３回生（２０１２・２０１３年度入学生）
　
この資格を取得するためには、
①「教科に関する科目」から２０単位以上
②「教職に関する科目」から 中学校は２７単位以上、高等学校は２３単位以上
③さらに「教科に関する科目」または「教職に関する科目」から①②以外に中学校は１２単位以上、高等
学校は１６単位以上

④「教免法施行規則第６６条の６に定める科目」から８単位以上
　　　↓
　総計６７単位以上（①＋②＋③＋④）の単位を修得する必要があります。

①
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備　考

対応する開設授業科目
基
準

単
位
数教育職員免許法施行規則に規定する科目区分 配

当
年
次科目名

教
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
高中
選
択

選
択

必
修

必
修

選
択

選
択

必
修

必
修高中

1教育課程論(中等)◇22

6１２

教育課程の意義及び編成の方
法

教育課程及
び指導法に
関する科目

教
職
に
関
す
る
科
目

3英語科指導法Ⅰ△22

各教科の指導法
3英語科指導法Ⅱ△22
4英語科指導法Ⅲ△22
4英語科指導法Ⅳ△22
3道徳指導法（中等）2道徳の指導法

3特別活動指導法（中等）22特別活動の指導法

2教育方法・技術論（中等）◇22教育の方法及び技術（情報機器
及び教材の活用を含む）

3生徒・進路指導論（中等）22
4

生徒指導の理論及び方法生徒指導、
教育相談及
び進路指導
等に関する
科目

進路指導の理論及び方法

2教育相談
（学校カウンセリングを含む）◇22

教育相談（カウンセリングに関
する基礎的な知識を含む）の理
論及び方法

いずれか
選択必修

3英語科教育実習（中）A5
35教育実習 4英語科教育実習（中）B3（5）

4英語科教育実習（高）3
4教職実践演習（中・高）222教職実践演習

2327２３３１「教職に関する科目」の要件単位数

1612１６8さらに「教科に関する科目」「教職に関する科目」から選択（①②以外）

2日本国憲法222日本国憲法教
免
法
施
行
規
則

第　

条
の
６
に
定
め
る
科
目

６６
2単位選
択必修

1スポーツ実習Ａ11
2体育 1スポーツ実習Ｂ11

1運動の科学22
1英語コミュニケーションA222外国語コミュニケーション
1情報処理演習Ⅰ112情報機器の操作
１情報処理演習Ⅱ11

88「教免法施行規則第66条の6に定める科目」の要件単位数

6767必要な単位数の総計（①＋②＋③＋④）

1現代教育論◇22上記以外に単位取得が必要な科目

「教育実習受講資格」の見方
　◇ すべて履修済であること
　☆♯★　それぞれ1科目以上履修済であること（★は高等学校のみ）
　△ここから中学校は1科目以上、高等学校は2科目以上履修済であること

注）「英語科教育実習（中）B」は、「小学校教育実習A」履修済の者のみ履修可とします。

④

②

③
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備　考

対応する開設授業科目
基
準

単
位
数教育職員免許法施行規則に規定する科目区分 配

当
年
次

科目名
教
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
高中
選
択

選
択

必
修

必
修

選
択

選
択

必
修

必
修高中

６単位以上

1英語のしくみ◇22

20

英語学

教
科
に
関
す
る
科
目

1英語の歴史◇22
3英語学講読A22
3英語学講読B22
4英語学演習22

６単位以上

3英米文学史A★22

英米文学
3英米文学史B★22
2英米文学と子ども☆22
2英米文学と教育☆22
4英米文学演習22
2英語A◇22

英語コミュニケーション 2英語B◇22
2オーラルコミュニケーションA◇22
2オーラルコミュニケーションB◇22

4単位以上

2欧米の文化と社会A♯22

異文化理解 2欧米の文化と社会B♯22
3欧米文化と子ども22
2文化理論講読22

2020「教科に関する科目」の要件単位数

1教職概論◇222

教職の意義及び教員の役割
教職の意義
等に関する
科目

教
職
に
関
す
る
科
目

教員の職務内容（研修、服務及
び身分保障等を含む）
進路選択に資する各種の機会
の提供等

1教育原理◇22

6

教育の理念並びに教育に関す
る歴史及び思想

教育の基礎
理論に関す
る科目

1教育史22

1教育心理学◇22幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程（障害のある
幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程を含む） 3臨床発達心理学22

いずれか
選択必修

1教育社会学22教育に関する社会的、制度的又
は経営的事項 1教育行政学22

中学校教諭一種免許状（英語）・高等学校教諭一種免許状（英語）　４回生（２０１１年度入学生）
　
この資格を取得するためには、
①「教科に関する科目」から２０単位以上
②「教職に関する科目」から 中学校は２７単位以上、高等学校は２３単位以上
③さらに「教科に関する科目」または「教職に関する科目」から①②以外に中学校は１２単位以上、高等
学校は１６単位以上

④「教免法施行規則第６６条の６に定める科目」から８単位以上
　　　↓
　総計６７単位以上（①＋②＋③＋④）の単位を修得する必要があります。

①
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備　考

対応する開設授業科目
基
準

単
位
数教育職員免許法施行規則に規定する科目区分 配

当
年
次科目名

教
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
高中
選
択

選
択

必
修

必
修

選
択

選
択

必
修

必
修高中

1教育課程論(中等)◇22

6１２

教育課程の意義及び編成の方
法

教育課程及
び指導法に
関する科目

教
職
に
関
す
る
科
目

3英語科指導法Ⅰ△22

各教科の指導法
3英語科指導法Ⅱ△22
4英語科指導法Ⅲ△22
4英語科指導法Ⅳ△22
3道徳指導法（中等）2道徳の指導法

3特別活動指導法（中等）22特別活動の指導法

2教育方法・技術論（中等）◇22教育の方法及び技術（情報機器
及び教材の活用を含む）

3生徒・進路指導論（中等）22
4

生徒指導の理論及び方法生徒指導、
教育相談及
び進路指導
等に関する
科目

進路指導の理論及び方法

2教育相談
（学校カウンセリングを含む）◇22

教育相談（カウンセリングに関
する基礎的な知識を含む）の理
論及び方法

いずれか
選択必修

3英語科教育実習（中）A5
35教育実習 4英語科教育実習（中）B3（5）

4英語科教育実習（高）3
4教職実践演習（中・高）222教職実践演習

2327２３３１「教職に関する科目」の要件単位数

1612１６8さらに「教科に関する科目」「教職に関する科目」から選択（①②以外）

2日本国憲法222日本国憲法教
免
法
施
行
規
則

第　

条
の
６
に
定
め
る
科
目

６６

2単位選
択必修

1スポーツ実習Ａ11
2体育 1スポーツ実習Ｂ11

1運動の科学22
1英語コミュニケーションA222外国語コミュニケーション
2情報処理演習Ⅰ222情報機器の操作

88「教免法施行規則第66条の6に定める科目」の要件単位数

6767必要な単位数の総計（①＋②＋③＋④）

1現代教育論◇22上記以外に単位取得が必要な科目

「教育実習受講資格」の見方
　◇ すべて履修済であること
　☆♯★　それぞれ1科目以上履修済であること（★は高等学校のみ）
　△ここから中学校は1科目以上、高等学校は2科目以上履修済であること

注）「英語科教育実習（中）B」は、「小学校教育実習A」履修済の者のみ履修可とします。

④

②

③
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特別支援学校教諭一種免許状

　特別支援学校教諭一種免許状　１回生（２０１４年度入学生）
　
この資格を取得するためには、以下の科目の単位をすべて修得する必要があります。

対応する開設授業科目基
準
単
位
数

教育職員免許法施行規則に規定する科目 配
当

年
次科目名

教
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
選
択

必
修

2特別支援教育論○22特別支援教育の基礎理論に関する科目
2知的障害者の心理○2

16

心身に障害のある幼児、児
童又は生徒の心理、生理及
び病理に関する科目

特別支援教育領域に関する
科目

2知的障害者の生理・病理○2
2肢体不自由者の心理・生理・病理○2
2病弱者の心理・生理・病理○2
2知的障害者教育論Ⅰ○2

心身に障害のある幼児、児
童又は生徒の教育課程及び
指導法に関する科目

2知的障害者教育論Ⅱ○2
2肢体不自由者教育論○2
2病弱者教育論○2
3視覚障害者教育総論2

5

心身に障害のある幼児、児
童又は生徒の心理、生理及
び病理に関する科目
心身に障害のある幼児、児
童又は生徒の教育課程及び
指導法に関する科目

免許状に定められることと
なる特別支援教育領域以外
の領域に関する科目

3聴覚障害者教育総論2
3重複障害等教育総論2
3LD等教育総論2
3発達障害教育特論2
4特別支援教育実習33心身に障害のある幼児、児童又は生徒についての教育実習

3126必要な単位数の総計

「教育実習受講資格」の見方
　○　すべて履修済であること

注）特別支援学校教諭一種免許状は小学校、中学校・高等学校、幼稚園いずれかの免許状と併せて取得する必要があります。
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保育士

保育士　１回生（２０１４年度入学生）
　
　この資格を取得するためには、
　　①「教養科目」から１１単位以上
　　②「保育の本質・目的に関する科目」～「総合演習」から６４単位以上
　　　　　↓
　　　総計７５単位以上（①＋②）の単位を修得する必要があります。

備　考

対応する開設授業科目基
準
単
位
数

告示による教科目

配
当

年
次科目名

保
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
教科目系列 選

択
選
択

必
修

必
修

いずれか
選択必修

2日本国憲法2

6外国語・体育以外の科目教　

養　

科　

目

1人権教育2
1心理学概論2
3人間関係論2
1情報処理演習Ⅰ1
1情報処理演習Ⅱ1
1英語コミュニケーションA2

2外国語
1英語コミュニケーションB2
1運動の科学2

2体育
1スポーツ実習A1

1110「教養科目」の要件単位数

1保育原理△2
2保育原理

保育の本質・
目的に関する
科目

3幼児理解論2
1教育原理△22教育原理
3児童家庭福祉論22児童家庭福祉
3社会福祉論22社会福祉
2相談援助演習11相談援助
2社会的養護22社会的養護
1教職慨論（幼保）△22保育者論
2発達心理学2

2保育の心理学Ⅰ

保育の対象の
理解に関する
科目

1保育の心理学A△2
1教育心理学2
2保育の心理学B△11保育の心理学Ⅱ
1子どもの保健A△2

4子どもの保健Ⅰ
1子どもの保健B△2
3子どもの保健演習11子どもの保健Ⅱ
3子どもの食と栄養演習22子どもの食と栄養
2家庭支援論22家庭支援論

①
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②

「保育実習受講資格」の見方
　◇　履修済であること
　△　ここから２６単位以上履修済であること

備　考

対応する開設授業科目基
準
単
位
数

告示による教科目

配
当

年
次科目名

保
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
教科目系列 選

択
選
択

必
修

必
修

3教育課程論（幼保）22保育課程論

保育の内容・
方法に関する
科目

3保育内容総論11保育内容総論
2保育内容の研究「健康」△2

5保育内容演習

2保育内容の研究「人間関係」2
1保育内容の研究「環境」△2
1保育内容の研究「言葉」△2
2保育内容の研究「音楽表現」△2
2保育内容の研究「造形表現」△2
2保育内容の研究「運動遊び」2
3保育実践研究A2
4保育実践研究B2
1乳児保育演習△22乳児保育
2障害児保育演習△22障害児保育
2社会的養護内容演習△11社会的養護内容
3保育相談支援演習11保育相談支援
3レクリエーション活動2

4保育の表現技術

2音楽実技演習1
3ピアノ実践演習A1
4ピアノ実践演習B1
2児童文化演習2
1絵画演習△2
2保育実習Ⅰ4

6

保育実習Ⅰ

保育実習

2保育実習指導Ⅰ◇2保育実習指導Ⅰ
2保育実習ⅡA2保育実習Ⅱ
2保育実習指導ⅡA1保育実習指導Ⅱ
2保育実習ⅡB2保育実習Ⅲ
2保育実習指導ⅡB1保育実習指導Ⅲ
4保育・教職実践演習（幼稚園）22保育実践演習総合演習

6451「保育の本質・目的に関する科目」～「総合演習」
の要件単位数

A・B
いずれか
の組合せ
で必修
3単位

←上記②の要件を充足することでクリアできます。9
さらに「保育の本質・目的に関する科目」「保育対象
の理解に関する科目」「保育の内容・方法に関する
科目」「保育の表現技術」「保育実習」から選択

7570必要な単位数の総計（①＋②）

いずれか
選択必修

1幼稚園見学実習A
◇

1
上記以外に単位取得が必要な科目

2幼稚園見学実習B1



258

保育士　２回生（２０１３年度入学生）
　
　この資格を取得するためには、
　　①「教養科目」から１２単位以上
　　②「保育の本質・目的に関する科目」～「総合演習」から６４単位以上
　　③さらに「保育の本質・目的に関する科目」～「保育実習」から②以外に５単位以上
　　　　　↓
　　　総計８１単位以上（①＋②＋③）の単位を修得する必要があります。

備　考

対応する開設授業科目基
準
単
位
数

告示による教科目

配
当

年
次科目名

保
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
教科目系列 選

択
選
択

必
修

必
修

いずれか
選択必修

1法学概論2

6外国語・体育以外の科目教　

養　

科　

目

2日本国憲法2
1人権教育2
1心理学概論2
1人間関係論2
1日本語と表現1
1情報処理演習Ⅰ1
1情報処理演習Ⅱ1
1ベーシックセミナー1
1英語コミュニケーションA2

2外国語
1英語コミュニケーションB2
1運動の科学2

2体育
1スポーツ実習A1

1210「教養科目」の要件単位数

1保育原理△2
2保育原理

保育の本質・
目的に関する
科目

1幼児理解論2
1教育原理△22教育原理
3児童家庭福祉論22児童家庭福祉
3社会福祉論22社会福祉
2相談援助演習11相談援助
2社会的養護22社会的養護
2教職慨論（幼保）△22保育者論
2発達心理学2

2保育の心理学Ⅰ

保育の対象の
理解に関する
科目

1児童心理学2
1保育の心理学A△2
1教育心理学2
2保育の心理学B△11保育の心理学Ⅱ
1子どもの保健A△2

4子どもの保健Ⅰ
1子どもの保健B△2
3子どもの保健演習11子どもの保健Ⅱ
3子どもの食と栄養演習22子どもの食と栄養
2家庭支援論22家庭支援論

①
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「保育実習受講資格」の見方
　◇　履修済であること
　△　ここから２６単位以上履修済であること

備　考

対応する開設授業科目基
準
単
位
数

告示による教科目

配
当

年
次科目名

保
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
教科目系列 選

択
選
択

必
修

必
修

1教育課程論（幼保）22保育課程論

保育の内容・
方法に関する
科目

3保育内容総論11保育内容総論
2保育内容の研究「健康」△2

5保育内容演習

2保育内容の研究「人間関係」2
1保育内容の研究「環境」△2
1保育内容の研究「言葉」△2
2保育内容の研究「音楽表現」△2
2保育内容の研究「造形表現」△2
3保育実践研究A2
4保育実践研究B2
1乳児保育演習△22乳児保育
2障害児保育演習△22障害児保育
2社会的養護内容演習△11社会的養護内容
2保育相談支援演習11保育相談支援
1スポーツ実習B1

4保育の表現技術

1絵画演習△2
1ピアノ演習A1
1ピアノ演習B1
3ピアノ演習C1
4ピアノ演習D1
1レクリエーション活動2
2児童文化演習2
1実践的音楽演習A1
2実践的音楽演習B1
2保育実習Ⅰ4

6

保育実習Ⅰ

保育実習

2保育実習指導Ⅰ◇2保育実習指導Ⅰ
2保育実習ⅡA2保育実習Ⅱ
2保育実習指導ⅡA1保育実習指導Ⅱ
2保育実習ⅡB2保育実習Ⅲ
2保育実習指導ⅡB1保育実習指導Ⅲ
4保育・教職実践演習（幼稚園）22保育実践演習総合演習

6451「保育の本質・目的に関する科目」～「総合演習」
の要件単位数

518
さらに「保育の本質・目的に関する科目」「保育対象の
理解に関する科目」「保育の内容・方法に関する科目」
「保育の表現技術」「保育実習」から選択（②以外）

8179必要な単位数の総計（①＋②＋③）

いずれか
選択必修

1幼稚園見学実習A
◇

1
上記以外に単位取得が必要な科目

2幼稚園見学実習B1

A・B
いずれか
の組合せ
で必修
3単位

③

②
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保育士　３回生（２０１２年度入学生）
　
　この資格を取得するためには、
　　①「教養科目」から１２単位以上
　　②「保育の本質・目的に関する科目」～「総合演習」から６４単位以上
　　③さらに「保育の本質・目的に関する科目」～「保育実習」から②以外に５単位以上
　　　　　↓
　　　総計８１単位以上（①＋②＋③）の単位を修得する必要があります。

備　考

対応する開設授業科目基
準
単
位
数

告示による教科目

配
当

年
次科目名

保
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
教科目系列 選

択
選
択

必
修

必
修

いずれか
選択必修

1法学概論2

6外国語・体育以外の科目教　

養　

科　

目

2日本国憲法2
1人権教育2
1心理学概論2
1人間関係論2
1日本語と表現1
1情報処理演習Ⅰ1
1情報処理演習Ⅱ1
1ベーシックセミナー1
1英語コミュニケーションA2

2外国語
1英語コミュニケーションB2
1運動の科学2

2体育
1スポーツ実習A1

1210「教養科目」の要件単位数

1保育原理△2
2保育原理

保育の本質・
目的に関する
科目

1幼児理解論2
1教育原理△22教育原理
3児童家庭福祉論22児童家庭福祉
3社会福祉論22社会福祉
2相談援助演習11相談援助
2社会的養護22社会的養護
2教職慨論（幼保）△22保育者論
2発達心理学2

2保育の心理学Ⅰ

保育の対象の
理解に関する
科目

1児童心理学2
1保育の心理学A△2
1教育心理学2
2保育の心理学B△11保育の心理学Ⅱ
1子どもの保健A△2

4子どもの保健Ⅰ
1子どもの保健B△2
3子どもの保健演習11子どもの保健Ⅱ
3子どもの食と栄養演習22子どもの食と栄養
2家庭支援論22家庭支援論

①
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「保育実習受講資格」の見方
　◇　履修済であること
　△　ここから３５単位以上履修済であること

備　考

対応する開設授業科目基
準
単
位
数

告示による教科目

配
当

年
次科目名

保
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
教科目系列 選

択
選
択

必
修

必
修

1教育課程論（幼保）△22保育課程論

保育の内容・
方法に関する
科目

3保育内容総論11保育内容総論
2保育内容の研究「健康」△2

5保育内容演習

2保育内容の研究「人間関係」△2
1保育内容の研究「環境」△2
1保育内容の研究「言葉」△2
2保育内容の研究「音楽表現」△2
2保育内容の研究「造形表現」△2
3保育実践研究A2
4保育実践研究B2
1乳児保育演習△22乳児保育
2障害児保育演習△22障害児保育
2社会的養護内容演習△11社会的養護内容
2保育相談支援演習△11保育相談支援
1スポーツ実習B△1

4保育の表現技術

1絵画演習△2
1ピアノ演習A△1
1ピアノ演習B△1
3ピアノ演習C1
4ピアノ演習D1
1レクリエーション活動2
2児童文化演習2
1実践的音楽演習A1
2実践的音楽演習B1
2保育実習Ⅰ4

6

保育実習Ⅰ

保育実習

2保育実習指導Ⅰ◇2保育実習指導Ⅰ
2保育実習ⅡA2保育実習Ⅱ
2保育実習指導ⅡA1保育実習指導Ⅱ
2保育実習ⅡB2保育実習Ⅲ
2保育実習指導ⅡB1保育実習指導Ⅲ
4保育・教職実践演習（幼稚園）22保育実践演習総合演習

6451「保育の本質・目的に関する科目」～「総合演習」
の要件単位数

518
さらに「保育の本質・目的に関する科目」「保育対象の
理解に関する科目」「保育の内容・方法に関する科目」
「保育の表現技術」「保育実習」から選択（②以外）

8179必要な単位数の総計（①＋②＋③）

いずれか
選択必修

1幼稚園見学実習A
◇

1
上記以外に単位取得が必要な科目

2幼稚園見学実習B1

③

②

A・B
いずれか
の組合せ
で必修
3単位
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保育士　４回生（２０１１年度入学生）
　
　この資格を取得するためには、
　　①「教養科目」から１５単位以上
　　②「保育の本質・目的に関する科目」～「総合演習」から６４単位以上
　　③さらに「保育の本質・目的に関する科目」～「保育実習」から②以外に５単位以上
　　　　　↓
　　　総計８４単位以上（①＋②＋③）の単位を修得する必要があります。

備　考

対応する開設授業科目基
準
単
位
数

告示による教科目

配
当

年
次科目名

保
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
教科目系列 選

択
選
択

必
修

必
修

いずれか
選択必修

1くらしと法律2

6外国語・体育以外の科目教　

養　

科　

目

1日本国憲法2
1人権教育2
1基礎心理学2
1人間関係論2
1日本語と表現2
1情報処理演習Ⅰ2
1情報処理演習Ⅱ2
1ベーシックセミナー2
1英語コミュニケーションA2

2外国語
1英語コミュニケーションB2
1運動の科学2

2体育
1スポーツ実習A1

1510「教養科目」の要件単位数

1保育原理△2
2保育原理

保育の本質・
目的に関する
科目

1幼児理解論2
1教育原理△22教育原理
3児童家庭福祉論22児童家庭福祉
3社会福祉論22社会福祉
2相談援助演習11相談援助
2社会的養護22社会的養護
2教職慨論（幼保）△22保育者論
2発達心理学2

2保育の心理学Ⅰ

保育の対象の
理解に関する
科目

1児童心理学2
1保育の心理学A△2
1教育心理学2
2保育の心理学B△11保育の心理学Ⅱ
1子どもの保健A△2

4子どもの保健Ⅰ
1子どもの保健B△2
3子どもの保健演習11子どもの保健Ⅱ
3子どもの食と栄養演習22子どもの食と栄養
2家庭支援論22家庭支援論

①
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備　考

対応する開設授業科目基
準
単
位
数

告示による教科目

配
当

年
次科目名

保
育
実
習

受
講
資
格

資格取得要件
教科目系列 選

択
選
択

必
修

必
修

1教育課程論（幼保）△22保育課程論

保育の内容・
方法に関する
科目

3保育内容総論11保育内容総論
2保育内容の研究「健康」△2

5保育内容演習

1保育内容の研究「人間関係」△2
1保育内容の研究「環境」△2
1保育内容の研究「言葉」△2
2保育内容の研究「音楽表現」△2
2保育内容の研究「造形表現」△2
3保育実践研究A2
4保育実践研究B2
1乳児保育演習△22乳児保育
2障害児保育演習△22障害児保育
2社会的養護内容演習△11社会的養護内容
2保育相談支援演習△11保育相談支援
1スポーツ実習B△1

4保育の表現技術

1絵画演習△2
1ピアノ演習A△1
1ピアノ演習B△1
3ピアノ演習C1
4ピアノ演習D1
1レクリエーション活動2
2児童文化演習2
1実践的音楽演習A1
2実践的音楽演習B1
2保育実習Ⅰ4

6

保育実習Ⅰ

保育実習

2保育実習指導Ⅰ◇2保育実習指導Ⅰ
2保育実習ⅡA2保育実習Ⅱ
2保育実習指導ⅡA1保育実習指導Ⅱ
2保育実習ⅡB2保育実習Ⅲ
2保育実習指導ⅡB1保育実習指導Ⅲ
4保育・教職実践演習（幼稚園）22保育実践演習総合演習

6451「保育の本質・目的に関する科目」～「総合演習」
の要件単位数②

A・B
いずれか
の組合せ
で必修
3単位

518
さらに「保育の本質・目的に関する科目」「保育対象の
理解に関する科目」「保育の内容・方法に関する科目」
「保育の表現技術」「保育実習」から選択（②以外）

③

「保育実習受講資格」の見方
　◇　履修済であること
　△　ここから３５単位以上履修済であること

8479必要な単位数の総計（①＋②＋③）

いずれか
選択必修

1幼稚園見学実習A
◇

1
上記以外に単位取得が必要な科目

2幼稚園見学実習B1
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認定心理士
　教育学部現代教育学科において、以下の表の学会指定基準単位を充足した者は、社
団法人日本心理学会に認定心理士の資格審査を申請できます。

認定心理士　１回生（２０１４年度入学生）
　
この資格の審査を申請するためには、
①a～c領域から１２単位以上（ただしab各領域から４単位以上、c領域から３単位以上を含む）
②d～h領域から１６単位以上（ただし３領域×各４単位の１２単位以上を含む）
③上記①②以外にd～h領域から８単位以上
　　　↓
　総計３６単位以上（①＋②＋③）の単位を修得する必要があります。

対応する開設授業科目学会で定められる領域等

配当
年次科目名

本
学
課
程

上
の
単
位

数　
学
会
で
認

め
ら
れ
る

単
位
数

基
準

単
位
数

領域

【基礎科目】ab各領域４単位以上、c領域３単位以上でa～c領域の合計１２単位以上
1心理学概論22

4心理学概論a 1臨床心理学概論21
1教育心理学22
2心理学研究法224心理学研究法b
2心理統計学22
2心理学基礎実験223心理学実験・実習c
3心理検査法実習21

1a～c 3領域から
　※上記の科目はすべて単位修得が必要です。12a～c領域の合計

【選択科目】d～hの内３領域以上で各４単位以上の１２単位以上、かつ５領域の合計１６単位以上
3認知心理学22

3領域
各4→

12

知覚心理学・学習心理学d
2学習心理学22
3発達脳科学21生理心理学・比較心理学e
2発達心理学22

教育心理学・発達心理学f 1保育の心理学A21
2保育の心理学B11
3臨床心理学22

臨床心理学・人格心理学g
2人格心理学22
3カウンセリング22
3教育相談22
2精神保健学21
3社会心理学22

社会心理学・産業心理学h 3人間関係論22
3家族心理学22

4d～h 5領域から
16d～h領域の合計

4
卒業研究
（心理学関連科目を担当する教員の指導による心理
学に関連するテーマが必要）

22その他の科目

②

①
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8上記①②以外にd～h領域から

36必要な単位数の総計（①＋②＋③）

③

注）「本学課程上の単位数」と「学会で認められる単位数」とが異なる科目がありますので、注意し
てください。
　たとえば「臨床心理学概論」は本学では２単位の科目ですが、学会では１単位の科目として扱
われます。

●認定心理士資格の取得を目指す学生へ
　登録申請時に以下の情報が必要になりますので、必ず把握しておいてください。
　（1）各科目を履修した年度のシラバス
　（2）各科目を履修した年度の担当教員名及び職階（教授、准教授、講師など）
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認定心理士　２・３回生（２０１２・２０１３年度入学生）
　
この資格の審査を申請するためには、
①a～c領域から１２単位以上（ただしab各領域から４単位以上、c領域から３単位以上を含む）
②d～h領域から１６単位以上（ただし３領域×各４単位の１２単位以上を含む）
③上記①②以外にa～h領域から８単位以上
　　　↓
　総計３６単位以上（①＋②＋③）の単位を修得する必要があります。

対応する開設授業科目学会で定められる領域等

配当
年次科目名

本
学
課
程

上
の
単
位

数　
学
会
で
認

め
ら
れ
る

単
位
数

基
準

単
位
数

領域

【基礎科目】ab各領域４単位以上、c領域３単位以上でa～c領域の合計１２単位以上
1心理学概論22

4心理学概論a 1臨床心理学概論21
1教育心理学22
2心理学研究法Ⅰ22

4心理学研究法b 2心理学研究法Ⅱ22
2心理統計学22
2心理学基礎実験22

3心理学実験・実習c 2心理学実験22
3心理検査法実習21

1a～c 3領域から
12a～c領域の合計

【選択科目】d～hの内３領域以上で各４単位以上の１２単位以上、かつ５領域の合計１６単位以上
3認知心理学22

3領域
各4→

12

知覚心理学・学習心理学d 2学習心理学22
3発達脳科学21生理心理学・比較心理学e
2教育心理学演習21

教育心理学・発達心理学f

2発達心理学22
1児童心理学22
4学校心理学22
3臨床発達心理学22
1保育の心理学A21
2保育の心理学B11
3臨床心理学22

臨床心理学・人格心理学g
2人格心理学22
3カウンセリング22
2教育相談22
2精神保健学21
3社会心理学22

社会心理学・産業心理学h 1人間関係論22
3家族心理学22
3コミュニケーション心理学22

4d～h 5領域から
16d～h領域の合計

4
卒業研究
（心理学関連科目を担当する教員の指導による心理学に関
連するテーマが必要）

22
その他の科目

2学習心理学演習22
3社会心理学調査演習（マーケティングリサーチ）22

②

①
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③ 8上記①②以外にa～h領域から

36必要な単位数の総計（①＋②＋③）

注）「本学での単位数」と「学会に認められる単位数」とが異なる科目がありますので、注意してく
ださい。
　たとえば「臨床心理学概論」は本学では2単位の科目ですが、学会では1単位の科目として扱わ
れます。

●認定心理士資格の取得を目指す学生へ
　登録申請時に以下の情報が必要になりますので、必ず把握しておいてください。
　（1）各科目を履修した年度のシラバス
　（2）各科目を履修した年度の担当教員名及び職階（教授、准教授、講師など）
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認定心理士　４回生（２０１１年度入学生）
　
この資格の審査を申請するためには、
①a～c領域から１２単位以上（ただしab各領域から４単位以上、c領域から３単位以上を含む）
②d～h領域から１６単位以上（ただし３領域×各４単位の１２単位以上を含む）
③上記①②以外にa～h領域から８単位以上
　　　↓
　総計３６単位以上（①＋②＋③）の単位を修得する必要があります。

対応する開設授業科目学会で定められる領域等

配当
年次科目名

本
学
課
程

上
の
単
位

数　
学
会
で
認

め
ら
れ
る

単
位
数

基
準

単
位
数

領域

【基礎科目】ab各領域４単位以上、c領域３単位以上でa～c領域の合計１２単位以上
1基礎心理学22

4心理学概論a 1臨床心理学概論21
1教育心理学22
2心理学研究法Ⅰ22

4心理学研究法b 2心理学研究法Ⅱ22
2心理統計学22
2心理学基礎実験22

3心理学実験・実習c 2心理学実験22
3心理検査法実習21

1a～c 3領域から
12a～c領域の合計

【選択科目】d～hの内３領域以上で各４単位以上の１２単位以上、かつ５領域の合計１６単位以上
3認知心理学22

3領域
各4→

12

知覚心理学・学習心理学d 2学習心理学22
3発達脳科学21生理心理学・比較心理学e
2教育心理学演習21

教育心理学・発達心理学f

2発達心理学22
1児童心理学22
4学校心理学22
3臨床発達心理学22
1保育の心理学A21
2保育の心理学B11
3臨床心理学22

臨床心理学・人格心理学g
2人格心理学22
3カウンセリング22
2教育相談22
2精神保健学21
3社会心理学22

社会心理学・産業心理学h 1人間関係論22
3家族心理学22
3コミュニケーション心理学22

4d～h 5領域から
16d～h領域の合計

4
卒業研究
（心理学関連科目を担当する教員の指導による心理学に関
連するテーマが必要）

22
その他の科目

2学習心理学演習22
3社会心理学調査演習（マーケティングリサーチ）22

②

①
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③ 8上記①②以外にa～h領域から

36必要な単位数の総計（①＋②＋③）

注）「本学での単位数」と「学会に認められる単位数」とが異なる科目がありますので、注意してく
ださい。
　たとえば「臨床心理学概論」は本学では2単位の科目ですが、学会では1単位の科目として扱わ
れます。

●認定心理士資格の取得を目指す学生へ
　登録申請時に以下の情報が必要になりますので、必ず把握しておいてください。
　（1）各科目を履修した年度のシラバス
　（2）各科目を履修した年度の担当教員名及び職階（教授、准教授、講師など）
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社会教育主事

　教育学部現代教育学科に所属し、社会教育法及び社会教育主事講習会等規定に
定める下表の要件を充足した者は、社会教育主事となる資格を取得できます。

対応する開設授業科目
基
準

単
位
数

領域 配当
年次科目名

単
位
数

1生涯学習概論A2
4生涯学習概論

1生涯学習概論B2
3社会教育計画Ⅰ2

4社会教育計画
3社会教育計画Ⅱ2
4地域教育課題演習A2

4
社会教育演習

4地域教育実習 2社会教育実習
4地域教育課題演習B2社会教育課題研究
3社会教育特論A2

12

社会教育特講Ⅰ
（現代社会と社会教育） 3社会教育特論B2

2地域社会教育施設2社会教育特講Ⅱ
（社会教育活動・事業・施設） 2学校外活動論2

1現代教育論2
社会教育特講Ⅲ
（その他必要な科目） 1教育原理2

1教育社会学2
24必要な単位数の総計

社会教育主事　２・３・４回生（２０１１～２０１３年度入学生）
　
　この資格を取得するためには、
　　・各領域の基準単位数を充足すること。
　　・「社会教育特講」領域はⅠ・Ⅱ・Ⅲから最低１科目ずつの単位を修得すること。
　　　→この要件を満たした上で総計２４単位以上の単位を修得する必要があります。
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規　程　集

規　

程　

集

畿央大学学則  ………………………………………………………２７２
理学療法学科　内規  ………………………………………………２８１
看護医療学科　内規  ………………………………………………２８２
健康栄養学科　内規  ………………………………………………２８３
人間環境デザイン学科　内規  ……………………………………２８４
現代教育学科　内規  ………………………………………………２８６
履修に関する規則  …………………………………………………２９０
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第１章　総　　則

第１節　目　　的
（目的）
第１条　本学は、「徳をのばす」「知をみがく」
「美をつくる」を教育の基本理念に置き、
高潔な人格と幅広く高度な学識・技術を身
につけ、以て地域社会の福祉と文化の創造
に貢献できる有為な人材を育成することを
目的とする。
　　２　健康科学部においては、人間の身体
と健康についての科学的視点や高い専門技
術を養うことと合わせて、建学の精神に則
り、豊かな人間性を持ち、人の心の痛みに
共感することができる人材を育成する。
　　３　健康科学部理学療法学科においては、
理学療法の深い専門的知識と高い技術を修
得すると同時に、医療従事者として人間の
尊厳、生命への畏敬を理解し、人間を総合
的に理解できる幅広い教養と倫理観を持っ
た徳性のある人材を育成する。
　　４　健康科学部健康栄養学科においては、
食物と食生活を取り巻く問題を総合的にと
らえ、健康のために望ましい食生活と、ラ
イフスタイルの在り方を解明する教育研究
を行ない、高度な専門知識を有し、総合的
な問題解決型の人材を育成する。
　　５　健康科学部人間環境デザイン学科に
おいては、幼児や高齢者、障害者をはじめ
すべての人間が健康で豊かに生活できる環
境を創造する人材を育成する。
　　６　健康科学部看護医療学科においては、
理学療法学科、健康栄養学科、人間環境デ
ザイン学科とのコラボレーションによって、
幅広い視点で健康を支える看護師および保
健師を育成し、乳幼児から高齢者までの健
康な暮らしの実現に貢献する。
　　７　教育学部においては、教育の現代的
課題に取り組む専門的知識とスキルを持つ
教育の専門家としての人材育成を行ない、
個人、家庭、学校および職域を含む地域社
会全体の教育力の向上発展に寄与すること

をめざす。
（自己評価等）
第２条　本学は、教育研究の向上を図り、前
条の目的および社会的使命を達成するため、
教育研究活動等の状況について自ら点検お
よび評価を行なう。

　　２　前項の点検・評価の結果については、
学外者による評価・検証を行なうように努
める。

　　３　本学は、教育研究活動等の状況、自
己点検・評価等の結果について、刊行物等
により、積極的に情報を公開するものとす
る。

　　４　本条第１項および第２項に関する事
項は別に定める。

第２節　教育研究の組織
（大学の名称）
第３条　本学は畿央大学と称する。
（学部および学科）
第４条　本学に次の学部、学科を置く。
　　健康科学部
　　　　理学療法学科
　　　　健康栄養学科
　　　　人間環境デザイン学科
　　　　看護医療学科
　　教育学部
　　　　現代教育学科
　　２　前項の各学科の入学定員および収容
定員は、別表第１のとおりとする。

（大学院）
第４条の２　本学に大学院を置く。
　　２　大学院に関する規則は別に定める。
（専攻科）
第４条の３　本学に次の専攻科を置く。
　　　　助産学専攻科
　　２　専攻科に関する規則は別に定める。
（付置機関）
第４条の４　本学に次の付置機関を置く。
　　　　　　畿央大学図書館
　　　　　　畿央大学健康科学研究所
　　　　　　畿央大学現代教育研究所

畿　央　大　学　学　則
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　ニューロリハビリテーション研究
センター

　　２　前項の付置機関に関する規則は別に
定める。

第３節　教職員組織
（教職員組織）
第５条　本学に学長、副学長、教授、准教授、
講師、助教、助手、事務職員およびその他
必要な職員を置く。
（事務局）
第６条　本学に、事務局を置く。

第４節　教　授　会
（教授会）
第７条　本学の重要な事項を審議するために
教授会を置く。
　　２　教授会は学長、副学長、学部長、学
科長および専任教授で構成する。ただし、
必要な場合は准教授その他の教職員を加え
ることができる。
　　３　教授会は次の事項を審議する。
⑴　教育研究の基本方針に関すること
⑵　教育課程および履修方式に関するこ
と
⑶　学則その他重要な規程等に関するこ
と
⑷　教育職員の人事等についての学長の
諮問事項に関すること
⑸　学生の入学、退学、転学、留学、休
学、復学および卒業に関すること
⑹　定期試験および追・再試験等に関す
ること
⑺　学生の指導、賞罰および除籍に関す
ること
⑻　その他本学の運営に関する重要な事
項

　　４　その他、教授会に関する必要な事項
は、別に定める。

第５節　学年、学期および休業日
（学年）
第８条　学年は４月１日に始まり、翌年３月
３１日に終わる。
（学期）

第９条　前条の学年は、次の２学期に分ける。
　　　　前学期　４月１日より９月１５日まで
　　　　後学期　９月１６日より翌年３月３１日

まで
（休業日）
第１０条　本学の休業日は次のとおりとする。
⑴　国民の祝日に関する法律に規定する
休日

⑵　日曜日
⑶　学校法人冬木学園創立記念日
⑷　春期休業日
⑸　夏期休業日
⑹冬期休業日

　　２　前項第４号から第６号の各年度の休
業日については、教授会の議を経て、学長
が定める。

　　３　学長が必要と認めたときは、教授会
の議を経て、前２項の休業日を臨時に変更
し、または臨時に休業日を定めることがで
きる。

第６節　修業年限および在学年限
（修業年限）
第１１条　本学の修業年限は４年とする。
（在学年限）
第１２条　在学年数は８年を超えてはならない。
　　２　編入学、転入学および再入学した学
生は、その者の在学すべき年数の２倍に相
当する年数を超えて在学することができな
い。

　　３　教授会の議を経て、学長がやむを得
ないと認めた場合は在学年限を超えて在学
できる。

第２章　入　　学

（入学）
第１３条　入学の時期は毎学年始めとする。
　　２　前項の他にも、学長が必要と認めた
場合は、学期の区分に従い入学することが
できる。

（入学資格）
第１４条　本学に入学を許可される者は、次の
各号の一に該当し、かつ入学試験に合格し
た者に限る。
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⑴　高等学校または中等教育学校を卒業
した者
⑵　通常の課程による１２年の学校教育を
修了した者
⑶　外国において学校教育における１２年
の課程を修了した者、またはこれに準
ずる者で文部科学大臣の指定したもの
⑷　文部科学大臣が高等学校の課程と同
等の課程を有するものとして認定した
在外教育施設の当該課程を修了した者
⑸　専修学校の高等課程（修業年限が３
年以上であることその他の文部科学大
臣が定める基準を満たすものに限る。）
で文部科学大臣が別に指定するものを
文部科学大臣が定める日以後に修了し
た者
⑹　文部科学大臣の指定した者
⑺　高等学校卒業程度認定試験規則によ
る高等学校卒業程度認定試験に合格し
た者（旧規程による大学入学資格検定
に合格した者を含む。） 

⑻　本学において、個別の入学資格審査
により、高等学校を卒業した者と同等
以上の学力があると認めた者で、１８歳
に達したもの

（入学志願）
第１５条　本学への入学を志願する者は、本学
所定の書類に入学検定料を添えて、定めら
れた期日までに提出しなければならない。
　　２　入学検定料の金額は別に定める。
（入学者の選考）
第１６条　試験は高等学校卒業程度により行な
う。選考方法に関しては別に定める。
（入学手続きおよび入学許可）
第１７条　入学試験の合格者は、本学所定の書
類に、所定の納付金を添えて定められた期
日までに入学手続きをしなければならない。
　　２　学長は、前項の入学手続きを完了し
た者に対して入学を許可する。
（保証人）
第１８条　入学を許可された者は、保証人を定
めなければならない。
（編入学）
第１９条　健康科学部の理学療法学科、健康栄
養学科、人間環境デザイン学科は、次の各

号の一に該当する者について、欠員がある
場合に限り、所定の審査を経て第２年次ま
たは第３年次への編入学を許可することが
ある。
⑴　短期大学を卒業した者または大学の
２年修了者で、本学の各学科の教育課
程に準じる課程を履修した者

⑵　専修学校の２年修了者で、本学の各
学科の教育課程に準じる課程を履修し
た者ただし、健康栄養学科にあっては、
厚生労働大臣の指定する管理栄養士ま
たは栄養士養成施設を卒業または修了
した者、理学療法学科にあっては、厚
生労働大臣の指定する理学療法士養成
施設または文部科学大臣が指定する理
学療法士養成校を卒業または修了した
者に限る。

　　２　健康科学部の看護医療学科にあって
は、次の各号の一に該当する者について、
欠員がある場合に限り、所定の審査を経て
第２年次または第３年次への編入学を許可
することがある。
⑴　保健師助産師看護師法（昭和２３年法
律第２０３号）第２１条第１号の規定する文
部科学大臣の指定した短期大学を卒業
した者

⑵　保健師助産師看護師法（昭和２３年法
律第２０３号）第２１条第２号の規定する厚
生労働大臣の指定した看護師養成所の
うち、文部科学大臣の定める基準を満
たす専修学校の専門課程を修了した者
（学校教育法第５６条に規定する入学資
格を有する者に限る）

　　３　教育学部は、短期大学を卒業した者
またはそれに準ずる者で、３年次編入学を
希望する者に対して、所定の審査を経て３
年次からの編入学を許可することができる。

　　４　本条第１項から第３項の所定の審査
に関しては、別に定める。

第３章　学籍

（休学）
第２０条　疾病その他やむを得ない事由により
３か月以上修学することができない者は、
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本学所定の休学願に保証人連署の上、医師
の診断書または、その事由を証明する書類
を添えて提出し、学長の許可を得て休学す
ることができる。
　　２　疾病、その他の事由により修学する
ことが適当でないと認められる者について
は、学長は、休学を命ずることができる。
　　３　休学の期間は、休学を許可された日
から当該学期末または当該年度末までとす
る。ただし、特別の事由がある場合は、連
続して２年まで認めることがある。
　　４　休学の期間は通算して３年を超える
ことはできない。
　　５　休学の期間は第１２条に定める在学年
数に算入しない。
（退学、転学）
第２１条　疾病その他やむを得ない事由により
退学しようとする者は、本学所定の退学願
を保証人連署の上提出し、学長の許可を得
なければならない。
　　２　他の大学等に転学を希望する者は、
学長の許可を得なければならない。
（留学）
第２２条　本学が協定または認定した外国の大
学または短期大学で学修することを志願す
る者は、本学所定の留学願を保証人連署の
上提出し、学長の許可を得なければならな
い。
　　２　前項の許可を得て留学した期間は、
第１１条に定める修業年限に含めることがで
きる。
（転学部および転学科）
第２３条　本学の学生が、転学部または転学科
を志願する場合は、選考の上、転学部また
は転学科を許可することがある。転学部お
よび転学科に関し必要な事項については、
別に定める。
（除籍）
第２４条　次の各号の一に該当する者は、教授
会の議を経て学長が除籍する。
⑴　第１２条に定める在学年限を超えた者、
ただし学長が所定の年限を超えて在学
することもやむをえないと認めたもの
を除く。
⑵　第２０条３項に定める休学の期間を超

えた者
⑶　授業料および教育充実費（以下「授
業料等」という）の納付を怠り、督促
してもなお納付しない者

⑷　死亡および長期にわたり行方不明の
者

（復学および再入学）
第２５条　休学している者が、その事由の消滅
により復学する場合は、本学所定の復学願
を保証人連署の上提出し、学長の許可を得
なければならない。

　　２　転学した者、退学した者および除籍
となった者が、在籍した学部・学科への再
入学を希望する場合は、教授会の議を経て
学長の許可を得なければならない。再入学
に関し必要な事項については、別に定める。

（異動の届出）
第２６条　学生または保証人に死亡、転居また
は改名等の異動が生じたときおよび保証人
がその資格を失ったときは、直ちに届出な
ければならない。

第４章　教育課程および履修方法

（教育課程および授業科目）
第２７条　本学の教育課程は別表第２のとおり
とする。

（教育課程の編成）
第２８条　学部および学科の設置の趣旨に従い、
教育上の目的を達成するために必要な授業
科目を開設し、体系的に教育課程を編成す
るものとする。

　　２　教育課程の編成にあたっては、当該
学部・学科に係る専門の学芸を教授すると
ともに、幅広く深い教養および総合的な判
断力を培い、豊かな人間性を涵養するよう
配慮する。

　　３　本学は、授業の内容および方法の改
善を図るための組織的な研修および研究の
実施に努めるものとする。

（授業科目）
第２９条　授業科目は、教養科目、専門基礎科
目、専門科目および教育職員免許状に関す
る科目に区分して配置する。

　　２　授業科目を必修科目、選択科目に分
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け、各年次に配当して編成する。
　　３　多様なメディアを高度に利用して、
授業を教室以外の場所で履修できる科目に
ついては別に定める。
（履修科目の登録）
第３０条　学生は、履修する授業科目を選択し、
学期ごとに本学が指定する期間内に履修登
録しなければならない。
（履修登録の上限）
第３１条　各年次にわたって適切に授業科目を
履修するため、一学期に履修科目として登
録することができる単位数を定めるものと
する。単位数の上限は別に定める。
（単位の計算方法）　 
第３２条　各授業科目の単位数は、１単位の授
業科目を４５時間の学修を必要とする内容を
もって構成することを標準とし、授業の方
法に応じ、当該授業による教育効果、授業
時間外に必要な学修等を考慮して、次の基
準により計算するものとする。
⑴　講義および演習については１５時間か
ら３０時間までの範囲で本学が定める時
間の授業をもって１単位とする。
⑵　実験・実習および実技については３０
時間から４５時間までの範囲で本学が定
める時間の授業をもって１単位とする。
⑶　卒業研究における成果に対してもそ
の成果を評価して単位を与えることが
できる。

（成績の評価）
第３３条　成績の評価は、秀、優、良、可、不
可または、合、否で行ない、秀、優、良、
可、合の者に対しては、それぞれの科目に
ついて定められた単位を与える。
（一年間の授業期間）
第３４条　一年間の授業を行なう期間は、定期
試験等の期間を含めて３５週にわたることを
原則とする。
（試験の時期）
第３４条の２　試験は学期末または学年末にそ
の履修した科目について行なう。
　　２　前項にかかわらず試験は随時これを
行なうことがある。
（資格の取得）
第３５条　本学において取得できる資格および

その要件は、別に定める。
（他の大学または短期大学における授業科目
の履修等）
第３５条の２　教授会が、教育上有益と認める
ときは、学生が他の大学または短期大学に
おいて履修した授業科目について修得した
単位を、６０単位を超えない範囲で本学にお
ける授業科目の履修により修得したものと
みなすことができる。

　　２　前項の規定は、学生が外国の大学ま
たは短期大学に留学する場合に準用する。
この場合修得したものとみなすことのでき
る単位数は、前項、第３５条の３および第３５
条の４の単位数と合わせて６０単位を超えな
いものとする。

（大学または短期大学以外の教育施設等にお
ける学修）
第３５条の３　教授会が、教育上有益と認める
ときは、学生が行なう短期大学または高等
専門学校の専攻科における学修その他文部
科学大臣が別に定める学修を、本学におけ
る授業科目の履修とみなし、単位を与える
ことができる。

　　２　前項により与えることができる単位
数は、前条第１項により修得したものとみ
なした単位数と合わせて６０単位を超えない
ものとする。

（入学前の既修得単位の認定）
第３５条の４　教授会が、教育上有益と認める
ときは、学生が入学する前に大学、短期大
学、高等専門学校、または専修学校専門課
程等において修得した単位を、入学後本学
における授業科目の履修により修得したも
のとみなすことができる。

　　２　学生が入学する前に行なった前条第
１項に規定する学修を、本学における授業
科目の履修とみなし、単位を与えることが
できる。

　　３　前２項により修得したものとみなし、
または与えることができる単位数は、編入
学等の場合を除き、本学において修得した
単位以外のものについては、合わせて６０単
位を超えないものとする。
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第５章　卒業および学位

第３６条　削除
（卒業の認定）
第３７条  本学に４年（第１９条の規定により入学
した者は別に定める年数）以上在学し、所
定の授業科目を履修し、別表第２に定める
卒業要件単位を取得した者は教授会の議を
経て学長が卒業を認め学士の学位を授与す
る。
（学位）
第３８条　学士の学位は卒業した学部学科に応
じて、次のとおりとする。
　　健康科学部
　　　　理学療法学科　　　　　　　
　　　　　　学士（理学療法学）
　　　　健康栄養学科　　　　　
　　　　　　学士（健康栄養学）
　　　　人間環境デザイン学科
　　　　　　学士（人間環境デザイン学）
　　　　看護医療学科　　
　　　　　　学士（看護学）
　　教育学部
　　　　現代教育学科　
　　　　　　学士（教育学）
第３９条　削除
第４０条　削除
第４１条　削除
第４２条　削除

第６章　学納金

（学納金）
第４３条  学納金は、入学金、授業料、教育充実
費、その他の納付金とする。
　　２　入学金、授業料、教育充実費は、別
表第３に定める。
　　３　その他の納付金は、諸費用、手数料
等としその金額は別に定める。
（納入方法）
第４４条　入学する者は入学手続きの際に入学
金を納めなければならない。
　　２　授業料等は年額の２分の１ずつを前
期、後期に分けて納入するものとする。
　　３　その他の納付金の納入方法は別に定

める。
（学期の途中で休学・復学する場合）
第４５条  学期の途中において休学または復学
した者は、当該学期の授業料等を納付しな
ければならない。

（学年の途中で卒業する場合の授業料）
第４６条　学年の途中で卒業する見込みの者は、
卒業する見込みの月までの授業料等を納付
するものとする。

（退学および停学の場合の授業料）
第４７条　前期または後期の途中で退学しまた
は除籍された者の当該学期の授業料等は徴
収する。

　　２  停学期間中の授業料等は徴収する。
（休学中の場合）
第４８条　休学を許可されまたは命じられた者
の在籍料については別に定める。

（学納金の返還）
第４９条　いったん納入された学納金は返還し
ないことを原則とする。

第７章　科目等履修生、研究生等

（科目等履修生）
第５０条　本学の学生以外の者で、本学の一ま
たは複数の授業科目を志願する者があると
きは、授業に支障のない場合に限り、選考
の上、科目等履修生として入学を許可する
ことがある。

（研究生）
第５１条　本学において、特定の専門事項につ
いて研究することを志願する者があるとき
は、研究教育に支障のない場合に限り、選
考の上、研究生として入学を許可すること
がある。

　　２　研究生を志願することのできる者は、
大学を卒業した者またはこれと同等以上の
学力があると認められた者とする。

　　３　研究期間は１年とする。ただし、特
別の理由がある場合は、その期間を更新す
ることができる。

（特別聴講生）
第５２条　他の大学の学生で、本学において授
業科目を履修することを志願する者がある
ときは、当該他大学との協議に基づき、特
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別聴講生として入学を許可することがある。
（外国人留学生）
第５３条  外国人で、大学において教育を受け
る目的をもって入国し、本学に入学を志願
する者があるときは、選考の上、外国人留
学生として入学を許可することがある。
２　前項の外国人留学生に対しては、第２７条
に掲げる授業科目のほか、日本語科目およ
び日本事情に関する科目を置くことができ
る。
第５４条　科目等履修生、研究生、特別聴講生
および外国人留学生に関する規則は、別に
定める。

第８章　奨学制度

（奨学制度）
第５５条　本学には、奨学のため、別に定める
奨学制度を設ける。

第９章　賞罰

（表彰）
第５６条　学生として表彰に価する行為があっ
た者は、教授会の議を経て、学長が表彰す
ることができる。
（懲戒）
第５７条　本学の規則に違反し、または学生と
しての本分に反する行為をした者は、教授
会の議を経て、学長が懲戒する。
　　２　前項の懲戒の種類は、退学、停学お
よび戒告とする。
　　３　停学期間は、在学年限に算入し、修
業年限に算入しない。ただし、停学期間が
３か月以内の場合には、修業年限に算入す
ることができる。
　　４　懲戒に関する事項は、別にこれを定
める。

第１０章　公開講座

（公開講座）
第５９条　社会人の教養を高め、地域の文化の
向上と発展に資するため、公開講座を開設

するものとする。公開講座の実施について
は、別に定める。

第１１章　細則および改廃

（学則細則その他）
第６０条　本学則施行についての細則その他必
要な事項は、別に定める。

（改廃）
第６１条　本学則の改廃は、教授会の議を経て
学長が行なう。

附　　　則
　この学則は、平成１５年４月１日から施行す
る。

附　　　則
　この学則は、平成１８年４月１日から施行す
る。

附　　　則
　この学則は、平成１９年４月１日から施行す
る。

附　　　則
　この学則は、平成２０年４月１日から施行す
る。

附　　　則
　この学則は、平成２０年 ８月２１日から施行す
る。

附　　　則
　この学則は、平成２０年 １１月２０日から施行す
る。

附　　　則
　この学則は、平成２１年 ４月１日から施行す
る。

附　　　則
　この学則は、平成２１年 １１月１９日から施行す
る。

附　　　則
　この学則は、平成２２年 ３月１８日から施行す
る。

附　　　則
　この学則は、平成２２年 １０月２１日から施行す
る。

附　　　則
　この学則は、平成２３年 ２月１７日から施行す
る。
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附　　　則
　この学則は、平成２３年 ４月１日から施行す
る。
附　　　則
　この学則は、平成２４年 ４月１日から施行す
る。

　附　　　則
　この学則は、平成２５年 ４月１日から施行す
る。

附　　　則
　この学則は、平成２６年 ４月１日から施行す
る。

別表第１－２（平成２４年度、平成２５年度入学者）入学定員・収容定員 （人）

　収容定員入学定員学　　　科学　　　部

２４０６０理学療法学科

健 康 科 学 部
２８０７０健康栄養学科 

１８０４５人間環境デザイン学科

３６０９０看護医療学科

５９０１４５
３年次より編入学５現代教育学科教 育 学 部

別表第１－３（平成２０年度以降平成２３年度までの入学者）入学定員・収容定員　（人）

　収容定員入学定員学　　　科学　　　部

２４０６０理学療法学科

健 康 科 学 部
２８０７０健康栄養学科 

１８０４５人間環境デザイン学科

３６０８０
３年次より編入学２０看護医療学科

５９０１４５
３年次より編入学５現代教育学科教 育 学 部

別表第１－１（平成２６年度以降入学者）入学定員・収容定員 （人）

　収容定員入学定員学　　　科学　　　部

２８０７０理学療法学科

健 康 科 学 部
３６０９０健康栄養学科 

２００５０人間環境デザイン学科

３６０９０看護医療学科

７９０１９５
３年次より編入学５現代教育学科教 育 学 部
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別表第３－２（平成２０以降２４年度までの入学者）入学金、授業料、教育充実費（円）

教育充実費授業料入学金学　　科学　　部

６６０,０００８５０,０００２６０,０００理学療法学科

健 康 科 学 部
３８０,０００８５０,０００２６０,０００健康栄養学科

２２０,０００８５０,０００２６０,０００人間環境デザイン学科

６１０,０００８５０,０００２６０,０００看護医療学科

２２０,０００８５０,０００２６０,０００現代教育学科教 育 学 部

別表第３－１（平成２５年度以降入学者）  入学金、授業料、教育充実費（円）

教育充実費授業料入学金学　　科学　　部

６８０,０００８６０,０００１９０,０００理学療法学科

健 康 科 学 部
４００,０００８６０,０００１９０,０００健康栄養学科

２５０,０００８６０,０００１９０,０００人間環境デザイン学科

６８０,０００８６０,０００１９０,０００看護医療学科

２５０,０００８６０,０００１９０,０００現代教育学科教 育 学 部
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（総則）　
第１条　本内規は、畿央大学（以下「本学」
という。）学則（以下「学則」という。）第
１条に掲げる教育の目的に従い、本学健康
科学部理学療法学科（以下「本学科」とい
う。）に所属する教員及び学生が学校教育、
学校生活等を円滑かつ効率的に授受するた
めに必要な事項を定める。　
　　２　本学科に所属する教員及び学生は、
学校法人冬木学園及び本学の各種規則に加
えて、本内規に従わなければならない。
（学習の評価）　
第２条　学習の評価方法は、学則第３３条及び
本学履修に関する規則第１０条による他は、
原則として当該科目担当教員に一任する。
　　２　合格の最低基準は評価方法によらず
６０点とする。　
（試験、出席等）　
第３条　試験は本学試験に関する規則に従う。
　　２　実習及び演習科目については、出席
時数が４／５に満たない場合は、その授業
科目の試験を受けることができない。　

（臨床実習）　
第４条　臨床実習は以下の通り行う。　
⑴　「臨床指導」を２年次に行い、その期
間は１週間とする。　
⑵　「臨床評価実習」を３年次に行い、そ
の期間は３週間とする。　

⑶　「総合臨床実習」を４年次に行い、８
週間を２期行う。　

　　２　次の各号に該当する者に対して臨床
実習の履修を認める。　
⑴　「臨床評価実習」の履修は、３年次後
期までに開講される専門基礎科目及び
専門科目のすべての必修単位を修得し
ている者。
⑵　「総合臨床実習」の履修は、「臨床評
価実習」の単位を修得している者。　

　　３　実習は全日出席とする。少なくとも
各実習において出席時数が４／５に満たな
い場合は原則として実習の単位を与えない。
　　４　実習の単位認定は、実習指導者の評

価及びセミナー（実習報告会）を含め、本
学科会議で総合的に判定し決定する。　

　　５　その他、実習にかかる規則等は、原
則として臨床実習の手引きに従う。

（実習補習）　
第５条　実習において、次の各号のいずれか
に該当する者は実習補習を受ける事ができ
る。　
⑴　試験に関する規則第８条の追試験該
当事項により出席時数を満たさなかっ
た者。

⑵　前号以外の理由により本学科会議で
実習補習が必要であると認められた者。

（科目の履修）
第６条　３年次に開講される専門基礎科目及
び専門科目を履修するためには、次の科目
の単位をすべて修得していなければならな
い。

　「解剖学（骨格・筋・神経）Ⅰ」、　「解剖学
（骨格・筋・神経）Ⅱ」、「解剖学（内臓）」
「解剖学実習」、「生理学Ⅰ」、「生理学Ⅱ」、
「生理学実習」　
　　２　「理学療法総合演習」は、「総合臨床
実習」の単位を修得した者のみ履修できる。

　　３　「卒業研究」は「理学療法研究法」、
「理学療法研究法演習」の単位を修得した
者のみ履修できる。

　　４　本条第１項及び第３項は平成２２年度
入学生より適用する。　
（改廃）　
第７条　この内規の改廃は、本学教務委員会
の議を経て教授会において行う。

附　則　　この内規は、平成１５年１２月１日か
ら施行する。

附　則　　この内規は、平成１７年７月１日か
ら施行する。

附　則　　この内規は、平成１９年５月１０日か
ら施行する。

附　則　　この内規は、平成１９年１２月２０日か
ら施行する。

附　則　　この内規は、平成２０年２月２１日か

健康科学部　理学療法学科　内規
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ら施行する。
附　則　　この内規は、平成２２年４月１日か
ら施行する。
附　則　　この内規は、平成２４年４月１日か

ら施行する。
附　則　　この内規は、平成２４年１０月１８日か
ら施行する。

（総則）
第１条　本内規は、畿央大学（以下「本学」
という。）学則（以下「学則」という。）第
１条に掲げる教育の目的に従い、本学健康
科学部看護医療学科（以下「本学科」とい
う。）に所属する教員および学生が学校教育、
学校生活等を円滑かつ効率的に授受するた
めに必要な事項を定める。　
　　２　本学科に所属する教員および学生は、
学校法人冬木学園および本学の各種規則に
加えて、本内規に従わなければならない。
（成績の評価）　
第２条　成績の評価方法は、学則第３３条およ
び本学履修に関する規則第１０条による他は、
原則として当該科目担当教員に一任する。
　　２　合格の最低基準は評価方法によらず
６０点とする。
（出席等）
第３条　全ての講義・演習・実習科目は、原
則全日出席しなければならない。臨地実習
において出席時数が４／５に満たない場合
は、原則として単位は修得できない。
（看護学実習科目の履修制限）
第４条　看護学実習科目については、次の要
件を満たさなければ、履修することができ
ない。
　　２　「基礎看護学実習」を履修するために
は、専門科目の「専門分野Ⅰ」に含まれる
科目のうち、１年次に配当されている必修
科目の単位をすべて修得または履修してい
ること。
　　３　３年次後期の各看護学実習科目を履
修するためには、３年次前期までに開講さ
れる専門基礎科目および専門科目の必修科
目の単位をすべて修得していること。
　　４　４年次前期の「病院インターンシッ

プ」、「離島・へき地医療体験実習」、「地域
看護学実習」を履修するためには，「在宅看
護学実習」をのぞく各看護学実習科目の単
位をすべて修得していること。

　　５　本条第４項は平成２４年度入学生より
適用する。

（看護学実習）
第５条　看護学臨地実習の実施詳細について
は、別に定める。

　　２　「病院インターンシップ」「地域看護
学実習」のうち１科目を選択すること。

　　３　本条第２項は平成２４年度入学生より
適用する。

（養護実習）
第６条　養護実習は、４年次以降に行い、事
前・事後指導を除くその期間は４週間とす
る。

　　２　「養護実習」を履修するためには、養
護教諭資格必修科目のうち４年次後期開講
「教職実践演習（養護教諭）」以外の科目を
履修していること。ただし、平成２１年度以
前の入学生および平成２３年度以前の編入学
生は、養護教諭資格必修科目のすべてを履
修していること。

（保健師国家試験受験資格取得要件）
第７条　保健師国家試験の受験資格を得よう
とする者は、次の要件を満たさなければな
らない。

　　⑴　「地域看護学概論」の単位を修得した
者のみが、地域看護学領域の選択科目を履
修することができる。

　　⑵　４年次前期に実施される「地域看護
学実習」の単位を修得していること。

　　⑶　「公衆衛生看護学実習」を履修するた
めには、地域看護学の区分にある４年次前
期までの全科目の単位を修得していること。

健康科学部　看護医療学科　内規
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　　２　本条の規定は平成２４年度入学生より
適用する。
（科目の履修）
第８条　第４条、第６条、第７条に関わらな
い科目の履修における先修条件は、本学科
会議の議を経てシラバスに明示するものと
する。
（３年次編入学生の単位認定）
第９条　３年次編入生の単位認定は、本学入
学前既修得単位等の認定に関する規程によ
り、単位認定を行うものとする。
　　２　認定できる単位数は、９６単位以内と
する。

（改廃）
第１０条　この内規の改廃は、本学教務委員会
の議を経て教授会において行う。　　

附　則　この内規は、平成２０年８月２１日から
施行する。

附　則　この内規は、平成２２年４月１日から
施行する。

附　則　この内規は、平成２４年４月１日から
施行する。

附　則　この内規は、平成２５年８月２２日から
施行する。

附　則　この内規は、平成２６年４月１日から
施行する。

健康科学部　健康栄養学科　内規

（総則）
第１条　本内規は、畿央大学（以下「本学」
という。）学則（以下「学則」という。）第
１条に掲げる教育の目的に従い、本学健康
科学部健康栄養学科（以下「本学科」とい
う。）に所属する教員及び学生が学校教育、
学校生活等を円滑かつ効率的に授受するた
めに必要な事項を定める。　
　　２　本学科に所属する教員及び学生は、
学校法人冬木学園及び本学の各種規則に加
えて、本内規に従わなければならない。　
（授業の出席と遅刻）
第２条　全ての授業科目に対し、原則全日出
席とする。
　　２　実験・実習・演習科目については、
出席時数が４／５に満たない場合は、原則
として単位は修得できない。ただし、「特
別演習Ⅰ・Ⅱ」及び「総合対策演習Ⅰ・Ⅱ」
は、講義科目と同じ扱いにする。
　　３　授業科目によっては、遅刻を認めな
いことがある。
（臨地実習）
第３条　臨地実習に参加するためには、以下
の条件をすべて満たしていなければならな
い。
⑴　２年次終了までに、６０単位以上を修
得していること。

⑵　１・２年次に開講される専門基礎科
目及び専門科目の必修科目のうち、単
位を修得できてい科目が２科目以下で
あること。

⑶　各臨地実習について、次に示す科目
の単位を修得または履修中であること。

　「臨地実習Ⅰ」については、「給食経営
管理論Ⅰ」、「給食経営管理論実習Ⅰ」、
「給食経営管理論実習Ⅱ」、「総合演
習」

　　「臨地実習Ⅱ・Ⅲ」については、「給
食経営管理論Ⅰ」、「給食経営管理論
Ⅱ」、「給食経営管理論実習Ⅰ」、「給食
経営管理論実習Ⅱ」、「臨床栄養学Ⅰ」、
「臨床栄養学Ⅱ」、「臨床栄養学Ⅲ」、
「臨床栄養学実習Ⅰ」、「総合演習」
　「臨地実習Ⅳ」については、「公衆栄養
学」、「総合演習」

（科目の履修）
第４条　専門科目の「総合演習」を履修する
ためには、１・２年次に開講される専門基
礎科目及び専門科目の必修科目のうち、単
位を修得できていない科目が２科目以下で
あること。

（通年科目の単位認定）
第５条　「総合演習」を再履修する場合に限り、
その単位認定を前期終了時に行うことがで



284

きる。
（管理栄養士国家試験）
第６条　管理栄養士国家試験受験資格を取得
するためには、「特別演習Ⅱ」の単位を修得
済みであること。ただし、平成２３年度の入
学生は「総合対策演習Ⅰ」、「総合対策演習
Ⅱ」、「特別演習Ⅰ」、「特別演習Ⅱ」の４科
目の単位を修得済みであること。
（栄養教育実習）
第７条　栄養教育実習に参加するためには、
次の栄養教諭免許課程の単位を修得または
履修中であること。　　　

　「教職概論」、「教育課程論（中等）」、「生徒
指導論」、「教育相談」、「栄養教諭論」、「食
に関する指導論」、「栄養教育実習」
（改廃）
第８条　この内規の改廃は、本学教務委員会

の議を経て教授会において行う。

附　則　この内規は、平成１９年４月１２日から
施行する。

附　則　この内規は、平成２０年４月１日から
施行する。

附　則　この内規は、平成２２年４月１日から
施行する。

附　則　この内規は、平成２３年４月１日から
施行する。

附　則　この内規は、平成２４年４月１日から
施行する。

附　則　この内規は、平成２５年４月１日から
施行する。

附　則　この内規は、平成２６年４月１日から
施行する。

（総則）
第１条　本内規は、畿央大学（以下「本学」
という。）学則（以下「学則」という。）第
１条に掲げる教育の目的に従い、本学健康
科学部人間環境デザイン学科（以下「本学
科」という。）に所属する教員及び学生が学
校教育、学校生活等を円滑かつ効率的に授
受するために必要な事項を定める。　

　　２　本学科に所属する教員及び学生は、
学校法人冬木学園及び本学の各種規則に加
えて、本内規に従わなければならない。
（コースの所属）
第２条　本学科に入学した者は次のいずれか
のコースに所属しなければならない。

第３条　各コースの選択は一年次終了時とす
る。

　　２　履修科目とその扱いについては別に
定めるところによる。

　　３　所属するコース以外の科目について
は履修できないことがある。

　　４　コース変更は、申し出により学科会
議の議を経て、認める場合がある。

（科目履習）
第４条　Ⅰ～Ⅳに分割されている科目のうち、
Ⅱ～Ⅳの科目を履修するためには、原則と
してそれぞれの科目の前のローマ数字の科
目の単位を修得しておかなければならない。

（教育実習）
第５条　家庭科教諭免許課程取得に必要な教
育実習は以下のとおり行うことを原則とす
る。

　　２　実習は４年次に行い、その期間は原
則として４週間とする。

　　３　実習に参加するためには次の各号に
掲げる条件をすべて満たしていなければな
らない。
⑴　以下の科目の単位をすべて修得済み

健康科学部　人間環境デザイン学科　内規

①　建築・まちづくりコース平
成　

年
２０

度
入
学
生

②　インテリア･ものづくりコース

③　福祉住環境コース

①　建築・まちづくりコース平
成　

年
度

２１

以
降
入
学
生

②　インテリアデザインコース

③　造形デザインコース
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であること。
　　平成２０年度以前入学生
　「教職概論」「教育原理」「教育心理学」
「特別活動指導法」「教育課程論」「生徒・
進路指導論」「教育相談」「総合演習」

　　平成２１年度以降入学生
　「教職概論」「教育原理」「教育心理学」
「特別活動指導法（中等）」「教育課程
論（中等）」「生徒・進路指導論（中等）」
「教育相談」
⑵　以下の科目より８科目以上の単位を
修得済みであること。
平成２３年度以前入学生
　「家庭経営学」「アパレル構成論」「健康
と衣生活」「健康と食生活」「健康と住
生活」「調理実習」「保育学」「家庭電
気・機械」「家庭科指導法Ⅰ」「家庭科
指導法Ⅱ」

　平成２４年度以降入学生
　「家庭経営学」「アパレル構成論」「衣生
活論」「健康と食生活」「住生活論」「調
理実習」「保育学」「家庭電気・機械」
「家庭科指導法Ⅰ」「家庭科指導法Ⅱ」
⑶　「家庭科教育実習指導」を履修済みで

あること。
　　４　家庭科教諭免許取得のために履修し
た教科及び教職に関する科目の単位は卒業
要件の単位として認めない。

（卒業研究）
第６条　原則として、「卒業研究」を履修する
ためには修得単位数が３年次終了時点で９０
単位以上でなければならない。

（通年科目の単位認定）
第７条　「卒業研究」を再履修する場合に限り、
その単位認定を前期終了時に行うことがで
きる。

（改廃）
第８条　この内規の改廃は、本学教務委員会
の議を経て教授会において行う。

附　則　この内規は、平成１９年７月１２日から
施行する。

附　則　この内規は、平成２１年４月１日から
施行する。

附　則　この内規は、平成２２年４月１日から
施行する。

附　則　この内規は、平成２４年４月１日から
施行する。
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（総則）
第１条　本内規は、畿央大学（以下「本学」
という。）学則（以下「学則」という。）第
１条に掲げる教育の目的に従い、本学教育
学部現代教育学科（以下「本学科」という。）
に所属する教員および学生が学校教育、学
校生活等を円滑かつ効率的に授受するため
に必要な事項を定める。 

　　２  本学科に所属する教員および学生は、
学校法人冬木学園および本学の各種規則に
加えて、本内規に従わなければならない。
（成績の評価）　
第２条　成績の評価方法は、学則第３３条およ
び履修に関する規則第１０条による他は、原
則として当該科目担当教員に一任する。
　　２　合格の最低基準は評価方法によらず
６０点とする。
（出席等）
第３条　全ての講義・実習・演習科目に対し、
原則全日出席とする。教育実習、保育実習、
病院実習、幼稚園見学実習において出席時
数が４/５に満たない場合は、原則として
単位は取得できない。
（教育実習）
第４条　教育実習は以下のとおり行なうこと
を原則とする。
⑴　「小学校教育実習Ａ」は３年次に行ない、
事前・事後指導を除くその期間は４週間
とする。また、幼稚園教諭、中学校教諭
の各免許状のいずれかにあわせて小学校
教諭の免許状取得を希望する者は、４年
次に「小学校教育実習Ｂ」を行ない、そ
の期間は２週間とする。
⑵　「幼稚園教育実習Ａ」は３年次に行ない、
事前・事後指導を除くその期間は４週間
とする。また、小学校教諭の免許状にあ
わせて幼稚園免許状の取得を希望する者
は、４年次に「幼稚園教育実習Ｂ」を行
ない、その期間は２週間、中学校教諭免
許状にあわせて幼稚園免許状の取得を希
望する者は、４年次に「幼稚園教育実習
Ａ」を行ない、その期間は４週間とする。

⑶　「養護実習」は３年次または４年次に行
ない、事前・事後指導を除くその期間は
４週間とする。

⑷　「英語科教育実習（中）」は４年次に行
ない、事前・事後指導を除くその期間は
４週間とする。ただし、平成２３～２５年度
の入学生および平成２５～２７年度の編入学
生においては「英語科教育実習（中）Ａ」
を３年次に行ない、その期間は４週間と
する。また、
ⅰ　小学校教諭の免許状にあわせて中
学校教諭の免許状の取得を希望する
者は、４年次に「英語科教育実習
（中）」を行ない、事前・事後指導を
除くその期間は４週間である。ただ
し、平成２３～２５年度の入学生および
平成２５～２７年度の編入学生において
は「英語科教育実習（中）Ｂ」を４
年次に行ない、その期間は２週間と
する。

ⅱ　幼稚園教諭にあわせて中学校教諭
の免許状の取得を希望する者は、４
年次に「英語科教育実習（中）」を行
ない、その期間は４週間とする。た
だし、平成２３～２５年度の入学生およ
び平成２５～２７年度の編入学生におい
ては「英語科教育実習（中）Ｂ」を
行ない、その期間は４週間とする。

⑸　「英語科教育実習（高）」は４年次に行
ない、事前・事後指導を除くその期間は
２週間とする。

⑹　「特別支援教育実習」は４年次に行ない、
事前・事後指導を除くその期間は２週間
とする。

　　２　実習に参加するための条件は以下の
とおりとする。
⑴　小学校教育実習に参加するためには、
以下のア～オの条件をすべて満たしてい
なければならない。
ア　「教職概論」、「教育原理」、「教育心理
学」、「教育課程論（初等）」、「生徒・進
路指導論（初等）」「現代教育論」のす

教育学部　現代教育学科　内規
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べてを履修済み（「履修中による見込み
を含む」、以下同じ）であること。

イ　「国語科概論」、「社会科概論」、「算数
科概論」、「理科概論」、「生活科概論」、
「音楽科概論」、「図工科概論」、「家庭
科概論」、「体育科概論」から７科目以
上履修済みであること。ただし、平成
２３年度または平成２４年度の入学生およ
び平成２５年度または平成２６年度の編入
学生は「国語科概論」、「社会科概論」、
「算数科概論」、「理科概論」の４科目
をすべて履修済みで、加えて「生活科
概論」、「音楽科概論」、「図工科概論」、
「家庭科概論」、「体育科概論」から３
科目以上履修済みであること。
ウ　「国語科指導法」、「社会科指導法」、
「算数科指導法」、「理科指導法」、「生
活科指導法」、「音楽科指導法」、「図工
科指導法」、「家庭科指導法」、「体育科
指導法」、「道徳指導法（初等）」、「特別
活動指導法（初等）」、「教育方法・技術
論（初等）」から８科目以上　履修済み
であること。
エ　「小学校教育実習Ａ」に参加する場合
には「小学校教育実習指導Ａ」を、「小
学校教育実習Ｂ」に参加する場合には
「小学校教育実習指導Ｂ」を履修済み
であること。
オ　「小学校一日見学」または「幼稚園一
日見学」を履修済みであること。ただ
し、「幼稚園見学実習Ａ」または「幼稚
園見学実習Ｂ」をもってこれに代える
ことができる。

⑵　幼稚園教育実習に参加するためには、
以下のア～オの条件をすべて満たしてい
なければならない。

　　ア　「教職概論（幼保）」、「教育原理」、「教
育心理学」、「教育課程論（幼保）」、「現
代教育論」のすべてを履修済みである
こと。ただし、平成２３年度または平成
２４年度の入学生および平成２５年度また
は平成２６年度の編入学生は、「教職概
論（幼保）」、「教育原理」、「教育心理学」、
「教育課程論（幼保）」、「教育相談（学
校カウンセリングを含む）」、「ピアノ

演習Ａ」、「ピアノ演習Ｂ」、「現代教育
論」のすべてを履修済みであること。

イ　「国語科概論」および「算数科概論」を
履修済みであること。ただし、平成２４
年度以前の入学生および平成２６年度以
前の編入学生は「国語科概論」、「算数
科概論」、「生活科概論」、「音楽科概論」、
「図工科概論」、「体育科概論」から３
科目以上履修済みであること。

ウ　「保育内容の研究『健康』」、「保育内
容の研究『人間関係』」、「保育内容の研
究『環境』」、「保育内容の研究『言葉』」、
「保育内容の研究『音楽表現』」、「保育
内容の研究『造形表現』」、「保育内容の
研究『運動遊び』」から４科目以上履修
済みであること。

エ　「幼稚園教育実習Ａ」に参加する場合
には「幼稚園教育実習指導Ａ」を、「幼
稚園教育実習Ｂ」に参加する場合には
「幼稚園教育実習指導Ｂ」を履修済み
であること

オ　「幼稚園見学実習Ａ」または「幼稚園
見学実習Ｂ」を履修済みであること。

⑶　養護実習に参加するためには、以下の
ア～エの条件をすべて満たしていなけれ
ばならない。
ア　「教職概論」、「教育原理」、「教育心理
学」、「教育課程論（中等）」、「現代教育
論」のすべてを履修済みであること。
ただし、平成２３年度または平成２４年度
の入学生および平成２５年度または平成
２６年度の編入学生は「教職概論」、「教
育原理」、「教育心理学」、「教育課程論
（中等）」、「教育相談（学校カウンセリ
ングを含む）」、「現代教育論」のすべて
を履修済みであること。

イ　養護に関する科目「学校保健」、「養
護概説」、「健康相談」、「学校看護Ⅰ」、
「学校看護Ⅱ」、「学校看護Ⅲ」のすべ
てを履修済みであること。ただし、
ⅰ　平成２４年度の入学生および平成２６
年度の編入学生は養護に関する科目
「学校保健」、「養護概説」、「健康相
談」、「学校看護Ⅰ」、「学校看護Ⅱ」、
「学校看護Ⅲ」、「養護臨床実習」の
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すべてを履修済みであること。
ⅱ　平成２３年度の入学生および平成２５
年度の編入学生は「学校看護Ⅰ」に
代えて「看護学Ⅰ」を、「学校看護Ⅱ」
に代えて「看護学Ⅱ」を、「学校看護
Ⅲ」に代えて「看護学Ⅲ」をそれぞ
れ履修済みであること。

ウ　「衛生学」、「公衆衛生学」、「栄養学
（食品学を含む）」、「解剖生理学」、「精
神保健学」、「救急医学」から３科目以
上履修済みであること。
エ　「養護実習指導」を履修済みであるこ
と。
オ　「小学校一日見学」または「幼稚園一
日見学」を履修済みであること。ただ
し、「幼稚園見学実習Ａ」または「幼稚
園見学実習Ｂ」をもってこれに代える
ことができる。

⑷　英語科教育実習（中・高）に参加する
ためには、以下のア～ウの条件をすべて
満たしていなければならない。
ア　「教職概論」、「教育原理」、「教育心理
学」、「教育課程論（中等）」、「教育方法・
技術論（中等）」、「教育相談（学校カウ
ンセリングを含む）」、「現代教育論」の
すべてを履修済みであること。
イ　英語に関する科目「英語Ａ」、「英語
Ｂ」、「オーラルコミュニケーション
Ａ」、「オーラルコミュニケーション
Ｂ」、「英語のしくみ」、「英語の歴史」、
「特級英語Ａ」、「特級英語Ｂ」、「異文
化コミュニケーション論Ａ」、「異文化
コミュニケーション論Ｂ」のすべてを
履修済みであること（ただし、平成２５
年度以前の入学生は「英語Ａ」、「英語
Ｂ」、「オーラルコミュニケーション
Ａ」、「オーラルコミュニケーション
Ｂ」、「英語のしくみ」、「英語の歴史」
を履修済みであること）。「欧米の文化
と社会Ａ」「欧米の文化と社会Ｂ」から
１科目以上履修済みであること。「英
米文学と子ども」、「英米文学と教育」
から１科目以上履修済みであること。
「英米文学史Ａ」、「英米文学史Ｂ」か
ら１科目以上履修済みであること（平

成２５年度以前の入学生が「英語科教育
実習（中）Ａ・Ｂ」に参加するために
はその限りではない）。「英語学講読
Ａ」、「英語学講読Ｂ」から１科目以上
履修済みであること（平成２５年度以前
の入学生が「英語科教育実習（中）Ａ・
Ｂ」に参加するためにはその限りでは
ない）。

ウ　「英語科指導法Ⅰ」、「英語科指導法
Ⅱ」、「英語科指導法Ⅲ」、「英語科指導
法Ⅳ」から２科目以上履修済みである
こと。（ただし、平成２５年度以前の入
学生が「英語科教育実習（中）Ａ・Ｂ」
に参加する場合は「英語科指導法Ⅰ」、
「英語科指導法Ⅱ」、「英語科指導法
Ⅲ」、「英語科指導法Ⅳ」から１科目以
上履修済みであること。「英語科教育
実習（高）」に参加する場合は以上の科
目から２科目以上履修済みであるこ
と）。　

⑸　特別支援教育実習に参加するためには、
以下のア、イの条件をすべて満たしてい
なければならない。
ア　「教職概論」（または「教職概論（幼
保）」）、「教育原理」、「教育心理学」、
「教育課程論（中等）」（または「教育
課程論（幼保）」または「教育課程論
（初等）」）、「教育方法・技術論（中等）」
（または「教育方法・技術論（初等）」）、
「教育相談（学校カウンセリングを含
む）」、「現代教育論」のすべてを履修済
みであること。

イ　特別支援教育に関する科目「特別支
援教育論」、「知的障害者の心理」、「知
的障害者の生理・病理」、「肢体不自由
者の心理・生理・病理」、「病弱者の心
理・生理・病理」、「知的障害者教育論
Ⅰ」、「知的障害者教育論Ⅱ」、「肢体不
自由者教育論」、「病弱者教育論」のす
べてを履修済みであること。

（保育実習）
第５条　保育実習は以下のとおり行なうこと
を原則とする。
⑴　「保育実習Ⅰ」は２年次に行ない、その
期間は保育所１０日間、施設１０日間の２０日
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間とする。
⑵　「保育実習ⅡＡ」もしくは「保育実習Ⅱ
Ｂ」のいずれかは２年次に行ない、その
期間は１０日間とする。

　２　保育実習に参加するためには以下の⑴
～⑶の条件をすべて満たしていなければな
らない。
⑴　保育士資格に必要な科目「保育原理」、
「教育原理」、「教職概論（幼保）」、「保育
の心理学Ａ」、「保育の心理学Ｂ」、「子ど
もの保健Ａ」、「子どもの保健Ｂ」、「保育
内容の研究『健康』」、「保育内容の研究
『言葉』」、「保育内容の研究『音楽表現』」、
「保育内容の研究『環境』」、「保育内容の
研究『造形表現』」、「乳児保育演習」、「障
害児保育演習」、「社会的養護内容演習」、
「絵画演習」から合計２６単位以上を２年
次前期終了までに履修済みであること。
ただし、平成２３年度または平成２４年度の
入学生および平成２５年度または平成２６年
度の編入学生は保育士資格に必要な科目
「保育原理」、「教育原理」、「教職概論（幼
保）」、「保育の心理学Ａ」、「保育の心理学
Ｂ」、「子どもの保健Ａ」、「子どもの保健
Ｂ」、「教育課程論（幼保）」、「保育内容の
研究『健康』」、「保育内容の研究『言葉』」、
「保育内容の研究『音楽表現』」、「保育内
容の研究『人間関係』」、「保育内容の研究
『環境』」、「保育内容の研究『造形表現』」、
「乳児保育演習」、「障害児保育演習」、
「社会的養護内容演習」、「保育相談支援
演習」、「スポーツ実習Ｂ」、「絵画演習」、
「ピアノ演習Ａ」、「ピアノ演習Ｂ」から
合計３５単位以上を履修済みであること。
⑵　保育実習Ⅰに参加する場合には「保育
実習指導Ⅰ」を履修済みであること。ま
た、保育実習ⅡＡに参加する場合には
「保育実習指導ⅡＡ」を、保育実習ⅡＢ

に参加する場合には「保育実習指導ⅡＢ」
を履修済みであること。

⑶　「幼稚園見学実習Ａ」または「幼稚園見
学実習Ｂ」を履修済みであること。

（通年科目の単位認定）
第６条　休学・留学等により特に必要が認め
られる場合、「卒業研究指導ゼミⅠ」および
「卒業研究指導ゼミⅡ」は、その履修を後
期からとすることができる。

　　２　「卒業研究指導ゼミⅠ」および「卒業
研究指導ゼミⅡ」は、休学・留学などの期
間を除いた通算１年間の履修後に単位認定
を受けることができる。

（「卒業研究」）
第７条　「卒業研究」の履修にはそれまでに通
算３年半以上の在学が必要である。

　　２　「卒業研究」について、これを再履修
する場合、および前期末で在学期間が通算
４年以上となる場合、その単位認定を前期
終了時に行なうことができる。

（編入学生の既修得単位の認定）          　   
第８条  現代教育学科３年次に編入学した者
が本学入学前の他の教育機関において修得
した単位等の認定は、畿央大学入学前既修
得単位等の認定に関する規程に則り行なう。

　　２  認定できる単位数は、８０単位以内と
する。

（改廃）
第９条　この内規の改廃は、本学教務委員会
の議を経て教授会において行なう。

附　則　この内規は、平成１８年５月１１日から
施行する。

（中略）
附　則　この内規は、平成２６年４月 １日から
施行する。ただし平成２２年度以前の入学生
および平成２４年度以前の編入学生について
は、従前の内規による。
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（目的）
第１条　この規則は、畿央大学（以下「本学」
という。）の授業科目の履修に関し、必要な
事項を定める。
２　本学の授業科目の履修については、本学
学則に別段の定めがある場合のほかこの規
則に定めるところによる。
（履修登録）
第２条　本学の学生は単位を修得しようとす
る授業科目について、各学期の本学が指定
する期間に履修登録をしなければならない。
　　２　履修登録をしていない授業科目につ
いては単位を与えない。
　　３　単位を修得した授業科目の再履修は
できない。また、同一年度に同一の授業科
目を重複して履修することはできない。
（履修科目の制限）
第３条　本学の学生が、各学期に履修できる
単位数は原則として３０単位以下とする。

　　２　学生が、資格・免許の取得等の理由
により３０単位を超えて履修することを希望
する場合は、申請し許可を受けなければな
らない。
（履修登録の配当年次制限）
第４条　上級年次に配当されている授業科目
を、下級年次の学生が履修することはでき
ない。
（クラス指定科目の履修登録）
第５条　クラス指定のある授業科目は、指定
のクラスで履修登録することとする。
　　２　やむをえない事情で異なるクラスで
の履修を希望する場合は、申請し許可を受
けなければならない。
　　３　再履修の場合ならびに編入学生の場
合は第１項の規定は適用しない。
（授業科目の受講制限）
第６条　授業科目により、受講定員を設ける
場合がある。この場合には、選考又は抽選
により受講者を決定する。
（授業科目の開講取消）
第７条　履修登録者数が２名以下の授業科目
は、開講を取り消すことがある。

　　２　前項により授業科目の開講取消が
あった場合、当該授業科目を履修登録して
いた者は、その単位数内で追加の履修登録
をすることができる。

（履修登録の変更・取消）
第８条　履修登録の変更・取消は、各学期の
本学の定める期間に限り、学生本人の申請
により認める。

　　２　通年科目の履修の変更・取消は前期
にのみ認める。

（単位の授与）
第９条　各科目の成績は、試験の成績または
平常の成績、あるいは両方を総合して評価
するものとし合格した者に対して、その授
業科目の単位を与える。 

（成績評価）
第１０条　第９条の規定による授業科目の成績
評価は、１００ 点満点で６０ 点以上を合格とし、
６０点未満を不合格とする。

　　２　成績評価は以下の成績基準によって
行う。

　秀：９０点以上、優：８０点以上８９点以下、良：
７０点以上７９点以下、可：６０点以上６９点以下、
不可：６０点未満 

　　３　前項の成績基準によることができな
い授業科目については、「合格」（６０ 点以上）、
「不合格」（６０点未満）の２段階判定とする
ことができる。対象の授業科目については
別に定める。 

（ＧＰＡ）
第１１ 条　前条の成績評価をもとに、単位あた
りの成績評価の平均値を示すＧＰＡ
（Grade Point Average）を算出して成績
通知書に記載する。

　　２ 前項のＧＰＡの算出方法は、別に定め
る。

（成績の通知と成績確認申立）
第１２ 条　学生の成績評価については、成績通
知書を所定の日に保証人へ送付する。

　　２　学生の成績評価について疑問がある
場合は、成績通知後一か月以内に学生本人
が成績の確認を学生支援センターに申請す

畿央大学　履修に関する規則
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ることができる。
（改廃）
第１３条　この規則の改廃は、教授会の議を経
て学長が行う。

附　則 
この規則は、平成２４年４月１日から施行する。
附　則 
この規則は、平成２６年４月１日から施行する。

（目的） 
この規則は、畿央大学（以下「本学」という。）
の授業に関し、必要な事項を定める。
２　本学の授業については、本学学則に別段
の定めがある場合のほかこの規則の定める
ところによる。
（授業時間）
第２条　本学の通常の授業時間は、次のとお
りとする。ただし、集中講義および変則で
の授業時間は、当該学部・学科でこれを定
める。

（暴風警報、特別警報が発令された場合の授
業の取扱い）
第３条　奈良県北葛城郡広陵町を含む地域に
暴風警報または特別警報が発令された場合
の授業の取扱いは、別表１のとおりとする。
（交通機関が不通になった場合の授業の取扱
い）
第４条　自然災害等で交通機関が不通となっ
た場合の授業の取扱いは、別表２のとおり
とする。
（出欠等の定義）
第５条　出席、欠席、遅刻、早退、欠課の定
義は、次のとおりとする。
出席：授業開始時から終了時まで受講し

た場合
欠席：出席確認時に出席を確認できず、

かつ受講しなかった場合または講
義開始後２０分を経過した以降に入
室した場合

遅刻：出席確認時に出席を確認できな
かった者が講義開始後２０分以内に
入室した場合。ただし、授業担当
教員により一切の遅刻を認めない
ことがある。

早退：理由に関わらず授業中に受講を中
断した場合。ただし、授業時間の
３分の２を超えてからの受講中断
であることを原則とする。

欠課：遅刻、早退あわせて２回になった
場合、欠課（欠席）１回とみなす。

（公欠・忌引の定義）
第６条　公欠または忌引とは、別表３に定め
る要件に該当し、かつ所定の手続きを行っ
た者について、当該授業を欠席扱いとしな
いことをいう。

（公欠・忌引の手続き）
第７条　公欠または忌引を許可する期間・申
請方法は、別表３に定める。

（公欠・忌引による授業の取扱い）
第８条　公欠または忌引を許可された期間の
授業は欠席扱いとせず、授業日数から減じ
て出席率の算定を行なう。

（学生証による出席確認の取扱い）
第９条　学生証使用による出欠記録について
は、授業担当教員が特別に認める場合を除
いて一切の修正は行なわない。

　　２　出席確認時において次各号の一に該
当する学生証の不正利用を行なった者は、
学部長の厳重注意に処する。学生証の不正
利用が同一科目で複数回におよぶ者は、当
該の科目を失格とする。また、本学学則第
５７条に基づき懲戒処分を行なうことがある。

畿央大学　授業に関する規則

授業時間時限
９：００～１０：３０第１時限
１０：４０～１２：１０第２時限
１３：００～１４：３０第３時限
１４：４０～１６：１０第４時限
１６：２０～１７：５０第５時限
１８：００～１９：３０第６時限



292

⑴　出席確認後授業担当教員の許可無く
退室し、かつ所定の届け出をしていな
い場合
⑵　出席確認を目的とし、他人に学生証
を貸与した場合
⑶　代人として他人の学生証を出席確認
に使用した場合
⑷　 前３号に準じる行為を行なったと
授業担当教員または大学が認めた場合

（改廃）

第１０条　この規則の改廃は、教授会の議を経
て学長が行なう。

附　則 　
この規則は、平成２４年４月１日から施行する。
附　則 　
この規則は、平成２５年４月１日から施行する。
附　則 　
この規則は、平成２６年４月１日から施行する。

別表２　交通機関が不通になった場合の授業の取扱い

近鉄大阪線の鶴橋駅～大和八木駅間が全面的に不通の場合対象とする交通機関

１.　対象交通機関が運行を再開した場合は、次のとおりの運行再開時
刻にもとづき、授業を開始する。

２.　連続時限で開講している授業については、途中時限からの授業開
始は行なわない。

交通機関の運行再開に
伴う授業の実施

別表1　暴風警報または特別警報が発令された場合の授業の取扱い（その他の警報は対象としない。）

授業の取扱い暴風警報または特別警報の解除時刻
平常通り１時限から授業を実施する６：００以前に解除された場合
２時限から授業を実施する８：００以前に解除された場合
３時限から授業を実施する１０：００以前に解除された場合
４時限から授業を実施する１２：００以前に解除された場合
全日休講とする１２：００の時点で解除されていない場合

※　授業開始後に暴風警報が発令された場合は、その時限終了までは授業を実施する。
※　授業開始後に特別警報が発令された場合は、ただちに授業を中止する。
※　連続時限で実施している授業については、途中時限からの授業開始は行なわない。

授業の取扱い運行再開時刻
平常通り１時限から授業を実施する６：００以前
２時限から授業を実施する８：００以前
３時限から授業を実施する１０：００以前
４時限から授業を実施する１２：００以前

全日休講とする
１２：００の時点で再開してい
ない場合
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別表３　公欠・忌引に関する事項

申請期限※公欠・忌引期間必要な書類事由

事前申請　公欠処理
は実習の出席確認後
事務局で行なう

各実習や体験に要する日程
ならびに実習事前（または事
後）訪問１日

公欠届公欠の対象となる実
習科目
（別表４参照）

公　
　

欠

登学可能日から３日
以内

医師の診断による治療に要
する期間

公欠届＋医師の診断書
等

学校保健安全法施行
規則第１９条に定めら
れた感染症

事前申請裁判所から指定された期間公欠届＋裁判所からの呼出状裁判員選任

事前申請教務委員会が認めた期間公欠届＋事情を証明す
る書類

学科長の申請により
教務委員会が特別に
認める場合

登学可能日から３日
以内

一親等：告別式または通夜の
日を含み連続した５日間以
内（本学の休業日を含む）
二親等：告別式または通夜の
日を含み連続した３日間以
内（本学の休業日を含む）

忌引届＋死亡に関する
公的証明書、または会
葬礼状等証明となるも
の

　忌引

※申請は学生支援センターにて受付ける。窓口の受付終了時刻を期限とする。
　（月～金：１８時まで、土：１７時まで、本学の休業日を除く。）
※申請期限には本学の休業日は含まない。

別表４　公欠の対象となる実習科目

実習名学　科
チーム医療ふれあい実習理学療法学科
臨床指導
臨床評価実習
総合臨床実習
チーム医療ふれあい実習看護医療学科
基礎看護学実習
看護学実習（急性期・慢性期・老年・精神・母子・在宅）
公衆衛生看護学実習
離島・へき地医療体験実習
地域看護活動論実習
病院インターンシップ
チーム医療ふれあい実習健康栄養学科
臨地実習
幼稚園見学実習現代教育学科
小学校（または幼稚園）一日見学
保育実習
養護臨床実習
教育実習（小学校／幼稚園／養護／特別支援／中・高英語／中・高家庭
科／栄養教諭）

教　職

介護等体験
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（目的） 
この規則は、畿央大学（以下「本学」という。）
の試験に関し、必要な事項を定める。
２　本学の試験については、本学学則に別段
の定めがある場合のほかこの規則の定める
ところによる。
（試験の種類）
第２条　本学の試験の種類は、平常試験、定
期試験、追試験および再試験とする。
（試験の方法）
第３条　本学の試験の方法は、筆記試験、レ
ポート試験または実技試験によるものとす
る。
　　２　前項の規定にかかわらず、実験、実
習、演習および卒業研究等の科目について
は、成果物の提出をもって定期試験に代え
ることができる。
　　３　科目ごとの試験の方法は、授業担当
教員が定める。
（平常試験） 
第４条　平常試験は、授業期間中に授業担当
教員が随時に行なうことができる。
　　２　平常試験の実施は、全て授業担当教
員の責任で行なう。
（定期試験）
第５条　定期試験とは、前学期末及び後学期
末の大学が定める期間に行なうものをいう。
ただし、集中講義の試験については適宜に
行なうことができる。
　　２　定期試験の時間割、関連事項はすべ
て試験開始の２週間前までに所定の掲示板
に掲示する。
　　３　定期試験の試験時間は、６０分間から
９０分間の間で授業担当教員が定める。
（定期試験の受験資格） 
第６条　定期試験は履修登録を行なった科目
についてのみ受験資格を有する。
　　２　出席時数が定期試験前の授業時間数
の３分の２に満たない者は、その授業科目
の試験を受けることができない。ただし、
専門科目・実習科目等の受験資格について
は各学科で別に定めることができる。 

　　３　前項の規定に関わらず、試験日当日
に停学中の者には受験資格を与えない。 
　　４　試験室では、受験者本人の学生証
（または仮学生証）を、机上に提示しなけ
ればならない。 

　　５　定期試験において、試験開始時刻に
２０分を超えて遅刻した者は、受験資格を失
なう。 

（定期試験の途中退室）
第７条　定期試験において、試験開始後４０分
を経過したのちは退室することができる。
ただし、試験形態等により途中退室を認め
ない場合がある。

（追試験） 
第８条　定期試験を別表１に定める事由によ
り受験できなかった者に対し追試験を行な
う。

　　２　追試験の受験を必要とする者は、別
表１に定める期間内に本人がその授業科目
ごとに受験を願出なければならない。 

　　３　追試験の受験料は、無料とする。 
　　４　追試験の試験結果は、当該授業科目
の定期試験の成績とする。

　　５　授業担当教員が認めた場合、事前に
定められた追試験期間を超えて追試験を実
施することができる。この場合の追試験実
施期限は、当該学期成績提出締切日の前日
とする。 

　　６　追試験による不合格科目についての
再試験は行なわない。

　　７　追試験の再度の追試験は実施しない。
ただし、学校保健安全法施行規則第１９条に
定められた感染症で受験できなかった場合、
授業担当教員の判断で再度の追試験を実施
できる。

（再試験） 
第９条　定期試験の結果が不合格であった者
に対して再試験を行なうことができる。 
再試験の実施の有無は、授業担当教員が定
める。

　　２　再試験を実施する授業科目について、
その受験を必要とする者は、別表２に定め

畿央大学　試験に関する規則
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る期間内に本人が授業科目ごとに受験を願
出なければならない。
　　３　再試験の受験資格は、定期試験その
他の成績により決定する。
　　４　再試験の受験料は、１科目につき
１,５００円とする。
　　５　再試験の試験結果により単位認定さ
れる者の成績評価は、すべて６０点として可
を与え、６０点未満の者は不可とする。
　　６　再試験の追試験、再試験は行なわな
い。再試験の欠席者にはいかなる理由が
あっても単位を与えない。
（追試験および再試験における受験許可証等
の取扱い） 
第１０条　追試験および再試験の受験において
は、所定の受験許可証を携帯し、受験者本
人の学生証（または仮学生証）を、机上に
提示しなければならない。 

（答案の無効）
第１１条　定期試験、追試験および再試験にお
いて次の各号の一に該当する答案を無効と
する。
⑴　第６条第１項から第３項および同条
第５項に規定する受験資格を有しない
者の答案
⑵　受験者が特定できない答案
⑶　持ち帰り、破棄または紛失等により
提出されていない答案
⑷　その他授業担当教員によって無効と
せざるを得ないと判断された答案

 （不正行為の種類）
第１２条　定期試験、追試験および再試験にお
ける不正行為とは次の各号の一に該当する
行為をいう。
⑴　 代人に受験させる、または代人に
なって受験する行為
⑵　持込を許可されていない図書類、
ペーパー類またはノート類等を使用す
る行為
⑶　 机、壁または所持品等への書き込み。
許可されていない情報源を使用する行
為
⑷　答案の交換および答案を他人に見せ
る行為
⑸　 同室受験者の答案作成または同室

受験者に答案を作成してもらう行為
⑹　不正行為をする目的をもっての準備
行為

⑺　その他公正な試験の実施を阻害する
と認められる行為

（不正行為の取扱い） 
第１３条　定期試験、追試験または再試験にお
いて不正行為を行なった者は、原則として
当該学期全履修科目を失格とする。また、
学則第５７条に基づき懲戒処分を行なうこと
がある。

（暴風警報、特別警報、交通機関の不通によ
る試験の取扱い）
第１４条　暴風警報および特別警報の発令なら
びに自然災害の発生等により交通機関が不
通になった場合の試験の取扱いは、本学授
業に関する規則第３条および第４条の規定
に準じる。

（改廃）
第１５条　この規則の改廃は、教授会の議を経
て学長が行なう。

附　則　　
　この規則は、平成１９年４月１日から施行す
る。

附　則　　
　この規則は、平成１９年１２月２０日から施行す
る。 

附　則　　
　この規則は、平成２０年８月２１日から施行す
る。 

附　則　　
　この規則は、平成２１年３月５日から施行す
る。

附　則　　
　この規則は、平成２４年４月１日から施行す
る。

附　則　　
　この規則は、平成２４年６月２１日から施行す
る。

附　則　　
　この規則は、平成２５年４月１日から施行す
る。

附　則　　
　この規則は、平成２６年４月１日から施行す
る。
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申請期限※必要な書類試験欠席の事由

当該科目の定期試験実施日の翌日まで

追試験願＋医師の診断書等病気・負傷・不慮の事
故等

追試験願＋死亡に関する公的証明書
または会葬礼状等証明となるもの

二親等内親族の死亡

当該科目の定期試験実施日の当日中
追試験願＋事故・延着証明（20分
以上の延着時間が記載されたもの）

公共交通機関の延着

当該科目の定期試験実施日の前日まで

追試験願本学の正課授業との重
複（学外実習・介護等
体験を含む）

追試験願＋試験日を証明する書類
（追試験願にキャリアセンターの認
印を受けること）

就職試験・教員採用試
験

追試験願＋裁判所からの呼出状裁判員選任

当該科目の定期試験実施日の翌日まで
追試験願＋事由を証明できるもの
（届出により教務委員長が判断す
る）

その他やむをえない事
由

※申請は学生支援センターにて受け付ける。窓口の受付終了時刻を期限とする。（月～金：１８時まで、土：
１７時まで、本学の休業日を除く。）

※申請期限に本学の休業日は含まない。
※病気・負傷・不慮の事故、二親等内親族の死亡、その他やむをえない事由により申請期間中に窓口への
申請ができない場合は、期限内に学生支援センターに連絡し、後日すみやかに手続きを行なうものとす
る。

一親等：告別式または通夜の日
を含み連続した５日間以内（本
学の休業日を含む）
二親等：告別式または通夜の日
を含み連続した３日間以内（本
学の休業日を含む）

別表１　追試験該当事項および手続き一覧

別表２　再試験の手続き

申請期限※必要な書類

当該科目の再試験実施日の前日まで再試験願

※申請は学生支援センターにて受け付ける。窓口の受付終了時刻を期限とする。（月～金：１８時まで、
土：１７時まで、本学の休業日を除く。）

※申請期限に本学の休業日は含まない。
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（趣旨）
第１条　畿央大学学則第４４条に基づく学納金
納入方法に関しては、別に定めるものを除
き、この規則に定めるところによる。
（納入期日）
第２条　授業料および教育充実費（以下「授
業料等」という。）は前期および後期の２回
に分けて、次の期日までに納入しなければ
ならない。
　　　　　前期分　４月２０日
　　　　　後期分　１０月２０日
　　２　新入学生（編・転入学生を含む）の
入学時における入学金、授業料等は、別に
定める期日までに納入しなければならない。
　　３　その他の納付金はその定められた期
限に納入しなければならない。
（延納）
第３条　特別の事情により前条の期日までに
授業料等の全額を納入できない者は、次に
定める期日までにその事情を詳記し、保証
人連署捺印の上、「延納許可願」を提出し、
学長の許可を受けなければならない。
　　　　　前期分延納願い　４月２０日
　　　　　後期分延納願い　１０月２０日
　　２　延納を許可された者は、次の期日ま
でに納入しなければならない。
　　　　　前期分　６月３０日
　　　　　後期分　１２月２０日
（分納）
第４条　特別の事情により第２条第１項の期
日までに授業料等の一部を納入できない者
は、次に定める期日までにその事情を詳記
し、保証人連署捺印の上、「分納許可願」を
提出し、学長の許可を受けなければならな
い。
　　　　　前期分分納願　４月２０日
　　　　　後期分分納願　１０月２０日
　　２　分納は２回均等分割納入とする。
　　３　分納を許可された者は、次の期日ま
でに納入しなければならない。
　　　　　前期分（第１回）５月３１日　
　　　　　　　　　（第２回）６月３０日

　　　　　後期分（第１回）１１月２０日
　　　　　　　　　（第２回）１２月２０日
　　４　分納を許可された者が、前項に規定
する期日までに納入しないときは、その翌
日をもって分納の許可を取り消す。

（未納者の措置）
第５条　前項に規定する納入期日までに授業
料等を納入しなかった者は、畿央大学学則
第２４条により、教授会の議を経て学長が除
籍する。

　　２　前項に関わらず、やむを得ない事情
があると学長が認めた場合の扱いは、別に
定める。

（休学中の在籍料）
第６条　休学が認められた者又は休学を命ぜ
られた者は、その休学期間中は学期を単位
として授業料等の納入に代え、在籍料を納
入するものとする。在籍料は、授業料の半
額とする。

　　２　学期途中から又は学期の途中までの
休学期間については、当該学期に関して、
在籍料ではなく、学費等を全額納入するも
のとする。

（学部の修業年限を超えて在学する者の特
例）
第７条　単位の未修得により学部の修業年限
を超えて在学する者の授業料等は半額とす
る。

（改廃）
第８条　この規則の改廃は、教授会の議を経
て、学長が行う。

附　則
この規則は、平成２３年４月１日から施行する。
これにより、学納金の納入時期・方法に関す
る内規は廃する。

畿央大学学納金納入規則
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（目的）
第１条　この規則は、畿央大学（以下「本学」
という。）学則の規定に基づき、転学部及び
転学科（以下「転学科」という。）に関し必
要な事項を定める。
（志願資格）
第２条　転学科を志願できる者は、原則とし
て本学学生のうち公募制推薦入試及び一般
入試、センター試験利用入試のいずれかに
より入学した者とする。ただし、転学科を
した者は、再度の転学科を志願することが
できない。
（転学科の時期）
第３条　転学科の時期は４月１日とする。
（志願）
第４条　転学科を志願する者は、保証人連署
の上、「転学部・転学科願」を転学科を希望
する前年の１０月１日から１０月末日までに在
籍学科の学科長に提出しなければならない。
　　２　志願を受けた在籍学科の学科長は、
当該学生の担任とともに面接を実施する。
（転学科の審査）
第５条　入学者選抜委員会は、次の各号によ
り速やかに審査を行わなければならない。
⑴　転学科を志願する理由
⑵　入学試験の成績
⑶　入学後の成績及び単位取得状況
⑷　面接審査

（許可または不許可の決定及び通知）
第６条　入学者選抜委員会は、前条に基づき
転学科の許可または不許可を判定し、新た
に所属することとなる学部及び学科の卒業
要件単位数により、認定が見込まれる既修

得単位数とを比較考慮のうえ、受入年次を
相当と認める年次を付記し、教授会の議を
経て学長に上申するものとする。

　　２　転学科の許可の決定は学長が行う。
　　３　学長は、転学科の許可を決定した場
合、１１月末日までに当該学生に通知する。
不許可の決定の場合も同様とする。

（既修得単位の取扱）
第７条　転学科を許可された者の本学におい
て取得した単位については、教授会の議を
経て、その全部または一部を転学科先の卒
業に必要な単位として認定することができ
る。

（履修）
第８条　転学科した者は、転学科後の属する
学科及び年次の教育課程を履修する。

（学納金）
第９条　転学科をした者の学納金は、当該年
次の転学科先の在学者に係る金額と同額と
する。

（在学期間）
第１０条　転学科をした者の在学期間は、入学
後８年を超えることはできない。

（事務の所管）
第１１条　この規則に関する事務は、学生支援
センターが行う。

（改廃）
第１２条　この規則の改廃は、教授会の議を経
て学長が行う。

附　則
この規則は、平成２２年１０月２１日から施行する。

畿央大学における転学部及び転学科に関する規則

畿央大学再入学規則

（目的）
第１条　この規則は、畿央大学（以下「本学」
という。）学則（以下「学則」という。）の
規定に基づき、再入学に関し必要な事項を

定める。
（出願資格）
第２条　本学に再入学を出願できる者は、本
学を転学、退学または学費未納により除籍
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となった者で、転学日、退学日または除籍
日より経過年月が８年以内の者とする。た
だし、退学者に関しては、次の場合を除く
ものとする。
⑴　学則に定める懲戒による退学者
⑵　学則に定める最長在学年限での卒業
が不可能となることによる退学者

（出願できる学部学科）
第３条　再入学を出願できる学部学科は、原
則として転学、退学又は除籍時に在籍して
いた学部学科とする。
　　２　出願時に、前項に該当する学部学科
が廃止もしくは募集停止になっている場合
又は改組転換により他の学部学科となって
いる場合は、出願できないことがある。
（再入学の時期）
第４条　再入学の時期は、学期の始めとする。
（出願の時期）
第５条　再入学を志願する者は、所定の期日
までに再入学願を提出しなければならない。
　　２　再入学を出願できる時期は、次の各
号のとおりとする。
⑴　前期に再入学を希望する場合は、前
年度の１月末まで。
⑵　後期に再入学を希望する場合は、当

該年度の７月末まで。
（再入学の許可）
第６条　再入学の許可は、当該学科による書
類審査及び面接審査のうえ、教授会の議を
経て学長が行う。

（再入学年次及び既修得単位）
第７条　再入学年次及び既修得単位の取扱い
は、教授会の議を経て学長が決定する。

（再入学手続）
第８条　再入学を許可された者は、指定の期
日までに所定の書類を提出し、学費を納入
しなければならない。

　　２　除籍となった者が、再入学の手続き
を行う際には、未納であった学費を納付し
なければならない。

（規則の適用）
第９条　再入学を許可された者には、再入学
年次の学則及び諸規則を適用する。

（改廃）
第１０条　この規則の改廃は、教授会の議を経
て行う。

附　則
この規則は、平成２２年３月１８日から施行する。

（目　的）
第１条　この規程は、畿央大学学則第５７条お
よび畿央大学大学院学則第４４条（以下「学
則」という。）に規定する学生の懲戒に関し
て必要な事項を定める。
（懲戒の基本方針）
第２条　懲戒は、学生が第４条の懲戒の対象
となる行為を行った場合に、学校教育法第
１１条および学校教育法施行規則第２６条に基
づき行うものである。
　　２　懲戒は、その対象となる行為の態様、
結果、影響等を総合的に検討し、教育的配
慮に基づいて行うものとする。
（懲戒の対象となる者）
第３条　この規程において懲戒の対象となる

者は、畿央大学および畿央大学大学院（以
下「本学」という。）に在籍する学部学生お
よび大学院生（以下「学生」という。）とす
る。

　　２　本学の科目等履修生、研究生、特別
聴講生については別に定める。

（懲戒の事由）
第４条　懲戒の対象となりうる行為は、次の
各号に掲げるものとする。
⑴　犯罪行為
⑵　人権を侵害する行為
⑶　ハラスメント行為
⑷　試験等における不正行為および論文
等の作成における学問的倫理に反する
行為

畿央大学学生懲戒規程
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⑸　学生の学習、研究および教職員の教
育研究活動等の正当な活動を妨害する
行為
⑹　本学の規則に違反する行為
⑺　その他学生の本分に反する行為

（懲戒の種類）
第５条　懲戒は、次のとおりとする。
⑴　退学は、学生としての身分を剥奪し、
再入学は認めない。
⑵　停学は、一定期間の登学を禁止する。
停学の期間は、無期または１か月以上
６か月以下の有期とする。
⑶　戒告は、文書により注意を与える。

（厳重注意）
第６条　学部長または研究科長は、懲戒に相
当しない場合でも、文書または口頭により
厳重注意を行うことができる。
（事実関係の調査）
第７条　学生に懲戒の対象となる行為または
その疑いの生じたときは、学部長または研
究科長は、速やかに調査委員会を設置する。
　　２　調査委員会は次に掲げる者をもって
構成し、委員長は学部長または研究科長が
指名する。
⑴　当該学生が所属する学科または研究
科の教員　　若干名
⑵　事務局長が推薦する事務職員若干名
⑶　その他、学部長または研究科長が必
要と認めた教員　　若干名

　　３　調査委員会は、当該学生に対する面
談を含め、事実関係の調査および確認を行
う。なお、面談による事実確認が行えない
場合、文書等によって行うことができる。
　　４　前項の調査にあたり、調査委員会委
員長は、事前に学生に対して、調査する旨
を口頭または文書で告知し、当該事実に関
する弁明の機会を与えなければならない。
　　５　前二項の定めにかかわらず、行為が
重大犯罪であり、事実が明白と認められる
等特段の事情がある場合はこの限りではな
い。
　　６　調査委員会は調査の結果を文書によ
り可及的速やかに学部長または研究科長に
報告する。
　　７　第４条に定める懲戒の対象となる行

為のうちハラスメント行為に該当する場合
の事実関係の調査等は「学校法人冬木学園
ハラスメントの防止等に関する規則」に定
める手続きによるものとする。

（自宅待機）
第８条　学部長または研究科長は、懲戒が決
定するまでの間、当該学生に対して自宅待
機の措置をとることができる｡

　　２　教育的観点から特に必要があると認
められるときは、自宅待機の期間の全部ま
たは一部を停学期間に算入することができ
るものとする。

（懲戒決定までの手続き）
第９条　学部長または研究科長は、調査委員
会の報告を受け、懲戒が相当と判断した場
合、学生懲戒委員会に発議し、懲戒手続き
を開始する。

　　２　学生懲戒委員会は、当該学生の懲戒
を必要と認めた場合、適切な懲戒内容を教
授会または研究科委員会の審議に付す。

　　３　懲戒は、教授会または研究科委員会
の議を経て学長が決定する。

　　４　ハラスメント行為にかかる懲戒の場
合は「学校法人冬木学園　ハラスメントの
防止等に関する規則」１７条２項にもとづき、
理事長が学生懲戒委員会に付託することに
より懲戒手続きを開始する。

（学生懲戒委員会）
第１０条　学生懲戒委員会は、次に掲げる者を
もって構成する。
⑴　学部長
⑵　研究科長
⑶　学科長
⑷　事務局長
⑸　学生支援部長
⑹　学長が指名する者　　若干名

　　２　委員の互選により選出された委員長
は、委員会を招集し、その議長となる。た
だし、委員長に事故あるときは、委員長が
あらかじめ指名した委員がその職務を代行
する。

　　３　委員会は、委員の３分の２の出席を
もって成立する。

　　４　委員会の議事は、出席委員の３分の
２をもって決する。
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　　５　委員会が必要と認めたときは、当該
学生その他関係者、専門家の出席を求めて
事情を聴取し、または意見を求めることが
できる。
（通告および通知）
第１１条　学長は、学生に対し懲戒の内容を文
書により通告する。
　　２　学長は、学生の保証人に対し懲戒の
内容を文書により通知する。
（告示）
第１２条　懲戒を行った場合、学長は遅滞なく
告示を行う。
　　２　告示する事項は、学部または研究科、
学科、回生、懲戒の種類、懲戒理由とする。
　　３　告示期間は、１か月とする。
　　４　特段の事情がある場合、教授会また
は研究科委員会の議を経て、当該告示の一
部または全部を告示しないことができる。
（不服申し立て）
第１３条　懲戒を受けた学生は、告知日より３０
日以内に、文書により学長に不服申し立て
を行うことができる。
　　２　学長は、申し立ての趣旨、理由等を
勘案の上再審議を決定したときは、学生懲
戒委員会に対して再審議を命じるとともに、
その旨を当該学生に通知する｡なお再審議
は、本規程第９条の規定を準用する｡
　　３　学長は当該学生からの異議申し立て
を却下する場合、その旨を当該学生に通知
する。
（懲戒対象者の退学申し出の取扱い）
第１４条　第７条において事情聴取等調査の対

象となった学生が、懲戒の決定前に退学の
申し出をした場合、懲戒が決定するまでこ
の申し出を受理しない。

（停学中の指導）
第１５条　停学期間中は、担任等が必要に応じ
て面接等により教育的指導を行う。

　　２　学部長または研究科長は、必要と判
断される場合、学生の施設利用等を認める
ことができる。

（無期停学の解除）
第１６条　無期停学は、懲戒の発効日から６か
月を経過した後でなければ解除できない。

　　２　学部長または研究科長が、６か月を
経過した後に、無期停学の解除が適当であ
ると認めたときは、その解除を発議する。

　　３　無期停学の解除は、教授会または研
究科委員会の議を経て学長が行う。

　　４　無期停学解除の学生への通告、保証
人への通知は、文書で行う。

（懲戒に関する記録）
第１７条　学部長または研究科長は、懲戒の事
実を学籍簿に記録する。

（事務処理）
第１８条　学生の懲戒に関する事務は、学生支
援センターにおいて処理する。

（改廃）
第１９条　この規程の改廃は、教授会および研
究科委員会の議を経て学長が決定する。

附　則
この規程は、平成２３年２月１７日から施行する。
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第１章　総則

（目的）
第１条　この規則は、畿央大学学則に基づき、
畿央大学図書館に関し必要な事項を定める。
（設置）
第２条　畿央大学（以下「本学」という。）に、
本学図書館（以下「図書館」という。）を置
く。
（設置の目的）
第３条　図書館は、図書、雑誌、逐次刊行物、
視聴覚資料、電子情報及びその他学術情報
（以下「図書等」という。）を収集及び管理
し、これを本学学生、本学教職員及び地域
住民等の利用に供するとともに、国内外の
教育研究機関等との学術交流の拠点として、
学術情報を発信し、本学の教育及び研究の
発展と充実に寄与することを目的とする。

第２章　組織・運営

（館長）
第４条　図書館に館長を置く。館長は、図書
館を代表し業務を統括する。
　　２　館長は、本学専任教員の中から学校
法人冬木学園（以下「学園」という。）理事
長が任命する。
　　３　館長の任期は、２年とする。ただし、
再任を妨げない。
　　４　館長が任期中に退任した場合は、後
任者の任期は前任者の残任期間とする。
（学術情報委員会）
第５条　図書館の運営等の審議に関しては、
本学学術情報委員会（以下「委員会」とい
う。）がこれにあたる。
（運営業務）
第６条　図書館の運営業務は、本学総務部
（以下「総務部」という。）がこれにあたる。
　　２　運営業務に関し、総務部の管理のも
と、業務の一部を第三者に委託することが
できる。

第３章　利用

（利用者）
第７条　図書館を利用できる者（以下「利用
者」という。）は、次の通りとする。
⑴　本学及び本学大学院の学生（科目等
履修生、聴講生、研究生を含む。）

⑵　本学の教職員及び非常勤講師
⑶　本学及び本学大学院の卒業生で利用
証発行手続きを済ませた者

⑷　本学以外の学園の設置する学校の生
徒及び教職員

⑸　その他館長が許可した者
（利用証）
第８条　利用者は、図書館の利用に際しては、
利用者であることを確認できる学生証、職
員証又は所定の手続きを経て発行した証明
書（以下「利用証」という）を携帯しなけ
ればならない。

　　２　利用者は、図書館の職員（以下「館
員」という。）から利用証の提示を求められ
たときは、これに応じなければならない。

　　３　利用者が利用証を携帯していなかっ
た場合の図書館の利用方法については、別
に定める。

　　４　利用者は、利用証を他人に譲渡し、
又は貸与してはならない。

　　５　利用者は、利用証を紛失し、又は破
損したときは、速やかに図書館に届け出な
ければならない。

　　６　利用証の紛失の届けを怠ったことに
より事故が発生した場合、当該利用証の名
義人がその責を負うものとする。

（休館日）
第９条　図書館の休館日は、次の通りとする。
⑴　国民の祝日に関する法律に規定する
休日

⑵　日曜日
⑶　学園創立記念日
⑷　本学の入試試験当日並びに大学入試
センター試験の前日及び当日

⑸　畿央祭前日、当日及び翌日

畿央大学図書館規則
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⑹　夏期及び冬期休業中の一定期間
⑺　館内整理日及び蔵書点検期間

　　２　館長が必要と認めた場合は、臨時に
休館又は開館することができる。この場合、
事前に掲示等により公示する。
（開館時間）
第１０条　図書館の開館時間は、次の通りとす
る。
⑴　授業が行われる日
　　平日　午前９時～午後８時まで　
　　土曜日　午前９時～午後６時まで
⑵　授業が行われない日
　　平日　午前９時～午後６時まで　
　　土曜日　午前９時～午後６時まで

　　２　館長が必要と認めた場合は、臨時に
開館時刻及び閉館時刻を変更することがで
きる。この場合、事前に掲示等により公示
する。
（館内閲覧）
第１１条　利用者は、図書等を図書館内で閲覧
しようとするときは、所定の場所で自由に
閲覧することができる。ただし、一部の図
書等については、所定の手続きを経なけれ
ばならない。
（貸出・返却）
第１２条　図書等の貸出を受けることができる
利用者は、第７条第１項第１号、第２号、
第３号の利用者（以下「貸出許可者」とい
う。）とする。貸出許可者が図書等の貸出を
受けようとするときは、所定の手続きをと
らなければならない。貸出許可者のうち大
学院生については、本人からの申し出によ
り、館員が貸出手続きを行い郵送等による
貸出図書等の授受を行うことができる。た
だしこの場合、雑誌の貸出は行わない。
　　２　貸出を受けた図書等（以下「貸出図
書等」という。）は、貸出許可者がその保管
の責任を負うものとし、他人に転貸しては
ならない。
　　３　貸出を受けられる上限冊数（以下「貸
出冊数」という。）及び貸出を受けられる最
長の期間（以下「貸出期間」という。）は、
別表１の通りとする。
　　４　貸出禁止図書等は、別表２の通りと
する。

　　５　館長が必要と認めた場合は、貸出冊
数、貸出期間及び貸出禁止図書について、
本条前２項にかかわらず、変更することが
できる。

　　６　貸出を受けた利用者（以下「貸出者」
という。）は、貸出図書等を貸出期間満了日
（以下「所定の期日」という。）までに返却
しなければならない。

　　７　貸出者が貸出図書等を所定の期日ま
でに返却しないときは、当該貸出図書等返
却後、延滞日数のうち図書館開館日数分の
期間、貸出を停止することを原則とする。
なお、本項についての取扱いの詳細につい
ては、別に定める。

　　８　貸出者は、貸出を受ける資格を失っ
た場合、速やかに貸出図書等を返却しなけ
ればならない。

　　９　館長が必要と認めた場合は、貸出期
間中であっても貸出者に貸出図書等の返却
を求めることができる。

（相互利用）
第１３条　第７条第１項第１号及び第２号の利
用者は、教育又は研究のために必要がある
場合は、所定の手続きにより、他の機関等
が所蔵する資料の閲覧、文献複写及び借用
について依頼することができる。第３号及
び理学療法学科実習先登録機関の利用者は、
所定の手続きにより、文献複写について依
頼することができる。相互利用による利用
者は、この場合において、本学及び相互利
用依頼先の指示に従わなければならない。

　　２　他の機関等から本学図書館所蔵の図
書等の複写その他の利用について依頼が
あった場合は、所定の手続きにより、学内
の利用に支障のない範囲内でこれに応じる
ことができる。

第４章　図書等の整備

（図書等の整備）
第１４条　図書等は、各年度承認された予算の
範囲内で、学園稟議規則にもとづく決裁を
受け、整備する。

　　２　各予算における選書及び購入方法に
ついては、別に定める。
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（リクエストによる整備）
第１５条　第７条第１項第１号及び第２号に該
当する利用者は、図書の整備希望を図書館
に申請することができる。
　　２　本条前項による整備は、原則図書館
に所蔵していない教育又は研究を支援する
図書等を対象とし、内容・蔵書バランス・
予算等を勘案し、稟議決裁の上、整備する。
（寄贈図書）
第１６条　図書館は、申し入れにより図書等の
寄贈を受けることができる。その場合の手
続きについては、別に定める。
（図書等の除却）
第１７条　図書館は、図書等を学園資産から除
却するべき事由がある場合、稟議決裁の上、
除却処理を行うことができる。

第５章　資産の保全

（蔵書点検）
第１８条　原則として年１回、図書館所蔵図書
等の蔵書点検を行い、図書等の管理状況の
適否及び図書原簿等の正否を確かめること
とする。
　　２　蔵書点検の結果、図書原簿等と現品
の照合に差異を認めた場合には、その原因
を調査し対策を講じるとともに再発の防止
に努めるものとする。
　　３　連続して３回、現品の確認ができな

かった図書等については、稟議決裁の上、
除却処理を行うものとする。

（弁償責任）
第１９条　利用者は、図書等を紛失、汚損若し
くは破損した場合、又は機器その他の設備
を毀損した場合は、直ちに館長等に届け出
なければならない。

２　館長等は、紛失、汚損、破損、又は毀損
した者に対し、弁償を求めることができる。

第６章　雑則

（規則等の遵守）
第２０条　館長は、この規則及び館長等の指示
に従わなかった利用者に対し、図書館の利
用を停止又は禁止することができる。

（雑則）
第２１条　この規則に定めるもののほか、図書
館の利用に関し必要な事項は、別に定める。

２　電子情報に関する運用等については、別
に定める。

（改廃）
第２２条　この規則の改廃は、委員会の議を経
て本学学長が行う。

附　則
この規則は、平成２３年４月１日より施行する。

別表１　貸出冊数及び貸出期間（第１２条関係） 

雑誌視聴覚資料（一部除く）図書利用者区分

不可不可２週間５冊学部生(科目等履修生、聴講生、研究生
を含む。)および生徒等

翌開館日
まで５冊２週間５点３週間１０冊大学院生

翌開館日
まで無制限２週間１０点４週間１０冊教職員

不可不可２週間２冊利用証発行手続きを済ませた卒業生（第
７条第１項第３号に該当する者）

別表２　貸出禁止図書等（第１２条関係）
⑴　貴重資料 
⑵　参考資料 
⑶　製本雑誌 

⑷　新聞
⑸　その他館長が指定したもの
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（目的） 
第１条　この規則は、畿央大学（以下「本学」
という。）の情報ネットワークシステム（以
下「システム」という。）の円滑な運用を確
保するために、その利用について必要な事
項を定める。 

（用語の定義） 
第２条　本規則において、システムとは、本
学内に保有するコンピュータ等情報端末、
それらに関わる周辺装置、オペレーティン
グシステム（OS）、アプリケーションソフ
トウェア、ネットワークシステム及びネッ
トワークシステムに付随するシステム等を
いう。 
（利用目的） 
第３条　システムの利用目的は、本学の教
育・研究の推進及び事務の効率化・向上を
原則とする。 

（利用可能な者） 
第４条　システムを利用できる者は、次のと
おりとする。 
⑴　本学の教職員 （非常勤講師を含む）
⑵　本学の学生 （本学大学院生、科目等
履修生、聴講生、研究員等を含む。）

⑶　その他情報センター長が認めた者 
（免責等） 
第５条　システムの故障等により生じた利用
者の損害に対して本学はその責を負わな
い。 
　　２　 利用者は、システムの利用にあたり、
利用者本人が行った操作が原因でシステム
及び本学外のネットワークシステム等の障
害並びに第三者とのトラブルが生じた場合
は、利用者本人の責任において損害賠償の
責を負うものとする。 
　　３　 利用者は想定できる障害等に対し
て、利用者本人が防衛策をとるように努め
なければならない。 

（個人情報の保護） 
第６条　個人情報の保護については、個人情
報の保護に関する法律及び学校法人冬木学
園個人情報保護に関する規程の定めるとこ

ろによる。 
（禁止事項） 
第７条　システムの利用にあたり、次の各号
に該当する行為を禁止する。 
⑴　 他人のプライバシーを侵害する行
為 

⑵　他人を誹謗・中傷する行為 
⑶　著作権法等の関連法規に違反する行
為 

⑷　本学のシステムに損害または不利益
を与える行為 

⑸　 営利及び売買行為を目的とした行
為 

⑹　本学及び他のネットワークに対する
不正アクセス行為 
⑺　違法行為を支援、助長する行為 
⑻　ユーザID及びパスワードの譲渡・貸
与及び第三者への開示行為 

⑼　公序良俗、建学の精神に反する行為 
⑽　法令、学則、本学規則に反する行為 
⑾　その他情報センター長が不適当と判
断する行為 

（利用の取消・停止） 
第８条　次の各号に該当する事実あるいは行
為が発生もしくは発生する可能性があると
判断された場合には、情報センター長は、
システムの利用を制限（取消・停止など）
することができる。 
⑴　本規則に違反すると判断される行
為 

⑵　本学の学生資格を失った場合（卒業
を含む） 

⑶　本学の教職員資格を失った場合（退
職を含む） 

（規則の改廃） 
第９条　この規則の改廃は、学校法人冬木学
園情報化推進委員会および教授会に諮問し、
理事長が行う。 

附　則 
この規則は、平成１８年６月８日から施行する。

畿央大学情報ネットワークシステム利用規則
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附　則 
この規則は、平成２１年４月１日から施行する。

附　則 
この規則は、平成２３年４月１日から施行する。

　情報セキュリティポリシーに定められた趣
旨に則って情報を利活用するために、学生・
生徒、教員、職員、情報システム管理者別に
以下のような細則を定める。

①学生・生徒（教育利用）向け実施細則
<位置付け>
　この実施細則は、本法人内の学生・生徒が
各教育機関においてコンピュータやネット
ワークを利用するにあたって遵守すべき事
項をまとめたものである。
<一般利用>
１．インターネットの利用において、やり
取りする情報の内容については、本法人
及び各教育機関は基本的には関知せず、
利用者が良識を持って判断しなければな
らない。
２．コンピュータやネットワークの利用の
ために発行されたIDとパスワードは本人
のみが利用できる。そのため、他の利用
者IDを用いて身分を隠してはならない。
また、他人に自分のIDを貸与してはなら
ない。
３．掲示板やニュースグループなど公的な
場所で学内から意見を表明するときは、
関与者の人権やプライバシーを尊重する
と共に、知的所有権（著作権、商標権、
特許権など）に配慮しなければならない。
４．コンピュータやネットワークを本来の
目的以外に使ってはならず、特に商業目
的に使ってはならない。

<電子メール利用時>
１．第三者のプライバシーや知的所有権に
は十分尊重しなければならない。
２．機密情報を学外に流してはならない。
３．不必要な相手にまで送付したり、不必
要なファイルを添付するなどにより、計

算機やネットワークに不要な負担をかけ
てはならない。特に、チェーンメールに
協力することがないよう注意しなければ
ならない。

４．通信相手を罵倒したり、誹諺中傷して
はならない。

５．ネズミ講やマルチ商法などに荷担して
はならない。

６．教育機関内の電子メールを外のメール
サーバヘ転送することは基本的に妨げな
いが、転送先の設定などに十分注意しな
ければならない。

７．添付ファイルにウイルスが内在する可
能性を考慮しなければならない。

８．安全を確保するためには暗号メールを
必要に応じて使用することが望ましい。

<Webアクセス>
１．Web運用者からプライバシーを守りた
い場合にはCookieをOFFに指定してお
かなければならない。

２．署 名 の な いActiveXやJava，Java-
Script，などのコードを実行する場合は
ウイルス対策などに十分注意しなければ
ならない。

３．不適切なサイトにアクセスしてはなら
ない。また、信頼できないサイトヘアク
セスする場合は、取引時のトラブルなど
に十分注意しなければならない。

<ファイル転送>
１．出所が不明なファイルや内容に確証が
もてないファイルをダウンロードしては
ならない。

２．大きなサイズのファイルをダウンロー
ドするときは、他の利用者への影響を考
慮しなければならない。

<公開情報に関する遵守事項>
１．Webサーバの管理者は設置目的以外の

学校法人冬木学園 情報セキュリティ実施細則
制定　平成１９年１２月２５日
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利用をしてはならない。例えば学術目的
に設置したサーバを、業務目的に利用し
てはならない。
２．公開サーバで公序良俗に反する情報を
発信してはならない。
３．Webサーバなどにより情報を公開する
場合は、関与者の人権やプライバシーな
どに十分配慮しなければならない。
４．Webに掲載する事項に関しては他人の
知的所有権（著作権、商標権、特許権な
ど）に十分配慮しなければならない。
５．学生団体、個人ごとのWebページの開
設を認める場合は、その内容に関しては
団体・個人が責任を負うものとするが、
上記の各項目に記した条項は団体・個人
のページにもあてはまる。

<ウイルス対策>
１．万一のウイルス被害に備えるためデー
タのバックアップを行わなければならな
い。
２．ウイルスの兆侯を見逃さず、ウイルス
感染の可能性が考えられる場合ウイルス
検査を行わなければならない。
３．メールの添付ファイルはウイルス検査
後開く。
４．ウイルス感染の可能性のあるファイル
を扱う時は、マクロ機能の自動実行は行
わない。

５．外部から持ち込まれたFD及ダウンロー
ドしたファイルはウイルス検査後使用す
る。
６．コンピュータの共同利用時の管理を徹
底する。
７．メールの本文で済むものを添付ファイ
ルにしない。

８．ウイルス発見時・感染時には所属教育機
関の情報システム管理者に報告しなけれ
ばならない。

<報告義務>
１．コンピュータを利用中に不正アクセス
の痕跡（知らないファイルがある、起動
したつもりがないプロセスが動いてい
る）などを発見した場合は、速やかに所
属教育機関の情報システム管理者に報告
しなければならない。

２．ネットワークを利用中に障害を検知し
た場合は、速やかに所属教育機関の情報
システム管理者に報告しなければならな
い。

<法律上の義務>
　ネットワークシステムの利用に関連する法
令は次のとおりである。なお、これらに違反
する行為は、いずれも犯罪行為であり、処罰
される行為である。システムの利用者は、こ
れらの義務を遵守すべきであるのはもちろん
のこと、同システムの利用に際して、法令に
触れる行為をしてはならない。
１．コンピュータで使用するファイルを不
正に作成してはならない（刑法１６１条の
２）

２．コンピュータを破壊したり不正の指令
を与えるなどしてコンピュータによる業
務を妨害してはならない（刑法２３４条の
２）

３．コンピュータに不正の指令を与えるな
どしてコンピュータを誤作動させ、不正
の利益を得てはならない（刑法２４６条の
２）

４．コンピュータで使用するファイルを破
壊してはならない（刑法２５８条、２５９条）

５．他人の特許権を侵害してはならない
（特許法１９６条）

６．特許がないのに特許とまぎらわしい表
示をしてはならない（特許法１９８条）

７．他人の商標権を侵害してはならない
（商標法７８条）

８．登録商標でないのにこれと紛らわしい
商標を使用してはならない（商標法８０条）

９．他人の著作権、著作者人格権、出版権、
著作隣接権を侵害してはならない（著作
権法１１９条）

１０．著作者でない者の実名または周知の変
名を著作者であるとして表示して著作物
を頒布してはならない（著作権法１２１条）

１１．商業用レコード（音楽テープ、ＣＤ等
を含む。）を複製し、その複製物を頒布し
てはならない（著作権法１２１条の２）

１２．他人の商品と誤認するような商品表示
をしたり、国際機関の標章と誤認させる
ような標章を使用して不正競争をしては
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ならない（不正競争防止法１３条）
１３．郵政大臣の許可を得ないで第１種電気
通信事業を営んではならない（電気通信
事業法１００条）

１４．みだりに電気通信事業者の設備を操作
してネットワークサービスの提供を妨害
してはならない（電気通信事業法１０２条）

１５．電気通信事業者が取扱中の通信の秘密
を侵してはならない（電気通信事業法１０４
条）

１６．他人の名誉を毀損してはならない（刑
法２３０条）

１７．公然と他人を侮辱してはならない（刑
法２３１条）

１８．他人の生命、身体、自由、名誉または
財産に対して危害を加える旨を告知して
脅迫してはならない（刑法２２２条）

１９．虚偽の風説を流布するなどして、他人
の信用を殿損し、または、他人の業務を
妨害してはならない（刑法２３３条）

２０．他人の物を盗んではならない（刑法２３５
条）

２１．他人を欺いて物を交付させたり、財産
上の利益を得たりしてはならない（刑法
２４６条）
２２．未成年者の知慮浅薄または他人の心神
耗弱を利用して物を交付させたり、財産
上の利益を得たりしてはならない（刑法
２４８条）
２３．他人を恐喝して物を交付させてはなら
ない（刑法２４９条）

２４．自分が占有する他人の物を横領しては
ならない（刑法２５２条）

２５．賭博をしてはならない（刑法１８５条）
２６．富くじを発売してはならない（刑法１８７
条）

２７．わいせつな文書、図画その他の物を頒
布したり、公然と陳列してはならない
（刑法１７５条）

２８．営利の目的で、淫行の常習のない女子
を勧誘して姦淫させてはならない（刑法
１８２条）

<違反行為に対する措置>
　情報システム管理者は、情報セキュリティ
ポリシーの違反行為をした者（アカウントを

盗まれた場合の盗まれた者を含む）に対し、
利用資格の取消ないしその他の教育的措置を
とることができる。ただし、利用資格の停止、
利用資格の変更については、情報システム管
理者は、いつでも解除することができる。
　なお、利用資格取消の措置を解除した時は、
新規アカウントを付与するか、取り消したア
カウントを復活して利用を再開することとす
る。
　アカウント取消中または停止中の電子メー
ルの消滅、不到達、ファイル等の削除等が発
生しても、本法人は、その責任を一切負わな
い。
　情報システム管理者が情報セキュリティポ
リシーに違反する行為をした者に対してとる
ことができる措置は以下のとおり。
１．利用資格の取消
２．利用資格の停止（１年を超えない期間
内に限る）

３．利用資格の変更
４．違反行為に使用され、または、違反行
為の結果として生じたファイル、データ、
プログラム等の削除

５．違反行為に使用され、または、違反行
為の結果として生じたファイル、データ、
プログラム等への一般的もしくは個別的
なアクセス制限

６．アカウントの停止・変更
７．その他の教育的措置

<違反行為に対する措置の適用手続>
　畿央大学における違反行為に対する措置と
して以下のような手続きで行う。なお、他の
教育機関においては畿央大学規程を準用する
が、各教育機関において定めてもよい。
１．情報システム管理者が措置を講じよう
とするときは、違反行為の疑いのある利
用者から事前に事情を聴取しなければな
らない。ただし、緊急を要し、事前に聴
取をすることができない場合には、この
限りでない。

２．また、違反行為に対する措置を講じた
ときは、２４時間以内に、違反者が学生で
ある場合には学生支援センターに対し、
それ以外の者である場合には総務部に対
し、その措置を講じたこと及びその内容
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を通知しなければならない。
３．学生支援センターが情報システム管理
者からの通知を受けたときは、その通知
を受けた時から２４時間以内に、当該学生
所属の学部に対し、措置が講じられたこ
と及びその内容を通知しなければならな
い。
４．通知を受けた教授会は、３０日以内に当
該学生に対する学則に基づく処分の要否、

または、既に講じられた措置の解除の要
否を決定しなければならない。

５．教授会が措置の解除を決定したときは、
情報システム管理者に対し、その決定の
時から２４時間以内に措置解除決定及びそ
の内容を通知しなければならない。

以下　略

　学校法人冬木学園は建学の精神「徳をのば
す」「知をみがく」「美をつくる」に基づいた
教育研究活動を行っています。その実現のた
めに、学園のすべての学生及び教職員は公正、
安全で快適な環境の下に、学習、教育、研究
及び就業の機会と権利を保障されています。
本学園では教職員や学生・生徒等すべての構
成員が互いの立場を尊重しあう人間関係を作
りあげ、維持することをめざしますが、もし
ハラスメントが発生した場合、厳正、迅速な
手続きによって公正かつ適正に対処します。

Ⅰ　ハラスメントとは

　ここでいうハラスメントはセクシュアル・
ハラスメント、アカデミック・ハラスメント、
パワー・ハラスメント及びその他のハラスメ
ントをさしています。
　ハラスメントは、構成員が快適な環境の下
で教育・研究活動や管理的業務を行う場合に
大きな障害となり、個人の尊厳や人格を侵害
する行為です。ハラスメントに当たるか否か
は、行為者の意識に関わらず、「私にとって望
まない行動である」という受け手の判断基準
が重要です。

１．セクシュアル・ハラスメント
　セクシュアル・ハラスメントとは、他の者

の意に反する性的な言動であって、他の者に
不快感その他の不利益を与え、又は学習、教
育、研究及び就業環境を悪化させるものをい
います。セクシュアル・ハラスメントが発生
しないようにするために、教職員は他の教職
員、学生及び関係者と接する時には、一人ひ
とりが次の内容を大切にする必要があります。
・お互いの人格を尊重しあうこと。
・お互いが大切なパートナーであるという
意識を持つこと。

・相手を性的な関心の対象としてのみ見る
意識をなくすこと。

・異性を劣った性として見る意識をなくす
こと。

　セクシュアル・ハラスメントを行わないた
めの心構えは次の通りです。
⑴　性的な言動に対する受け止め方には個人
間や男女間、その人物の立場等により差が
あり、セクシュアル・ハラスメントに当た
るか否かについては、相手の判断が重要に
なります。具体的には、次の点について注
意する必要があります。
・.親しさを表すつもりの言動であったとし
ても、本人の意図とは関係なく相手を不
快にさせてしまう場合があること。

・不快に感じるか否かには個人差があるこ
と。

学校法人冬木学園
ハラスメントの防止等に関する指針

平成２２年２月１３日制定
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・この程度のことは相手も許容するだろう
という勝手な憶測をしないこと。
・相手との良好な人間関係ができていると
勝手な思い込みをしないこと。

⑵　相手が拒否し、又は嫌がっていることが
分かった場合には、同じ言動を決して繰り
返さないことは大切です。
⑶　セクシュアル・ハラスメントを受けた者
が、上司、教職員等との人間関係を考え、
拒否することができないなど、相手からい
つも明確な意志表示があるとは限りません。
拒否の意志表示がないことを同意・合意と
勘違いしてはいけません。
⑷　勤務時間内又は職場内におけるセクシュ
アル・ハラスメントにだけ注意するのでは
不十分です。例えば、職場の人間関係がそ
のまま持続する歓迎会のような場合におい
て、教職員が他の教職員、学生にセクシュ
アル・ハラスメントを行うことについても
同様に注意しましょう。

２．アカデミック・ハラスメント
　アカデミック・ハラスメントとは教育・研
究活動上指導的立場にある者が、その指導を
受ける者に対し、その意に反する差別的な発
言や行動を行い、その指導を受ける者の自由
で主体的な学修活動や研究活動、円滑な職務
遂行活動を妨げ、個人の尊厳または人格を侵
害することを言います。教育・研究活動上指
導的立場にある者が、教育・研究上の指導に
関連して、不適切な発言や行動をして指導を
受ける者に不利益を与えることにより、学生
や研究者の自由で主体的な学修活動や研究活
動等を妨げることは許されません。高校生徒
の学習活動や教員の教育・研究活動について
も同様です。
　アカデミック・ハラスメントにあたるかど
うかは、客観的に判断されます。教育・研究
活動上指導的立場にある者が、指導を受ける
者の活動を妨げる意図を有しているかいない
かは、アカデミック・ハラスメントの存在不
存在の判断基準にはなりません。

３．パワー・ハラスメント
　パワー・ハラスメントとは、管理上業務上

優越的な立場にある者が、その監督し、指導
し、育成する権限を不当に行使し、または職
務遂行上従属的立場にある者に対し就業の環
境を悪化させることを示唆することにより、
職務遂行上従属的立場にある者に対し、その
意に反する不当な取り扱いを行い、不利益や
損害を与え、または個人の尊厳もしくは人格
を侵害することを言います。また就業の場で
行われる言葉や態度による精神的な暴力で、
特定の人の人格を傷つける行為も許されるも
のではありません。
　このような行為は、弱い立場にある者の自
由意志や自発性を抑圧し、職場のモラルダウ
ン（勤労意欲の低下）等を引き起こすことに
なりかねません。

４．その他のハラスメント
　就労、就学、教育又は研究の場におけるハ
ラスメントについて、前述のセクシュアル・
ハラスメント、アカデミック・ハラスメント、
パワー・ハラスメントの他に、性別による差
別意識に基づく言動であって、他の者に不快
感その他の不利益を与える「ジェンダー・ハ
ラスメント」等のケースも考えられます。こ
のように、ハラスメントはこの前述の３つに
限定されるものではありません。
　また、ハラスメントはこの３つのいずれか
に典型的にあてはまる場合もありますが、相
互に複雑にからみあいながら発生することも
多く、それぞれの境界は明確なものではあり
ません。

Ⅱ　ハラスメント防止等に関する指針の対象
範囲

⑴　本学園の構成員
　学　生：本学園に設置する各学校の大学院

生、学生、生徒、園児のほか、留
学生、研究生、科目等履修生など、
当該学校で教育及び研究指導を受
ける全ての者。

　教職員：常勤、非常勤を問わず、本学園に
設置する学校において学生の教育
及び研究指導に当たる者及び本学
園の業務を担当する全ての者。
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⑵　関係者
　　教育、研究、生活サービス等で広く本学
に関係する者（学外機関との間に雇用契約
を有し学内で就労する各種職員、臨床実
習・教育実習・インターンシップなど学外
実習の関係者、進路選択・就職などの関係
者、食堂関係業者社員など）学生の課外活
動（ボランティア活動、アルバイト、サー
クル活動など）に関係する者など 

⑶　ハラスメントについては生じた場所や時
間を問わず対象とします。（過去の被害に
ついても相談することができます。） 

⑷　卒業生、講座修了生、退学あるいは除籍
により離籍した学生など、現に在籍してい
るかどうかにかかわりなく相談することが
できます。

Ⅲ　懲戒処分

　ハラスメントの態様等によっては信用失墜
行為、教職員もしくは学生・生徒たるにふさ
わしくない非行等に該当して、しかるべき対
応の上で懲戒処分に付されることがあること
を十分認識してください。 

Ⅳ　就労上又は就学上の適正な環境を確保す
るために認識すべき事項

　就労上又は就学上の環境は、教職員、学生
及び関係者の協力の下に形成される部分が大
きいものです。ハラスメントにより就労上又
は就学上の環境が害されることを防ぐため、
教職員は、次の事項について積極的に意を尽
くすように努めなくてはいけません。 

１．適正な環境の確保
　ハラスメントについて問題提起をする教職
員、学生及び関係者をいわゆるトラブルメー
カーと見たり、ハラスメントに関する問題を
当事者間の個人的な問題として片づけないこ
と。職場におけるミーティングを活用するこ

となどにより解決することができる問題につ
いては、問題提起を契機として、就労上又は
就学上の適正な環境の確保のために皆で取り
組むことを日頃から心がけることが必要です。

２．周囲に対する気配り
　ハラスメントに関する問題の加害者や被害
者を出さないようにするために、周囲に対す
る気配りをし、必要な行動をとること。具体
的には、次の事項について十分留意して必要
な行動をとる必要があります。
⑴　ハラスメントが見受けられる場合は、注
意を促すこと。

　　ハラスメントを契機として、就労上又は
就学上の環境に重大な悪影響が生じたりし
ないうちに、機会をとらえて注意を促すな
どの対応をとることが必要です。

⑵　被害を受けていることを見聞きした場合
には、声をかけて相談に乗ること。

　被害者は「恥ずかしい」､「トラブルメーカー
とのレッテルを貼られたくない」「仕返しが怖
い」などの考えから、他の人に対する相談を
ためらうことがあります。被害を深刻にしな
いように、気が付いたことがあれば、声をか
けて気軽に相談に乗ることが大切です。

３．環境づくり
　職場においてハラスメントがある場合には、
立場にかかわらず、気持ちよく就労や就学が
できる環境づくりをするために相談窓口や相
談員等に相談するなどの方法をとることをた
めらわないようにしましょう。

Ⅴ　ハラスメントに起因する問題が生じた場
合

１．基本的な心構え
　ハラスメントを受けた場合にその被害を深
刻にしないために、次の事項について認識し
ておくことが望まれます。
⑴　一人で我慢しているだけでは、問題は解
決しないこと。ハラスメントを無視したり、
受け流したりしているだけでは、必ずしも
状況は改善されないということをまず認識
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することが大切です。
⑵　ハラスメント防止の為の行動をためらわ
ないこと。
　「トラブルメーカーというレッテルを貼ら
れたくない」、「恥ずかしい」などと考えが
ちですが、被害を深刻なものにしない、他
に被害者をつくらない、さらにはハラスメ
ントをなくすことは自分だけの問題ではな
く就労上又は就学上の適正な環境の形成に
重要であるとの考えに立って、勇気を出し
て行動することが求められます。

２．ハラスメントの被害を受けたと思うとき
に望まれる対応
　教職員および学生はハラスメントを受けた
場合、次のような行動をとるよう努めるこ
とが望まれます。
⑴　嫌なことは相手に対して明確に意志表示
をすること。
　　ハラスメントに対しては毅然とした態度
をとること、すなわち、はっきりと自分の
意志を相手に伝えることが重要です。しか
し、背景に上下関係等が存在する場合には
直接相手に言いにくい場合が考えられます。
そうした場合には相応する上司に報告し、
措置してもらうことも考えられます。
⑵　信頼できる人に相談すること。
　　まず、同僚や友人等身近な信頼できる人
に相談することが大切です。また学園の各
種相談窓口、相談員に相談してみましょう。

３．苦情・相談や訴えに対する対応について
　学校法人冬木学園では、万一、教職員・学

生へのハラスメントが起き、苦情・相談や訴
えがあった時は、責任を持って次のような対
応を取ります。
⑴　ハラスメントの相談窓口は、教職員、幼
稚園関係者については法人総務部、学生に
ついては畿央大学学生支援センター、関西
中央高校人権教育部です。

⑵　学園では相談員を置き、公表しています。
気軽に相談してください。

⑶　教職員・学生からの苦情・相談や訴えが
相談窓口や相談員に寄せられた場合には、
速やかに実態を明らかにし、本人が同意し
た場合には、ハラスメント対策委員会に報
告を行います。

⑷　ハラスメントの事実調査が必要と認めた
場合は調査委員会を設けて事実関係を明ら
かにすると同時に、被害者の救済措置につ
いて対応し、また再発防止にかかる改善策
を実施します。

⑸　上記のようなハラスメントの訴えへの対
応に際して、情報を知り得た者は関係者の
プライバシーの保護を最優先にし、その内
容について守秘義務を負います。

Ⅵ　指針の改訂

　ハラスメント防止等に関する指針について
は、運用状況をふまえてハラスメント防止委
員会およびハラスメント対策委員会で必要な
見直しを行い、理事長が決定します。

以上



313

（目的）
第１条　この規則は、学校法人冬木学園（以
下「学園」という。）において、セクシュア
ル・ハラスメント、アカデミック・ハラス
メント、パワー・ハラスメント及びその他
のハラスメント（以下「ハラスメント」と
いう。）の防止のための措置並びにハラスメ
ントに起因する問題が生じた場合に適切に
対応するための措置について、必要な事項
を定めることにより、学園のすべての学生
及び教職員に、公正、安全で快適な環境の
下に、学習、教育、研究及び就業の機会と
権利を保障することを目的とする。
（定義）
第２条　この規則における用語の定義は、次
の各号の定めるところによる。
⑴　「セクシュアル・ハラスメント」とは、相
手方の意に反する性的な言動により、相手
方に不快感、その他の不利益を与え、学習、
教育、研究又は就業環境を悪化させること
をいう。
⑵　「アカデミック・ハラスメント」とは、教
育、研究の場における地位もしくは権力を
利用し、又は逸脱して行う不適切な言動、
指導もしくは待遇により、相手方に不快感、
その他の不利益を与え、学習、研究意欲を
低下させ、又は学習、研究環境を悪化させ
ることをいう。
⑶　「パワー・ハラスメント」とは、就労上に
おける地位もしくは権力を利用し、又は逸
脱して行う不適切な言動、指導もしくは待
遇により、相手方に不快感、その他の不利
益を与え、就労意欲を低下させ、又は労働
環境を悪化させることをいう。
⑷　「その他のハラスメント」とは、前各号以
外の不適切な言動であって、相手方に不快
感、その他の不利益を与えることをいう。
（対象者）
第３条　この規則の対象者は、次の各号の定
めるところによる。

⑴　学生とは、学園に設置する各学校（以下
「当該学校」という。）に所属する大学院生、
学生、生徒、園児のほか、留学生、研究生、
科目等履修生など、当該学校で教育及び研
究指導を受ける全ての者を指す。

⑵　教職員とは、常勤、非常勤を問わず、当
該学校において学生の教育及び研究指導に
当たる者及び学園の業務を担当する全ての
者を指す。

⑶　当該学校の学生もしくは学園の教職員が
訴えた、又は訴えられた場合には、その事
案に関与したあらゆる関係者にも適用する。

（理事長等の責務）
第４条　理事長は、学園のハラスメントの防
止及び対応に関する事務を総括する。

　　２　法人事務局長は、理事長を補佐し、
学園のハラスメントの防止及び排除に努め
るとともに、これに関連する問題が生じた
場合に迅速、適切に対処するものとする。

　　３　当該学校の長は、当該学校の独自性
を考慮し、学生、教職員及びそれぞれ相互
間のハラスメントの防止及び排除に努める
とともに、これに関連する問題が生じた場
合に迅速、適切に対処するものとする。

　　４　教職員を管理、監督する立場にある
者及び学生を指導する立場にある者は、ハ
ラスメントの防止に努めるとともに、これ
に関連する問題が生じた場合に迅速、適切
に対処するものとする。

（教職員及び学生の責務）
第５条　学園の教職員及び学生は、ハラスメ
ントに該当する行為をしてはならない。

（防止委員会）
第６条　ハラスメントの防止に関する具体的
な施策を推進するため、ハラスメント防止
委員会（以下「防止委員会」という。）を置
く。

（防止委員会の任務）
第７条　防止委員会の任務は、次の各号に掲
げる事項とする。

学校法人冬木学園
ハラスメントの防止等に関する規則
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⑴　ハラスメント防止にかかる実態調査及び
情報収集に関すること。
⑵　ハラスメント防止にかかる啓発及び研修
の推進に関すること。
⑶　前２号について当該学校の調整に関する
こと。
⑷　相談員（第９条に定める相談員をいう。
以下同じ。）の職務にかかる具体的事項の検
討に関すること。
⑸　ハラスメントの再発防止にかかる改善策
の検討及び実施に関すること。
⑹　その他、ハラスメントの防止に係る重要
な事項に関すること。
（防止委員会の組織）
第８条　防止委員会は、次の各号に掲げる委
員をもって組織し、理事長が任命する。
⑴　法人事務局長が指名する法人事務局の事
務職員１名
⑵　畿央大学各学部長が推薦し、学長が指名
する各学科の教育職員各１名
⑶　畿央大学事務局長の指名する畿央大学事
務職員２名
⑷　関西中央高等学校長の指名する関西中央
高校教育職員２名
⑸　関西中央高等学校長の指名する関西中央
高校事務職員１名
⑹　畿央大学付属幼稚園長の指名する畿央大
学付属幼稚園教職員１名
　　２　防止委員会委員の任期は２年とし、
再任は妨げない。
　　３　防止委員会委員に欠員が生じた場合
は速やかに補充するものとし、その場合の
任期は、前任者の残任期間とする。
　　４　防止委員会に委員長と副委員長各１
名を置き、それぞれ防止委員会委員の互選
によって選出する。
　　５　防止委員会委員長は、防止委員会を
招集し、その議長となる。
　　６　防止委員会副委員長は、防止委員会
委員長を補佐し、当該委員長に事故あると
きはその職務を行う。
　　７　会議は、防止委員会委員の過半数の
出席を以て成立する。
　　８　議事は、出席した防止委員の過半数
の賛成を以て成立する。

　　９　防止委員会は、防止委員会委員長が
必要と認めた場合、本条第１項に掲げる委
員以外の者を会議に出席させ、報告又は意
見を聞くことができる。

（相談員の設置及び任務）
第９条　学園に、ハラスメント相談員（以下
「相談員」という。）を置く。

　　２　相談員の任務は、次の各号に掲げる
事項とする。

⑴　ハラスメントに関する相談に応じ、相談
者に事後の対応についての助言及び支援を
行うこと。

⑵　前号の相談、事実確認等について、対策
委員会（第１１条に定める対策委員会をいう。
以下同じ。）に報告すること。
⑶　問題の解決が困難な事案については対策
委員会委員長に報告し、その指示を受ける
こと。

　　３　相談員は、相談及び面談に当たって
は、相談、事実確認及び対応内容等につい
ての記録を残しておかなければならない。

（相談員の選任）
第１０条　相談員は、防止委員会からの推薦に
より、理事長が任命する。

　　２　相談員の男女構成は、原則半々とす
る。

　　３　相談員の任期は２年とし、再任を妨
げない。

　　４　相談員に欠員が生じた場合は、速や
かに補充するものとし、その場合の任期は
前任者の残任期間とする。

　　５　相談員の氏名及び連絡先は、学園内
掲示板等で公表する。

　　６　その他、相談員に必要なことは防止
委員会において定める。

（対策委員会）
第１１条　ハラスメントに関する問題が生じた
場合に適切に対応するために、ハラスメン
ト対策委員会（以下「対策委員会」という。）
を置く。

（対策委員会の任務）
第１２条　ハラスメントについての相談員から
の報告について、対策委員会委員長が必要
と認める場合には、直ちに対策委員会を開
催し、公正・公平かつ中立的な立場で、迅
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速かつ適切に問題の解決にあたるものとす
る。
　　２　対策委員会は、被害拡大防止等、緊
急措置が必要と判断した場合は、関係機関
と協議の上、直ちに対応策の決定を行う。
　　３　対策委員会が事実関係の調査を必要
と判断した場合には、理事長に調査委員会
の設置を進言することが出来る。
　　４　対策委員会は事実認定および被害者
の救済措置について対応するとともに、再
発防止にかかる改善策を検討する。
（対策委員会の組織）
第１３条　対策委員会は、次の各号に掲げる委
員をもって組織し、理事長が任命する。
⑴　防止委員会委員長
⑵　法人事務局長
⑶　法人総務部長
⑷　畿央大学大学院研究科長
⑸　畿央大学健康科学部学部長
⑹　畿央大学教育学部学部長
⑺　畿央大学学生支援部長
⑻　関西中央高等学校校長
⑼　関西中央高等学校教頭
⑽　畿央大学付属幼稚園副園長
⑾　その他、理事長が必要と認めた者
　　２　対策委員会の委員長と副委員長は、
対策委員会委員の中から理事長が任命する。
　　３　対策委員会委員長は、対策委員会を
招集し、その議長となる。
　　４　対策委員会副委員長は、対策委員会
委員長を補佐し、当該委員長に事故あると
きはその職務を行う。
　　５　会議は、対策委員会委員の過半数の
出席を以て成立する。
　　６　議事は、出席した対策委員会委員の
２/３以上の賛成を以て成立する。
　　７　対策委員会は、対策委員会委員長が
必要と認めた場合、本条第１項に掲げる対
策委員以外の者を会議に出席させ、報告又
は意見を聞くことができる。
（調査委員会）
第１４条　理事長は、対策委員会の進言に基づ
き当該事案の事実関係を調査するため、ハ
ラスメント調査委員会（以下「調査委員会」
という。）を設置することができる。

（調査委員会の任務）
第１５条　調査委員会は、ハラスメントに関す
る調査を行うに当たっては、当事者、相談
員及び関係者から公正な立場で事情聴取を
行うものとし、必要に応じて関係書類等の
提出を求めることができる。

　　２　調査委員会は、原則として調査開始
後２ヶ月以内に調査を終了するものとする。

　　３　調査委員会は、その調査結果及び当
事者に対する措置等について、書面をもっ
て理事長に報告しなければならない。

（調査委員会の構成）
第１６条　調査委員会は、調査委員会委員５名
で構成し、対策委員会の進言を受け、理事
長が任命する。ただし、任命に当たっては、
相談員及び当事者に関係ある者を除外し、
公正かつ中立な判断が阻害されないよう配
慮し、人選を行うものとする。なお、推薦
された教職員が自ら公正な判断を行えない
と判断した場合は、理事長に申し出て委員
への就任を辞退しなければならない。

　　２　理事長が必要と認めた場合、理事長
は、学園外の専門家に調査委員会委員を委
嘱することができる。

　　３　調査委員会委員の氏名は、公開しな
い。

（調査終了後の対応）
第１７条　理事長は、調査委員会からの報告を
対策委員会に伝達し、再発防止にかかる改
善策を検討させるものとする。

　　２　理事長は、対策委員会又は調査委員
会からの報告に基づき、懲戒に相当すると
判断した場合は、就業規則に定める事故処
理委員会等に付さなければならない。

（遵守事項）
第１８条　当事者及び関係者は、相談、事情聴
取等に際しては真実を述べ、偽りの申し出
をしてはならない。

　　２　行為者又はその関係者は、いかなる
場合においても相談及び苦情を申し出た者
並びにその関係者に対して、報復的行為そ
の他不利益な取扱いをしてはならない。

　　３　この規則に関わる委員、相談員、そ
の他手続きにおいて関係する者は、その職
務上知り得た情報を他に漏らしてはならな
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い。
（人権への配慮）
第１９条　防止委員会、対策委員会及び調査委
員会の委員並びに相談員は、職務の遂行に
当たって、当事者及び関係者の名誉、プラ
イバシー等の人権を侵害しないよう配慮し
なければならない。
（事務の所管）
第２０条　この規則に関する事務は、法人事務

局総務部が行う。
（改廃）
第２１条　この規則の改廃は、理事長が行う。

附　則
　この規則は、平成２２年４月１日から施行す
る。なお、この規則の施行に伴い、学校法人
冬木学園セクシュアル・ハラスメントの防止
等に関する規則を廃止する。

第一章　総則

（名称）
第１条　本会は、畿央大学畿友会と称する。
（構成）
第２条　本会は畿央大学の学部在籍の全学生
をもって構成する。
（本部）
第３条　本会は本部を畿央大学内に置く。
（目的）
第４条　本会は、会員の自治と自主的な諸活
動により会員相互の親睦をはかり、学生生
活の発展向上に資すること、あわせて畿央
大学の発展に寄与することを目的とする。
（機関）
第５条　本会に次の機関を置く。
⑴　クラス代表者会議
⑵　執行委員会
⑶　学生総会
⑷　課外活動委員会

第二章　クラス代表者会議及びクラス
代表者

（クラス代表者会議）
第６条　クラス代表者会議は、本会の最高議
決機関である。ただし、本会則に特別の定
めがある場合は、学生総会が本会の最高意
思を決定する。
（構成）

第７条　クラス代表者会議は、クラス代表者
と執行委員会により構成する。

（クラス代表者）
第８条　クラス代表者は、１回生時のクラス
毎に互選により２名を選出する。

　　２　クラス代表者の任期は１年間とし、
再選を妨げない。

（招集）
第９条　クラス代表者会議は毎年５月に執行
委員会会長が招集する。

　　２　前項の他に、下記の場合に執行委員
会会長はクラス代表者会議を招集しなけれ
ばならない。
⑴　クラス代表者の５分の１以上の連名
による要求があった場合。

⑵　執行委員会が必要と認めた場合。
（議長・書記）
第１０条　クラス代表者会議の議長及び書記は、
その都度出席者より選出する。

（成立・議決）
第１１条　クラス代表者会議はクラス代表者の
４分の１以上の出席で成立し、出席クラス
代表者の過半数をもって議決する。執行委
員は、議決権を有しない。

（議決事項）
第１２条　クラス代表者会議は、次の事項を審
議決定する。
⑴　本会運営に関する基本方針
⑵　畿友会の予算、決算
⑶　執行委員会役員の承認
⑷　畿友会会則及び諸規則の制定、改廃

畿央大学　畿友会会則
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⑸　その他、執行委員会が必要と認めた
事項

第三章　執行委員会及び役員、運営委
員、部局等

（執行委員会）
第１３条　執行委員会はクラス代表者会議の決
議に基づいて本会の会務を執行する。
（役員）
第１４条　執行委員会は、以下の役員によって
構成される。
⑴　会長　　　　　　１名
⑵　副会長　　　　　１名以上
⑶　書記　　　　　　１名以上
⑷　会計　　　　　　１名以上
⑸　課外活動部　　　１名以上
⑹　企画　　　　　　１名以上
⑺　監査　　　　　　１名以上

（運営委員）
第１５条　運営委員は、執行委員会が会員より
公募する。
（選出及び任期）
第１６条　役員は、会員より公募した運営委員
の互選により選出し、毎年５月のクラス代
表者会議で承認されなければならない。
　　２　役員の任期は１年とし、再任を妨げ
ない。
（成立・議決）
第１７条　執行委員会は、役員の過半数の出席
をもって成立し、出席者の過半数をもって
議決する。
（任務）
第１８条　役員の任務は、以下のとおりとする。
⑴　会長は、執行委員会を代表し、また、
執行委員会を統括する。
⑵　副会長は、会長を補佐し、会長に事
故ある時は、その職務を代行する。
⑶　書記は、執行委員会の業務の補佐と
事務を担当する。
⑷　会計は、畿友会会計に関する諸般の
事務を担当する。
⑸　課外活動部は、クラブ・サークル等
を統括する。
⑹　企画は、行事の企画運営を担当する。

ただし、専門委員会、特別部局にかか
るものを除く。

⑺　監査は、畿友会及び所属団体の会計
を監査する。

（専門部局）
第１９条　執行委員会は、そのもとに次の専門
部局をおくことができる。

　　　書記　　会計　　課外活動部　　
　　　企画　　監査
　　２　専門部局は、畿友会運営委員により
構成する。

（専門委員会・特別部局）
第２０条　執行委員会は、本会の事業を推進す
るために、大学祭実行委員会等、必要な専
門委員会、特別部局を置くことができる。

　　２　専門委員会、特別部局は会員により
構成される。

第四章　学生総会

（学生総会）
第２１条　学生総会による決定は、本会の最高
意思となる。

（招集）
第２２条　執行委員会会長は、以下の場合に学
生総会を招集しなければならない。
⑴　会員の１０分の１以上の署名による要
求があった場合

⑵　クラス代表者会議が招集を議決した
場合

（成立・議決）
第２３条　学生総会は、会員の５分の１以上の
出席（委任状を含む）をもって成立し、委
任状を除く出席の過半数により議決する。

（議長・書記）
第２４条　学生総会の議長、書記は立候補を募
り、選出する。ただし、立候補がない場合
は、執行委員会役員がその任にあたること
を妨げない。

（告示）
第２５条　学生総会の招集は、開催の７日前ま
でに会員に告示しなければならない。
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第五章　課外活動委員会

（課外活動委員会）
第２６条　執行委員会のもとに課外活動委員会
を置く。
（構成）
第２７条　課外活動委員会は、執行委員会課外
活動部役員とクラブ・サークルの代表者各
１名によって構成する。
（任務）
第２８条　課外活動委員会は、課外活動委員会
の規程に従い、各クラブ・サークルの活動
等を調整し、クラブ・サークル活動の発展
に貢献する。
（運営）
第２９条　執行委員会課外活動部役員は課外活
動委員会を統括する。
　　２　課外活動委員会の決定事項は、執行
委員会の承認をもって有効となる。

第六章　会計

（経費）
第３０条　本会の経費は、会費、寄付金、補助
金等をもってこれに充てる。

（会計年度）
第３１条　本会の会計年度は、毎年４月１日よ
り３月３１日までとする。
（予算・決算）
第３２条　本会の予算・決算は、クラス代表者
会議において決定する。

（会計監査）
第３３条　本会及び本会所属団体は、監査役員
による会計監査を受けなければならない。

第七章　顧問

（顧問）
第３４条　本会に顧問を若干名置き、畿央大学
の教職員に委託する。

第八章　改廃

（改廃）
第３５条　本会則の改廃は、クラス代表者会議
の議決を必要とする。

附　則
本会会則は、平成１５年５月３１日から施行する。
附　則　
本会会則は、平成２３年５月１８日から施行する。
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（名称）
第１条　本会は畿桜会（きおうかい）と称す
る。
（目的）
第２条　本会は会員相互の親睦、協力をはか
り、併せて母校の発展に寄与することを目
的とする。
（事務局）
第３条　本会は事務局を畿央大学に置く。
（会員）
第４条　本会は正会員、準会員及び特別会員
によって構成する。
　　２　正会員は畿央大学、畿央大学短期大
学部、桜井女子短期大学の卒業生とする。
　　３　準会員は畿央大学の在学生とする。
　　４　中途退学した者のうち本会への入会
を希望する者は、役員会の承認を得た後、
同窓会費を完納することにより正会員とな
ることができる。
　　５　準会員は畿央大学の卒業と同時に自
動的に正会員となる。
　　６　特別会員は畿央大学の現教職員、及
び退職教職員で申請のあった者とする。
　　７　準会員及び特別会員は総会における
議決権、選挙権を有しない。
（部会）
第５条　本会に理学療法部会、健康栄養部会、
人間環境デザイン部会、教育学部会、看護
医療部会及び短期大学部会の各部会を置く
ことができる。
　　２　部会は正会員及び準会員で構成する。
　　３　部会は部会規則を定めなければなら
ない。
　　４　部会は１名以上の代表幹事を選出し
なければならない。
（支部）
第６条　本会は１０名以上の正会員により支部
を置くことができる。
　　２　支部は支部規則を定めなければなら
ない。
　　３　支部を設立した場合は遅滞なく総会

に報告し、承認を得なければならない。
　　４　支部は１名以上の代表幹事を選出し
なければならない。

（事業）
第７条　本会は目的を達成するために次の事
業を行う。

　　一　会誌、名簿等の発行
　　二　会員の親睦をはかるための事業

①ホームカミングデイの母校との共催
②会員の生涯学習と専門職としての交
流・研鑽をすすめる研修会等の事業

③クラブ・サークル同窓会、年次同窓
会、地域同窓会及び本学校法人内教
育機関卒業生の同窓会との共同事業
および支援

④その他会員親睦のための事業
　　三　母校発展のための諸事業

①在籍生の教育・就職・ボランティア
活動等に対する協力

②母校の研究者との共同研究
③リカレント教育、公開講座等に対す
る協力および参加

④保護者懇談会、入試説明会等に関す
る協力および広報

⑤その他母校発展に寄与する事業
　　四　その他本会の目的達成に必要な事業
（会費）
第８条　正会員は終身会費として１６,０００円を
納入しなければならない。但し、準会員と
して納付した金額は終身会費の全部または
一部に充当することができる。

　　２　準会員は授業料と同時に、４年を限
度に各年度の会費として４,０００円を納付し
なければならない。

　　３　特別会員は会費を免除する。
　　４　本会に納付した会費は原則として返
却しない。　

（会計）
第９条　本会の会計年度は毎年４月１日より
始まり翌年３月３１日に終わる。

　　２　本会の運営に要する経費は、会費、

畿桜会 会則
（畿央大学、畿央大学短期大学部、桜井女子短期大学 同窓会）
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寄付金及びその他の収入をもって充てる。
（役員）
第１０条　本会は次の役員を置く。
一　会　長　　１名　正会員より総会に
おいて選出する。

二　副会長　　若干名　正会員より総会
において選出する。

三　代表幹事　若干名　部会及び支部か
ら選出された者の他、各卒業年次の
幹事及び特別会員より総会において
選出することができる。

四　会　計　　２名　１名は正会員より、
他の１名は特別会員より総会におい
て選出する。

五　監　査　　２名　正会員より総会に
おいて選出する。

六　幹　事　　各卒業年次の学科ごとに
幹事１名を選出する。

七　顧　問　　若干名　特別会員より会
長が依嘱する。

（役員の任務）
第１１条　役員の任務は次のとおりとする。
一　会長は本会を代表し、会務を統括す
る。

二　副会長は会長を補佐するとともに、
会長事故あるときはその職務を代行
する。

三　代表幹事は本会の運営に関する会務
の執行にあたる。

四　会計は本会の収支、会計を掌る。
五　監査は会計の監査を行う。
六　幹事は、各卒業年次の同窓会を適宜
開催する。

七　顧問は、会長及び役員会の諮問に応
じ、又これに意見を述べることがで
きる。

（役員の任期） 
第１２条　役員の任期は１ヶ年とする。但し再
任は妨げない。

　　２　役員は辞任又は任期満了の場合にお
いても、後任者が就任するまでは、その職
務を遂行しなければならない。

（総会）
第１３条　総会は定期総会と臨時総会がある。
　　２　総会は会長が招集し、議長は会長が
務める。

　　３　定期総会は毎事業年度終了後速やか
に開催しなければならない。

　　４　臨時総会は会長が必要と認めた場合
のほか、過半数の幹事から書面による開催
要請があった場合には速やかに開催しなけ
ればならない。

　　５　総会の議事は議長を除く出席正会員
の過半数によって決し、可否同数の場合は
議長の決するところによる。

（総会の議決事項）
第１４条　次に掲げる事項は、総会の議決を経
なければならない。

　　一　会則の改定
　　二　事業計画及び予算
　　三　事業報告及び決算
　　四　役員の選出
　　五　本会の解散
　　六　その他役員会において必要と認めた
事項

（役員会）
第１５条　会長、副会長、代表幹事、会計、監
査の役員をもって役員会を構成する。

　　２　役員会は会長が随時招集し、会務の
企画及び実施に関する事項を協議する。

附　則
この会則は平成１９年５月２７日より施行する。
附　則
この会則は平成２０年５月２４日より施行する。
附　則
この会則は平成２１年７月１２日より施行する。
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学歌・応援歌
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歌
・
応
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畿央大学　学歌　　           
 作　詞   冬 木 智 子  
 作　曲   荒 井 敦 子  
                                             
　　　一　 茜 

あかね

さす　ふたかみの 峯 に　 雲  遠 く
ね くも とお

　
　　　　　 求 めつづけし　 希  望 の 光 　

もと き ぼう ひかり

　
　　　　　 世  界 に 幸 せ　 伸 ばしてゆかん

せ かい しあわ の

　
　　　　　 我 らここに 輝 け　 畿  央  大  学 

われ かがや き おう だい がく

　
　
　　　二　 果 てしなき　 青  春 の 夢 を求めて

はて せい しゅん ゆめ

　
　　　　　たゆまぬ 日  々 に　みのりのちから

ひ び

　
　　　　　 真  理 のみちを　みがきてゆかん

しん り

　
　　　　　 我 ら 今 ぞ

われ いま

 輝 け　
かがや

 畿  央  大  学 
き おう だい がく

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　三　まなこ 上 げ　ときめきて　

あ

 生命 きらめき
い の ち

　
　　　　　つきせぬ 泉 　わき 出 でる 如 く

いずみ い ごと

　
　　　　　 美 わしすがた　 創 りてゆかん

うる つく

　
　　　　　 我 ら 永  久 に

われ と わ

 輝 け　
かがや

 畿  央  大  学 
き おう だい がく

　
　　　　　 我 ら 永  久 に

われ と わ

 輝 け　
かがや

 畿  央  大  学 
き おう だい がく
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畿央大学　応援歌　　           
 作　詞   冬 木 智 子  
 作　曲   大 中　 恩  
                                             
　　　一　たぎり立つ　 青  春 の 血  潮 　さわかに

せい しゅん ち しお

　
　　　　　 伝  統 きづく　我

でん とう われ

   らが 力 　
ちから

　
　　　　　いざ　たけき 若人 

わこうど

　
　　　　　いざいざ 示 さん　

しめ

 畿  央  大  学 
き おう だい がく

　
　
　　　二　 光 あり　

ひかり

 生命 
い の ち

きらめく　 大空 に
おおぞら

　
　　　　　 双  手 をあげて　 我 らが 気  概 

もろ て われ き がい

　
　　　　　いざ　 闘  志 を 胸 に

とう し むね

　
　　　　　いざいざ 向 かわん　

む

 畿  央  大  学 
き おう だい がく

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　三　 栄光 の　 夢 にむかいて　 高 らかに

えいこう ゆめ たか

　
　　　　　まなこ 輝 く　 我 らが願い

かがや われ

　
　　　　　いざ　 永  久 なる 歩 み

と わ あゆ

　
　　　　　いざいざ 築 かん　

きづ

 畿  央  大  学 
き おう だい がく
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知的で清潔感のあるブルーに、爽やかな

グリーンをプラス。

「健康」を科学するという新しい理念の

大学にふさわしい、アカデミックで初々

しいカラーリングで構成しています。

Ｋの一部と iの・を表わすグリーンの部

分は、呼吸を司ることで植物の生命線と

もいえる葉っぱを「健康」の象徴として

使用し、それが未来に向って伸びやかに

飛翔しているイメージを表現しています。

ロゴの解説
C棟
エントランスホール、図書館を中心にし
て、事務室等大学の管理機能と健康栄
養学科の実験・実習室を備えた建物です。

L棟
大中小の講義室と一部実験・実習室も
あります。

E棟
教育学部の実習室や研究室、模擬授業
用のオープン教室、講義室を備えてい
ます。

D棟
人間環境デザイン学科用の製図室や実
習室、研究室があります。

K棟
看護医療学科の実習室や研究室、地階
には 4つの講義室が並んでいます。

P棟
理学療法学科の実習室、大小の講義室、
研究室を備えた建物になります。

R棟
食堂・売店などがあります。増築により、
講義室、人間環境デザイン学科の実習
室などを備えた建物になります。食堂
の席数も増加します。

G体育館
アリーナ・小体育室などがあります。

H棟
冬木記念ホールを中心とした建物で、
地階にはキャリアセンターがあります。

C棟

K棟

L棟

R棟

E棟

H棟

G 体育館

D棟P棟新築（５月竣工） R棟増築（５月竣工）
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